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例 言

１．本書は、国土交通省北海道開発局函館開発建設部が行なう高規格幹線道路函館江差自動車道函館

茂辺地道路工事に伴い、同建設部の委託を受けて財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成２０年

度に実施した北斗市館野６遺跡の発掘調査報告書である。

２．現地の発掘調査は第２調査部第２調査課・同第３調査課が担当し、第１調査部 第１調査課、第

２調査部 第２調査課が分担した。

３．現地での写真撮影は吉田 裕吏洋、中山 昭大、袖岡 淳子、谷島 由貴が行ない、室内での写

真撮影は吉田が行なった。

４．遺物の整理は土器を袖岡、石器を佐藤 剛、フローテーション作業を佐川 俊一が行った。

５．本書の執筆は佐川、谷島、袖岡、佐藤、立川 トマスが行ない、巻末の現場写真図版編集を佐藤、

遺物の写真図版編集を吉田、全体の編集を袖岡が行ない、文責者は文末に丸括弧で記した。

６．地形分類について、普及活用課 藤井 浩が行なった。

７．現地での測量業務の一部を 株式会社 トラスト技研に依託した。

８．放射性炭素年代測定は 株式会社 加速器分析研究所に依託した。

９．炭化材の樹種同定は 株式会社 パレオ・ラボに依託した。

１０．黒曜石製遺物の原産地分析は 有限会社 遺物材料研究所に依託した。

１１．館野地区・矢不来地区の完新世テフラについて、花岡 正光が分析を行なった。

１２．調査にあたっては、下記の諸機関及び諸氏に御協力・御指導を頂いた。（順不同・敬称略）

北海道教育委員会

北斗市教育委員会 森 靖裕

北海道立地質研究所 田近 淳

市立函館博物館 田原 良信、佐藤 智雄、大矢 京右

函館市教育委員会 野村 祐一、福田 裕二

七飯町教育委員会 山田 央

厚沢部町教育委員会 石井 淳平

松前町教育委員会 佐藤 雄生

札幌学院大学 鶴丸 俊明、臼杵 勲

大沼 忠春

横山 英介
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記号等の説明

１．遺構は下記の記号を略称として用い、確認順にアラビア数字を順に付した。

竪穴住居跡：Ｈ 竪穴住居の付属遺構 柱穴・土坑：HP 焼土・炉跡：HF

土 坑：Ｐ Ｔピット：TP 焼 土：Ｆ 剥片集中：FC 埋設土器：MS

遺物集中：IS 集 石：Ｓ 柱穴状の小土坑：SP

２． 土層の表記は基本層序をローマ数字で、遺構の層位をアラビア数字で示した。

３． 遺跡で確認した火山灰は以下の略号を用いた。

Ko－d：駒ケ岳ｄ火山灰（１，６４０年降灰）

B－Tm：白頭山－苫小牧火山灰（１０世紀降灰）

Ng：濁川火砕流堆積物（１２，０００年前降灰）

４．土色の判定については『新版 標準土色帖』（小山・竹原１９６７）を用い、カラーチャートの番号

を示した。

５．挿図中の方位は真北を示す。

６．遺跡・遺構の挿図にはすべてスケールを付した。

７．遺構から出土した遺物の位置と高さについては、以下の記号を用いた。

床面・坑底出土遺物 土器：● 剥片石器：▲ 剥片：▼石斧：◆ 礫石器・礫：■ 土・石製品：★

覆土出土 遺物 土器：○ 剥片石器：△ 剥片：▽石斧：◇ 礫石器・礫：□ 土・石製品：☆

８．遺構の規模については以下の方法で示した。撹乱・遺構の重複等で破壊されている場合は現存長

を丸括弧で付し表示した。（単位：�）
竪穴住居跡・土坑・Ｔピット：確認面の長軸長×床面・坑底の長軸長／確認面の短軸長×床面・

坑底の短軸長／最大の深さ

焼土・埋設土器：確認面の長軸長×確認面の短軸長×最大厚

剥片集中・遺物集中：確認面の長軸長×確認面の短軸長

９．遺構中の焼土はアミ掛けで示した。

１０．掲載した遺物については下記の縮尺を用いた。また、各々にはスケールを付してある。

復元土器・土器拓影図：１／３ 剥片石器・石斧類：１／２ 礫石器：１／３・１／４

土製品：１／２・１／３

１１．復元土器については以下の計測を行なった。また、復元できなかった部分については現存長を丸

括弧を付し表示した。

口径×底径×器高（単位：�）
１２．掲載した石器・礫石器・土製品は実測図を正面とし以下の計測を行なった。破損しているものに

ついては（丸括弧）を付し表示した。

最大長×最大幅×最大厚（単位：�）
１３．掲載した石器について、擦り面があるものは｜―｜、敲痕にはＶ―Ｖでその範囲を示した。

１４．遺構図にある掲載遺物は図�－９１～１６１から抜粋した１／２図である。
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図�－８９ 柱穴状の小土坑（４）

図�－９０ 柱穴状の小土坑（５）

図�－９１ Ｈ－１出土遺物

図�－９２ Ｈ－２出土遺物（１）

図�－９３ Ｈ－２出土遺物（２）

図�－９４ Ｈ－２出土遺物（３）

図�－９５ Ｈ－３出土遺物

図�－９６ Ｈ－４出土遺物

図�－９７ Ｈ－５出土遺物（１）

図�－９８ Ｈ－５出土遺物（２）

図�－９９ Ｈ－６出土遺物（１）

図�－１００ Ｈ－６出土遺物（２）

図�－１０１ Ｈ－６出土遺物（３）

図�－１０２ Ｈ－６出土遺物（４）

図�－１０３ Ｈ－６出土遺物（５）

図�－１０４ Ｈ－６出土遺物（６）

図�－１０５ Ｈ－６出土遺物（７）

図�－１０６ Ｈ－６出土遺物（８）

図�－１０７ Ｈ－７・８出土遺物

図�－１０８ Ｈ－９出土遺物

図�－１０９ Ｈ－１０出土遺物（１）

図�－１１０ Ｈ－１０出土遺物（２）

図�－１１１ Ｈ－１０出土遺物（３）

図�－１１２ Ｈ－１０出土遺物（４）

図�－１１３ Ｈ－１０出土遺物（５）

図�－１１４ Ｈ－１０出土遺物（６）

図�－１１５ Ｈ－１０出土遺物（７）

図�－１１６ Ｈ－１１出土遺物（１）

図�－１１７ Ｈ－１１出土遺物（２）

図�－１１８ Ｈ－１１出土遺物（３）

図�－１１９ Ｈ－１１出土遺物（４）

図�－１２０ Ｈ－１１出土遺物（５）

図�－１２１ Ｈ－１２出土遺物（１）

図�－１２２ Ｈ－１２出土遺物（２）

図�－１２３ Ｈ－１３出土遺物

図�－１２４ Ｈ－１４出土遺物（１）

図�－１２５ Ｈ－１４出土遺物（２）

図�－１２６ Ｈ－１５出土遺物

図�－１２７ Ｈ－１６出土遺物（１）

図�－１２８ Ｈ－１６出土遺物（２）

図�－１２９ Ｈ－１７出土遺物

図�－１３０ Ｐ－４・１１・１３・１７・１９出土遺物

図�－１３１ Ｐ－１４出土遺物（１）

図�－１３２ Ｐ－１４出土遺物（２）

図�－１３３ Ｐ－２０・２３出土遺物

図�－１３４ Ｐ－２４・２８・２９・３３・３７出土遺物

図�－１３５ Ｐ－３８・３９・TP－２出土遺物

図�－１３６ Ｆ－１・９・３４出土遺物

図�－１３７ Ｆ－３１出土遺物

図�－１３８ Ｆ－５９・６０出土遺物

図�－１３９ FC－１・２出土遺物

図�－１４０ FC－３・８・９出土遺物

図�－１４１ 埋設土器１・２・３・４出土遺物

図�－１４２ 埋設土器５・遺物集中１出土遺物

図�－１４３ 遺物集中３出土遺物（１）

図�－１４４ 遺物集中３出土遺物（２）

図�－１４５ 遺物集中４出土遺物（１）

図�－１４６ 遺物集中４出土遺物（２）

図�－１４７ 遺物集中４出土遺物（３）

図�－１４８ 遺物集中４出土遺物（４）

図�－１４９ 遺物集中４出土遺物（５）

図�－１５０ 遺物集中４出土遺物（６）

図�－１５１ 遺物集中４出土遺物（７）

図�－１５２ 遺物集中４出土遺物（８）

図�－１５３ 遺物集中４出土遺物（９）

図�－１５４ 遺物集中４出土遺物（１０）

図�－１５５ 遺物集中４出土遺物（１１）

図�－１５６ 遺物集中４出土遺物（１２）

図�－１５７ 遺物集中４出土遺物（１３）

図�－１５８ 遺物集中４出土遺物（１４）

図�－１５９ 遺物集中４出土遺物（１５）

図�－１６０ 遺物集中５・６・７出土遺物

図�－１６１ 遺物集中８・SP－２１・１４９出土遺物

図�－１６２ 包含層出土の土器（１）

図�－１６３ 包含層出土の土器（２）

図�－１６４ 包含層出土の土器（３）
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図�－１６５ 包含層出土の土器（４）

図�－１６６ 包含層出土の土器（５）

図�－１６７ 包含層出土の土器（６）

図�－１６８ 包含層出土の土器（７）

図�－１６９ 包含層出土の土器（８）

図�－１７０ 包含層出土の土器（９）

図�－１７１ 包含層出土の土器（１０）

図�－１７２ 包含層出土の土器（１１）

図�－１７３ 包含層出土の土器（１２）

図�－１７４ 包含層出土の土器（１３）

図�－１７５ 包含層出土の土器（１４）

図�－１７６ 包含層出土の土器（１５）

図�－１７７ 包含層出土の土器（１６）

図�－１７８ 包含層出土の土器（１７）

図�－１７９ 包含層出土の土器（１８）

図�－１８０ 包含層出土の土器（１９）

図�－１８１ 包含層出土の土器（２０）

図�－１８２ 包含層出土の土製品

図�－１８３ 包含層 土器の分布（１）

図�－１８４ 包含層 土器の分布（２）

図�－１８５ 包含層出土の石器（１）

図�－１８６ 包含層出土の石器（２）

図�－１８７ 包含層出土の石器（３）

図�－１８８ 包含層出土の石器（４）

図�－１８９ 包含層出土の石器（５）

図�－１９０ 包含層出土の石器（６）

図�－１９１ 包含層出土の石器（７）

図�－１９２ 包含層出土の石器（８）

図�－１９３ 包含層出土の石器（９）

図�－１９４ 包含層出土の石器（１０）

図�－１９５ 包含層出土の石器（１１）

図�－１９６ 包含層出土の石器（１２）

図�－１９７ 包含層出土の石器（１３）

図�－１９８ 包含層出土の石器（１４）

図�－１９９ 包含層出土の石器（１５）

図�－２００ 包含層出土の石器（１６）

図�－２０１ 包含層出土の石器（１７）

図�－２０２ 包含層出土の石器（１８）

図�－２０３ 包含層出土の石器（１９）

図�－２０４ 包含層出土の石器（２０）

図�－２０５ 包含層出土の石器（２１）

図�－２０６ 包含層出土の石器（２２）

図�－２０７ 包含層出土の石器（２３）

図�－２０８ 包含層 石器の分布（１）

図�－２０９ 包含層 石器の分布（２）

図�－２１０ 包含層 石器の分布（３）

図�－２１１ 包含層 石器の分布（４）

図�－２１２ 包含層 石器の分布（５）

図�－１ 黒曜石原産地

図�－２ 地質柱状図

図�－３－１ 火山ガラスの化学組成値分布（１）

図�－３－２ 火山ガラスの化学組成値分布（２）

写真図版目次

口絵１ 遺跡遠景（西から）

口絵２ 遺跡遠景（東から）

口絵３ 遺跡遠景（北から）

口絵４－１ 調査状況（南から）

口絵４－２ Ｐ－１４（北から）

口絵４－３ 遺物集中４（西から）

口絵４－４ FC－９ 検出状況（北西から）

口絵４－５ 鐸形土製品（北から）

口絵５－１ Ｈ－６（西から）

口絵５－２ Ｈ－６生活面（北から）

口絵５－３ Ｈ－６床面（西から）

口絵６－１ 縄文時代前期後半（Ｈ－２・８・１４）住居

跡出土土器

口絵６－２ 縄文時代前期後半土坑（Ｐ‐２３・２４・３３）

出土土器

口絵７ 縄文時代前期後半遺物集中４出土土器
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口絵８－１ FC－９の出土剥片 口絵８－２ FC－９ 出土遺物

図版１ 調査状況（１）

図版２ 調査状況（２）

図版３ 調査状況（３）

図版４ 調査状況（４）

図版５ 調査状況（５）

図版６ 調査状況（６）

図版７ 調査状況（７）

図版８ 調査状況（８）

図版９ 断層（１）

図版１０ 断層（２）

図版１１ 断層（３）

図版１２ Ｈ－１（１）

図版１３ Ｈ－１（２）

図版１４ Ｈ－２（１）

図版１５ Ｈ－２（２）

図版１６ Ｈ－２（３）

図版１７ Ｈ－３（１）

図版１８ Ｈ－３（２）

図版１９ Ｈ－４（１）

図版２０ Ｈ－４（２）

図版２１ Ｈ－４（３）

図版２２ Ｈ－５（１）

図版２３ Ｈ－５（２）

図版２４ Ｈ－６（１）

図版２５ Ｈ－６（２）

図版２６ Ｈ－６（３）

図版２７ Ｈ－６（４）

図版２８ Ｈ－６（５）

図版２９ Ｈ－６（６）

図版３０ Ｈ－６（７）

図版３１ Ｈ－７（１）

図版３２ Ｈ－７（２）

図版３３ Ｈ－８（１）

図版３４ Ｈ－８（２）

図版３５ Ｈ－８（３）

図版３６ Ｈ－９（１）

図版３７ Ｈ－９（２）

図版３８ Ｈ－１０（１）

図版３９ Ｈ－１０（２）

図版４０ Ｈ－１０（３）

図版４１ Ｈ－１０（４）

図版４２ Ｈ－１０（５）

図版４３ Ｈ－１１（１）

図版４４ Ｈ－１１（２）

図版４５ Ｈ－１１（３）

図版４６ Ｈ－１２（１）

図版４７ Ｈ－１２（２）

図版４８ Ｈ－１３（１）

図版４９ Ｈ－１３（２）

図版５０ Ｈ－１３（３）

図版５１ Ｈ－１４（１）

図版５２ Ｈ－１４（２）

図版５３ Ｈ－１４（３）

図版５４ Ｈ－１５（１）

図版５５ Ｈ－１５（２）

図版５６ Ｈ－１６（１）

図版５７ Ｈ－１６（２）

図版５８ Ｈ－１６（３）

図版５９ Ｈ－１６（４）

図版６０ Ｈ－１７（１）

図版６１ Ｈ－１７（２）

図版６２ 土坑（１） Ｐ－１～３

図版６３ 土坑（２） Ｐ－４

図版６４ 土坑（３） Ｐ－４～８

図版６５ 土坑（４） Ｐ－８・１０～１２

図版６６ 土坑（５） Ｐ－１２～１３

図版６７ 土坑（６） Ｐ－１３～１４

図版６８ 土坑（７） Ｐ－１５～１６

図版６９ 土坑（８） Ｐ－１７～１９

図版７０ 土坑（９） Ｐ－２０～２３

図版７１ 土坑（１０） Ｐ－２３～２５

図版７２ 土坑（１１） Ｐ－２５～２８

図版７３ 土坑（１２） Ｐ－２８～２９

図版７４ 土坑（１３） Ｐ－３０～３２

図版７５ 土坑（１４） Ｐ－３３～３５

図版７６ 土坑（１５） Ｐ－３６～３７

�



図版７７ 土坑（１６） Ｐ－３８～４０

図版７８ 土坑（１７） Ｐ－４０～４２

図版７９ 焼土（１） Ｆ－１～５

図版８０ 焼土（２） Ｆ－６・７・９～１１

図版８１ 焼土（３） Ｆ－１２～１７

図版８２ 焼土（４） Ｆ－１８～２１

図版８３ 焼土（５） Ｆ－２２～２７

図版８４ 焼土（６） Ｆ－２８～３１

図版８５ 焼土（７） Ｆ－３２～３６

図版８６ 焼土（８） Ｆ－３７～４２

図版８７ 焼土（９） Ｆ－４３～４８

図版８８ 焼土（１０） Ｆ－４９～５１・５３・５４

図版８９ 焼土（１１） Ｆ－５５～６０

図版９０ 焼土（１２） Ｆ－６０～６２

図版９１ 柱穴様の小土坑（１） SP－１～９・２２～４０

図版９２ 柱穴様の小土坑（２） SP（１４Ｎ・１１～１３Ｗ区）

図版９３ 柱穴様の小土坑（３） SP－４～８

図版９４ 柱穴様の小土坑（４） SP－１１～１７

図版９５ 柱穴様の小土坑（５） SP－１８～１０５

図版９６ 柱穴様の小土坑（６） SP－１１８～１６７

図版９７ Ｔピット（１） TP－１～３

図版９８ Ｔピット（２） TP－３～６

図版９９ フレイク・チップ集中（１） FC－１～５

図版１００ フレイク・チップ集中（２） FC－７～９

図版１０１ フレイク・チップ集中（３） FC－９～１１・１３・１４

図版１０２ 集石（１）・遺物集中（１）Ｓ－１・遺物集中１～３

図版１０３ 遺物集中（２）・埋設土器（１） 遺物集中３・４・

６～８・埋設土器１

図版１０４ 埋設土器（２） 埋設土器２～５

図版１０５ 包含層 遺物の出土状況

図版１０６ Ｈ－１出土遺物・Ｈ－２出土遺物（１）

図版１０７ Ｈ－２出土遺物（２）

図版１０８ Ｈ－３・Ｈ－４出土遺物

図版１０９ Ｈ－５出土遺物

図版１１０ Ｈ－６出土遺物（１）

図版１１１ Ｈ－６出土遺物（２）

図版１１２ Ｈ－６出土遺物（３）

図版１１３ Ｈ－６出土遺物（４）

図版１１４ Ｈ－７・８・９出土遺物

図版１１５ Ｈ－１０出土遺物（１）

図版１１６ Ｈ－１０出土遺物（２）

図版１１７ Ｈ－１０出土遺物（３）

図版１１８ Ｈ－１１出土遺物（１）

図版１１９ Ｈ－１１出土遺物（２）

図版１２０ Ｈ－１１出土遺物（３）・Ｈ－１２出土遺物

図版１２１ Ｈ－１３出土遺物・Ｈ－１４出土遺物（１）

図版１２２ Ｈ－１４出土遺物（２）・Ｈ－１５・１６・１７出土遺物

図版１２３ Ｐ－４・１１・１３・１７・１９・２０・２３（１）出土遺物

図版１２４ Ｐ－１４・２３（２）出土遺物

図版１２５ Ｐ－２４・２８・２９・３３・３７・３８・３９・TP－２出土遺物

図版１２６ Ｆ－１・９・３１・３４・５９・６０出土遺物

図版１２７ FC－１・２・３・８・９出土遺物

図版１２８ 埋設土器１・２・３・４・５出土遺物

図版１２９ 遺物集中１・３出土遺物・遺物集中４出土遺物（１）

図版１３０ 遺物集中４出土遺物（２）

図版１３１ 遺物集中４出土遺物（３）

図版１３２ 遺物集中４出土遺物（４）

図版１３３ 遺物集中４出土遺物（５）

図版１３４ 遺物集中４出土遺物（６）

図版１３５ 遺物集中４出土遺物（７）

図版１３６ 遺物集中４出土遺物（８）・遺物集中５・６・７

・８出土遺物・SP－２１・１４９出土遺物

図版１３７ 包含層出土の土器（１）

図版１３８ 包含層出土の土器（２）

図版１３９ 包含層出土の土器（３）

図版１４０ 包含層出土の土器（４）

図版１４１ 包含層出土の土器（５）

図版１４２ 包含層出土の土器（６）

図版１４３ 包含層出土の土器（７）

図版１４４ 包含層出土の土器（８）

図版１４５ 包含層出土の土製品

図版１４６ 包含層出土の石器（１）

図版１４７ 包含層出土の石器（２）

図版１４８ 包含層出土の石器（３）

図版１４９ 包含層出土の石器（４）

図版１５０ 包含層出土の石器（５）

図版１５１ 包含層出土の石器（６）

図版１５２ 包含層出土の石器（７）
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図版�－１ 館野６遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡

写真（１）

図版�－２ 館野６遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡

写真（２）

図版�－１ Ｐ－１４坑底の砂質礫と比較資料
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１．調査要項

事 業 名：

平成２０年～２３年度 高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路建設用地内埋蔵文化財発掘調査

平成２４年度 高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査（釜谷８遺跡外）

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

受 託 者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター（平成２４年４月１日付で公益財団法人に移行）

遺 跡 名：館野６遺跡（北海道教育委員会登載番号Ｂ－０６－３５）

所 在 地：北斗市館野８５－１ほか

調 査 面 積：５，７６８�
調 査 期 間：平成２０年５月１２日～１１月２８日

２．調査体制

平成２０年度

財団法人 北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 森重 楯一（平成２０年５月３１日まで）

理 事 長 坂本 均（平成２０年６月１日～ ）

専 務 理 事 佐藤 俊和

常 務 理 事 畑 宏明

第１調査部長 越田 賢一郎

第２調査部長 西田 茂

第２調査部 第３調査課 課長 佐藤 和雄（発掘担当者）

主査 谷島 由貴（発掘担当者）

主任 袖岡 淳子

主任 佐藤 剛

第２調査部 第２調査課 課長 佐川 俊一

主査 立川 トマス

※調査体制強化のため、下記の調査員が業務の一部を負担した。

第１調査部 第１調査課 主査 花岡 正光

主任 吉田 裕吏洋

第２調査部 第１調査課 主査 中山 昭大
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平成２１年度（一次整理作業）

第２調査部長 西田 茂

第２調査部 第２調査課 課長 村田 大

主任 袖岡 淳子

主任 佐藤 剛

平成２２年度（二次整理作業）

第２調査部長 西田 茂

第２調査部 第２調査課 課長 佐川 俊一

主査 袖岡 淳子

主任 佐藤 剛

平成２３年度（二次整理作業）

第１調査部長 千葉 英一

第１調査部 第３調査課 課長 土肥 研晶

主査 袖岡 淳子

主査 佐藤 剛

第１調査部 第１調査課 主任 吉田裕吏洋

平成２４年度（二次整理作業）

公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 坂本 均

副 理 事 長 畑 宏明

専 務 理 事 中田 仁

常務理事 兼 第１調査部長 千葉 英一

第１調査部 第３調査課 課長 土肥 研晶

主査 袖岡 淳子

第１調査部 第４調査課 主査 佐藤 剛

第１調査部 第１調査課 主任 吉田裕吏洋

２．調査体制

２



３．調査に至る経緯
ほく と き こ ない え さし

高規格幹線道路「函館江差自動車道」は、函館市を起点とし北斗市・木古内町を経由、江差町に至

る延長約７０�の一般国道自動車専用道路として国土交通省北海道開発局により整備が進められてい
る。この道路は北海道縦貫自動車道・函館新道と接続し、函館都市圏の新たな環状道路として地域の

交通混雑の解消や地域経済の活性化のために計画されたものである。

函館茂辺地道路は平成２年度から事業着手され、平成１５年３月に函館 IC－北斗中央（旧上磯）IC

間（約８�）、平成２１年１１月に北斗中央 IC－北斗富川 IC間（約５�）、平成２４年３月に北斗富川 IC－
北斗茂辺地 IC間（約５�）が供用されている。現在、事業区間となっている茂辺地木古内道路（延
長１６．０�）は平成６年度に着手された。
平成６年４月、国土交通省北海道開発局函館開発建設部（以下、「函館開建」という）は、函館江

差自動車道にかかる埋蔵文化財保護のための事前協議書を北海道教育委員会（以下、「道教委」とい

う）に提出した。これを受けて道教委は、同年同月に遺跡の所在確認調査を実施した。その結果、次
おしあげ たて の

の９か所において遺跡の範囲確認調査が必要と判断された。遺跡は北から押上１・館野・館野４・館

野２・館野６遺跡、矢不来館跡、矢不来台場跡、矢不来６・矢不来７遺跡である。

平成１１・１２年、高規格幹線道路と道営農道の整備事業に伴い、路線やその周辺にかかる矢不来館・

矢不来台場跡・周辺遺跡の規模及び分布状況の詳細を調査するため、上磯町教育委員会（当時）が国

庫補助事業によりトレンチ調査を行う。この調査結果により平成１３年７月、函館開建により道路の工

法変更がなされ矢不来館跡、矢不来台場跡の２ヶ所について保存が決定、調査の必要な遺跡は７か所

となった。

平成１５年１１月の試掘調査では矢不来６遺跡と呼ばれていた範囲は矢不来６・１０・１１・１２遺跡の４遺

跡に、また矢不来７遺跡と呼ばれていた範囲は矢不来７・８・９遺跡の３遺跡に分けられた。この結

果、平成１５年１２月、道教委から函館開建へ工事に伴い発掘調査が必要な遺跡は最終的に１２か所である

ことが通知された。平成２２年、試掘により調査必要遺跡が１か所増え（茂辺地４遺跡）、１３か所にな

る。平成２４年度までにこれらの遺跡は現地の発掘調査を行い、８遺跡は報告済で、５遺跡が一部報告

済の他、現在も整理作業中である（図・表�－１）。
館野６遺跡の本線部分における発掘調査範囲は、さきに平成１１・１２年に実施した矢不来台場跡およ

び矢不来館跡の調査で、矢不来館の対岸に位置する本遺跡の試掘結果により北海道教育委員会が決定

したものである。ここでは高規格道路の本線建設が計画されていたところで、テストピット１７か所が

掘開された。試掘調査の結果、縄文時代前・中期の遺構（竪穴１～２軒、土坑５基、Ｔピット１基）

・遺物（テストピット１か所から３００点、２ヶ所から２００点）が検出された。これら試掘調査の結果を

もとにセンターは館野６遺跡本線部分の調査計画を立案した。

平成２０年度の函館江差自動車道関連の発掘調査は館野６遺跡のほか、館野２遺跡Ｃ地区、矢不来８

遺跡、矢不来９遺跡、矢不来１０遺跡の５か所が予定された。工事工程上、館野６遺跡以外の調査が急

がれたため、それらを先に終了させて８月下旬以降、調査員、作業員全員を館野６遺跡へ投入し１０月

末に終了させる計画であった。

調査は二課体制で実施することとし、第２調査部第２調査課と同第３調査課が担当した。第２調査

課は５月から８月中旬まで館野２遺跡Ｃ地区、８月下旬から館野６遺跡の調査にあたることとした。

しかし、館野２遺跡Ｃ地区は縄文時代中期を主体とする集落跡で遺構・遺物共に内容が濃かったた

め、８月１日に函館道路事務所、企業体と話し合い、調査終了を９月末になることで了承を得た。こ
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のことにより館野６遺跡では８月下旬から調査展開する範囲の縮小が見込まれ、体制強化のため調査

員はセンター内で調整可能な範囲で現場に投入した。作業員人工については、館野６遺跡の工事が翌

年に行われるため発掘調査の延長として対応が可能になり、調査は１１月２８日に終了した。 （佐川）

表�－１ 函館江差自動車道にかかる発掘調査の経過（平成２４年度現在）

遺跡名 調査主体 調査面積 現地調査期間 調査の結果 報告書・ほか

２，０００� 平成１４年７月１６日～１２月１２日 縄文時代中期末～後期初頭 既刊

３，８００� 平成１５年５月８日～１０月９日 縄文時代後期初頭 既刊

１０，８９０� 平成１６年５月１日～１０月３１日 縄文時代後期初頭 既刊

上磯町（現北斗市）教育委員会 ２，６６５� 平成１７年５月１日～１０月３１日 縄文時代中期末～後期前葉 既刊

２，５３２� 平成２２年９月６日～１２月１日 縄文時代中期末～後期前葉

押上１遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ２，００８� 平成２３年５月９日～９月９日 縄文時代中期末～後期前葉 未刊（新幹線建設事業）

５，７５０� 平成１５年５月６日～１０月３１日 縄文時代中期後半～後期初頭の集落跡 北埋調報２３７集

館野遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ２，８１５� 平成１６年５月６日～１１月１６日 縄文時代後期初頭の配石遺構 北埋調報２８２集

館野２遺跡Ａ地区 ９５３� 平成１９年５月７日～１０月３１日 旧石器時代・縄文時代後期前葉

館野２遺跡Ｂ地区 �北海道埋蔵文化財センター ３，４０６� 平成１９年５月７日～１０月３１日 縄文時代中期前半の集落 北埋調報２８３集

２，２３１� 平成１９年５月７日～１０月３１日

館野２遺跡Ｃ地区 �北海道埋蔵文化財センター ２，０７６� 平成２０年５月１２日～１０月１日 縄文時代中期の集落 未刊

館野４遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ７，１００� 平成１７年９月１日～１０月２７日 縄文時代中期前半～後期前葉 北埋調報２３５集

５，７６８� 平成２０年５月１２日～１１月２８日 縄文時代前期後半～中期前半 本書 北埋調報２９５集

館野６遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ５，７６３� 平成２１年５月１２日～１１月１３日 縄文時代前期後半の集落・盛土遺構 未刊

４，６６０� 平成１７年５月１２日～８月３１日 縄文時代前期後半の小集落・後期前葉の配石 北埋調報２３５集

矢不来６遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ５８７� 平成１９年９月７日～１０月３１日 縄文時代中期前半？・後期前葉 北埋調報２５７集

２，１４１� 平成１６年１０月４日～１０月２９日

矢不来７遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ６，４８２� 平成１７年５月９日～１０月２８日 縄文時代後期後葉の集落跡 北埋調報２３２集

６，１９６� 平成１７年８月８日～１０月２８日 縄文時代晩期中葉 北埋調報２３２集

８２� 平成１８年１０月３日～１０月２７日 縄文時代中期後半～後期前葉・晩期中葉 北埋調報２４４集

矢不来８遺跡 �北海道埋蔵文化財センター １，７９１� 平成２０年５月１２日～７月１８日 縄文時代中期後半～後期前葉・晩期中葉 北埋調報２７２集

２，０３０� 平成１９年８月１日～１０月３１日 縄文時代中期前半～後期前葉 北埋調報２５７集

矢不来９遺跡 �北海道埋蔵文化財センター １，５１４� 平成２０年５月１２日～８月４日 縄文時代中期前半～後期前葉・近世 北埋調報２７２集

７，６０７� 平成１８年７月１０日～１０月２７日 縄文時代早期前半・後期前葉・晩期後葉 北埋調報２４４集

矢不来１０遺跡 �北海道埋蔵文化財センター １，９０７� 平成２０年５月１２日～７月１８日 縄文時代早期前半・後期前葉・晩期後葉 北埋調報２７２集

５，３００� 平成１７年５月１２日～８月３１日 縄文時代後期前葉 北埋調報２３５集

２４６� 平成１９年９月７日～１０月３１日 縄文時代後期前葉 北埋調報２５７集

矢不来１１遺跡 �北海道埋蔵文化財センター １，３４９� 平成２１年５月１２日～６月３０日 縄文時代後期前葉 北埋調報２７２集

�北海道埋蔵文化財センター ９９� 平成２２年５月１２日～６月４日 縄文時代中期前半～後期前葉

６，８００� 平成２３年７月１２日～１１月１７日

茂辺地４遺跡 北斗市教育委員会 ８，４６５� 平成２４年５月７日～１１月２日 縄文時代中期末～後期初頭 未刊

１，８１６� 平成２３年８月１日～９月９日

当別川左岸遺跡 �北海道埋蔵文化財センター ２，４４２� 平成２４年８月１日～１０月３０日 縄文時代前期後半～後期前葉 未刊

７８６� 平成２３年９月５日～１１月１１日

釜谷８遺跡（木古内町） �北海道埋蔵文化財センター ８，４１４� 平成２４年５月７日～１０月３１日 縄文時代早期・中期末・後期前葉 未刊

札苅５遺跡（木古内町） �北海道埋蔵文化財センター ３，３９３� 平成２３年５月９日～１０月２８日 旧石器時代・縄文時代前期後半 北埋調報２９４集

札苅６遺跡（木古内町） �北海道埋蔵文化財センター ２，７５８� 平成２３年５月９日～１０月２８日 縄文時代中期前半～後期前葉 未刊

３．調査に至る経緯
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４．調査の概要

調査区（本線部分）は海岸線から直線距離で約３００�、標高５０～６０�の海岸段丘上に位置する。函
館湾に面する海岸段丘の北を矢不来川、南に下矢不来川が流れ、さらにこの二つの川の支流が西側に

２条走り、調査区は独立した平坦面になっている。調査区の中央には浅い沢状地形がある。これに並

行する地割れ跡を２条確認している（図�－１）。
北海道立地質研究所の田近淳氏の所見によると地滑りによる断層と考えられ、調査区中央の沢状地

形も地滑りから由来するとの見解を頂いた。地滑りは縄文時代前期後半以降にも起きたと考えられ、

この時期の竪穴住居床面（Ｈ－１４）が傾いていたり、住居床面（Ｈ－１３）に亀裂が入っていた。

検出した遺構は竪穴住居跡１７軒、土坑４３基、Ｔピット６基、小ピット６基、１９８基、焼土６２ヶ所、

フレイク集中１４ヶ所、遺物集中７ヶ所、埋設土器５基である。

遺構は沢状地形を境に大きく北側と南側に時期が分けられる（図�－２・３）。北側には主に縄文
時代前期後半の竪穴住居（Ｈ－１、２、３、４、８、１２、１３、１４）、土坑、焼土、フレイク・チップ

集中、遺物集中などが検出された。

沢状地形北側の住居跡Ｈ－２、８、９、１４からは円筒土器下層ｂ式の中でも新しいと考えられる土

器が出土している。土坑では土坑墓と考えられるＰ－２３、２４、３３があり、埋め戻しの土に小型でほぼ

完形の土器が１個体検出されている。フレイク・チップ集中では FC－９で黒曜石の剥片が主体のも

のがある。原産地分析の結果では出来島（青森県つがる市木造）のものとの結果が得られた。この黒

曜石は山田野層の礫に起源があり、これが直接侵食を受けている付近の海岸、鯵ヶ沢町川尻～七里長

浜でも円磨された礫が拾える（新渡戸・鈴木１９８３、斉藤２００２）。同じ遺跡内で、Ｈ－６、Ｈ－１０など

の縄文時代中期前半の住居跡床面から検出した黒曜石フレイクの原産地分析結果はＨ－６赤石山（紋

別郡遠軽町白滝）、Ｈ－１０赤井川（余市郡赤井川村）との結果が得られている。縄文時代中期前半に

なると道内産のものが使用され、石材の一部において供給源が円筒土器文化圏から道内に変化してい

ることが伺える。

遺物集中では住居跡の窪みを利用した土器捨場と考えられる遺物集中４がある。これらは主に円筒

土器下層ｂ式相当である。

沢状地形を挟んだ南側には主に縄文時代中期前半の竪穴住居跡（Ｈ－５、６、７、９、１１、１５、１６、

１７）等の遺構・遺物を検出している。縄文時代前期後半の遺構・遺物が多い調査区北側から外れた遺

構で土坑墓と考えられるフラスコ状土坑（Ｐ－１４）や、土器の体部から底部にかけ、正立した状態で

検出した埋設土器が５基検出されている。

出土した遺物の総点数は１１９，４６２点、そのうち遺構からの出土は４３，６８６点（土器２２，６１２点、石器等

２１，０７４点）、包含層からは７５，７７６点（土器４９，５８５点、石器等２６，１９１点）である。時期は縄文時代早期

～続縄文時代のものまで出土しているが、多くは縄文時代前期後半、主に円筒土器下層ｂ式に相当す

るものが多く、次いで縄文時代中期前半、サイベ沢�式相当のものである。
調査区の後背、標高５５～６０�のところに同遺跡名で補償道路部分があり、平成２１年度に調査を行っ
た。調査の結果、矢不来川に向かって伸びる沢に面した段丘の縁と、下矢不来川に向かう沢に面した

台地の馬の背状になる尾根部分に円筒土器下層式期の集落跡と盛土遺構が検出されており、遺物の総

点数は１００万点を超える。本報告は平成２７年度以降の予定である。 （袖岡）
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５．遺跡の位置と環境

北海道の南端に位置する渡島半島は三方を海に囲まれ、西岸（日本海）と南岸（津軽海峡）は対馬

暖流に洗われている。北斗市は渡島半島の南部に位置する。このような地理的条件から冬の冷え込み

は弱く、夏の暑さも厳しくない。

北斗市は平成１８年、市町村合併で上磯町と大野町が統合した市で、南東部を函館市に、北は七飯町、

森町、北西部に厚沢部町、西は木古内町に接し、南は函館湾に面する。

地形は平野部、海岸段丘部、それより標高の高い丘陵部からなり、丘陵は西部を、平野部は東部を

占める。段丘部は津軽海峡に面して狭い平坦面をなし、標高５０～７０�である。丘陵部は標高約４５０�
まん た ろうさわ たて

以下の山陵地形をなしている。万太郎沢川を境にして北・東側には平野部が広がる。南・西側には館
の や ふ らい も へ じ とうべつ

野、矢不来、茂辺地、当別川右岸段丘は後背地が広く、変化に富んだ海岸線が続く。館野と矢不来の

境は鏡山から丘陵部、海岸段丘を経て函館湾に向かい、突き出た尾根状地形とその北側を館野、南側

を矢不来と呼んでいる。対岸には函館山を望む。館野・矢不来では丘陵部から茂辺地川に向かう沢に

よって海岸段丘が解析され、狭い平坦面や緩斜面などに縄文時代から中・近世にかけ多くの遺跡が確

認されている（図�－５、表�－２）。
現在の「館野」という地名は『上磯町史』（１９９７）によると、明治３３年から一級町村上磯村の大字、

「富川村」が昭和３年部制の廃止に伴い、昭和５年に「字富川町」、「柳沢」、「館野」となったことに

よる。昭和４年、大字「茂別村」は「茂辺地」、「矢不来」、「湯の沢」、「市の渡」、「当別」、「三ツ石」

の六字を編成。このうち、「矢不来」の旧小字を見ていくと、「フコ間」、「馬道岱」、「竹切沢」、「館」、

「館の上」、「矢不来館」とある。

安政３年（１８５６）、松浦武四郎の『渡島日誌』には、「…富川村人家六七十軒農漁商まざり寛政前は

下国氏の給所なり。浜形辰向、函館弁天崎に対す。（中略）村端小川有。是より右館野通り、左浜通

り。波風厳敷時は館野通りを行。此処を下国氏の古城なる故に号しと。今に柵跡厳然として、銅・鉄

・陶器類を掘り出すことあり。」とある（図�－４）。安政６年（１８５９）、武四郎の『東西蝦夷山川地
理取調図』（図�－３）には「タテノ下」とあり、（古）館の下を表す地名が記されている。武四郎の
絵図から文中の「古城」は矢不来館のことであり、「館野」とは矢不来館の北側隣りに位置している

ことから「館」の付いた地名になったことが伺える。

矢不来館について『安倍姓下国氏系譜』によれば、「家政 下国安東八郎式部大輔と称す。茂別矢

不来の館に居住す。享徳三（１４５４）年八月八日兄政季と家政と狄ノ島に押渡り、茂別矢不来の館に居

住。しかる後、蠣崎、若狭、相原周防と同心して此嶋を守る。明応四年六月七日卒」とある。「茂別

矢不来館」と記されているが、実際には茂別館と矢不来館は直線距離でも２�程度は離れている。茂
別館は道南十二館のひとつにふくまれているが、矢不来館については不明なことが多く、茂別の隠し

砦や本陣説、またアイヌのチャシではないかとも考えられてきた。

矢不来館は所在がわからなくなっていた時期があったが、１９７９年に地元の郷土史研究会会長、落合

治彦氏が確認された。１９９９、２０００年、当時持ち上がっていた道営農道の整備事業と高規格幹線道路の

建設に伴い、路線やその周辺にかかる矢不来館、矢不来台場跡、周辺遺跡の範囲確認するため上磯町

教育委員会が国庫補助事業により考古学的なトレンチ調査を行う（図�－６）。２０００年、高知大学で
中世史学の城郭を研究している市村高男教授と青森県史中世部会専門委員の小山彦逸氏が矢不来館を

踏査した。これらの調査により、台地の東側斜面で幅２～３�の連続縦土塁が６条確認され、この下
側に大手虎口が見つかった。連続縦土塁は秋田県男鹿市にある脇本館に似ており、大手虎口は勝山館
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と同じ造りと見られている。また高村は「かつては茂辺地川の渡し場から小館の下を経て、江差線の

西側から丘陵に上り、矢不来館の西方に出る道路があった痕跡がある。（中略）少なくとも茂別館が

陸路をもって矢不来館と一体に結ばれていたことは間違いないであろう。」（高村２０００）と、陸路から

のアプローチがあった可能性とその重要性を指摘している。この陸路側からの茂別館と矢不来館を結

ぶフィールド調査が行われている（野村・石井・塚田２００８）。調査により茂別館と矢不来館を結ぶ旧

道（馬道）跡が確認された。双方の館をつなぐ旧道（馬道）は中世まで遡る可能性があることを示唆

している（図�－８）。
その後２０１０、２０１１年、弘前大学と愛知学院大学の合同調査グループが学術による発掘調査を行った

（関根２０１０、２０１１）。矢不来館は下矢不来川と館の沢川に挟まれた海岸段丘上に築かれ、大手側が広

く搦手側が狭い琵琶形の主郭に主要な機能が集中している。主郭の最奥部、もっとも高い場所に宗教

施設を配置し、空堀を挟んでその先に墓域を形成する構造は勝山館に類似するという。２０１０年の調査

５．遺跡の位置と環境

図�－２ 遺跡の位置（国土地理院２０万分の１『函館』を使用）
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図�－３ 松浦武四郎『東西蝦夷山川地理取調図』より

図�－４ 松浦武四郎『渡島日誌』その壱 より
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表�－２ 周辺の遺跡一覧

登載番号 遺跡名 種 別 所在地 立 地 標高（�） 時 期 調査・報告等
Ｂ－０６－５ 寺屋敷 遺物包含地 富川 丘陵 １０～３０ 縄文 道教委（１９８３）
Ｂ－０６－７ ヤギナイ遺跡 遺物包含地 館野 丘陵 １０～１１ 縄文後期・晩期 町教委（２００９）
Ｂ－０６－１５ 館野 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５０ 縄文前期～後期 北埋調報２３７・２８２
Ｂ－０６－１７ 茂別遺跡 集落跡 茂辺地 海岸段丘 ２０～５５ 縄文早期～晩期・続縄文 北埋調報１２１
Ｂ－０６－１８ 矢不来 遺物包含地 館野 舌状台地 ５０～６０ 縄文中期
Ｂ－０６－２１ 茂別館 館跡 茂辺地 海岸段丘 ３０ １４４１～１４５７（中世）
Ｂ－０６－２３ 矢不来台場跡 台場跡 矢不来 海岸段丘 ６０ 近世 町教委（１９９９）
Ｂ－０６－３３ 茂辺地１ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ６５～７０ 縄文中期・後期
Ｂ－０６－３４ 茂辺地２ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５５～６５ 縄文中期
Ｂ－０６－３５ 館野２ 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５０～５７ 縄文中期・後期 北埋調報２８３
Ｂ－０６－３６ 矢不来館跡 館跡 矢不来 舌状台地 ５５～６０ 中世 町教委（２０００）
Ｂ－０６－３８ 館野３ 遺物包含地 館野 丘陵 ８０ 縄文中期
Ｂ－０６－４２ 当別川左岸 遺物包含地 当別 丘陵 ７５ 縄文後期
Ｂ－０６－４４ 当別４ 遺物包含地 当別 海岸段丘 ５１ 縄文早期
Ｂ－０６－４５ 茂辺地３ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５０～６０ 縄文
Ｂ－０６－４６ 富川砲塁跡 砲塁跡 館野 海岸段丘 ５０ 近代 町教委（１９８７）
Ｂ－０６－４７ 矢不来２ 遺物包含地 矢不来 海岸段丘 ４０ 縄文前期・中期・続縄文 北埋調報１５
Ｂ－０６－４８ 矢不来天満宮 神社跡 矢不来 海岸段丘 ４３～４９ 中・近世、近代 北埋調報４７
Ｂ－０６－４９ 館野４ 集落跡 館野 海岸段丘 ５０～５５ 縄文中期・後期 北埋調報２３５
Ｂ－０６－５５ 矢不来３ 集落跡 矢不来 海岸段丘 ７～９ 擦文 町教委（１９８９）
Ｂ－０６－５６ 柳沢１ 遺物包含地 柳沢 丘陵 ８０～９０ 縄文早期～中期
Ｂ－０６－５７ 柳沢２ 遺物包含地 柳沢 段丘斜面 ３０ 縄文後・晩期
Ｂ－０６－５８ 矢不来４ 遺物包含地 矢不来 舌状台地 ７０ 縄文中期・後期
Ｂ－０６－５９ 矢不来５ 遺物包含地 矢不来 傾斜地 ８０ 縄文中期
Ｂ－０６－６０ 矢不来６ 集落跡 矢不来 台地 ６０～６６ 縄文前期・後期 北埋調報２３５・２５７
Ｂ－０６－６１ 矢不来１４ 台場跡 矢不来 丘陵 ６０ 近世
Ｂ－０６－６２ 矢不来７ 集落跡 矢不来 河岸段丘 ２０～３０ 縄文早期～後期 北埋調報２３２
Ｂ－０６－６８ 当別５ 遺物包含地 当別 海岸段丘 ５０ 縄文
Ｂ－０６－６９ 柳沢３ 遺物包含地 柳沢 丘陵 １５～２５ 縄文中・後期
Ｂ－０６－７０ 館野５ 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５２～６０ 縄文後期
Ｂ－０６－７１ トドメキ川左岸 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５０～７０ 縄文後期
Ｂ－０６－７２ 茂辺地４ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ７０～８０ 縄文後期 町教委（２０１１）
Ｂ－０６－７４ 矢不来８ 遺物包含地 矢不来 台地 ５０～６０ 縄文中・晩期・続縄文 北埋調報２３２
Ｂ－０６－７５ 矢不来９ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～７０ 縄文中期・後期 北埋調報２５７・２７２
Ｂ－０６－７６ 矢不来１０ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～６５ 縄文 北埋調報２４４・２７２
Ｂ－０６－７７ 矢不来１１ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～６５ 縄文後期 北埋調報２３５・２５７・２７２
Ｂ－０６－７８ 矢不来１２ 遺物包含地 矢不来 海岸段丘 ６０～６５ 縄文
Ｂ－０６－７９ 館野６ 集落跡 館野 海岸段丘 ５０～５５ 縄文早期～続縄文 	本書／
２００８調査（未刊）
Ｂ－０６－８０ 館野７ 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５０～５５ 縄文後期
Ｂ－０６－８２ 矢不来１４ 遺物包含地 矢不来 海岸段丘 ５５～６０ 縄文中期・後期

５．遺跡の位置と環境

図�－５ 周辺の遺跡（国土地理院２万５千分の１『茂辺地』を使用）
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では主郭の最奥部、三重の堀に面した最も高い場所を発掘し、土塁状の高まりと主郭の中心部と見ら

れる部分を検出した。遺構の形態から新旧の２時期あり、古くは柵木列、新しいのは土塁に塀が廻っ

ていたという。出土した遺物は銅製の仏具や茶器などが目立ち、日常雑器が著しく少ない。館主は下

国安東氏と考えられている。遺物などはその殆どが火事か何かで焼けた痕跡があり、陶磁器から１５世

紀後半台の比較的短期間に収まる可能性が高く、１５世紀末・１６世紀初め頃焼失したと判断されてい

る。翌年、主郭の中心部を発掘調査し、墓が２基検出されている。墓からは埋葬品として用いられる

銅銭のほか、１基からは小刀や朱塗りの椀、複数の鉄釘が、もう１基からは日本刀の鍔を固定する「はば

き」が出土した。これらの墓は館主のような中心人物である可能性が高いとしている。この調査により、

館跡の規模と出土品から下国安東氏は、コシャマインの戦を経た１５世紀後半の段階でなお、政治・経済

的に上ノ国を本拠とする蠣崎氏を上回る勢力を保持していた可能性が高いものと推測している。

「矢不来」という地名は、『北海道蝦夷語地名解』（永田１９８４）によると「ヤンゲ・ナイ yannge

nai陸揚げ場 船ヨリ荷物ヲ揚ゲル処」とある。また、矢不来天満宮の『天満宮縁起』によるとコシャ

マインの戦のときアイヌの毒矢が一本も届かなかったことから地名カムイヤンゲナイから文字を矢不

来と改めたとしている。

道南十二館を中心としてアイヌ民族を支配し、経済基盤の強化を行なった下国安藤氏であれば、地

名由来にもなったヤンゲ・ナイ、船で荷揚げなどの物流・経済活動が行なわれたことも想定でき、ま

たアイヌ民族に対し“矢も届かない”と牽制したとも考えられる。下国安藤氏とアイヌ民族との緊張

状態や室町幕府との強い関連を示す考古学資料は、先の２０１０年以降に調査を行った弘前大学・愛知学

院大学の研究成果で明らかになっていくと考える。 （袖岡）

５．遺跡の位置と環境

図�－７ 茂別館跡周辺要図（高村２０００より）

図�－８ 旧道（馬道）位置図（野村他２００８に加筆）
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６．遺跡周辺の地形

遺跡周辺の地形は主に海成段丘から構成される。この海成段丘は現在の海岸線とほぼ平行に発達

し、また、その背後には丘陵が発達している。丘陵は矢不来川、下矢不来川、下の沢川などの源とな

り、さらに、これらの川、沢が丘陵、段丘を細かく開析することによって、複雑な地形をかたちづくっ

ている。

海成段丘は、特に遺跡周辺においては数段に分類することが出来、ひなだん状に発達している。図

�－９は遺跡周辺の地形分類図で、空中写真判読により確認できた段丘面について、宮内・八木
（１９８４）分類を照合し作成したものである。各段丘面の特徴は以下の通りである。

段丘面１ 高度６０～１２０�にある。宮内・八木分類のＨ２面にあたり、幅１�とされる。
段丘面２ 高度５０～８０�にある。宮内・八木分類のＭ１面にあたり、幅約５００�とされる。遺跡周
辺などを除く一部不明瞭な部分もあるが、図化した範囲内のほぼ全域で確認することが出来た。段丘

面１との間は急崖を介している。

段丘面３ 高度１５～７０�にある。宮内・八木分類のＭ２面にあたり、幅５００�とされる。図化した
範囲内のほぼ全域で確認することが出来た。また、段丘面２との間はわずかな起伏の差のみであった。

海岸寄りの一部では地すべりの跡も認められた。

段丘面４ 高度１０～３８�にある。宮内・八木分類のＭ３面に当たる。段丘面３との間は比高差数�
の急崖を介している。茂辺地川に面する部分にのみ見られ、河成段丘とも考えられる。

遺跡は最も低い海寄りの段丘面（段丘面３）上に位置する。周辺の矢不来舘や矢不来台場など縄文

時代～近現代にいたる遺跡群も、本遺跡と同様にこの段丘面３上に位置し、細かく開析されて部分的

になった平坦面上に立地する。背後には段丘面１にいたる緩やかな斜面が続いている。 （藤井）

� 緒 言
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６．遺跡周辺の地形

図�－９ 遺跡周辺の地形分類図
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�章 調査の方法

１．グリットの設定と座標値

館野６遺跡のグリット設定にあたっては、国土交通省北海道開発局函館開発建設部が作成した「函

館江差自動車道上磯町館野矢不来間用地測量用地平面図」１／１，０００図を基本図として使用し、路線

内の測点 SPを基準点として用いている（図�－１）。いずれも遺跡内やその近くにある測点 SPを２
ヶ所直線で結びグリットラインの基軸とし、それに直交するラインを設け４ｍ×４ｍの方眼を発掘区

に設定している（図�－２）。測点 SPに並行するラインにアラビア数字を用い、直交するラインに
はアルファベットの大文字を使用した。なお、測量成果は平面直角座標系��系の値（世界測値系）
である。以下に測点と設定の基準を示す。

測点 SP１４，４００－SP１４，５００間を２０ライン、SP１４，４００に直交するラインをＭとして発掘区にグリット

設定。なお SP１４，４００及び SP１４，５００の測量成果及び水準測量に使用した基準点は、つぎのとおりであ

る。

SP１４，４００（２０Ｍ杭） Ｘ＝－２４５，５２５．２６２ Ｙ＝３０，５２８．５７４

SP１４，５００ Ｘ＝－２４５，６２３．２９１ Ｙ＝３０，５０８．９１４

２．発掘調査の方法と経過

館野６遺跡（本線部分）は海岸線から直線距離で約２００ｍ、標高５０～６０ｍの海岸段丘上に位置する。

函館湾に突き出した形を呈する海岸段丘の北を矢不来川、南を下矢不来川に挟まれ、さらにこの二

つの川に向かい、西側に比高差３０～４０ｍの沢が２条走り、調査区は独立した平坦面になっている。こ

こでは主に縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式相当と縄文時代中期前半、サイベ沢�式相当の竪穴
式住居跡を中心とする遺構・遺物が検出された。遺物の総点数は１１９，４６２点（表�－２・７参照）で
ある。

調査区の後背、標高５５～６０ｍのところには同遺跡で平成２１年度に調査を行った補償道路部分があ

る。調査の結果、矢不来川に向かって伸びる沢に面した段丘の縁と、下矢不来川に向かう沢に面した

台地の馬の背状になる尾根部分に円筒土器下層式期の集落跡と盛土遺構が検出された。遺物点数は１００

万点以上になるとみられ、本報告は平成２６年度以降の予定である。下矢不来川の対岸には中世の矢不

来館、近世の矢不来台場跡がある（図�－１）。
本線部分の調査を行うにあたり、降雨により排土等が海へ流出し沿岸の磯で営まれている布海苔・

ひじきなど養殖事業への漁業被害を防ぐため、調査区の周囲に側溝を設定（図�－３）、先にこの側
溝調査を開始した。海に面する西側の側溝は垂直に掘らず、法面にして調査を行った。また、ここに

流れる濁水処理の沈砂地を設けるため、工事立会も行なった。

側溝の調査では縄文時代の遺構・遺物のほか、当初は近・現代の畑跡と考えられる遺構を検出し

た。この遺構はＢ－Tm火山灰を溝状に掘られていたため、調査区上面ではこの畑状の遺構検出・撮

影・測量した。しかし、この地域では近年、杉の植林が大規模に行なわれており、その痕跡を畑と誤

認したと判断、未掲載とした。この後、１５ラインより東の海側は竪穴住居を想定した落ち込みをいく
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図�－２ グリット設定図

図�－３ 濁土処理用側溝と沈砂地用地
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２．発掘調査の方法と経過

図�－４ 調査の方法（１）

図�－５ 調査の方法（２）
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つか検出し、�層面の地形測量を行った。また１５ラインより山側はこのうちの１２．５％を調査した。ト
レンチ調査と１２．５％の調査結果から２１ラインとＲラインが交差する南西側は急斜面で遺物包含層が薄

く、遺構・遺物の検出が見られなかったため重機による遺構確認調査とした（図�－４）。調査区の
南西端は沢に向かい崖になっており、ローム層が剥き出しになっていた。人力の及ぶ範囲で精査した

が遺構・遺物の検出は無かった。

包含層調査では�層から縄文時代早期の遺物が検出された。遺物が検出された周辺とトレンチ調査
を中心に�層を掘り下げ、縄文時代早期の遺構・遺物の調査を行った（図�－５）。
排土について、調査区では先に述べたとおり独立した段丘であり、排土の置き場に適したところが

無かった。排土は調査区内に仮置きし、溜まると重機とダンプで排出するといった方法を取った。

写真撮影

現場での写真撮影は主に以下の機材を使用した。

カメラ マミヤ RZ６７Pro�
レンズ マミヤ・セコール５０�Ｆ４．５

マミヤ・セコール６５�Ｆ４Ｌ－Ａ
マミヤ・セコール９０�Ｆ３，５�Ｆ３．５Ｗ
マミヤ・セコールマクロＭ１４０�Ｆ４．５	／Ｌ－Ａ

フィルター UV

三脚 クイックセット ハスキー３段

フィルム フジクローム プロビア４００

フジクローム ネオパン４００

レフ版

デジタルカメラ

３．整理作業の方法


 一次整理

平成２０年度は発掘調査を優先し、出土遺物の水洗・整理作業は翌年に行なう予定になっており、遺

物は北斗市内で保管した。平成２１年度には５月に開始予定の調査（補償道路部分）が、用地買収遅延

に伴う準備工の遅れにより一次整理作業を先行、水洗・分類・注記作業・遺物台帳作成をおこなっ

た。

台帳については紙に手書きのものを作成しパソコンに入力、整合性をチェックしたのち集計等の作

業を行った。注記については、包含層が「遺跡名．グリット．層位」（記入例：タテ６．Ｈ７．�）、
遺構については「遺跡名．遺構番号．層位．遺物番号」（記入例：タテ６．Ｈ－３．フク土．１６）と記

入した。遺物台帳については手書きのものを作成し、パソコンに入力した。遺構からサンプル採取を

行った土壌については台帳を作成しフローテーション作業を行った。現場写真はリバーサル、モノク

ロフィルムを同一カットでそろえた写真台帳を作成した。

これらの遺物・記録類は江別市の北海道埋蔵文化財センター作業棟に搬送し平成２２年１１月より二次

整理作業を開始した。
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� 二次整理

土器は遺構出土のもの、包含層出土のものをそれぞれ分類ごとに接合作業を行った。復元できたも

の、遺構の時期が判断できるもの、遺跡において遺物の時期と特徴がわかるものを掲載遺物とした。

� 室内撮影

二次整理後の報告書掲載遺物は室内にて撮影をし、写真図版を作成した。

室内での写真撮影は以下の撮影機材を使用した。

カメラ トヨ トヨビュー４５GX

レンズ ニコン ニッコール AM ED２１０Ｆ５．６

トヨ 無影撮影台

ストロボ コメット CA３２００

発光部（３２Ｈ）

デフューサー ライトバンク・アンブレラ

フィルム コダック Ｔ－MAX１００

コダック エクタクローム１００Ｇ

デジタルカメラ

スタジオ撮影した台帳はパソコンに入力し、被写体による検索が可能なデジタルデータベースとし

て管理している。

 記録類・遺物の収納・保管

現場で記録した図面類は遺構と包含層とに分け管理番号を与え収納した。報告書作成のため現場の

記録類を整理し浄書した図も同様にした。遺物は二次整理後、報告書に掲載したものと未掲載のもの

に分け、報告したものに関しては掲載番号を記し、収納した。

４．遺物の分類


 土 器

縄文時代を�～�群、続縄文時代を�群、擦文時代を�群と大別し、下記の分類基準を用いて行なっ
た。

�群 縄文時代早期に属する土器群

ａ類：貝殻文、貝殻条痕文が施されているもの。

ｂ類：撚糸文、組紐圧痕文、絡条体圧痕文、貼付文、縄文が施されているもの。

�群 縄文時代前期に属する土器群

ａ類：丸底、尖底を主体とするもの（出土していない）。

ｂ類：円筒土器下層式に相当するもの。

３．整理作業の方法
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�群 縄文時代中期に属する土器群

ａ類：円筒土器上層式、サイベ沢�式、見晴町式に相当するもの。
ｂ類：榎林式、大安在Ｂ式、ノダップ�式、煉瓦台式に相当するもの（出土していない）。

�群 縄文時代後期に属する土器群

ａ類：天祐寺式、涌元式、トリサキ式、大津式、白坂３式に相当するもの。

ｂ類：ウサクマイＣ式、手稲式、ホッケマ式、エリモＢ式に相当するもの（出土していない）。

ｃ類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式、湯の里３式に相当するもの（出土していない）。

�群 縄文時代晩期に属する土器群

ａ類：大洞Ｂ式、大洞 BC式、上の国式に相当するもの（出土していない）。

ｂ類：大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式に相当するもの。

ｃ類：大洞Ａ式、大洞Ａ′式に相当するもの（出土していない）。

�群 続縄文時代に属する土器群

恵山式に相当するもの。

�群 擦文時代に属する土器群（出土していない）。

土製品 器としての機能をもたない、粘土や土器片を用いて焼成・加工を施したもの。

鐸形土製品、土偶、土製円盤が出土している。

中世～近世にかけての陶磁器・金属製品・木製品（出土していない）。 （袖岡）

� 石 器

石 鏃：押圧剥離や平坦剥離により調整している尖頭形のもので、５�未満のもの。
石槍またはナイフ：押圧剥離や平坦剥離により調整している尖頭形のもので、５�以上のもの。
石錐：端部に錐状の突出部を作り出しているもの。

つまみ付ナイフ：ノッチ状の加工により端部につまみ部を作り出しているもの。

スクレイパー：剥片を素材とする、調整剥離面が側縁に連続しているもの。

両面調整石器：剥離が両面に施されるが明瞭な尖頭形ではないもの。

Ｒフレイク：剥片を素材とする、不規則で散漫な剥離を加えた不定形のもの。

Ｕフレイク：剥片を素材とする、使用痕跡と考える、微細剥離や潰れ痕、光沢があるもの。

石核：剥片もしくは礫を素材とする、石器の素材となりえる大きさ・形状の剥片を剥離した痕跡が複

数あるもの。

石斧：剥片もしくは礫を素材とする、敲打・打ち欠き・研磨により整形している、斧状の刃部がある

もの。

擦切り残片：擦切り技法により発生した、整形されない切り取られた部分。

扁平打製石器：扁平な礫を素材とする、周囲もしくは端部を打ち欠き、楕円・半円・長方形を呈する

もので、下面に幅の狭い擦痕があるもの。
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北海道式石冠：分厚い礫を素材とする、敲打・打ち欠きにより石冠様の形状に整形している、下面に

幅の広い擦痕があるもの。器体中央部には帯状の凹みが巡る。

すり石：礫を素材とする、能動的な擦痕があるもの。

たたき石：礫を素材とする、能動的な敲打痕があるもの。

石 錘：礫を素材とする、端部の一部を打ち欠くもの。

台石・石皿：礫を素材とする、受動的な擦痕もしくは敲打痕があるもの。

原石：剥片石器または石斧の素材を供給する石材の礫。素材剥片の剥離は行われていないか、もしく

は不明瞭なもので、石器の原材料とみられるもの。

石製品：特異な形態を呈するもの。 （佐藤 剛）

５．土層の区分

�層：表土。層厚２０～３０�前後。近・現代に行なわれた杉の植林によって耕作を受けている層。
�層：黒色土～褐色土層（黒色土と Ko－ｄ（１，６７０年降灰）火山灰、Ｂ－Tm白頭山－苫小牧火山灰

（１０世紀降灰）の二次堆積層）。層厚２０�前後。砂壌土、粘性は中～弱、堅密度はしょう～軟
である。植林の影響で撹乱を受けている。

�層：黒色土。（７．５YR１／２）層厚４０�前後。壌～埴壌土、粘性は強、堅密度はやや堅である。縄
文時代～続縄文時代の遺物包含層。

�層：暗褐色土～にぶい褐色土（７．５YR３／４～７．５YR５／４）。層厚２０～４０�前後。埴壌～埴土、
粘性は強、堅密度はやや堅である。漸移層。縄文時代早期の遺物包含層と考えられる。

�層：明黄褐色土（７．５YR５／６）。埴土、粘性は強、堅密度は堅である。ローム質土。�層上面で
稀に濁川火砕流堆積物（１２，０００年前降灰、２．５Ｙ６／８明黄褐色砂質土、層厚１０～１５�前後）
の二次堆積と思われる層が見られる。 （袖岡）

４．遺物の分類 ５．土層の区分

図�－６ 土層柱状図
２２



�章 遺構と遺物

１．遺 構

� 住居跡

Ｈ－１（図�－４・５ 図版１２・１３）

位置・立地：１６・１７Ｈ、１６�区、東側の高い傾斜のある台地の縁で、北側は沢に面する崖縁にあたる。
確認・調査：排水路を設置するため先行して調査を行った。排水路側の�層を精査し検出したため、
排水路予定部分の南側を拡張し調査を行った。

覆 土：覆土１は�層に対応する土層である。覆土２は黒色土とロームの混合土で流れ込みと考
えられる。壁際の覆土８は三角堆積で柱穴 HP１の直上が柱状に別な土が堆積していることから、こ

の柱が覆土８の堆積後まで残ったことが推定される。

構 造：五角形に近い平面形を呈し、床は�層に掘り込まれ平坦である。柱穴の配置や傾きから
沢に面した北側の高い片寄棟の形態とも取れる。

付 属 施 設：北側の壁に近い位置に HF１とした長方形の焼土層を含む堀込が北側にあり、中に深さ

４５�で底の平らな柱穴がある。壁に近いことや柱穴のあること、覆土が粒状の焼土や黒土であること
から他の場所で焚いた焼土を入れた可能性がある。北東の壁際には深さ２５�で底の平らな柱穴が単独
である。床の柱穴痕は中心よりに底の窄まる HP６と HP１１の２か所あり、東西と南側の壁に中央を

向くように斜めに柱穴痕があり傍の壁際に直立する柱穴痕もある。

遺物出土状況：�群ｂ類土器が HF覆土上から３点出土している他、覆土の上・中・下から３６１点出
土している。�群ａ類土器が覆土上・中から１０点視出土しているが混入と考えられる。石鏃・両面調
整石器・被熱礫片各１点が覆土したから出土しているが、床および、HF各層からはＲ・Ｕフレイク

やフレイクが出土しているのみである。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器の時期の住居と考えられる。 （谷島）

Ｈ－２（図�－６・７ 図版１４～１６）

位置・立地：２１～２３Ｎ・Ｏ区

確認・調査：�層上面を精査し、�層の大きな落ち込みを検出した。観察用の土層断面を北東－南西
方向と北西－南東方向に設定したが、平面形が落ち込みの２倍以上の広がりを持っており堆積の観察

にはやや不都合な位置となった。

覆 土：覆土１～３は�層に、４は�層に対応する。覆土６が遺物取り上げ時の「覆土下」であ
る。壁側はロームとほぼ類似した土が厚く堆積していた。

構 造：南北に長い楕円形を呈し、床は�層に掘り込まれ平坦である。東側の掘り込み面と床と
の差が大きいところで約８０�である。主柱穴痕は４か所で北東側に HP１、南東側に HP５、南西側
に HP４、北西側に HP１５がある。北側２か所はほぼ直立し、南側２か所は竪穴中央向きに傾斜して

いる。この配置から推定すると、沢に面した北側の高い片寄棟であった可能性も有る。

付 属 施 設：住居の中央に焼土の HF１がある。覆土下位からの検出である。ここからフローテーショ

ンサンプルで得られた炭化物について、放射性炭素年代測定（AMS）と樹種同定を行なった（第�
章１・２）。放射性炭素年代測定については、４，４７０±３０yrBPという結果が得られた。この周辺には

�群ａ類土器が１個体（図�－９２－２）が潰れた状態で出土しており、調査の年代観と一致する。樹
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種同定については、コナラ属コナラ節という結果が得られた。

HF１の周辺には底の平らな浅い柱穴痕が穿たれている。HP１と HF１の間に浅い溝状の HP１２と

HP１３がある。

遺物出土状況：�群ｂ類土器が床から５５点出土している他、覆土等各層から約８５０点が出土している。
�群ａ類土器２３２点、�群ａ類土器３１点も覆土各層から出土している。石器は床からスクレイパー・
両面調整石器・扁平打製石器・Ｒフレイクが各１点と砥石７点などが出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器の時期の住居と考えられる。 （谷島）

Ｈ－３（図�－８・９ 図版１７・１８）

位置・立地：２０Ｍ区

確認・調査：�層上面に�層の落ち込みを検出し、この中央を直行するように土層観察用の土手を残
し、周囲を掘り下げ平面形の確認に努めた。西側は大きな風倒木痕があり判然としないが他の部分は

ほぼ半分の深さで床面の深さの変わるところだったため、土層を確かめＨ－３がそれより平面形の大

きなＨ－８の床面を切っていることが判明した。

覆 土：壁際に黒褐色埴壌土、床は黒色埴壌土が堆積している。

構 造：Ｈ－８が埋もれた後、その床を貫いて入れ子になっている。南東から北西が長軸の長円

形を呈する。床面は�層に掘り込まれ、ほぼ平坦、堀込からの深さは１	弱である。
付 属 施 設：小柱穴状の土坑５か所と焼土を２か所（HF１・２）検出した。この住居跡に伴う炉跡

と判断した HF２について、放射性炭素年代測定（AMS）と樹種同定を行なった（第�章１・２）。
放射性炭素年代測定については、４，１６０±３０yrBPという結果が得られた。調査で判断した年代観と

異なる結果であり、縄文時代中期以降の可能性もある。樹種同定ではコナラ属コナラ節という結果が

得られた。

遺物出土状況：床から�群ｂ類土器が７１点、�群ａ類土器が２点、覆土上・中・下等各層から�群ｂ
類１点、�群ｂ類土器５３４点、�群ａ類土器１４点、�群ａ類土器８８点が出土している。石器は床から
両面調整石器１点、扁平打製石器３点、石斧片１点、フレイク１４点、被熱礫３点、礫・礫片３８点が出

土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器の時期の住居と考えられる。 （谷島）

Ｈ－４（図�－１０・１１ 図版１９～２１）

位置・立地：１４・１５Ｍ・Ｎ区

確認・調査：�層を精査し周囲より黒い落ち込みを検出した。東西、南北方向に土層観察用の土手を
残し、周囲を掘り下げ平面形の確認に努めた。

覆 土：覆土は上中下３枚に別れ、黒色壌土～黒褐色埴壌土である。

構 造：円形を呈し、床は�層上部に掘り込まれて平坦である。
付 属 施 設：焼土 HF１が西側の壁近くにあり、HF２と HF３は東側の野壁近くにある。中央の HP

８は平面形が円形で断面は半円である。HP７と HP９が床面から約３０�と深さがあるほかの柱穴痕
は１０～１５�で底が平らなものである。
遺物出土状況：焼土と覆土下から�群ｂ類土器が１３点出土し、覆土上・中層等から�群ｂ類土器３９０
点、�群ａ類土器１５点、�群ａ類土器５点、�群ａ類土器１０点、
群土器２点が出土している。石器
は焼土と覆土下を除いた覆土各層から石鏃、スクレイパー、たたき石、扁平打製石器、フレイクなど
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図�－４ Ｈ－１（１）
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図�－８ Ｈ－３（１）
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が出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器の時期の住居と考えられる。 （谷島）

Ｈ－５（図�－１２・１３ 図版２２・２３）

位置・立地：９・１０Ｙ・Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：側溝部分の�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。周辺にも暗褐色土の落
ち込みがあり、遺構の切り合いを想定しベルトを設定した。平坦な床面、炉跡、柱穴を検出し、住居

跡と判断した。堆積状況から、掘り込み面は�層中と考える。土層の観察により、Ｈ－５はＰ－７よ
り新しく、Ｐ－９より古い。Ｈ－５の範囲は調査範囲外に広がっている。

覆 土：自然堆積である。

構 造：平面形は全体の３／４ほどの確認で、隅丸長方形または五角形の可能性がある。床面は

ほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

付 属 施 設：HF－１は中央に位置する不整形の地床炉である。HP－１～３は主柱穴と考える。HP

－１・２は近接することから主柱穴の改変が行われた可能性がある。

遺物出土状況：１４４点出土した。遺物は、１層は１層、２・３層は２層として取上げた。床面出土の

遺物は少ない。

時 期：床面出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

図�－９ Ｈ－３（２）
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図�－１０ Ｈ－４（１）
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図�－１１ Ｈ－４（２）
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図�－１２ Ｈ－５（１）
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図�－１３ Ｈ－５（２）
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Ｈ－６（図�－１４～１９ 図版２４～２９）

位置・立地：１０～１２Ｕ～Ｗ 調査区南側の平坦面から緩斜面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みの一部を確認した。濁水処理用の側溝部分を調
査していたため、側溝部分に掛かる平面形の段差より東側を先に調査し、その後、残りを調査した。

覆土を掘り下げたところ、４層上面では遺物が平面的に分布し、�層が混じる平坦でやや堅くしまる
ローム質土を確認したため、生活面と判断した。さらに掘り下げ、平坦な床面、炉跡、柱穴を確認し、

住居跡と判断した。堆積状況から、掘り込み面は�層中位から下位である。
覆 土：自然堆積である。

構 造：平面形は隅丸長方形である。床面はほぼ平坦で、壁は北側でやや急角度、それ以外は緩

やかに立ち上がる。４層上面にはほぼ平坦な生活面があり、遺物は平面的に分布する。さらに、４層

上面から床面にかけても遺物が分布することから、生活面は何面かあった可能性がある。HF－６は

HP－４に重なり、より新しい。HP－１の１・２層、HP－３・４の１層は柱痕以外の堆積と考える。

これらのことから焼失住居ではなく、建替えまたは再利用の可能性を考える。北西角の壁は風倒木に

より消失している。

付 属 施 設：HF－１は中央に位置する円形の地床炉で、掘り込みがある。HF－２～６はその周辺に

分布する焼土で、床面で明瞭な焼成部を確認した。HP－１～５は主柱穴と考える。HP－１は長軸上

に位置する。HP－６はやや細く、HP－７はごく浅い柱穴である。HP－８・９は先端の尖る細い柱

穴で、なんらかの付属施設のものと考える。HS－１は小礫の集中である。HFC－１・２はフレイク

が散在していた。

遺物出土状況：２，４５７点出土した。遺物は、１層は１層、２・３層は２層、４層上面は３層上面、４

層は３層として取上げた。４層上面では、�群ａ類土器は形状を保ったままの状態で２個体（図�－
９９－２・１０２－１１）と潰れた状態で２個体（図９９－２・３）が出土した。石器は石皿（図�－１６ｑ－
ｔ）が出土した。床面では、�群ａ類土器は潰れた状態で３個体（図�－９９－１・１０３－１２・１０４－１３）、
石器は図�－１０６－１９～２７掲載のもの、台石（図�－１８ｅ’～ｈ’）が出土した。HS－１からは小礫３４
点が出土した。HFＣ－１からはフレイク９９点、Ｕフレイク�点・HFC－２からはフレイク２７５点、Ｕ
フレイク３点、Ｒフレイク１点が出土した。

分 析：床面から出土した黒曜石製のフレイクについて原産地分析（�章３参照）を行った。原
産地分析では赤石山産と判定された。肉眼観察による推定と一致する。

時 期：生活面及び床面出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｈ－７（図�－２０ 図版３１・３２）

位置・立地：９・１０ａ・１０ｂ 調査区南側の平坦面

確認・調査：側溝部分の�層下位を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平坦な床面を検出し、
住居跡と判断した。堆積状況から、掘り込み面は�層下位と考える。Ｈ－７の範囲は調査範囲外に広
がっている。

覆 土：自然堆積である。

構 造：平面形は全体の１／４ほどの確認で不明であるが、楕円形の可能性がある。平面の南側

は斜面となっており、崩落している。床面はほぼ平坦で、壁はやや急角度に立ち上がる。

付 属 施 設：確認できなかった。

遺物出土状況：２８点出土した。床面出土の遺物は少ない。遺物は、１層は１層、２・３層は２層とし

１．� 住居跡
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て取上げた。

時 期：覆土出土の�群ｂ類土器から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

Ｈ－８（図�－２１・２２ 図版３３～３５）

位置・立地：１９～２１Ｌ・Ｍ区

確認・調査：�層上面に�層の落ち込みを検出し、この中央をクロスするように土層観察用の土手を
残し、周囲を掘り下げ平面形の確認に努めた。西側は大きな風倒木痕があり判然としないが他の部分

はほぼ半分の深さで床面の深さの変わるところだ出たため、土層を確かめＨ－３に床面を切られてい

ることが判明した。

覆 土：覆土は褐色から黒褐色埴壌土が堆積している。

構 造：中央部分はＨ－３に床を壊され入れ子になっている。Ｈ－３はＨ－８がほぼ埋まった状

態から掘り込まれている。平面形は五角形を呈し、床は�層に掘り込まれ、残存する床面は平坦であ
る。

付 属 施 設：壁際から柱穴痕が検出されている。

遺物出土状況：床と HP覆土から�群ｂ類土器が２６８点出土し、覆土各層等から�群ｂ類土器１，０２５点
出土している。特に東側の柱穴痕 HP２は１個体の小型土器がまとまって出土している。他に覆土各

層から�群ｂ類５点、�群ａ類土器１５点、�群ａ類土器９点、
群土器６点が出土している。石器は
床からスクレイパー２点、扁平打製石器１点、台石・石皿片５１点、フレイクなどが出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器の時期と考えられる。 （谷島）

Ｈ－９（図�－２３ 図版３６・３７）

位置・立地：９・１０Ｕ・Ｖ 調査区南側の斜面

確認・調査：側溝部分の�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平坦な床面を検出し、
住居跡と判断した。法面での堆積状況から、掘り込み面は�層下位と考える。Ｈ９の範囲は調査範囲
外に広がっている。

覆 土：自然堆積である。

構 造：平面形は全体の１／２ほどの確認で不明であるが、楕円形の可能性がある。床面はほぼ

平坦で、壁はやや急角度に立ち上がる。

付 属 施 設：HP－１・２は主柱穴と考える。

遺物出土状況：４５点出土した。床面出土の遺物は少ない。床面からは�群ｂ類土器（図�－１０８－２）
が出土した。HP１からは�群ｂ類土器とフレイクが出土した。遺物は、１層は１層、２・３層は２
層として取上げた。

時 期：HP－１出土の�群ｂ類土器から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

Ｈ－１０（図�－２４～２７ 図版３８～４２）

位置・立地：１３～１５ａ・ｂ・１４・１５Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みの一部を確認した。１５ラインよりも西側部分の
調査を優先していたため、平面形の段差の西側を先にＨ－１０として調査した。西側部分では土層の観

察から切り合いが想定されたが、狭い範囲での調査であったため、判断は保留した。その後、１５ライ

ンより東側の表土剥ぎを行い、残りを調査した。覆土を掘り下げると暗褐色土（Ｈ－１０ ２層上面）
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に石組み炉と平面的な遺物の分布を確認した。土層の観察から、住居跡が入れ子となり重なっている

可能性があったため、そこまでをＨ－１５として調査した。さらに覆土を掘り下げ、地床炉、平坦な床

面、柱穴を確認し、住居跡と判断した。確認状況と土層の観察により、Ｈ－１０はＨ－１５と入れ子になっ

ており、Ｈ－１５より古い。また、確認状況からＰ－４３より新しい。

覆 土：自然堆積である。３層は平坦で、床面全体にみられることから、生活面の可能性がある。

構 造：平面形は隅丸長方形である。床面は平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。

付 属 施 設：HF－１は中央に位置する円形の地床炉で、掘り込みがある。HF－２は当初 HF－１の

灰層と考えたが、調査した結果、床面に明瞭な焼成部を確認した。HF－３も床面に明瞭な焼成部を

確認した。Ｈ－１０とＨ－１５の柱穴はすべて、Ｈ－１０の床面を確認後に検出している。柱穴は土層の堆

積が暗褐色土主体のものとにぶい黄褐色土主体のものがあり、それらは分布も異なる。Ｈ－１５の床面

は暗褐色土中であることと、暗褐色土主体のものはＨ－１５の範囲内にあることから、暗褐色土主体の

ものはＨ－１５に付属するものとした。にぶい黄褐色土主体のものはＨ－１５の範囲よりも外側にあるも

のが多いためＨ－１０に付属するものとした。HP－２・８～１１・１３・１４・１６は主柱穴と考える。HP－

９は長軸上に位置する。HP－８・１１と HP－１３・１４はそれぞれ近接することから、柱穴の改変が行

われた可能性がある。HP－１・３～７・１５は細く浅い柱穴である。HP－２は細く深い柱穴で、中心

に向かい傾斜する。HF３と周辺に分布する HP－１・３～７・１５の関係や南西隅の平面形がやや外

側に広がることから別の住居がさらに切り合っていることも想定したが、３層の堆積と床面が平坦に

連続していることから一連のものと捉え、それらはＨ－１０に伴うものとした。

遺物出土状況：１，４４２点出土した。遺物は、１・２層は１層、３層上面は２層上面、３層は２層とし

て取上げた。

分 析：HF－１の１層出土の炭化木片について放射性炭素年代測定（�章１参照）と樹種同定
（�章２参照）を行った。放射性炭素年代測定では４４４０±３０yrBPの１４C年代が得られた。縄文時代中
期前半の年代に相当し、推定と一致する。樹種同定ではコナラ属コナラ節と同定された。また床面か

ら出土した黒曜石製のフレイクについて原産地分析（�章３参照）を行った。原産地分析では赤井川
産と判定された。肉眼観察による推定と一致する。

時 期：床面出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｈ－１１（図�－２８・２９ 図版４３～４５）

位置・立地：１６Ｙ・Ｚ 調査区中央北側の緩斜面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平坦な床面、柱穴を検出し、住居
跡と判断した。堆積状況から、掘り込み面は�層下位と考える。
覆 土：自然堆積である。４層はほぼ平坦で、床面全体にみられることから、生活面の可能性が

ある。

構 造：平面形は卵形である。床面はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。１６Ｙグリッドで

は平面形を確認できなかったため、北側の壁の一部を消失してしまった。

付 属 施 設：HP－１・４は位置と堆積状況、HP－２・３は浅いものの位置から主柱穴と考える。HP

－１２は住居の付属土坑である。HP－５～１１は外柱穴と考える。HP－１１は傾斜している。HFC－１は

５�ほどのやや大型のフレイクがまとまっていた。
遺物出土状況：６９０点出土した。遺物は、１層は１層、２・３層は２層として取上げた。形状を保っ

たままの状態の土器（図�－１１８－３）、HFC１の潰れた状態の土器（図�－１１９－８）、まとまりの
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ある遺物が４層から床面にかけて出土し、出土状況による違いがなかったため、４層と床面は床面と

して取上げた。床面からは、�群ａ類土器は形状を保った土器（図�－１１８－３）、HFC－１の潰れ
た状態で１個体（図�－１１９－８）、床面と HP－１２が接合した石皿（図�－１２０－１３）が出土した。HP
－１２からは、�群ａ類土器は形状を保ったままの状態で１個体（図�－１１９－７）、潰れた状態で１個
体（図�－１１９－９）が出土した。
時 期：床面と HP－１２出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｈ－１２（図�－３０～３２ 図版４６・４７）

位置・立地：２４・２５Ｎ・Ｏ 調査区北西側の標高５４．２０～５３．６０	の西向き斜面上。
確認・調査：�層上面で直径６	程の黒色土の広がりを確認した。土層観察用のベルトを十字に設定
し掘り下げたところ、�層を掘り込んだ平坦な床面と北西側に壁の立ち上がりを確認したため、住居
跡と判断し調査を行った。住居跡南西側の覆土２層上部からフレイク・チップの集中（FC－１）、ま

た、覆土３層下部の住居跡中央部付近から３ヵ所の焼土を検出した。床面を精査したところ、炉（HF

－１）と柱穴（HP－１・３・５～７）および柱穴様小ピット（HP－２・４・８・９）が検出された。

覆 土：竪穴住居内の覆土は大きく３層に分けられ、いずれも自然堆積によるものである。覆土

１層は、自然堆積層の�層に相当する。
構 造：南西方向に向かう斜面上に位置すること、斜面下方が伐根による撹乱を受けている。こ

のため、住居跡北西側の半分ほどが認められるだけである。残存状況・出土遺物から、円形ないし隅

丸方形と考えられる。床面は中央部がやや窪むものの、ほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。

付 属 遺 構：炉と柱穴および柱穴様小ピットが検出された。炉は住居跡中央部に位置し、不整形で、

床面に被熱部分が見られる。炉（HF－１７）の西側に焼土（HF－２・３）が検出されたが、いずれも焼

土下部の床面に被熱部分が見られないことから、炉（HF－１）からの投棄によるものと思われる。柱

穴様小ピット（HP－８）は、焼土（HF－２）の下位から検出された。

柱穴・柱穴様小ピットは１０ヵ所（HP－１～１０）検出された。このうち HP－１・３・５・６・７

は、深さ４０～７０�を測る柱穴で、炉を中心に方形に配列されている。
遺物出土状況：住居跡南東の壁際覆土上部から、フレイクチップ集中（FC－１）が検出された。５３

×４７�範囲で、壁肩口から流れ込む形で剥片類が１，１９７点出土している。このほか、覆土中より土器
・石器類あわせて６３４点、柱穴５ヶ所の覆土より９点、床面からは�群ｂ類土器８８点、�群ａ類土器
４点、つまみ付きナイフ１点、フレイク２５点、石斧１点、たたき石、扁平打製石器各２点、台石１点、

礫・礫片５点の計１２９点、合計１，９６９点出土した。

時 期：床面から円筒土器下層式が出土していることから、縄文時代前期後半と考えられる。

（立川）

Ｈ－１３（図�－３３・３４ 図版４８～５０）

位置・立地：２１・２２Ｌ・Ｍ区

確認・調査：�層の調査で、黒褐色～暗褐色土の落ち込みに遺物が集中する部分を検出した。「遺物
集中４」とし調査を進め、周囲の遺物を取り上げたところで精査し壁の立ち上がりを検出した。

覆 土：覆土は窪みを利用した遺物の廃棄場と考えられ、多量の土器が出土している。「遺物集

中４」とし調査した。

構 造：円形を呈すると推定されるが、西側は傾斜で消失し不明である。床は�層に掘り込まれ、
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竪穴を二分するように東西に断層が走り段差が生じている。床面は平坦に作られている。

床面に１０�の段差を生じる断層が走ったため、この竪穴住居を廃棄したのか、廃棄後に断層が出来
たものである。ただし、覆土の「遺物集中４」は断層の段差の影響は受けていないことから、断層発

生後に遺物の廃棄が始められている。

付 属 施 設：中央に HP１があり、その東側に炉 HF１がある。主柱穴痕は４か所で南北間は約２	、
東西間は約１．５	で床面から垂直に０．３～０．５	の深さがある。
遺物出土状況：床と HP覆土から�群ｂ類土器が床から１１点、HP４と HP５から１４点出土した。
時 期：出土した遺物から縄文時代前期後半である。住居放棄後に廃棄場となるまで、さほどの

時間差はないものと考えられる。 （谷島）

Ｈ－１４（図�－３５・３６ 図版５１～５３）

位置・立地：１３Ｊ・１４Ｋ区 調査区北東側の平坦面から沢状地形にかけての緩斜面、標高５５．５	前後。
確認・調査：包含層調査で�層中から浅く広範囲のくぼみとして確認した。この時点で石組炉である
Ｆ－５９も確認していた。竪穴住居跡と想定し、このＦ－５９と共にかかる土層観察用のベルトを設定、

竪穴住居のプラン確認のため周辺の掘り下げとトレンチ調査を行った。調査の結果、住居跡のくぼみ

を利用して石組炉Ｆ－５９が構築してあり、その下からは住居の床面、急で明瞭な床面の立ち上がりを

検出し住居跡と認定した。床面は縄文時代前期後半以降に起きたと考えられる地滑りにより南側に若

干低く傾いている。平面形は楕円である。構築面は�層中～下位にかけてである。
覆 土：自然埋没によるものである。覆土中の浅い落ち込みに縄文時代後期前葉と考えられる石

組炉のＦ－５９が構築されている。

付 属 遺 構：床面から柱穴状の小土坑１０ヶ所、浅い皿状の土坑を１ヶ所確認した。深さは床面から４０

�前後である。床面には地床炉や焼土の痕跡は検出しなかった。この住居跡周辺を掘り下げ、柱穴の
有無を精査したが、検出できなかった。

遺 物：覆土中から土器・石器類３６７点、床面から�群ｂ類土器１０５点、スクレイパー１点、フレ
イク１４点、石核１点、石斧片１点、石鋸１点、台石・石皿３点、礫・礫片１３点、覆土・床面併せて５０６

図�－２５ Ｈ－１０（２）
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図�－２７ Ｈ－１０（４）
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図�－２９ Ｈ－１１（２）
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点出土している。

時 期：床面から円筒土器下層式に相当する土器が出土していることから縄文時代前期後半の住

居跡と判断する。 （袖岡）

Ｈ－１５（図�－３７・３８ 図版５４・５５）

位置・立地：１３～１５ａ・ｂ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みの一部を確認した。１５ラインよりも西側部分の
調査を優先していたため、平面形の段差の西側を先にＨ－１０として調査した。西側部分では土層の観

察から切り合いが想定されたが、狭い範囲での調査であったため、判断は保留した。その後、１５ライ

ンより東側の表土剥ぎを行い、残りを調査した。覆土を掘り下げると暗褐色土（Ｈ－１０ ２層上面）

に石組み炉と平面的な遺物の分布を検出した。土層の観察から、住居跡が入れ子となり重なっている

可能性があったため、そこまでをＨ－１５として調査した。確認状況と土層の観察により、Ｈ－１０はＨ

－１５と入れ子になっており、Ｈ－１０より新しい。

覆 土：自然堆積である。

構 造：平面形は隅丸長方形である。床面はほぼ平坦で、壁はなだらかに立ち上がる。HF－１

が中央よりやや北側に位置することと HP－２が北側の壁と重なること、遺物の接合状況から、実際

の平面形はやや北側に広がる可能性がある。

付 属 施 設：HF－１は中央やや北側寄りに位置する長方形の石組み炉である。石組みは南側と西側

でのみ確認した。石組みは掘り込まずに炉の周囲に石を置くものである。一部を木根により消失して

いる。Ｈ－１０とＨ－１５の柱穴はすべて、Ｈ－１０の床面を確認後に検出している。柱穴は土層の堆積が

暗褐色土主体のものとにぶい黄褐色土主体のものがあり、それらは分布も異なる。Ｈ－１５の床面は暗

褐色土中であることと、暗褐色土主体のものはＨ－１５の範囲内にあることから、暗褐色土主体のもの

はＨ－１５に付属するものとした。にぶい黄褐色土主体のものはＨ－１５の範囲よりも外側にあるものが

多いためＨ－１０に付属するものとした。HP－１～５は主柱穴と考える。HP－１・４・５はやや先が

図�－３１ Ｈ－１２（２）
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尖る柱穴、HP－２は他よりもやや浅い柱穴、HP－３は他よりも深く、先が尖る柱穴である。

遺物出土状況：４８０点出土した。遺物は、１層は１層、２層上面は２層上面、２層は２層、床面は床

面として取上げた。床面出土の遺物は少ない。

時 期：床面出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｈ－１６（図�－３９・４０ 図版５６～５８）

位置・立地：１１・１２Ｚ～ｂ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。周辺にも暗褐色土の落ち込みがあ
り、遺構の切り合いを想定しベルトを設定した。平坦な床面、炉跡、柱穴を検出し、住居跡と判断し

た。堆積状況から、掘り込み面は�層中と考える。土層の観察により、Ｈ－１６はＰ－４０より新しい。
覆 土：自然堆積である。調査が降雪期に及んだため、降雪や凍上により、床面付近では土層の

観察を詳細にできなかった。

構 造：平面形は隅丸長方形である。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

付 属 施 設：HF－２は中央に位置する長方形の地床炉で、掘り込みがある。HF－１・３は不整形の

焼土で、床面で明瞭な焼成部を確認した。HFC－１はフレイクが散在する。HC－１は、HF－２の灰

層の可能性がある。HS－１は HP－６の周囲に分布し、直径０．５～２�ほどの小礫が散在する。HP－
１～６は主柱穴と考える。HP－１・４は切り合いがあることから主柱穴の改変が行われた可能性が

ある。HP－３は形状が不整形であることから抜き取られた痕跡の可能性がある。HP－７・８は細い

柱穴である。HP－７は HC－１が覆う。

遺物出土状況：１，２８４点出土した。遺物は、１層は１層、２層は２層、床面は床面として取上げた。調査

が降雪期に及んだため、特に床面付近の遺物は凍上した状態で取上げたものが多く、床面付近の遺物

はほとんど床面で取上げた。また、遺物が土とともに凍りついてしまい、土ごと取上げたものが多い。

分 析：HF－１の１層出土の炭化材について放射性炭素年代測定（�章１参照）と樹種同定
（�章２参照）を行った。放射性炭素年代測定では４４３０±３０yrBPの１４C年代が得られた。縄文時代中
期前半の年代に相当し、推定と一致する。樹種同定ではコナラ属コナラ節と同定された。

時 期：床面出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｈ－１７（図�－４１ 図版６０・６１）

位置・立地：１２・１３Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平坦な床面、炉跡、周溝、柱穴を
検出し、住居跡と判断した。堆積状況から、掘り込み面は�層中と考える。
覆 土：自然堆積である。

構 造：平面形は隅丸長方形である。床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

付 属 施 設：HF－１は中央に位置する不整形の地床炉である。焼土は焼土粒・炭化物粒の混じるも

ので、焼成部は確認できなかったため、動かされたものと考える。ベルト以外の部分では掘りすぎて

しまい、図上で復元している。周溝は壁際を全周しており、北東角では壁際から少し離れる。HP－

１・２は主柱穴と考える。HP－１・２は近接していることと HP－１に HF－１の範囲が重なること

から主柱穴の改変が行われた可能性がある。

遺物出土状況：３８点出土した。遺物は、１層は１層、２・３層は２層、床面は床面として取上げた。

床面からは、�群ａ類土器は形状を保った状態で１個体（図�－１２９－１）が出土した。
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図�－３４ Ｈ－１３（２）
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図�－３６ Ｈ－１４（２）
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分 析：HF－１の１層出土の炭化材について放射性炭素年代測定（�章１参照）と樹種同定
（�章２参照）を行った。放射性炭素年代測定では４４５０±３０yrBPの１４C年代が得られた。縄文時代中
期前半の年代に相当し、推定と一致する。樹種同定では樹種不明の環孔材と同定された。

時 期：床面出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

� 土 坑

Ｐ－１（図�－４２ 図版６２）

位置・立地：２２Ｚ区。北東側が標高の高い斜面に位置する。

確認・調査：排水路を設置するため先行して調査を行った。�層上面で検出された。掘り込みは�層
下部と考えられる。傾斜に沿って土層断面を設定し半截した。

覆 土：自然体積で、傾斜の高い側から順に土坑内に流れ込み堆積していることが読みとれる。

構 造：平面形は長軸が等高線に沿って南北に長い楕円形を呈する。坑底は�層に掘り込まれ平
らで、壁は急角度で立ち上がり上部は開き角度は浅くなる。

遺物出土状況：石核と原石が出土している。

時 期：掘り込まれた層位から縄文時代前期頃の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－２（図�－４２ 図版６２）

位置・立地：１０・１１Ｇ区。調査区北東端の標高５７．５	と最も高い面に位置する。
確認・調査：排水路を設置するため先行して調査を行った。�層下位を精査中に黒色土の落ち込みを
確認した。傾斜に直行する方向と並行する方向にベルトを設定し、周囲を掘り下げ平面形の確認に努

めた。確認面では円形と思えたが、完掘すると隅丸方形であった。

覆 土： 覆土は中央部に黒色土、その周囲と坑底に暗褐色土、壁際は黒褐色土が壁から中央に

向かって自然堆積している。

構 造：平面観は隅丸方形で、坑底は�層に達し、ほぼ平坦である。
遺物出土状況：�群ｂ類土器が坑底から１点と覆土から５４点出土している。ほかに覆土から�群ａ類
土器４点とフレイク３０点が出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－３（図�－４２ 図版６２）

位置・立地：９・１０Ｘ・Ｙ 調査区南側の平坦面

確認・調査：側溝部分の�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は円形である。
坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がったあとオーバーハングするフラスコ状である。２・３層

は埋め戻しの可能性がある。坑底に炭化物を含む層（６層）を確認した。

遺物出土状況：５１点出土した。１層は１層、２層は２層、３・４層は３層、５層は４層、６層は５層

で取上げた。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （佐藤）

Ｐ－４（図�－４３ 図版６３）

位置・立地：１６・１７Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層調査で�層上面において黒色～黒褐色土の落ち込みとして確認した。この時点で
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平面形が不整で、遺構の重複が想定されたため、３つの土層観察用のベルトを設定しトレンチ調査を

行った。結果、土坑２基（Ｐ－５）が重複する遺構と判断した。Ｐ－４はＰ－５に切られている。坑

底は平坦で壁は明瞭、平面形は楕円である。

覆 土：確認した面の上部では黒～黒褐色土でプライマリーの�層土が落ち込みに溜まっていた
が、それより下は�層ロームが主体となる、にぶい褐色～明黄褐色土が主体である。
遺 物：坑底より�群ｂ類と思われる土器片１点が出土した。表面の磨滅が著しい。一部撚糸の
圧痕のような痕跡がみられる。このほか、覆土・坑底からフレイクを中心に２７点出土した。

時 期：確認した面と出土した遺物から縄文時代早期と考えられる。 （袖岡）

Ｐ－５（図�－４３ 図版６３）

位置・立地：１６・１７Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｐ－４と同様である。坑底は平坦、壁の立ち上がりは急で明瞭、平面形はやや不整な円

である。

遺 物：覆土中より６点出土した。

時 期：確認した面と出土した遺物から縄文時代早期と考えられる。 （袖岡）

Ｐ－６（図�－４４ 図版６４）

位置・立地：１０Ｗ 調査区南側の平坦面

確認・調査：側溝部分の�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形であ
る。坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：６点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

Ｐ－７（図�－４４ 図版６４）

位置・立地：１０Ｙ・Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：側溝部分の�層上面を精査中にＨ－５の北側で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形
はＨ－５に切られており不明であるが、楕円形の可能性がある。坑底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立

ち上がる。土層の観察により、Ｐ－７はＨ－５より古い。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：６点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

Ｐ－８（図�－４４ 図版６４・６５）

位置・立地：２０Ｏ区。緩傾斜面の下側、標高５５．４	に位置する。
確認・調査：�層下位を精査中に黒色土の落ち込みを確認した。土層確認用の土手を残し、周囲を掘
り下げ平面形の確認に努めた。

覆 土： 壁から坑底にかけて褐色の壌土が堆積しているが、中央部は極暗褐色の壌土と褐色の

粘質土が分けていることから埋戻しと考えられる。

構 造：平面観は長方形を呈するが、北側の壁は緩やかに立ち上がり角度も緩いが、南側の壁は
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急に立ち上がる偏った断面形である。

遺物出土状況：覆土から�群ｂ類土器とたたき石、フレイクが出土している。
時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－９（図�－４５）
位置・立地：９Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：側溝部分の�層上面を精査中にＨ－５の南東側で暗褐色土の落ち込みを確認した。平面
形は一部の確認のため不明である。坑底は不明で、壁は緩やかに立ち上がる。土層の観察により、Ｐ

－９はＨ－５より新しい。Ｈ－５の範囲は調査範囲外に広がっている。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：３点出土した。

時 期：覆土出土の�群ｂ類土器と�群ａ類土器から、縄文時代前期後半または中期前半の可能
性がある。 （佐藤）

Ｐ－１０（図�－４５ 図版６５）

位置・立地：１０ａ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形である。坑底はほ
ぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：９点出土した。

時 期：覆土出土の�群ｂ類土器から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

Ｐ－１１（図�－４５ 図版６５）

位置・立地：１６Ｔ区 調査区沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：�層上面において黒褐色土の落ち込みとして確認した。土坑であることが想定されたた
め半截したところ平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。

覆 土：自然埋没によるものである。覆土の１層からは�群ｂ類土器が少量のまとまりで出土し
た。

遺 物：覆土中から�群ｂ類土器２５点、フレイク５点、礫１点、合計３１点の遺物が出土した。
時 期：時期を判断できる遺物の出土状況ではないが、確認した層位などから縄文時代前期後半

と考えられる。 （袖岡）

Ｐ－１２（図�－４６ 図版６５・６６）

位置・立地：１９Ｔ区 調査区の沢状地形の西端、急斜面に面した標高５４．７	付近。
確認・調査：�層上面において灰黄褐色土の落ち込みとして確認した。土坑であることが想定された
ため、半截したところ平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。

覆 土：�層ローム質土が多く含まれる、にぶい黄褐色～灰黄褐色土が主体の混濁した締まりの
ある土である。埋め戻しであると考えられる。

遺 物：覆土中より�群ｂ類土器１点、石斧片１点、フレイク２９点出土、合計３１点出土した。
時 期：坑底からの出土遺物はないが、覆土に�層由来の黒色土が縄文時代中期前半の遺構に比
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べて含まれる量が少ない。また覆土中から�群ｂ類土器が出土していることから縄文時代前期後半の
土坑と判断する。 （袖岡）

Ｐ－１３（図�－４６ 図版６６・６７）

位置・立地：２３Ｍ区。東側の高い傾斜のある台地の縁で、北側は沢に面する崖縁に近い傾斜面である。

確認・調査：２４Ｍ区の断面で検出した。西側はすでに掘削した後で東側半分が残存する。�層上層か
ら掘り込まれ覆土上部に炭化物の混入した層が検出されたことから、周囲で火が焚かれ、埋め戻しの

さい上部にまとめて被せられたものと考えられる。

覆 土：壁から坑底にかけて黒褐色の壌土が堆積し、中央部は黒色の壌土で上部に炭化物を含む

層がありその上を黒褐色の壌土が覆っている。

構 造：坑底は丸みが有り、壁は急角度に立ち上がる。

遺物出土状況：覆土から�群ｂ類土器とフレイクが出土し、土器は中央部から南側に多く出土してい
る。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－１４（図�－４７・４８ 図版６７）

位置・立地：１７Ｕ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．２	付近。
確認・調査：包含層調査で�層上面を精査中に黒色土の落ち込みとして確認した。土坑であることが
考えられたため、半截したところ、坑底が広く平坦、オーバーハングし上場に向かい広がって立ち上

がる壁面を検出し、フラスコ状土坑と認定した。

覆 土：覆土１～４層まで自然埋没によるもので黒色～黒褐色土が主体で流れ込んだ堆積を観察

するもの、５～７層が褐色～褐灰色土を主体とし、�層上面で時折見られる濁川火砕流堆積物（推定）
と�層ローム質土を主体とする壁面崩落によるもの、８層以下が主に�層ローム質土を主体とした埋
め戻しによるものと考えられる。

遺物出土状況：覆土から土器・石器類１７点、坑底と、坑底から検出した付属土坑から�群ｂ類土器１１３
点、石核２点、フレイク３点、たたき石１点、扁平打製石器２点、礫・礫片３５点、覆土と併せて合計

１７３点出土した。坑底から検出した２点の礫について、砂質で脆弱なものであったため取り上げ後、

形状維持のためパラロイドＢ７２の溶剤溶液に浸した。この礫の石材について、花岡が分析を行なって

おり、（�章２．表�－１・図版�－１参照）水成の泥質砂岩であるとの結果が得られた。
付 属 遺 構：坑底遺物を取り上げた底から焼土の広がりと小土坑２ヶ所を検出している。焼土は斑な

広がりである。この焼土をフローテーション資料として取り上げ、ここから得られた炭化物によって

放射性炭素年代測定（AMS法）と樹種同定を行なったところ、年代は４，７１０±３０yrBP、樹種はカバ

ノキ属との結果が得られた（第�章１・２）。年代観は調査で判断した時期とほぼ一致する。
時 期：坑底で検出された土器を接合したところ、�群ｂ類土器の体部～底部にかけ復元でき
た。底は丁寧に磨かれており、少々上げ底気味である。文様は表面風化が著しいが、縦に撚糸文が施

されているものと見られる。円筒土器下層式に相当し、土坑の時期は縄文時代前期後半の土坑墓と考

えられる。 （袖岡）

Ｐ－１５（図�－４９ 図版６８）

位置・立地：１５ｂ・ｃ 調査区南側の緩斜面

１．� 土坑

７８



図�－４６ Ｐ－１２・１３
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１．� 土坑

図�－４７ Ｐ－１４（１）
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図�－４８ Ｐ－１４（２）
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確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形である。坑底は平
坦で、壁は緩やかに立ち上がる。PP－１は坑底にある浅い小土坑である。

覆 土：埋め戻しの可能性がある。

遺物出土状況：２点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器と�群ａ類土器から縄文時代中期前半または後期前葉の可能性
がある。 （佐藤）

Ｐ－１６（図�－４９ 図版６８）

位置・立地：１７Ｓ区 調査区中央沢状地形の南西側、標高５４．７	付近。
確認・調査：包含層調査で�層土を掘り下げていたところ、灰黄褐色～にぶい黄褐色土の落ち込みを
確認した。土坑であることが想定されたため半截したところ、平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上が

りを検出し土坑と認定した。

覆 土：�層ローム質土が多く含まれる、にぶい黄褐色～黄褐色が主体の土である。先に調査を
行ったＰ－１２に近似しており、埋め戻しと考えられる。この上面から焼土（PF－１）が検出されて

いる。

遺 物：フレイク２８点出土している。内訳は坑底から４点、覆土から１４点、覆土中の焼土から１０

点である。床面のフレイクは頁岩３点、メノウ１点である。

時 期：時期を判断できる遺物はないが、覆土に�層由来の黒色土が縄文時代中期前半の遺構に
比べて含まれる量が少ない。また周辺の遺物などから縄文時代前期後半のものと考えられる。（袖岡）

Ｐ－１７（図�－４９ 図版６９）

位置・立地：１６・１７ａ 調査区南側の斜面

確認・調査：�層上面を精査中ににぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。平面形は円形である。坑底
は平坦で、壁は急角度に立ち上がる。

覆 土：埋め戻しの可能性がある。

遺物出土状況：３８点出土した。覆土中には主に土器片が散在する。

時 期：覆土出土の�群ｂ類土器から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

Ｐ－１８（図�－５０ 図版６９）

位置・立地：１６Ｔ区 調査区中央の沢状地形南西側、標高５５．２	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層上面において黒～黒褐色土の落ち込みとして確認した。土坑である
ことが想定されたため半截したところ、平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定

した。

覆 土：�層由来の黒～黒褐色土が主体である。自然埋没によるものである。
遺 物：２６点出土した。内訳は覆土から１８点、坑底から８点で、坑底からのものはすべて頁岩の

フレイクである。

時 期：時期を判断できる遺物はないが、周辺の遺物などから縄文時代前期後半～中期前半にか

けての土坑と考えられる。 （袖岡）

１．� 土坑
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図�－４９ Ｐ－１５・１６・１７
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１．� 土坑

図�－５０ Ｐ－１８・１９・２０

８４



Ｐ－１９（図�－５０ 図版６９）

位置・立地：１７・１８Ｗ区 調査区南西側の平坦面から斜面にかけての標高５５．４	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層上面において黒色土の落ち込みとして確認した。土坑であることが
想定されたため半截したところ、平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。

覆 土：自然埋没によるものである。

遺 物：坑底より北海道式石冠が１点、覆土中よりフレイク１点、礫片１点の合計３点出土して

いる。

時 期：坑底から出土した遺物から縄文時代縄文時代前期後半～中期前半にかけてのものと判断

する。 （袖岡）

Ｐ－２０（図�－５０ 図版７０）

位置・立地：１１ｂ 調査区南側の緩斜面

確認・調査：�層中位を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形である。坑底は平
坦で、壁は緩やかに立ち上がる。土層の観察により、Ｐ－２１より新しい。

覆 土：自然堆積である。坑底に炭化物を含む層（６層）を確認した。

遺物出土状況：６０６点出土した。坑底と覆土の下位から主に�群ｂ類が出土した。
時 期：坑底と覆土の下位出土の�群ｂ類土器から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

Ｐ－２１（図�－５１ 図版７０）

位置・立地：１１ｂ 調査区南側の緩斜面

確認・調査：�層中位を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形である。坑底は平
坦で、壁は緩やかに立ち上がる。土層の観察により、Ｐ－２０より古い。

覆 土：埋め戻しの可能性がある。

遺物出土状況：４点出土した。

時 期：覆土出土の�群ｂ類土器から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

Ｐ－２３（図�－５１ 図版７０）

位置・立地：１９Ｐ区

確認・調査：�層上位を精査し、検出した。北側にＰ－２４があり形態が類似することから、対を成す
ようである。

覆 土：覆土は褐色シルト質壌土の単層で埋め戻されている。

構 造：東西に長い楕円形を呈し、坑底は平坦である。壁は丸みを持って立ち上がる。

遺物出土状況：覆土の東側に偏り、�群ｂ類土器とスクレイパー、Ｒフレイク、扁平打製石器が出土
している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－２４（図�－５２ 図版７１）

位置・立地：１９Ｏ・Ｐ区

確認・調査：�層上位を精査し、検出した。南側にＰ－２３があり形態が類似することから、対を成す
ようである。
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覆 土： 坑底に粘質の明褐色土があり、その上に遺物が出土した。これを土坑に伴う遺物とし、

土坑と同様にとらえる。上は黒褐色シルト質壌土の単層で埋め戻されている。

構 造：東西に長い楕円形を呈し、坑底は平坦である。壁は斜めに立ち上がる。西側壁の一部は

抜根により壊されている。

遺物出土状況：中央部北側の覆土下位（坑底）から横倒しになって潰れた１個体の�群ｂ類土器と扁
平打製石器が、東側からフレイクが出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－２５（図�－５２ 図版７２）

位置・立地：２０Ｏ区

確認・調査：�層下位を精査し、検出した。
覆 土：覆土は坑底に接し明褐色壌土、その上に極暗褐色壌土で埋め戻されている。

構 造：東西に長い楕円形を呈し、坑底は平坦である。壁は丸みを持ち斜めに立ち上がる。

遺物出土状況：覆土からつまみ付きナイフ、坑底からフレイクが出土している。

時 期：検出した層位から縄文時代前期頃の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－２６（図�－５２ 図版７２）

位置・立地：１７・１８Ｐ区

１．� 土坑

図�－５１ Ｐ－２１・２３
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図�－５２ Ｐ－２４・２５・２６・２７
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確認・調査：�層上位を精査し、検出した。
覆 土：覆土は坑底に接し褐色重埴土、その上に暗褐色シルト質壌土で埋め戻されている。

構 造：南北に長い長円形を呈し、坑底は平坦である。壁は斜めに立ち上がる。

遺物出土状況：覆土からフレイクが出土している。

時 期：形態や、検出層位、周囲の出土遺物から縄文時代前期頃と推定される。 （谷島）

Ｐ－２７（図�－５２ 図版７２）

位置・立地：１６Ｐ区

確認・調査：�層上位を精査し、周囲より暗い色の落ち込みを検出した。平面形が不整形であったた
め飛び出した東西南北の長手方向をそれぞれ土層断面とし、観察した結果、２基の土坑の重複である

ことが判明した。東側に小さめの土坑があり、その南半を切って南北を長軸とする長円形の土坑が掘

り込まれている。遺構番号は、両者ともそのままＰ－２７とした。

覆 土：東側の土坑は褐色壌土の単層で埋め戻され、西側の土坑は坑底に接し褐色壌土、その上

に黒褐色壌土が埋め戻されている。

構 造：東側に不整であるが楕円形で丸底の小型土坑が掘り込まれていたが、その西側を壊して

南北方向に長軸を持つ長円形で坑底が平坦な土坑が掘り込まれている。

遺物出土状況：覆土から礫が出土している。

時 期：形態や、検出層位、周囲の出土遺物から縄文時代前期頃と推定される。 （谷島）

Ｐ－２８（図�－５３ 図版７２・７３）

位置・立地：１７Ｍ区杭の直下に位置する。

確認・調査：�層上位を精査し、周囲より暗い色の落ち込みを検出した。
覆 土：黒褐色壌土の単層で埋め戻されている。

構 造：円形を呈し、坑底は平坦である。壁は丸みを帯びて立ち上がる。

遺物出土状況：覆土の上部から�群ｂ類土器４点、�群ａ類土器５０点、両面調整石器、扁平打製石器、
フレイクなどが出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代後期�群ａ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－２９（図�－５３ 図版７３）

位置・立地：１６・１７Ｉ 調査区北側縁辺部の標高５６．４～５６．０	の南方向に傾斜する緩斜面上。
確認・調査：包含層調査中、�層上面で黒色土の拡がりを検出した。黒色土の範囲は、直径１．５	程
の円形を呈する。傾斜に沿って南北方向に半截し、掘り下げた。壙底面とオーバーハングしながら立

ち上がる壁を検出したため、形態からフラスコ状ピットと判断した。

覆 土：１～５・１１層は黒色土を主体とした自然堆積土、６～１０・１２層は�層を主体とした崩落
土である。

構 造：平面形は円である。坑底面は固くしまったローム層である。坑底中央部に７８×６８�、深
さ１７�の卵形を呈する浅い皿状の掘り込みが見られる。掘り込みは、�層相当のロームで蓋をするよ
うな状態で覆われていた。覆土は非常に固くしまっていた。遺物は出土していない。壁は坑底付近か

ら大きくオーバーハングし、坑口部付近で外反するように開く。

遺物出土状況：況覆土中から縄文時代中・後期の土器片が、坑底から後期の土器片が出土している。

１．� 土坑
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図�－５３ Ｐ－２８・２９・３０・３１
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覆土から出土している遺物は、遺物の垂直分布から見て土坑外から流れ込んだものである。

出土遺物は覆土中より土器・石器あわせて１８０点、坑底からは�群ｂ類土器２点、�群ａ類土器１２点、
フレイク２点、扁平打製石器１点、礫・礫片１０点の計２７点、合計２０７点出土した。

時 期：坑底から出土した遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （立川）

Ｐ－３０（図�－５３ 図版７４）

位置・立地：１５Ｊ区 調査区の北側、沢状地形に向かい、緩やかな斜面。５６．０	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層上面において黒色～暗褐色土の落ち込みとして確認した。土坑であ
ることが想定されたため半截したところ、平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認

定した。

覆 土：自然埋没によるものである。

遺 物：覆土中から頁岩のフレイク２点が出土した。

時 期：土坑周辺の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （袖岡）

Ｐ－３１（図�－５３ 図版７４）

位置・立地：１１Ｓ・Ｔ区 調査区中央よりやや南西側、沢状地形と平坦面の境、緩やかな斜面。標高

５６．２	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層下位において黒色土の落ち込みとして確認した。土坑であることが
想定されたため半截したところ、平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。

覆 土：自然埋没によるものである。

遺 物：覆土中より�群ｂ類土器５点、�群ａ類土器１点、�群ａ類土器５点、
群土器３点、
頁岩のフレイク４点、合計１８点出土している。

時 期：覆土中と周辺の遺物から縄文時代～続縄文にかけての遺構と考えられる。 （袖岡）

Ｐ－３２（図�－５４ 図版７４）

位置・立地：２１Ｌ区

確認・調査：�層上位を精査し、周囲より暗い色の落ち込みを検出した。
覆 土：坑底から壁は明褐色の重埴土で覆われ、覆土中央は黒褐色壌土があり、埋め戻されてい

る。

構 造：小形の円形を呈し、坑底は平坦である。壁は丸みを帯びて立ち上がる。

遺物出土状況：覆土から�群ｂ類土器が出土している。
時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑と考えられる。 （谷島）

Ｐ－３３（図�－５４ 図版７５）

位置・立地：１３Ｎ区 調査区中央よりやや東、沢状地形の標高５５．２	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層中で褐色～黒褐色土の落ち込みとして確認した。土坑であることが
想定されたため半截したところ平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。

覆 土：ローム質土を主体とした褐色土と黒褐色が混濁した土である。埋め戻しによるものと考

えられる。

遺 物：坑底より�群ｂ類土器１個体（破片数３８点）、頁岩のフレイク２点、覆土中より頁岩の
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フレイク２点出土している。

時 期：坑底から検出した�群ｂ類土器から縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式相当の土坑と
判断する。 （袖岡）

Ｐ－３４（図�－５４ 図版７５）

位置・立地：２０Ｎ区

確認・調査：�層上位を精査し、周囲より暗い色の落ち込みを検出した。
覆 土：坑底の東側は褐色壌土、その上から西側は黒褐色壌土で覆われ、東側は褐色壌土で覆わ

れている。堆積状況から埋戻しと推定される。

構 造：南北が長軸の小形の楕円形を呈し、坑底は中央部から東側がくぼむ。壁は急角度に立ち

上がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：形態や、検出層位、周囲の出土遺物から縄文時代前期頃と推定される。 （谷島）

Ｐ－３５（図�－５５ 図版７５）

位置・立地：１５Ｏ区 調査区中央よりやや東、沢状地形の標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層中でにぶい褐色～褐灰色土の落ち込みとして検出した。土坑である
ことが想定されたため半截したところ平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定し

た。

覆 土：にぶい褐色～褐灰色土の混濁した土である。埋め戻しによるものと考えられる。

遺 物：覆土中より�群ｂ類土器２点出土している。
時 期：覆土の堆積状況からＰ－３３と近似した土坑と考えられ、縄文時代前期後半の土坑と思わ

れる。 （袖岡）

Ｐ－３６（図�－５５ 図版７６）

位置・立地：１５Ｏ区 調査区中央よりやや東、沢状地形の標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層調査で、�層中で褐灰色土の落ち込みとして検出した。土坑であることが想定さ
れたため半截したところ平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。本来の構

築面は検出面より上部にあり、坑底付近の検出である。

覆 土：Ｐ－３５と同様で、埋め戻しによるものと考えられる。

遺 物：出土しなかった。

時 期：Ｐ－３３・３５と同様の縄文時代前期後半の土坑と思われる。 （袖岡）

Ｐ－３７（図�－５５ 図版７６）

位置・立地：１０・１１Ｚ・ａ 調査区南側の緩斜面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は円形である。坑底は平坦
で、壁は緩やかに立ち上がったあとオーバーハングするフラスコ状である。PP－１は坑底にある柱

穴様の土坑である。土層の観察により、Ｐ－３８・３９より新しい。

覆 土：自然堆積である。坑底に炭化物を含む層（５層）を確認した。

遺物出土状況：３０５点出土した。

１．� 土坑
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時 期：Ｐ－３７より古いＰ－３８・３９の覆土中から�群ａ類土器が出土していることから、縄文時
代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｐ－３８（図�－５６ 図版７７）

位置・立地：１０Ｚ 調査区南側の緩斜面

確認・調査：�層上面を精査中ににぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形である。坑
底は平坦で、壁はやや急角度に立ち上がる。土層の観察により、Ｐ－３７より古くＰ－３９より新しい。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：１７６点出土した。

時 期：Ｐ３８より古いＰ３９の覆土中から�群ａ類土器が出土していることから、縄文時代中期前
半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｐ－３９（図�－５６ 図版７７）

位置・立地：１０・１１Ｚ 調査区南側の緩斜面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は不明である。坑底は平坦
で、壁は緩やかに立ち上がる。土層の観察により、Ｐ－３７・３８より古い。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：１２５点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｐ－４０（図�－５７ 図版７７・７８）

位置・立地：１１・１２Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗赤褐色土とにぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。平面形は円形
である。坑底は平坦で、壁は急角度に立ち上がる。PF－１は焼成部分の確認状況から、覆土上面に

おいて焚かれたものである。PP－１は坑底にある柱穴様の土坑である。土層の観察により、Ｈ－１６

より古い。

覆 土：埋め戻しの可能性がある。

遺物出土状況：４３点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｐ－４１（図�－５７ 図版７８）

位置・立地：１２Ｙ・Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層上面を精査中に暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は円形である。坑底はやや
丸みがあり、壁は緩やかに立ち上がる。

覆 土：自然堆積である。

遺物出土状況：２点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （佐藤）

Ｐ－４２（図�－５７ 図版７・８）

位置・立地：１２Ｏ区 調査区中央よりやや東、沢状地形の標高５４．９	付近。
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確認・調査：包含層調査で、�層中で灰黄褐色土の落ち込みとして検出した。土坑であることが想定
されたため半截したところ平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち上がりを検出し土坑と認定した。

覆 土：Ｐ－３３・３５・３６と同様で、埋め戻しによるものと考えられる。

遺 物：坑底に近いところより、手の中に納まるほどの亜円～円礫が１１点出土した。

時 期：Ｐ－３３・３５・３６と同様の縄文時代前期後半の土坑と思われる。 （袖岡）

Ｐ－４３（図�－５８）
位置・立地：１２・１３－ａ 調査区南側の平坦面

確認・調査：Ｈ－１０周辺の�層上面を精査中に暗褐色の落ち込を確認した。平面形は不明である。坑
底はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。確認状況から、Ｈ－１０より古い。

覆 土：自然堆積である

遺物出土状況：１６点出土した。

時 期：覆土出土の�群ａ類土器から縄文時代中期後半の可能性がある。 （佐藤）

� Ｔピット

TP－１（図�－５９ 図版９７）

位置・立地：２３・２４Ｕ、２４�、東側の高い斜面に位置する。
確認・調査：排水路を設置するため先行して調査を行った。２４ラインを調査中に�層上面で西側半分

図�－５８ Ｐ－４３
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を検出した。東側に表土が残っていたため、これを除去した後に調査を行った。

覆 土：上部と溝状の壁の両側は、風化による地山の変化が現れ覆土の短軸幅が広くなり、上部

で崩落痕が確認される。溝の中央部は崩落堆積が順に堆積している。

構 造：出土例の多い溝状のＴピットであるが、東側の高い傾斜地に構築されたため坑底は地表

の傾斜に沿って長軸方向が傾いている。東側端の壁はオーバーハングする。

遺物出土状況：覆土から�群ｂ類土器とフレイクが出土している。
時 期：掘り込みは�層下位にあることと、出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期と考
えられる。 （谷島）

TP－２（図�－６０ 図版９７）

位置・立地：１９・２０Ｒ区 調査区中央沢状地形の南西側、標高５４．９	付近。
確認・調査：包含層調査で�層上面を精査中、黒色～暗褐色土で溝状の落ち込みを確認した。Ｔピッ
トであることが想定されたため、長軸に直交するように半截したところ、溝になる底と開口部に向か

い、わずかずつ開いて立ち上がる壁を検出しＴピットと判断した。検出面から深さ３０�前後の開口部
付近は壁面の崩落により広がっている。

覆 土：自然埋没によるものである。

遺 物：覆土中より土器・石器併せて３０点出土している。

時 期：時期を特定できる遺物の出土はないが、周辺の遺物から縄文時代前期後半～中期前半と

考えられる。 （袖岡）

TP－３（図�－６０ 図版９７・９８）

位置・立地：２１Ｔ区 調査区南西側、標高５４．０	の斜面。
確認・調査：�層上面を精査中、黒褐色～褐色土の落ち込みを検出した。土坑であることが想定され
たため、この落ち込みの長軸と直交するところで半截したところ、平坦な坑底と急で明瞭な壁の立ち

上がりを確認した。調査の結果、平面の形状と土層の堆積状況、斜面部に遺構が構築されていること

などから小判形のＴピットと考えられる。

覆 土：自然埋没によるものである。

遺 物：出土しなかった。

時 期：時期を特定できる遺物の出土はないが、周辺の遺物から縄文時代前期後半～中期前半と

考えられる。 （袖岡）

TP－４（図�－６１ 図版９８）

位置・立地：１７Ｎ・Ｏ 調査区中央部やや北側、標高５５．０～５５．２	の平坦部。
確認・調査：包含層調査中、�上面で溝状の黒色土の拡がりを検出した。遺構確認のため短軸方向で
半截し掘り下げたところ、坑底面と壁の立ち上がりを検出し、Ｔピットであることが判明した。

覆 土：覆土１～３は黒色土が主体の自然堆積土、４～６は�層が主体の崩落土である。
構 造：平面形は長楕円形（溝状）である。底部は幅１０�程の溝状である。
遺物出土状況：覆土中より、土器・石器あわせて１０点出土している。

時 期：遺構周辺包含層から縄文時代縄文時代中期、後期の遺物が出土していることから、この

時期に属すると考えられる。 （立川）
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TP－５（図�－６１ 図版９８）

位置・立地：１５Ｈ・Ｉ、１６Ｈ 調査区北側縁辺部、標高５６．６～５６．０	の南西方向に傾斜する緩斜面
上。

調 査：包含層調査中、�上面で溝状の黒褐色土の拡がりを検出した。遺構確認のため短軸方向
で半截し掘り下げたところ、坑底面と壁の立ち上がりを検出し、Ｔピットであることが判明した。

覆 土：覆土１・２・４は黒色土が主体の自然堆積土、３・５は�層が主体の崩落土である。
構 造：平面形は、長楕円（溝状）である。遺構中央部から北西側端部にかけて重複する２本の

底部が検出された。土層断面での観察では、切り合いは見られなかった。一方が溝状でほぼ平坦な底

面を持つのに対し、もう一方は中央部でくぼみ北側端部にかけて反り上がっている。これらのことか

ら、Ｔピット同士の重複ではなく、掘りなおしによるものと考えられる。

遺物出土状況：覆土中より土器・石器あわせて３点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代前期と考えられる住居跡（Ｈ－１）が北西側に近接する。また、

周辺包含層から縄文時代中期、後期の遺物が出土していることから、これらの時期に属すると考えら

れる。 （立川）

 焼土跡

Ｆ－１（図�－６２ 図版７９）

位置・立地：１７Ｌ・Ｍ区

確認・調査：�層上位を精査し検出した。同一平面上の西側にＦ－２を検出した。
土 層：Ｆ－１とＦ－２の土質と土色はほぼ同じである。焼土上で炭化物は検出できなかった。

焼土は２層に別れ、東側が被熱を強く受けていることがわかる。焼土層の下部層界は漸移することか

らここで焚かれたと考えられる。

遺物出土状況：焼土から�群ｂ類土器１２点、フレイクが出土している。�群ａ類土器１点と
群土器
３点が出土しているが混入と考えられる。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期と考えられる。また、検出層位や位置か
らＦ－２と関連するものと推定される。 （谷島）

Ｆ－２（図�－６２ 図版７９）

位置・立地：１７Ｍ区

確認・調査：�層上位を精査し検出した。同一平面上の東側にＦ－１を検出した。
土 層：Ｆ－１とＦ－２の土質と土色はほぼ同じである。焼土上で炭化物は検出できなかった。

東側に焼土粒がみられ掻き回されたのではないかと推定され、焼土層の下部層界は漸移することから

ここで焚かれたと考えられる。

遺物出土状況：焼土から�群ｂ類土器２点と被熱礫が出土している。
時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期と考えられる。また、検出層位や位置か
らＦ－１と関連するものと推定される。 （谷島）

Ｆ－３（図�－６２ 図版７９）

位置・立地：１５・１６Ｋ区

確認・調査：１６Ｋ区を調査中に礫が半円状に回るのを確認し、１６ラインに土層観察用の土手を残し周
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囲を掘り下げた。�層上位からやや下に焼土上面があり、周囲は礫石器や礫で囲まれほぼ円形を呈し、
直径は礫の外側で約１	である。この石囲い炉の東外側に南北に長く焼土がある。石囲い炉と同一と
思われるが、外側にも焼土がある理由は不明である。

土 層：�層上位からやや下に焼土上面があり、焼土は２枚認められ上方がやや暗い。上部に炭
化物は認められなかった。焼土の下層界は漸移している。

遺物出土状況：焼土から�群ａ類土器と扁平打製石器、石鋸、フレイク、被熱礫が出土している。
時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ａ類土器期と考えられる。 （谷島）

Ｆ－４（図�－６２ 図版７９）

位置・立地：１８・１９Ｌ区

確認・調査：�層上位を調査中、礫がまとまって出土した。掘り下げると焼土が検出されたため長軸
方向の南東から北西方向に土層断面を設定した。この線より北側は礫が半楕円形に配されて焼土を囲

み、南側は礫２個が焼土の回りから出土したが他は動いている。焼土上から炭化物は検出されなかっ

た。

土 層：石囲いの中に黒褐色の焼土を確認した。焼土の下側層界は漸移している。

遺物出土状況：焼土からフレイクと焼土周囲から被熱礫が出土している。

時 期：出土層位やＦ－３と類似することから縄文時代前期と考えられる。 （谷島）

Ｆ－５（図�－６３ 図版７９）

位置・立地：２０Ｒ区 調査区中央沢状地形の南西端、標高５４．８	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中ににぶい赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ、検
出した面の下から明赤褐色土の焼成を受けた土層を確認し、この場で焼かれた焼土跡であると判断し

た。

遺 物：頁岩のフレイク９点が出土した。

時 期：時期を特定できる遺物の出土はないが、周辺の遺物から縄文時代前期後半～中期前半と

考えられる。 （袖岡）

Ｆ－６（図�－６３ 図版７９）

位置・立地：１６Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｐ－４の調査で覆土中より確認した。半截したところ赤褐色～暗赤褐色の断面を確認し

焼土と判断した。

遺 物：頁岩のＲフレイク１点、フレイク２３（メノウ１、頁岩２３）点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－７（図�－６３ 図版８０）

位置・立地：１６Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｆ－６に隣接し検出した。半截したところ薄い暗赤褐色土の堆積を確認した。Ｆ－６に

近いこと、色調が近い土の不整な広がりであることからＦ－６由来の焼土であると思われる。

遺 物：頁岩のフレイク６０点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半と思われる。 （袖岡）

１． 焼土跡

１０４



図�－６３ Ｆ－５・６・７・８・９
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Ｆ－８（図�－６３）
位置・立地：１０Ｖ 調査区南側の斜面にあるＨ－９内の窪地

確認・調査：Ｈ－９内の窪地の�層中位相当を精査中に焼土を確認した。焼成部分の確認状況から、
その場で焚かれた焼土である。

覆 土：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：２点出土した。

時 期：確認状況と出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－９（図�－６３ 図版８０）

位置・立地：１０Ｘ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：１２１点出土した。近接して一個体の土器（図�－１３６－Ｆ－９）がつぶれた状態で出土
した。

時 期：近接して出土した遺物から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｆ－１０（図�－６４ 図版８０）

位置・立地：１０Ｖ・Ｗ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：５点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｆ－１１（図�－６４ 図版８０）

位置・立地：１０・１１Ｙ 調査区南側の平坦面

確認・調査：風倒木痕内の�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で
焚かれた焼土である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｆ－１２（図�－６４ 図版８１）

位置・立地：１６Ｓ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色
土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク５０点が出土した。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～中期前半の焼土と考えられる。 （袖岡）

１． 焼土跡

１０６



図�－６４ Ｆ－１０・１１・１２・１３・１４・１５
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Ｆ－１３（図�－６４ 図版８１）

位置・立地：１６Ｓ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｆ－１２の検出と共に確認した。半截したところ薄い暗赤褐色土の堆積を確認した。Ｆ－

１２に近いこと、色調が近い土の不整な広がりであることからＦ－１２由来の焼土であると思われる。

遺 物：頁岩のフレイク２点が出土した。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～中期前半の焼土と考えられる。 （袖岡）

Ｆ－１４（図�－６４ 図版８１）

位置・立地：１６Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．１０	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色
土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：出土しなかった。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～中期前半の焼土と考えられる。 （袖岡）

Ｆ－１５（図�－６４ 図版８１）

位置・立地：１０Ｖ 調査区東側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－１６（図�－６５ 図版８１）

位置・立地：１９Ｎ区

確認・調査：�層下位を精査し検出した。不整形を呈し、南側１	にＦ－１７があり、検出層位や形態
から、同一時期で関連するものと推定される。焼土上から炭化物は検出されなかった。

土 層：上は赤褐色壌土、下は暗褐色シルト質壌土で�層下位の被熱変色である。焼土の下側層
界は漸移していることからここで火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：焼土からフレイクが出土している。

時 期：検出層位や周囲の出土遺物から縄文時代前期と推定される。 （谷島）

Ｆ－１７（図�－６５ 図版８１）

位置・立地：１９Ｎ区

確認・調査：�層下位を精査し検出した。不整形を呈し、北側１	にＦ－１６があり、検出層位や形態
から、同一時期で関連するものと推定される。焼土上から炭化物は検出されなかった。

土 層：暗褐色シルト質壌土で�層下位の被熱変色である。焼土の下側層界は漸移していること
からここで火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：検出層位や周囲の出土遺物から縄文時代前期と推定される。 （谷島）

１． 焼土跡

１０８



図�－６５ Ｆ－１６・１７・１８・１９
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Ｆ－１８（図�－６５ 図版８２）

位置・立地：１９Ｏ区

確認・調査：�層下位を調査中、礫がまとまって出土した。北東側１／３は動いて抜けているが他は
半円形を成す。南側に動いた石が多く出土している。石囲いの中は抜根痕で焼土は検出できなかった。

土 層：石囲いの中央部は抜根痕で焼土は周囲に残っていない。石囲いに接する内側は黒褐色壌

土がある。２とした層は�層下位である。
遺物出土状況：焼土の周りから台石・石皿片７点、加工礫、被熱礫が出土している。

時 期：検出層位や形態、周囲の出土遺物から縄文時代前期と推定される。 （谷島）

Ｆ－１９（図�－６５ 図版８２）

位置・立地：１１Ｋ・Ｌ 調査区東側の平坦面

確認・調査：�層中位を精査中に石組み炉を検出した。石組みは、長軸側の一辺と短軸側の一部が欠
落しており、抜き取られたものと考える。土層の観察から、はじめに地面を長方形に掘り込み、次に

内部を半分ほど埋め戻した後に周囲に石を組み、その上面を利用していたと考える。

土 層：１層は灰層、２・３層は埋め戻しである。

遺物出土状況：被熱礫１０点が出土した。

時 期：確認面と周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－２０（図�－６６ 図版８２）

位置・立地：１７Ｔ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色
土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク６点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２１（図�－６６ 図版８２）

位置・立地：１７Ｔ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｆ－２０の検出と共に確認した。半截したところ暗赤褐色土を呈する焼土の堆積を確認し

た。

遺 物：�群ｂ類土器１点、頁岩のフレイク９１点、合計９２点出土した。
時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２２（図�－６６ 図版８３）

位置・立地：１７Ｔ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｆ－２０・２１の検出と共に確認した。半截したところ暗赤褐色土を呈する焼土の堆積を確

認した。

遺 物：フレイク１３（黒曜石１、頁岩１２）点出土している。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

１． 焼土跡

１１０



図�－６６ Ｆ－２０・２１・２２・２３・２４・２５・２６・２７
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Ｆ－２３（図�－６６ 図版８３）

位置・立地：１７Ｔ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｆ－２０・２１・２２の検出と共に確認した。半截したところ暗赤褐色土を呈する焼土の堆積

を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク７６点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２４（図�－６６ 図版８３）

位置・立地：１８Ｔ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層の�層を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ極暗赤褐～に
ぶい赤褐色土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク８点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２５（図�－６６ 図版８３）

位置・立地：１８、１９Ｔ区 調査区沢状地形の南西側、標高５４．９	付近。
確認・調査：包含層の�層下位～�層を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗
赤褐～赤黒色土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク１０点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２６（図�－６６ 図版８３）

位置・立地：１８Ｓ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層の�層下位～�層を調査中に赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ赤褐
色土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク４点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２７（図�－６６ 図版８３）

位置・立地：１８Ｓ区 調査区沢状地形の南西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：Ｆ－２６の検出と共に確認した。半截したところ暗赤褐色土を呈する焼土の堆積を確認し

た。

遺 物：出土しなかった。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－２８（図�－６７ 図版８４）

位置・立地：１６Ｑ区 調査区沢状地形のほぼ中央、標高５５．２	付近。
確認・調査：包含層の�層上位を調査中に赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ赤褐色土を
呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：出土しなかった。

１． 焼土跡

１１２



時 期：検出した層位から続縄文時代と考えられる。 （袖岡）

Ｆ－２９（図�－６７ 図版８４）

位置・立地：１９Ｑ区 調査区西側斜面の急な沢地形の沢頭付近、標高５４．９	。
確認・調査：包含層の�層を調査中に赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色～赤褐
色土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク２点出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～続縄文時代と考えられる。 （袖岡）

Ｆ－３０（図�－６７ 図版８４）

位置・立地：１７Ｓ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層の�～�層を調査中ににぶい赤褐色土の広がりを検出した。半截したところにぶ
い赤褐色土を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク６点が出土した。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （袖岡）

Ｆ－３１（図�－６７ 図版８４）

位置・立地：１０・１１Ｍ 調査区東側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。近接してフレイク集中を確認した。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：１１７点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代前期前半である。 （佐藤）

Ｆ－３２（図�－６８ 図版８５）

位置・立地：１１・１２Ｋ 調査区東側の平坦面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、動かされた焼土である。
土 層：炭化物粒と焼土粒を含み、層境は明瞭である。

遺物出土状況：２点出土した。

時 期：確認状況と出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｆ－３３（図�－６８ 図版８５）

位置・立地：１５Ｒ区 調査区の沢状地形のやや北寄り、標高５５．４	付近。
確認・調査：包含層の�層を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色土を
呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：出土しなかった。

時 期：周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－３４（図�－６８ 図版８５）

位置・立地：１５・１６ｄ 調査区南西側の急斜面

�章 遺構と遺物
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１． 焼土跡

図�－６７ Ｆ－２８・２９・３０・３１

１１４



図�－６８ Ｆ－３２・３３・３４・３５・３６・４４

�章 遺構と遺物
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確認・調査：風倒木痕内の�層中位相当を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その
場で焚かれた焼土である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：１４点出土した。

時 期：確認状況と出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｆ－３５（図�－６８ 図版８５）

位置・立地：１９Ｚ 調査区南西側の急斜面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、動かされた焼土である。
土 層：炭化物粒と焼土粒を含み、層境は明瞭である。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｆ－３６（図�－６８ 図版８５）

位置・立地：１６Ｍ区

確認・調査：�層上位を精査し検出した。南北に長い楕円形を呈する。焼土上から炭化物は検出され
なかった。

土 層：�層の被熱変色した赤褐色シルト質壌土で、焼土の下側層界は漸移していることからこ
こで火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：検出層位や形態、周囲の出土遺物から縄文時代後期頃と推定される。 （谷島）

Ｆ－３７（図�－６９ 図版８６）

位置・立地：１９Ｏ区

確認・調査：�層上位の風倒木痕の中に焼土を検出した。風倒木痕でドーナツ状になった中央の窪み
を利用したと推定される。焼土上から炭化物は検出されなかった。

土 層：風倒木痕の被熱変色した赤褐色シルト質壌土で、焼土の下側層界は漸移していることか

らここで火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：南東側下位の層に縄文時代前期�群ｂ類土器期の土坑Ｐ－２４があるが、焼土はこれより
上の層で検出されていることや形態、周囲の出土遺物から縄文時代後期頃と推定される。 （谷島）

Ｆ－３８（図�－６９ 図版８６）

位置・立地：１７Ｎ区

確認・調査：�層中位を精査し検出した。東西にやや長い括れた形をし、焼土上から炭化物は検出さ
れなかった。

土 層：�層の被熱変色した暗赤褐色シルト質壌土で、焼土の下側層界は漸移していることから
ここで火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：検出層位や形態、周囲の出土遺物から縄文時代前期頃と推定される。 （谷島）

１． 焼土跡

１１６



Ｆ－３９（図�－６９ 図版８６）

位置・立地：１３Ｔ・Ｕ 調査区中央東側の緩斜面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：炭化物粒を含み、下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高いである。 （佐藤）

Ｆ－４０（図�－６９ 図版８６）

位置・立地：１７Ｏ区

確認・調査：�層下位を精査し検出した。円形を呈する。焼土上から炭化物は検出されなかった。
土 層：�層の被熱変色した明赤褐色シルト質壌土で、焼土の下側層界は漸移していることから
ここで火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：検出層位や形態、周囲の出土遺物から縄文時代前期頃と推定される。 （谷島）

Ｆ－４１（図�－６９ 図版８６）

位置・立地：１８Ｏ区

確認・調査：�層下位を精査し検出した。三角形を呈する。焼土上から炭化物は検出されなかった。
土 層：�層の被熱変色した褐色シルト質壌土で、焼土の下側層界は漸移していることからここ
で火が焚かれたものと考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時 期：検出層位や形態、周囲の出土遺物から縄文時代前期頃と推定される。 （谷島）

Ｆ－４２（図�－６９ 図版８６）

位置・立地：２０Ｐ区

確認・調査：�層上位を精査し検出した。やや丸い不整形を呈する。
土 層：中央と北側では炭化物層が焼土上面を覆っている。焼土は�層の被熱変色したもので明
褐色シルト質壌土を挟み南に黒褐色シルト質壌土がある。

遺物出土状況：炭化物層から�群ｂ類土器とフレイクが出土している。
時 期：出土した遺物や検出した層位から縄文時代前期�群ｂ類土器期と考えられる （谷島）

Ｆ－４３（図�－７０ 図版８７）

位置・立地：１２Ｋ 調査区中央東側の緩斜面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。１層では小礫の集中する範囲を確認した。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。１・２層は小礫を含む。

遺物出土状況：５８４点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

�章 遺構と遺物
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１． 焼土跡

図�－６９ Ｆ－３７・３８・３９・４０・４１・４２

１１８



Ｆ－４４（図�－６８ 図版８７）

位置・立地：１５Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５４．８	付近。
確認・調査：包含層の�層上面を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ赤褐色を
呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：出土しなかった。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－４５（図�－７０ 図版８７）

位置・立地：１２Ｐ区 調査区沢状地形の東側、標高５５．３	付近。
確認・調査：包含層の�層上面を調査中に橙色土の広がりを検出した。半截したところ橙色を呈する
焼土の堆積を確認した。

遺 物：フレイク１０（メノウ２、頁岩８）点出土した。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－４６（図�－７０ 図版８７）

位置・立地：１２Ｐ区 調査区沢状地形の東側、標高５５．３	付近。
確認・調査：Ｆ－４５の確認と共に検出した。半截したところ橙色を呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク１０点出土した。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－４７（図�－７０ 図版８７）

位置・立地：１２Ｑ区 調査区沢状地形の東側、標高５５．３	付近。
確認・調査：Ｆ－４５・４６・４７の確認と共に検出した。半截したところ橙色を呈する焼土の堆積を確認

した。

遺 物：頁岩のフレイク９点出土した。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－４８（図�－７０ 図版８７）

位置・立地：１４Ｑ区 調査区沢状地形の中央よりやや東側、標高５５．３	付近。
確認・調査：包含層の�層上面を調査中に橙色土の広がりを検出した。半截したところ橙色を呈する
焼土の堆積を確認した。

遺 物：フレイク１５（メノウ１、頁岩１４）点出土した。

時 期：検出した層位から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－４９（図�－７０ 図版８８）

位置・立地：１２Ｑ区 調査区沢状地形の東側、標高５５．３	付近。
確認・調査：包含層の�層を調査中に暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色土を
呈する焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク９点出土した。

時 期：検出した層位と周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （袖岡）

�章 遺構と遺物
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１． 焼土跡

図�－７０ Ｆ－４３・４５・４６・４７・４８・４９・５０

１２０



Ｆ－５０（図�－７０ 図版８８）

位置・立地：１１Ｕ・Ｖ 調査区南側の平坦面から緩斜面にあるＨ－６内の窪地

確認・調査：Ｈ－６内の窪地の�層中位相当を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、
その場で焚かれた焼土である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：７点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－５１（図�－７１ 図版８８）

位置・立地：１３Ｍ区 調査区沢状地形の東側、標高５５．２	付近。
確認・調査：包含層の�層下位～�層を調査中、極暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ
極暗赤褐色～明赤褐色土の焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩の石核１点、頁岩のフレイク１９点、合計２０点出土した。

時 期：検出した層位と周辺の遺構・遺物から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－５２（図�－７１）
位置・立地：１２Ｙ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｆ－５３（図�－７１ 図版８８）

位置・立地：１３Ｗ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：２点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

Ｆ－５４（図�－７１ 図版８８）

位置・立地：１４Ｘ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を確認した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

�章 遺構と遺物

１２１



１． 焼土跡

図�－７１ Ｆ－５１・５２・５３・５４・５５・５６

１２２



Ｆ－５５（図�－７１ 図版８９）

位置・立地：１２Ｘ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－５６（図�－７１ 図版８９）

位置・立地：１３Ｘ・Ｙ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－５７（図�－７２ 図版８９）

位置・立地：１３Ｙ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層下位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：出土しなかった。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

Ｆ－５８（図�－７２ 図版８９）

位置・立地：１４Ｕ 調査区中央南側の緩斜面

確認・調査：�層中位を精査中に焼土を検出した。焼成部分の確認状況から、その場で焚かれた焼土
である。

土 層：下限が漸移的な焼成部分を確認した。

遺物出土状況：１６点出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

Ｆ－５９（図�－７２・７３ 図版８９）

位置・立地：１３Ｊ・Ｋ区 調査区北東側の平坦面から沢状地形にかけての緩斜面、標高５５．７	付近。
確認・調査：Ｈ－１４の覆土中より検出した。Ｈ－１４とこの焼土にかかる土層確認のベルトを設定、ト

レンチ調査を行った。調査の結果、Ｈ－１４の覆土中に構築された、住居跡の窪みを利用した石組炉で

あると判断した。石組を構成している礫は厚さ５�、幅３０�前後で砂岩や安山岩の扁平な亜角礫を土
中に立てて円形に区切るように埋設してあった。

遺 物：石組炉を構成している礫を含め焼土中から土器・石器・礫等２２１点出土した。石組炉に

用いられている礫の石質・重量・形状は表�－４に示した。またこの焼土を、フローテーション法に

�章 遺構と遺物
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１． 焼土跡

図�－７２ Ｆ－５７・５８・６１・６２

１２４



図�－７３ Ｆ－５９

�章 遺構と遺物
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より選別し、ここから得られた炭化物で放射性炭素年代測定（AMS法）と樹種同定を行なった（第

�章１・２）。放射性炭素年代測定は４，４１０±３０yrBPという結果が得られた。想定した時代より古い
値であるが、調査区のなかでも遺構・遺物が多い縄文時代中期前半である可能性も否めない。樹種に

ついてはコナラ属コナラ節という結果が得られた。

時 期：前期後半の住居跡覆土中に構築していることと、周辺から�群ａ類土器が出土している
ことから縄文時代後期前葉の遺構と考えられる。 （袖岡）

Ｆ－６０（図�－７２・７４ 図版９０）

位置・立地：１３・１４Ｋ区 調査区北東側の平坦面から沢状地形にかけての緩斜面、標高５５．７	付近。
確認・調査：包含層の�層を調査中に検出した。位置はＦ－５９に近い。半截したところ、砂岩や安山
岩の扁平な亜角礫を土中に立てて楕円形に区切るように埋設してあり、その中に焼土の堆積を確認し

石組炉であると判断した。

遺 物：石組炉を構成している礫を含め土器・石器・礫等８７点出土した。石組炉に用いられてい

る礫の石質・重量・形状は表�－４に示した。
時 期：Ｆ－５９と同様、縄文時代後期前葉の遺構と判断する。 （袖岡）

Ｆ－６１（図�－７２ 図版９０）

位置・立地：１１Ｐ区 調査区沢状地形の東側、標高５５．１	付近。

１． 焼土跡

図�－７４ Ｆ－６０

１２６



確認・調査：包含層の�層を調査中、にぶい赤褐色土の広がりを検出した。半截したところにぶい赤
褐色～明赤褐色土の焼土の堆積を確認した。

遺 物：頁岩のフレイク１０４点出土した。

時 期：検出した層位と周辺の遺構・遺物から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

Ｆ－６２（図�－７２ 図版９０）

位置・立地：１５Ｌ・Ｍ区 調査区沢状地形の北東側、標高５５．３	付近。
確認・調査：包含層の�層を調査中、暗赤褐色土の広がりを検出した。半截したところ暗赤褐色土の
焼土の堆積を確認した。

遺 物：出土しなかった。

時 期：検出した層位と周辺の遺構・遺物から縄文時代早期～前期後半と思われる。 （袖岡）

� フレイク集中

FC－１（図�－７５ 図版９９）

位置・立地：１６Ｓ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．３	付近。
確認・調査：包含層の�層を調査中、フレイク（頁岩）のまとまりとその周辺から石槍・石鏃・石斧
・つまみ付きナイフ・扁平打製石器・北海道式石冠などを検出した。一部調査のための抜根により撹

乱を受けるが、遺物の位置は大きく変動はしていない。

遺 物：�群ｂ類土器２点、石鏃１点、石槍２点、つまみ付きナイフ２点、Ｒフレイク３点、フ
レイク１４４（頁岩１４３、凝灰岩１）点、石斧３点、たたき石１点、扁平打製石器７点、北海道式石冠１

点、礫・礫片５点、合計１７１点出土した。

時 期：�群ｂ類土器が出土していることから縄文時代前期後半の可能性がある。 （袖岡）

FC－２（図�－７５ 図版９９）

位置・立地：１０Ｓ 調査区中央南側の緩斜面

確認・調査：風倒木痕内の�層中位を調査中にフレイクの集中を確認した。北西側から土器片がまと
まって出土した。

遺物出土状況：１，０６７点出土した。内訳は�群ｂ類土器１点、�群ａ類土器３点、
群土器１１点、両
面調整石器１点、石核１点、フレイク１，０４９（頁岩１，０４６、黒曜石２、メノウ１）点、礫・礫片１点で

ある。

時 期：確認状況と出土遺物から縄文時代中期前半の可能性が高い。 （佐藤）

FC－３（図�－７５ 図版９９）

位置・立地：１５・１６Ｏ区

確認・調査：�層を精査し検出した。南北約１．５	、東西約１	の不整形を呈する範囲からフレイク
が出土した。

覆 土：�層に遺物が含まれ、掘り込みは確認されていない。
遺物出土状況：
群土器２４点と扁平打製石器１点、フレイク５１８（石材は全て頁岩）点、ほかに礫な
ど出土している。

時 期：出土した遺物や検出した層位から続縄文時代と考えられる。 （谷島）

�章 遺構と遺物
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FC－４（図�－７５ 図版９９）

位置・立地：１１Ｐ 調査区中央の平坦面

確認・調査：�層下位を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺物出土状況：３，５８８点出土した。内訳は石錘１点、フレイク３，５８７（頁岩３，５５４、黒曜石２９、メノウ

４）点である。

分 析：出土した黒曜石製のフレイクについて原産地分析（�章３参照）を行った。原産地分析
では赤井川産と判定された。肉眼観察による推定と一致する。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

FC－５（図�－７５・７６ 図版９９）

位置・立地：１９Ｘ・２０Ｗ・Ｘ 調査区西側の斜面

確認・調査：�層中位を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺物出土状況：９６点出土した。内訳は�群ｂ類土器３２点、たたき石１点、扁平打製石器１点、フレイ
ク６２点である。フレイクの石材はすべて頁岩である。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

FC－６（図�－７５）
位置・立地：１６Ｍ区

確認・調査：�層上面を精査し検出した。直径約０．８	の円形を呈する範囲からフレイクが出土した。
覆 土：�層に遺物が含まれ、掘り込みは確認されていない。
遺物出土状況：すべて頁岩のフレイク４２９点のほか混入の�群ｂ類土器１点が出土している。土器は
撹乱で下位から出たものと考えられる。

時 期：検出層位から続縄文時代と推定される。 （谷島）

FC－７（図�－７６ 図版１００）

位置・立地：２０・２１Ｐ区

確認・調査：�層中位を精査し検出した。南北約０．８	、東西約０．５	の惰円形に近い形の範囲からフ
レイクが出土した。

覆 土：�層に遺物が含まれ、掘り込みは確認されていない。
遺物出土状況：すべて頁岩のフレイク４２９点のほか混入の�群ｂ類土器１点が出土している。
時 期：検出層位や周囲から出土した遺物から縄文時代前期と推定される。 （谷島）

FC－８（図�－７６ 図版１００）

位置・立地：１３・１４Ｔ 調査区中央南側の緩斜面

確認・調査：�層中位を調査中にフレイクの集中を検出した。南側と北側の２ヶ所から土器片がまと
まって出土した。

遺物出土状況：５９７点出土した。内訳は�群ｂ類土器１２７点、フレイク４６８（頁岩３５２、メノウ１１６）点、
礫・礫片２点である。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

１．� フレイク集中

１２８



図�－７５ ＦＣ－１・２・３・４・６
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１．� フレイク集中

図�－７６ FC－５・７・８
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FC－９（図�－７７ 図版１００・１０１）

位置・立地：１９Ｑ区 調査区西側斜面の急な沢地形の沢頭部分。標高５４．８	付近。
確認・調査：包含層調査で�層下位～�層上面を精査中、黒曜石のフレイクのまとまりと、それに混
じりメノウのフレイク、石斧などが小規模なまとまりをもって検出した。石器類の堆積状況を観察す

るため、トレンチ調査を行った。調査の結果、浅い落ち込みに灰黄褐色土が堆積し、このなかに黒曜

石のフレイクと扁平打製石器が混入していることが判った。

遺 物：３２６点の遺物が出土した。�群ｂ類土器７７点、頁岩製のスクレイパー２点、つまみ付き
ナイフ１点、石斧１点、扁平打製石器１点、フレイクは黒曜石が２２２点、メノウ１７点、頁岩５点であ

る。ここから出土した黒曜石について、自然科学的分析により原産地分析を行った（�章３参照）。
このことにより原産地は出来島（青森県つがる市木造）との結果が得られた。

時 期：出土した石器類と周辺から円筒土器下層ｂ式相当の土器が出土していることから縄文時

図�－７７ FC－９
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代前期後半の遺構と判断する。 （袖岡）

FC－１０（図�－７８ 図版１０１）

位置・立地：１３Ｓ・Ｔ区 調査区中央よりやや南西側、沢状地形と平坦面の境、緩やかな斜面。標高

５６．０	付近。
確認・調査：包含層�層を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺 物：�群ｂ類土器３点、頁岩のフレイク５７点、合計６０点が出土した。
時 期：出土した遺物と周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と考えられる。

（袖岡）

FC－１１（図�－７８ 図版１０１）

位置・立地：１４Ｓ区 調査区中央よりやや南西側、沢状地形と平坦面の境、緩やかな斜面。標高５５．７

	付近。
確認・調査：包含層�層を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺 物：�群ｂ類土器２点、頁岩のフレイク１１９点、合計１２１点出土した。
時 期：出土した遺物と周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半～中期前半と考えられる。

（袖岡）

１．� フレイク集中

図�－７８ FC－１０・１１・１２・１３・１４
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FC－１２（図�－７８）
位置・立地：１２Ｍ区 調査区中央の沢状地形北側、標高５５．２	付近。
確認・調査：包含層�層を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺 物：�群ｂ類土器３点、頁岩のフレイク２９点、凝灰岩のフレイク１点、合計３３点出土した。
時 期：出土した遺物と周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （袖岡）

FC－１３（図�－７８ 図版１０１）

位置・立地：１８Ｔ区 調査区中央の沢状地形西側、標高５５．５	付近。
確認・調査：包含層�層を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺 物：頁岩のフレイク５２点、メノウのフレイク１点、小礫１８点、合計７１点出土した。

時 期：出土した遺物と周辺の遺構・遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （袖岡）

FC－１４（図�－７８ 図版１０１）

位置・立地：１２・１３Ｚ 調査区南側の平坦面

確認・調査：風倒木痕内の�層中位を調査中にフレイクの集中を検出した。
遺物出土状況：３２点出土した。内訳はＵフレイク１点、フレイク３１点、石材はすべて頁岩である。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

� 埋設土器

埋設土器１（図�－７９）
位置・立地：２０Ｓ区 調査区中央沢状地形の南西側、標高５４．８	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に、土器が埋まっている状態で検出した。周囲を精査したが
土坑のような落ち込みは確認しなかったので、土器が中心にかかるようトレンチを設定し掘り下げ

た。調査の結果、土器の大きさ程度に�層下位～�層まで掘り込み、土器を埋設した遺構であると判
断した。掘り込んだ穴と土器の間を充填している土は�層を主体としたにぶい黄褐色土の堅く締まっ
た土で、これにより正立状態を固定したと考えられる。

遺 物：�群ｂ類土器の体部～底部にかけての１個体（破片数２００）と、土器に入っていた土の
中から頁岩フレイク１点、メノウの原石１点、合計２０２点が出土した。

時 期：縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式相当の埋設土器と判断する。 （袖岡）

埋設土器２（図�－７９ 図版１０３）

位置・立地：１８Ｕ区 調査区中央の沢状地形西側、標高５５．０	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に、土器が埋まっている状態で検出した。周囲を精査したが
土坑のような落ち込みは確認しなかったので、土器が中心にかかるようトレンチを設定し掘り下げ

た。調査の結果、土器の大きさ程度に�層下位～�層まで掘り込み、土器を埋設した遺構であると判
断した。掘り込んだ穴と土器の間を充填している土は�層土と�層土が斑状に混じり堅く締まった土
で、これにより正立状態を固定したと考えられる。

遺 物：�群ｂ類土器の体部～底部にかけて１個体（破片数１４１）と、土器に入っていた土の中
から頁岩フレイク３０点、合計１７１点が出土した。

時 期：縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式相当の埋設土器と判断する。 （袖岡）
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埋設土器３（図�－７９ 図版１０４）

位置・立地：１６Ｒ区 調査区の沢状地形のほぼ中央、標高５５．１	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に、土器が埋まっている状態で検出した。周囲を精査したが
土坑のような落ち込みは確認しなかったので、土器が中心にかかるようトレンチを設定し掘り下げ

た。調査の結果、土器の大きさ程度に�層下位～�層まで掘り込み、土器を埋設した遺構であると判
断した。土器の外側には土器を埋設するための明瞭な掘り込みは無い。ほぼ土器とおなじ大きさを掘

り込み埋設したものと考えられる。

遺 物：�群ｂ類土器の体部～底部にかけて１個体（破片数５８）。
時 期：縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式相当の埋設土器と判断する。 （袖岡）

埋設土器４（図�－７９ 図版１０４）

位置・立地：１７Ｔ区 調査区中央の沢状地形西側、標高５４．８	付近。
確認・調査：包含層の�層下位を調査中に、土器が埋まっている状態で検出した。周囲を精査したが
土坑のような落ち込みは確認しなかったので、土器が中心にかかるようトレンチを設定し掘り下げ

た。調査の結果、土器の大きさ程度に�層下位～�層まで掘り込み、土器を埋設した遺構であると判
断した。掘り込んだ穴と土器の間を充填している土は�層土と�層土の堅く締まった土で、これによ
り正立状態を固定したと考えられる。

遺 物：�群ｂ類土器の体部～底部にかけて１個体（破片数１０７）、土器に入っていた土の中かか
ら頁岩のフレイク８点、合計１１５点出土した。またこの土をフローテーション法で選別し、そこから

得られた炭化物で放射性炭素年代測定（AMS法）と樹種同定を行なった（第�章１・２）。放射性炭
素年代測定については４，８８０±３０yrBPという測定結果が得られ、調査で判断した年代観とほぼ一致

する。樹種についてはバラ属との結果が得られた。

時 期：縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式相当の埋設土器と判断する。 （袖岡）

埋設土器５（図�－８０ 図版１０４）

位置・立地：１１Ｍ 調査区東側の平坦面

確認・調査：�層中位を調査中に立位の土器を検出した。土器よりも少し大きめの土坑に土器を埋設
している。出土した扁平打製石器が覆土の上位で平坦部分を水平に保っていること、フレイク類が上

位にまとまっていることから、土器内部には有機質が入っていた可能性が高い。土層の観察によりＦ

－３１を掘り込んでおり、Ｆ－３１より新しい。

覆 土：土器内部の土は周囲から流入したものと考える。

遺物出土状況：�群ｂ類土器を中心に１２０点出土した。土器のなかからは扁平打製石器２点、石皿片
４点、フレイク６点が出土した。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

１．� 埋設土器
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図�－７９ 埋設土器１・２・３・４
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１．� 埋設土器

図�－８０ 埋設土器５・遺物集中１・２
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� 遺物集中

遺物集中１（図�－８０ 図版１０２）

位置・立地：９Ｖ 調査区南側の平坦面

確認・調査：�層中位を調査中に遺物の集中を検出した。土器片がまとまって出土し、周辺にフレイ
クと礫が散在する。

遺物出土状況：１８６点出土した。内訳は�群ａ類土器１８４点、フレイク１点、礫・礫片１点である。
時 期：出土遺物から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

遺物集中２（図�－８０ 図版１０２）

位置・立地：１０・１１Ｊ 調査区中央北側の緩斜面

確認・調査：�層中位を調査中に遺物の集中を検出した。東側に土器片がややまとまり、その他は散
在する。

遺物出土状況：６５点出土した。内訳は�群ｂ類土器５３点、�群ａ類土器４点、Ｕフレイク１点、たた
き石１点、フレイク４点、扁平打製石器片１点、礫１点である。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

遺物集中３（図�－８１ 図版１０２・１０３）

位置・立地：１６Ｚ 調査区中央北側の緩斜面にあるＨ－１１内の窪地

図�－８１ 遺物集中３
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確認・調査：Ｈ－１１内の窪地の�層中位を調査中に遺物の集中を確認した。土器片のまとまりが５ヶ
所あり、その他は散在する。土器片のまとまりのうち、（図�－１４２－１）は一個体の土器がつぶれた
ものである。

遺物出土状況：５６４点出土した。内訳は�群ａ類土器５５６点、Ｕフレイク１点、フレイク６点、礫・礫
片１点である。

時 期：出土遺物から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

遺物集中４（図�－８２～８４ 図版１０３）

位置・立地：２１・２２Ｌ・Ｍ区

確認・調査：�層下位の調査中、竪穴式住居跡とみられる落ち込みの確認（Ｈ－１３）と、それに伴い
土器を主体とした遺物を多量に検出した。これは、Ｈ－１３の窪みを利用した廃棄場と考えられ、現地

では土器のまとまりとして１０個体以上が確認できた。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期と考えられる。 （谷島）

遺物集中５（図�－８５）
位置・立地：１０ａ・ｂ 調査区南側の斜面

確認・調査：�層中位を調査中に遺物の集中を確認した。土器片のまとまりが４ヶ所あり、その他は
散在する。

遺物出土状況：１１２点出土した。内訳は�群ｂ類土器９６点、スクレイパー１点、Ｕフレイク１点、た
たき石１点、扁平打製石器片５点、フレイク７点、礫・礫片１点である。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

遺物集中６（図�－８５ 図版１０３）

位置・立地：１３Ｓ 調査区中央南側の緩斜面

確認・調査：�層中位を調査中に遺物の集中を確認した。中央に土器片のまとまりがあり、その他は
散在する。

遺物出土状況：１２８点出土した。内訳は�群ａ類土器１２２点、つまみ付ナイフ１点、Ｒフレイク１点、
石核２点、礫・礫片２点である。

時 期：出土遺物から縄文時代中期前半である。 （佐藤）

遺物集中７（図�－８５ 図版１０３）

位置・立地：２０・２１Ｎ区

確認・調査：�層を精査し土器・礫がまとまって出土した。
覆 土：�層からの出土で、掘り込みは認められない。
遺物出土状況：それぞれの遺物がまとまって出土している。

時 期：出土した遺物から縄文時代前期�群ｂ類土器期と考えられる。 （谷島）

遺物集中８（図�－８５ 図版１０３）

位置・立地：１３・１４Ｔ・１４Ｕ 調査区中央南側の緩斜面

確認・調査：�層中位を調査中に遺物の集中を確認した。土器片のまとまりが５ヶ所あり、フレイク

１．� 遺物集中

１３８



図�－８２ 遺物集中４（１）
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図�－８４ 遺物集中４（３）
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１．� 遺物集中・� 集石

図�－８５ 遺物集中５・６・７・８ 集石１
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１．� 柱穴状の小土坑群

図�－８７ 柱穴状の小土坑（２）
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図�－８８ 柱穴状の小土坑（３）
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と礫が散在する。

遺物出土状況：３５４点出土した。内訳は�群ｂ類土器２７３点、�群ａ類土器６点、�群ａ類土器１点、
石槍１点、両面調整石器１点、Ｒフレイク１点、石核１点、フレイク５８点、礫・礫片１２点である。

時 期：出土遺物から縄文時代前期後半である。 （佐藤）

� 集石

Ｓ－１（図�－８５ 図版１０２）

位置・立地：１０・１１Ｓ・Ｔ 調査区中央南側の緩斜面

確認・調査：風倒木痕内の�層中位を調査中に礫のまとまりを検出した。明瞭な配置は確認できな
かったが、大型の礫がまとまっているため、配石または集石が風倒木により動かされたものと判断し

た。

遺物出土状況：１０点出土した。

時 期：確認状況と周辺の出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （佐藤）

� 柱穴状の小土坑群（図�－８６～９０ 図版９１～９６）

位置・立地：多くが�層上面からの検出である。全体では１９１ヶ所検出しており、調査区内で大きく
３つの分布域に分かれる。�調査区北側の縄文前期後半の遺構・遺物の分布域、�調査区南西側の縄
文時代中期前半の遺構・遺物の分布域、�調査区中央の沢状地形、縄文時代早期～前期後半と考えら
れるものとに分けられるが、いずれのところも平面形や深さから建物跡を示すような規則性は見られ

ない。しかし、各々の遺構分布に重複するため、縄文時代の遺構とし掲載した。 （袖岡）

１．� 遺物集中・� 集石・� 柱穴状の小土坑群
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２．遺構出土の遺物

遺構から出土した遺物は土器２２，６１２点、石器等２１，０７４点、合計４３，６８６点である。�章１項で述べた
とおり、多くは縄文時代前期後半、円筒土器下層ｂ式期のものが多く、次いで中期前半、サイベ沢�
式期のものである。

調査区で出土数が最も多い�群ｂ類土器について、文様帯・体部文様・底部の形状・底面への施文
及び調整・内面調整・肉眼で観察できる胎土への混入物について、巻末の一覧表に付した。

� 住居跡

Ｈ－１出土 掲載遺物（図�－９１・９２ 図版１０６）

土 器

１・２は復元したもの。

１は�群ｂ類。口縁はやや外反し、器高が高いもの。口頸部文様体には横走する条痕が施されてい
る。隆帯上には指頭による刺突が施されている。体部は単節斜行縄文施文後に浅いナデと、体部中央

に口頸部と同様の条痕が数条横走している。底部は上げ底である。内面は磨かれているが、胎土に多

く含まれる繊維痕により、筋状の剥離が顕著である。下層ｂ式相当。２は�群ａ類の台付土器。皿状
で、口唇部には棒状工具により刺突が施されている。胴部には結節のある縄文が施文、台の側面には

ナデ調整され、底面がやや張り出している。サイベ沢�式相当。
３は破片で�群ｂ類。体部は複節縄文施文後、ナデられている。内面は磨かれており、一部に条痕
が観察できる。底部は上げ底、底面は磨かれている。胎土には繊維のほか、小円礫が含まれている。

下層ｂ式相当。 （袖岡）

石 器

４は頁岩製のＲフレイクである。不定形で主に右側縁に不規則な剥離がある。 （佐藤）

Ｈ－２出土 掲載遺物（図�－９３・９４ 図版１０６・１０７）

土 器

１・２は復元したもの。

１は�群ｂ類。口唇部がやや外反し、直下に浅い沈線が２本観察される。口頸部は２条の撚糸と無
文帯によって区画されている。口縁部文様帯内と頸部直下には結束第１種羽状縄文と、体部には単軸

絡条体第１種の撚糸文が施されている。底部はわずかに張り出し、上げ底気味、底面には撚糸文施文

後、ナデられ、内面は磨かれている。下層ｂ式に相当。２は�群ａ類。口縁は外反せず、口縁から頸
部にかけ、急角度で窄まる。突起部分と口唇部に粘土紐の粘付と、口唇上には縄による刻みが施され

ている。胴部には単節斜行縄文のみが施文されている。サイベ�ｂ式～見晴町式の範疇に相当。
３～８は破片、�群ｂ類。
３は口縁がやや外反し、隆帯は持たない。口頸部文様帯には不整綾絡文、体部には附加条文が施さ

れている。内面は磨かれている。下層ｂ式相当。４は口縁部に横走、体部に縦行する単軸絡条体第１

種の撚糸文が施されている。内面は胎土に含まれる繊維痕が筋状となって剥落している。下層ｂ式相

当。５は口頸部文様帯に不整綾絡文と沈線が施されているもの。体部には撚糸文が施され、内面は磨

かれている。下層ｂ式相当。６は波状口縁のもの。表、裏面共に表面風化が著しい。口縁部文様帯内

には結束第１種羽状縄文が施されている。下層ｂ式相当。

�章 遺構と遺物

１４９
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図�－９１ Ｈ－１出土遺物
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図�－９２ Ｈ－２出土遺物（１）
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７は口縁が直立し、口唇が尖っている。口唇部直下は幅１�の無文帯があり、体部には２段の細い
自縄自巻縄文が施されている。内面は滑択に磨かれている。下層ｄ１式相当。

８は櫛状工具による条痕が施されている。８ａで頸部の段状の括れが観察できる。内面は磨かれて

いる。下層ｄ２式相当と思われる。

９は破片、�群ａ類。９ａの波状口縁、突起部分には撚糸の圧痕、口唇には撚糸による刻みが施さ
れている。貼付帯が１条あり中央には撚糸の圧痕、胴部には単節斜行縄文が施されている。９ｂは底

部でナデられており、底面との境が張り出している。サイベ沢�式相当。 （袖岡）

石 器

１０は頁岩製のスクレイパーである。縦長のもので、片側縁に外湾する連続的な調整剥離がみられる。

１１は頁岩製の両面調整石器である。荒い両面加工により側縁を調整する。１２は頁岩製のＲフレイクで

ある。不定形で主に左側縁に不規則な剥離がある。先端側の複面に荒い剥離がある。１３は閃緑岩製の

偏平打製石器である。擦痕は全体に亘る明瞭なものである。周縁に調整は無く、形状を変更していな

い。１４は砂岩製の砥石。両面に明瞭な使用痕がみられる。周縁は敲打により整形しているが、一部に

礫面が残る。 （佐藤）

２．� 住居跡 出土遺物

図�－９３ Ｈ－２出土遺物（２）
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図�－９４ Ｈ－２出土遺物（３）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－９５ Ｈ－３出土遺物
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Ｈ－３出土 掲載遺物（図�－９５ 図版１０８）

土 器

１は復元のもので�群ａ類。無文地に沈線が施されている。
２～８は破片のもの。

２は�群ａ類、サイベ沢�式相当。波状口縁の突起部（２ａ）、口縁（２ｂ）、底部付近（２ｃ）に
ニシンタイプの魚骨回転文が施されている。

３は�群ｂ類。結節回転文が施されている。東釧路�式相当。
４～８まで�群ｂ類、下層ｂ式相当。
４は頸部破片で隆帯上に刺突、文様帯内には不整綾絡文が施されている。５は口縁部の破片で、単

軸絡条体第１類の撚糸文が斜位に施されている。６は体部破片に撚糸文、７は体部に複節縄文、８は

体部に単軸絡条体第１類の撚糸文と沈線が施されている。 （袖岡）

石 器

９は凝灰岩製の両面調整石器である。加工は一部で器体中央まで及ぶものがあるものの、主に周縁

を行っている。Ｈ－１２から出土している凝灰岩製の石製品（図�－１２１－１８）と包含層から出土して
いる凝灰岩製の石槍（図�－１８６－３７）に類似するが、基部が不明瞭なため、両面調整石器とした。
１０は凝灰岩製の石製品である。平面形は鐸形で、孔が１つみられる偏平な垂飾である。側縁と裏面を

中心に、研磨による擦痕がみられる。穿孔は片面から行っており、内部には主に横方向の擦痕がみら

れる。 （佐藤）

Ｈ－４出土 掲載遺物（図�－９６ 図版１０８）

土 器

１～５は破片で�群ｂ類、下層ｂ式相当。
１は口頸部文様帯を持たないもの。口唇は歪に肥厚し、体部～口縁部にかけあまり屈曲はなく、複

節縄文が施されている。内面は胎土に含まれる繊維から筋状となり剥落している。２は１と同様、複

節縄文が施文されている。３、４は隆帯を持ち、口頸部文様帯に不整綾絡文が施されているもの。３

は隆帯の上下に並行する沈線、体部には複節縄文が施されている。内面はやや光沢のあるミガキであ

る。４は口頸部文様帯内と胴部上半に鋸歯状の沈線が施されている。体部上半には複節縄文、下半に

は撚糸文が施文されている。５は比較的幅の狭い口頸部文様帯内に沈線が施文されているもの。口縁

はあまり外反せず、体部中央には不整綾絡文が観察できる。内面は磨かれている。 （袖岡）

Ｈ－５出土 掲載遺物（図�－９７・９８ 図版１０９）

土 器

１～５まで�群ａ類、サイベ沢�式相当。１・２は復元、３～５は破片のもの。
１は小型で深鉢形のもの。突起と底部を欠損する。口縁は外反し、胴部が張り出す。胴部には結節

のある縄文のみが施されている。２は大型の深鉢形。突起部にのみ貼り付けが施されている。胴部に

は結節のある縄文のみが施されている。３、４は結節のある縄文のみが施文されているもの。４は突

起部から下垂する貼り付けがあったとみられ、剥落の痕跡がみられる。５は突起部で、貼付を持つ。

（袖岡）

石 器

６は頁岩製のＲフレイクである。主に左側縁に不規則な剥離がある。スクレイパーの可能性もある
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－９６ Ｈ－４出土遺物
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が、欠損部が不明のため、Ｒフレイクとした。７は安山岩製のすり石である。擦面が二面みられるも

ので、幅の狭いものと広いものがある。厚みのある円礫を素材としている。断面は三角形である。

（佐藤）

Ｈ－６出土 掲載遺物（図�－９９～１０６ 図版１１０～１１３）

土 器

１～１３まで復元、１４～１８まで破片。１～１７まで�群ａ類でサイベ沢�式相当、１８は�群ａ類。
１～３は貼付が施されているもの。１は波状口縁の深鉢形土器。口縁は外反、胴部下半が張り出し、

底部で急角度に窄まり底面が張り出している。結節のある縄文地に細い貼付が突起部～胴部中央まで

施されている。貼付帯上には２本一組の撚糸圧痕が付されている。底部付近は磨かれ、無文となって

いる。２は深鉢形土器の上部を欠損しているもの。胴部は張り出さず、底部で窄まる。底面はわずか

に張り出す。結節のある複節縄文地に細い貼付が施されている。貼付上には２本一組の撚糸圧痕が付

されている。底部付近は磨かれ、無文となっている。３は大型の深鉢形で器形に屈曲が無い円筒形の

もの。結節のある羽状縄文地に貼付が施されている。

４～７まで沈線を持つもの。４は二種二対の突起を持つもの。口縁は外反し、胴部下半がわずかに

張り出す。底部付近で窄まり、底面が張り出している。突起部には縄の圧痕、口唇に縄の刻みが施さ

れている。結節のある縄文地に円形の棒状工具で沈線が施文されている。５は底部を欠損している深

鉢形のもの。口縁はやや外反し胴部が張り出している。口唇には縄の刻み、突起と突起下にある貼付、

把手状の貼付には縄の圧痕が施され、口縁から胴部上半には結節のある縄文地には平たい棒状工具に

よる沈線が施文されている。６は小型の深鉢形のもの。結節のある縄文地に胴部下半まで沈線が施さ

れている。突起を含む口唇には縄の刻みが施されている。底部付近で窄まる部分はほかの土器と同様、

無文であるが、底面は張り出さない。７は深鉢形土器の上部を欠損しているもの。胴部下半で丸みを

帯びて張り出し、底部付近で窄まり無文、底面は張り出す。結節のある縄文地に沈線が施されている。

８～１１まで突起部を除き、文様が縄文のみ施されているもの。８は突起部に同じ貼付が施されてい

る。突起の上端と下部の貼付には縄の圧痕、口唇には縄の刻みが施されている。胴部は結節のある縄

文が施されている。９は口縁から窄まる底部にかけ、直線的になっている。１０は裏面に網代痕がみら

れる。１１は突起が肥厚し棒状のもの。

１２は結節を有する羽状縄文のもの。突起の形状が異なっている。１３は体部上半に羽状縄文、下半に

斜行縄文が施されている。１４は波状口縁で口縁は外反、胴部は張り出している。結節のある羽状縄文

地に細い貼付が施されている。貼付帯上には２条の撚糸圧痕が施文される。１５は突起部で焼成前に孔

が開けられているもの。細い貼付が施され貼付上には撚糸の圧痕が１条施されている。１６は口縁が強

く外反し胴部が張り出すもの。突起部に貼付などの施文は見られない。１７は底部の張り出しが比較的

弱い。

１８は無文地に沈線が施されている。トリサキ式相当。 （袖岡）

石 器

１９は頁岩製の石鏃である。有茎鏃で凸基のものである。２０はガラス質の安山岩製の両面調整石器で

ある。木葉形で、荒い両面加工により側縁を調整する。２１は頁岩製のスクレイパーである。縦長のも

ので、右側縁の一部と左側縁に連続的な調整剥離がみられる。２２は頁岩製のつまみ付きナイフである。

縦長のもので、片面のみに調整を行うものである。先端は尖る。２３は粘板岩製の石斧である。大型の

磨製石斧の基部である。２４・２５は偏平打製石器である。２４は安山岩製で、機能部に使用の際の敲打に
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よると考える剥離痕がみられる。擦痕は無い。周縁に調整は無く、形状を変更していない。２５は凝灰

岩製で、擦痕は全体に亘る明瞭なものである。周縁に調整は無く、形状を変更していない。２６は砂岩

製のたたき石である。長軸に敲打痕のみられるものである。厚みのある礫を素材とする。２７は閃緑岩

製の北海道式石冠である。機能部に使用の際の敲打によると考える剥離痕がみられる。 （佐藤）

Ｈ－７出土 掲載遺物（図�－１０７ 図版１１４）

土 器

１は�群ｂ類の体部破片。内面が滑択に磨かれている。 （袖岡）

Ｈ－８出土 掲載遺物（図�－１０７ 図版１１４）

土 器

１は復元したもので�群ｂ類。やや歪なバケツ形のもの。口縁は外反、口唇直下２�程の幅で条痕
が施されている。体部には単節の斜行縄文が施文されている。内面はよく磨かれているが、凹凸が目

２．� 住居跡 出土遺物

図�－９７ Ｈ－５出土遺物（１）

１５８



図�－９８ Ｈ－５出土遺物（２）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－９９ Ｈ－６出土遺物（１）１６０
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１０１ Ｈ－６出土遺物（３）

１６２



図�－１０２ Ｈ－６出土遺物（４）
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立つ。底部は上げ底で底面はよく磨かれている。胎土には繊維が多く含まれている。下層ｂ式相当。

２～１３まで破片。２は�群ｂ類で東釧路�式相当のもの。
３～１２まで�群ｂ類、下層ｂ式相当。
３、４は単節の斜行縄文が施されているもの。４は薄手で小型のもの。５は外反する口縁部。不整

綾絡文が施文される。６は低い隆帯を持つもの。隆帯上には棒状工具による刺突と、隆帯下部にも不

整綾絡文が施されている。７は幅の広い隆帯に指頭による刺突があり、文様帯内には不整綾絡文が施

されている。８は隆帯の上下に不整綾絡文が施され、隆帯より上部には沈線が施されている。９は体

部に単軸絡条体第１種の撚糸文が施されている。内面には条痕により調整されている。１０、１１は底部。

１０は単軸絡条体第１種の撚糸文が横走している。上げ底で、縄文がみられる。１１は上げ底で、底面に

複節縄文が施されている。１２は口縁部の文様帯の幅が３�程度と狭い。直立気味の口縁で、文様帯内
には不整綾絡文が施されている。文様帯と体部の境を示す単軸絡条体第１種の原体の圧痕があり、体

部には同じ原体によるものと見られる撚糸文が施されている。内面の調整は粗く、胎土に含まれる繊

維が筋状に見られる。

１３は口縁部が外反し、斜行する複節縄文地に同じ原体を用いた縄の圧痕が施されている。内面の調

整は粗く、胎土に含まれる繊維が筋状に見られる。下層ｂ２式に相当するものと考えられる。（袖岡）

２．� 住居跡 出土遺物

図�－１０３ Ｈ－６出土遺物（５）

１６４



Ｈ－９出土 掲載遺物（図�－１０８ 図版１１４）

土 器

１は�群ｂ類のもの。口縁はやや外反し、体部は張り出さない。隆帯は低く、隆帯の上下を沈線が
施され、体部との境は目立たない。口縁から隆帯、隆帯の下位５�ほど下まで撚糸文が斜位に施され、
隆帯を境に上下に鋸歯状の沈線が施されている。体部には単節の縄文が縦行して施文されている。胎

土には砂礫が多く含まれている。内面は滑択に磨かれている。下層ｂ式に相当。

２は�群ａ類のもの。結節のある縄文が施されている。サイベ沢�式相当。 （袖岡）

石 器

３は安山岩製の台石・石皿である。平坦面の全体に擦痕がみられ、一部に敲打痕がみられるもので

ある。擦面は平坦である。 （佐藤）

Ｈ－１０出土 掲載遺物（図�－１０９～１１５ 図版１１５～１１７）

土 器

１～１２まで復元のもので、�群ａ類。
１、２は胴部上半に貼付文が施されているもの。１は４波状のものとみられ、口縁が外反する。胴

部下位で張り出し、底部に向け緩やかに窄まる。結束羽状縄文地に細い貼付が胴部下半まで施されて

いる。貼付帯上にも縄の圧痕がみられる。２は縄文地に貼付文が施されている。

図�－１０４ Ｈ－６出土遺物（６）

�章 遺構と遺物

１６５



２．� 住居跡 出土遺物

図�－１０５ Ｈ－６出土遺物（７）

１６６



図�－１０６ Ｈ－６出土遺物（８）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１０７ Ｈ－７・８出土遺物

１６８



図�－１０８ Ｈ－９出土遺物
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１０９ Ｈ－１０出土遺物（１）
１７０
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１１１ Ｈ－１０出土遺物（３）
１７２



図�－１１２ Ｈ－１０出土遺物（４）
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３～６まで、結節のある縄文地に沈線が施されているもの。３は４波状の土器と考えられ、復元で

確認できたのは２か所で、それぞれ突起下に付く貼付の形状が異なる。結節のある縄文地に鋭角の棒

状工具により沈線が施されている。４は台付と考えられる深鉢形のもの。口縁が強く外反、胴部下半

で強く張り出し丸みを帯び、底部に急角度に窄まる。底部には台のようなものが付いていた痕跡があ

り、円形に剥落している。５は小型で深鉢形のもの。結節のある縄文地に、胴部上半まで沈線が施さ

れている。６は大型で深鉢形のもの。４波状の口縁で、突起の１か所が他と異なる形である。

７～１０は胴部が結節のある縄文地のみのもの。７は口唇直下に細い貼付を持ち、口唇上と貼付帯上

に縄の刻みが施されている。突起には把手状の貼付が施されていたと考えられるが、剥落している。

８は大型の深鉢形のもの。山形の突起は持たず、平縁に２個一組で幅広の貼付帯が施されている。口

唇と貼付帯上には縄の刻みが施されている。９は小型のもの。突起には焼成前の穿孔がみられる。１０

は台付のもの。漏斗状で、台と鉢状の中央が空洞になっている。口唇部は指頭による刺突で、爪跡が

明瞭に残っている。

１１、１２は胴部が単節斜行縄文のみが施されているもので、共に小型。１１は突起部に貼付と縄線があ

２．� 住居跡 出土遺物

図�－１１３ Ｈ－１０出土遺物（５）

１７４



り、口唇に縄の刻みが施されている。１２は口唇をやや肥厚させ、断面が切り出し状になっている。地

文の斜行縄文以外の文様は持たない。

１３～１５は破片、１３は�群ｂ類、１４・１５は�群ａ類のもの。
１３は体部破片で、単軸絡条体第１種の撚糸文に綾絡文が施されている。下層ｂ式相当。

１４は単節斜行縄文地に沈線が施されている胴部破片。１５ａ、ｂは同一個体破片。共にサイベ�式相
当。 （袖岡）

石 器

１６は頁岩製の石鏃である。三角形有茎鏃である。先端は欠損している。１７・１８は頁岩製のスクレイ

パーである。ともに縦長のものである。１７は平行する両側縁に連続的な調整剥離がみられる。１８は左

側縁に外湾する、右側縁に内湾する連続的な調整剥離がみられる。 （佐藤）

図�－１１４ Ｈ－１０出土遺物（６）
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Ｈ－１１出土 掲載遺物（図�－１１６～１２０ 図版１１８～１２０）

土 器・土製品

１～９まで復元、１０は破片のもの。すべて�群ａ類、サイベ沢�式相当のもの。
１～４・１０は縄文地に沈線が施されているもの。１は４波状口縁の頂部を欠損しているもの。結節

のある縄文地に胴部中央まで沈線が施され、突起の付け根とその下部に貼付が施されている。２は波

状口縁の突起部が非対称となっている。３は単節縄文地に胴部下半まで沈線が施されている。４は鋸

歯状の沈線を持つ。

５・６は小型で結節のある縄文のみが施されているもの。５は波状口縁の突起部を欠損している。

器形は屈曲が無く、口縁から底部に向かい直線的に窄まる。６は口縁が外反し、胴部が張り出し丸み

２．� 住居跡 出土遺物

図�－１１５ Ｈ－１０出土遺物（７）

１７６



図�－１１６ Ｈ－１１出土遺物（１）
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を帯びる。

８・９は小型で無文のもの。大きさに若干差があるだけで、作りは同じである。欠損部分はあるも

のの、平縁に棒状の突起を４か所もつものと見られる。器表面はやや粗いナデ調整で、黒色の煤状物

質が付着している。内面は丁寧に磨かれている。９の底面は丸みを帯びており、据わりの悪いもので

ある。１０は深鉢形で波状口縁。結節のある縄文地に沈線が施されている。

１１・１２は土製品及びその可能性があるもの。

１１は鍔状の口縁部。貫通する孔があり、撚糸の圧痕がある細い貼付と棒状工具による刺突が施文さ

れている。割れ口が磨耗しており、土器片を利用した土製品の可能性もある。�群ａ類、サイベ沢�
式相当。１２は土製品。粘土を指でつまみだし、形が作られている。 （袖岡）

石 器

１３は頁岩製のＲフレイクである。不定形で右側縁に不規則な剥離がある。１４は緑色泥岩製の石斧で

ある。両刃の磨製石斧である。１５は砂岩製の台石・石皿片である。残存部では、片側の平坦面の全体

に擦痕がみられ、一部に敲打痕がみられるものである。擦面はやや凹む平坦なものである。裏面にも

一部に敲打痕がみられる。 （佐藤）

２．� 住居跡 出土遺物

図�－１１７ Ｈ－１１出土遺物（２）

１７８



図�－１１８ Ｈ－１１出土遺物（３）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１１９ Ｈ－１１出土遺物（４）

１８０



Ｈ－１２出土 掲載遺物（図�－１２１・１２２ 図版１２０）

土 器

１～１６は破片、すべて�群ｂ類。１～１５まで下層ｂ式相当、１６は下層ｃ～ｄ式相当。
１は隆帯を持たない口縁部破片。幅３�の口縁部文様帯には不整綾絡文、体部には単軸絡条体第１
種の撚糸文が施されている。２は単軸絡条体第１類が横走する。３は隆帯があるもの。表面は風化し

ているが、隆帯上には縄の圧痕が施されているものとみられる。４～７は単軸絡条体第１類の撚糸文

が施されている胴部破片。８・９は複節縄文が施されている体部破片。１０は単軸絡条体第５類の網目

状撚糸文が施されているもの。１１は体部に不整綾絡文が施されているもの。１２・１３・１５は上げ底の底

図�－１２０ Ｈ－１１出土遺物（５）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１２１ Ｈ－１２出土遺物（１）
１８２



部破片。１４は底面が磨かれている。１６は多軸絡条体の回転施文が施されている体部破片。明瞭な加工

等はみられないが、土器片を再利用した円盤形土製品の可能性もある。 （袖岡）

石 器

１７は頁岩製のスクレイパーである。縦長のもので、平行する両側縁に連続的な調整剥離がみられる。

１８は凝灰岩製の石製品である。丸みのある基部を明瞭に作り出し、両面全体と側縁の一部に研磨に

よる擦痕がみられる。両面は研磨により平坦である。Ｈ－９から出土している凝灰岩製の両面調整石

器（図�－１２１－１８）と包含層から出土している凝灰岩製の石槍（図�－１８６－３７）に類似するが、全
体に研磨により成形していることから石製品とした。１９・２０は偏平打製石器である。１９は流紋岩製で、

擦痕は全体に亘る明瞭なものである。周縁全体に荒い調整がみられる。２０は凝灰岩製で、擦痕は一部

に摩滅のような痕跡で残る不明瞭なものである。周縁にあまり調整が無く、偏平な礫素材の形状を変

更していない。正面には礫面がみられないが、使用の際の敲打によると考える剥離痕が正面全体に及

んでいるためである。２１・２２は砂岩製のたたき石である。長軸に敲打痕のみられるものである。２３は

図�－１２２ Ｈ－１２出土遺物（２）
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安山岩製の台石・石皿である。残存部では、正面の平坦面の２／３に擦痕と敲打痕がみられ、裏面の

平坦面には擦痕がみられるものである。擦面はやや凹む平坦なものである。 （佐藤）

Ｈ－１３出土 掲載遺物（図�－１２３ 図版１２１）

土 器

１～３まで�群ｂ類で、下層ｂ式に相当するもの。１ａ、ｂは同一個体と考えられるもの。１ａは
口縁部付近～体部下半にかけての破片である。口縁はやや外反する。口頸部文様帯に隆帯を持たず、

比較的幅の狭い不整綾絡文と、体部には単軸絡条体第１類の撚糸文が施されている。１ｂの底部は上

２．� 住居跡 出土遺物

図�－１２３ Ｈ－１３出土遺物

１８４



げ底のものと見られ、底面には縄文が施されている。内面は磨かれている。２は体部には単軸絡条体

第１類の撚糸文が施されている体部破片。３は体部に単軸絡条体第１種の撚糸文が斜位に施文され、

その上から沈線が施されている。 （袖岡）

石 器

４は頁岩製のスクレイパーである。縦長で、右側縁に内湾する連続的な調整剥離がみられるもので

ある。 （佐藤）

Ｈ－１４出土 掲載遺物（図�－１２４・１２５ 図版１２１・１２２）

土 器・土製品

１は復元、２～５まで破片で、すべて�群ｂ類、下層ｂ式相当。
１はやや小型のもの。口縁は強く外反し、頸部で括れ、肩のようなところが若干張り出し、底部に

向かい緩やかに窄まる。口唇直下～わずかな張り出しにかけて複節斜行縄文、体部には単節斜行縄文

が施されている。内面の調整は表面に凹凸がある。底部は上げ底気味、底面は表面が風化しているが

縄文は無い。２は不整綾絡文が施されている口縁部破片。口縁はやや外反する。器壁は薄く、内面は

磨かれている。３は附加条文が施されている体部破片。内面は磨かれている。４は隆帯の上に指頭に

よる刺突が施され、口縁部に不整綾絡文、体部に附加条文が施されているもの。５は底部破片。上げ

底で底面には縄文が施されている。

６は土製品。頭部が無い人の形で、無文地に極細の沈線で施文されている。土偶の類と考えられる。

（袖岡）

石 器

７は頁岩製のスクレイパーである。縦長で、平行する両側縁に連続的な調整剥離がみられるもので

ある。８は砂岩製の扁平打製石器である。擦痕は全体に亘る明瞭なものである。周縁に荒い調整がみ

られる。９は粘板岩製の石鋸である。全面に調整を行い、薄く加工している。両方の側縁に幅の広い

擦痕がみられる。１０～１２は台石・石皿である。１０は砂岩製で、両面に擦痕がみられるものである。擦

面は平坦である。１１・１２は安山岩製で、片面に擦痕がみられるものである。１１は片面全体の１／３に、

１２は片面のほぼ全面にみられる。擦面は平坦である。 （佐藤）

Ｈ－１５出土 掲載遺物（図�－１２６ 図版１２２）

土 器

１・２は復元したもので�群ａ類、サイベ沢�式相当のもの。
１は４波状の突起１か所に３本一組の沈線が施され、文様が非対称になっているもの。２は口唇に

縄の刻み、胴部に単節斜行縄文が施されているもの。屈曲の無い器形で、口縁から底部に向かい直線

的に窄まっている。 （袖岡）

Ｈ－１６出土 掲載遺物（図�－１２７・１２８ 図版１２２）

土 器

１は復元、２～４まで破片で、１・３・４は�群ａ類、２は�群ｂ類のもの。
１は大型の深鉢形で、突起部に貼付、胴部には結節のある縄文のみが施文されている。サイベ沢�
式相当。２は底部付近の破片。体部の文様は複節縄文とみられる。下層ｂ式相当。３・４共に結節の

ある縄文地に沈線が施されている。サイベ沢�式相当。 （袖岡）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１２４ Ｈ－１４出土遺物（１）

１８６



図�－１２５ Ｈ－１４出土遺物（２）
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石 器

５・６は頁岩製の石鏃である。三角形有茎鏃である。７は頁岩製のつまみ付きナイフである。縦長

のもので、片面のみに調整を行うものである。８は頁岩製のスクレイパーである。縦長のもので、片

側縁に外湾する連続的な調整剥離がみられる。９は頁岩製の両面調整石器である。欠損により全体の

形状は不明である。荒い両面加工により側縁を調整する。左側縁は不規則に連続的な調整剥離がみら

れる。１０は緑色泥岩製の石斧である。両刃の磨製石斧である。１１は砂岩製のたたき石である。長軸に

敲打痕のみられるものである。 （佐藤）

Ｈ－１７出土 掲載遺物（図�－１２９ 図版１２２）

土 器

１は復元したもので�群ａ類、サイベ沢�式相当のもの。平縁もしくは突起部が１か所のみのもの
である。屈曲の無い器形で、口縁から底部に向かい直線的に窄まる。胴部は結節のある縄文のみで、

底部付近が磨かれている。 （袖岡）

	 土坑

Ｐ－４出土 掲載遺物（図�－１３０ 図版１２３）

１は破片で表面摩滅が著しい。僅かに撚糸圧痕の痕跡がみられる。�群ｂ類、東釧路�式相当と思
われる。

Ｐ－１１出土 掲載遺物（図�－１３０ 図版１２３）

土 器

１は破片で�群ｂ類、下層ｂ式相当。単軸絡条体第５類の網目状撚糸文が施されている。 （袖岡）

Ｐ－１３出土 掲載遺物（図�－１３０ 図版１２３）

土 器

１・２は�群ｂ類、下層ｂ式相当。
１は隆帯を境に口縁には不整な斜位の撚糸文、体部には附加条文が縦位に施文されている。底面は

２．� 住居跡 出土遺物

図�－１２６ Ｈ－１５出土遺物
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図�－１２７ Ｈ－１６出土遺物（１）
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２．� 住居跡 出土遺物

図�－１２８ Ｈ－１６出土遺物（２）

図�－１２９ Ｈ－１７出土遺物

１９０



図�－１３０ Ｐ－４・１１・１３・１７・１９出土遺物
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上げ底、縄文が施されている。２は体部破片で、単軸絡条体第１類の縦行する撚糸文に横走する不整

綾絡文が施されている。 （袖岡）

Ｐ－１４出土 掲載遺物（図�－１３１・１３２ 図版１２４）

土 器

１・２は�群ｂ類、下層ｂ式相当。
１は体部～底部にかけて復元できたもの。２は口縁部破片で、共に�群ｂ類、下層ｂ式相当のもの。
１は表・内面共に風化が著しい。体部には縦行する単軸絡条体第１類の撚糸文施文後、表面がナデ

られている。体部はあまり張り出さない。底部は上げ底気味で底面は磨かれている。２はやや外反す

る口縁。表面の文様が剥落している。 （袖岡）

石 器

３・４は凝灰岩製の偏平打製石器である。擦痕は全体に亘る明瞭なものである。３は周縁に加工が

ある。４は周縁に加工があまり無く、扁平な礫素材の形状を変更していない。５は砂岩製のたたき石

である。長軸の下端に敲打痕がみられる。６は頁岩製の石核。背面を平坦に整形し、そこから主に剥

離を行なうもの。最終形態では階段状の剥離が発生している。 （佐藤）

２．	 土杭 出土遺物

図�－１３１ Ｐ－１４出土遺物（１）
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Ｐ－１７出土 掲載遺物（図�－１３０ 図版１２３）

土 器

１ａ、ｂは破片で�群ｂ類、下層ｂ式相当。隆帯を持たず、横走する２本の沈線の間に竹管状工具
で斜位の刺突が加えられている。口縁部と体部には単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行している。

（袖岡）

Ｐ－１９ 掲載遺物（図�－１３０ 図版１２３）

石 器

１は安山岩製の北海道式石冠である。機能部から鉢巻状の作り出しにかけて、使用の際の敲打によ

ると考える剥離痕がある。 （佐藤）

Ｐ－２０出土 掲載遺物（図�－１３３ 図版１２３）

土 器・土製品

１～５は破片、１・２は�群ｂ類で下層ｂ式相当、３～５は�群ａ類、サイベ沢�式相当。
１は口縁部破片。単節斜行縄文が施されている。２は隆帯を持つもの。隆帯上と隆帯直下に沈線が

施されている。表面の風化が著しい。

３は波状口縁の突起部。無文地に細い貼付が施されている。突起頂部の貼付上には爪による刺突が

加えられる。４は縄文地に沈線が施されているもの、５は結節のある縄文地に爪による刺突が加えら

れた細い貼付を持つ。７は土偶。土坑覆土から出土した上半部（７ａ）と、１２Ｙ区から出土した下半

部（７ｂ）は同一個体と考えられるもの。腕の付け根部分、肩から脇に貫通する細い空洞がある。文

様は２本一組の撚糸によって施されている。胸に貼付の痕跡がみられ、剥落している。 （袖岡）

石 器

６は頁岩製のＲフレイクである。不定形で左側縁に不規則な剥離がある。 （佐藤）

Ｐ－２３出土 掲載遺物（図�－１３３ 図版１２３）

土 器

１は復元したもので�群ｂ類。小型で口径と底径の差が無い円筒形。口縁はわずかに外反、附加条
文が口縁部より３�前後下部まで斜位に施文、体部では縦行気味に重複して施されている。底部は平
坦で、縄文が施されている。 （袖岡）

石 器

２・３は頁岩製のスクレイパーである。縦長のものである。２は片側縁に直線的で連続的な調整剥

離がみられるものである。３は片側縁に内湾する連続的な調整剥離がみられるものである。 （佐藤）

４は扁平打製石器で凝灰岩製。縦長で扁平な礫を用い、長軸方向の端部に抉りと、片面と側縁の１

辺の両面に調整が加えられている。擦り面の幅は狭い。 （袖岡）

Ｐ－２４出土 掲載遺物（図�－１３４ 図版１２５）

土 器

１は�群ｂ類の復元土器。小型で口径と底径の差があまり無い、円筒形のもの。隆帯を持ち、隆帯
の上下に沈線が施されている。口縁部と体部には単軸絡条体第１種の撚糸文が斜行気味に施されてい

る。底部は上げ底、底面は磨かれている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

２．	 土杭 出土遺物
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図�－１３３ Ｐ－２０・２３出土遺物

�章 遺構と遺物

１９５



石 器

２は砂岩製の偏平打製石器である。擦痕は全体に亘る明瞭なものである。周縁に加工がある。

（佐藤）

Ｐ－２８出土 掲載遺物（図�－１３４ 図版１２５）

土 器

１は�群ａ類の同一個体破片。波状口縁で底部は平胆、胎土には砂礫が含まれている。 （袖岡）

Ｐ－２９出土 掲載遺物（図�－１３４ 図版１２５）

土 器

１は復元したもので�群ａ類。小形で、無文地に沈線が施されている。トリサキ式相当。
２は�群ｂ類の破片。単軸絡条体第１種の撚糸文が縦行する。下層ｂ式相当。 （袖岡）

Ｐ－３３出土 掲載遺物（図�－１３４ 図版１２５）

土 器

１は完形で出土したもので、�群ｂ類。小型で口径と底径の差があまり無い、円筒形のもの。口唇
がわずかに外反、羽状を構成すると思われる単節縄文地が体部上半に施され、体部中央よりその下に

は不整綾絡文が施され、その後に全体にナデられている。底面は上げ底で滑沢に磨かれている。内面

も磨かれている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

石 器

２は頁岩製のフレイクである。加工や使用痕はない。 （佐藤）

Ｐ－３７出土 掲載遺物（図�－１３４ 図版１２５）

土 器

１は�群ｂ類。体部破片で、多段の不整綾絡文と単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行する。下層ｂ式
相当。 （袖岡）

石 器

２は頁岩製のＲフレイクである。不定形で両側縁の表・裏面に不規則な剥離がある。３は頁岩製の

Ｕフレイクである。側縁の一部に微細剥離痕がみられる。 （佐藤）

Ｐ－３８出土 掲載遺物（図�－１３５ 図版１２５）

土 器

１は復元、�群ａ類のもの。波状口縁で結束のある羽状縄文が施されている。サイベ沢�式相当。
２～４まで破片、２・３は�群ｂ類、４は�群ａ類。
２は口縁部が強く外反するもの。口唇下に２条の不整綾絡文が施され、その下にやや斜行する撚り

戻しの縄文が施されている。３は体部破片。体部に撚り戻しの縄文が施されている。共に下層ｂ式相

当。４は表面の摩滅が著しい。サイベ沢�式相当。 （袖岡）

２．	 土杭 出土遺物
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図�－１３４ Ｐ－２４・２８・２９・３３・３７出土遺物
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２．	 土杭・
 Ｔピット 出土遺物

図�－１３５ Ｐ－３８・３９・TP－２出土遺物
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Ｐ－３９出土 掲載遺物（図�－１３５ 図版１２５）

土 器

１は�群ａ類の同一個体破片。胴部に結節のある斜行縄文が施されている。サイベ沢�式相当のも
の。 （袖岡）


 Ｔピット

TP－２出土 掲載遺物（図�－１３５ 図版１２５）

土 器

１は小型で、�群ａ類のものと思われる。内傾している口縁に浅い沈線が施されている。胴部はナ
デミガキにより無文となっている。 （袖岡）

� 焼土跡

Ｆ－１出土 掲載遺物（図�－１３６ 図版１２６）

土 器

１は�群のもの。深鉢か、壺形の頸部破片。縄文地に沈線が施されている。 （袖岡）

Ｆ－９出土 掲載遺物（図�－１３６ 図版１２６）

土 器

１は大型で深鉢形のもの。波状口縁の波頂部を欠損している。突起下部に縄線と、口唇に縄の刻み

が施されている。胴部は結節のある縄文のみが施文されている。サイベ沢�式相当。 （袖岡）

Ｆ－３１出土 掲載遺物（図�－１３７ 図版１２６）

石 器

１は頁岩製のつまみ付きナイフである。縦長のもので、片面のみに調整を行うものである。２は頁

岩製の石核の接合資料である。原石の形状を変更していないもの。主に自然面を打面とする。２から

２－２～４を剥離し、最終形態は２－１となる。 （佐藤）

Ｆ－３４出土 掲載遺物（図�－１３６ 図版１２６）

土 器

１は�群ａ類の口縁部破片。口縁部は外反している。口唇には縄の刻み、胴部には結節のある複節
縄文が施されている。サイベ沢�式相当。 （袖岡）

Ｆ－５９出土 掲載遺物（図�－１３８ 図版１２６）

石 器

１は安山岩製の台石・石皿である。片面に擦痕がみられるものである。擦面はほぼ平坦である。

（佐藤）

Ｆ－６０出土 掲載遺物（図�－１３８ 図版１２６）

土 器

１・２は破片で�群ａ類のもの。１は口縁部破片。口唇直下に沈線が施されている。２は胴部破片。
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２．� 焼土跡 出土遺物

図�－１３６ Ｆ－１・９・３４出土遺物
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図�－１３７ Ｆ－３１出土遺物
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無文地に沈線が施されているもの。 （袖岡）

 フレイク・チップ集中

FC－１出土 掲載遺物（図�－１３９ 図版１２７）

石 器

１は頁岩製の石鏃である。三角形有形鏃である。２・３は頁岩製の石槍である。２は柳葉形のもの

で、３は木葉形のものである。４・５は頁岩製のつまみ付きナイフである。縦長のものである。４

は両面全体に調整を行うものである。５は片面のみに調整を行うものである。６～８は緑色泥岩製の

石斧である。６は刃部のみの磨製石斧片である。７・８は基部が残る磨製石斧である。 （佐藤）

２．� 焼土跡  フレイク・チップ集中 出土遺物

図�－１３８ Ｆ－５９・６０出土遺物

２０２



図�－１３９ FC－１・２出土遺物
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２． フレイク・チップ集中 出土遺物

図�－１４０ FC－３・８・９出土遺物
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FC－２出土 掲載遺物（図�－１４０ 図版１２７）

石 器

１は頁岩製の両面調整石器である。木葉形のものである。荒い両面加工により側縁を調整する。調

整は下端に集中する。 （佐藤）

FC－３出土 掲載遺物（図�－１４０ 図版１２７）

土 器

１は�群のもの。縞縄文が施されている。 （袖岡）

FC－８出土 掲載遺物（図�－１４０ 図版１２７）

土 器

１・２は�群ｂ類のもの。１は隆帯を持つ口縁部破片。口縁部と隆帯下部には複節縄文が斜位に施
文されている。隆帯上には指先による刺突で爪形の刻みが施文されている。下層ｂ式相当。２は体部

に複節縄文が施されている。底部は上げ底、底面には縄文が施されている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

FC－９出土 掲載遺物（図�－１４０ 図版１２７）

土 器

１は体部下半～底部にかけてのもの。�群ｂ類。体部には複節縄文、底部は上げ底、底面には縄文
が施されている。内面は磨かれている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

石 器

２は頁岩製のつまみ付きナイフである。両面全体に調整を行うもので、つまみ部である。３・４は

頁岩製のスクレイパーである。３は平行する両側縁に、４は片側縁に内湾する連続的な調整剥離がみ

られるものである。５は泥岩製の石斧である。両刃の磨製石斧である。６は凝灰岩製の偏平打製石器

である。擦痕は一部に摩滅のような痕跡で残る不明瞭なものである。周縁に加工のあるものである。

黒曜石製のフレイクが２２２点出土しており、計測を行った（図�－１４０）。これらのフレイクは、肉
眼観察上では明瞭な違いがなかったため、同一母岩から剥離したものと想定して計測した。

礫面の有るものは６５点、無いものは１５７点である。長さの平均は１．５１�、最大値は３．８６�、最小値
は０．３２�である。幅の平均は１．０１�、最大値は２．５１�、最小値は０．１９�である。厚さの平均は０．２８�、
最大値は０．９６�、最小値は０．０３�である。重さの平均は０．４９�で、最大値は４．３�、最小値は０．００
（計測不能）である。これらの計測から、遺跡への搬入は礫面が残る小型の礫の状態で持ち込まれた

ものと考える。さらに、長幅比は１：０．６７であり、観察による形状が微細もしくは小型の翼状である

ことと一致する。これらのことから、遺跡では小型の礫から素材を得て、さらに調整・加工を行った

と考える。また製品は遺跡内では確認できなかったため、遺跡外に持ち出された可能性がある。

接合したものは、折れ接合を含まずに、２点接合したものが８件、３点接合したものが４件の合計

１２件である。２点接合したもののうち、礫面が有るものが３件、礫面の無いものが５件である。３点

接合したもののうち、礫面が有るものが２件、礫面の無いものが２件である。件数は少ないものの、

これらのことから、同一母岩から剥離した可能性が高い。 （佐藤）
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� 埋設土器

埋設土器１ 掲載遺物（図�－１４１ 図版１２８）

土 器

１は体部上半～底部にかけてのもの。�群ｂ類。単軸絡条体第５類の網目状撚糸文が重複して施さ
れている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

埋設土器２ 掲載遺物（図�－１４１ 図版１２８）

土 器

１は体部上半～底部にかけてのもの。�群ｂ類。体部には単節絡条体第１類の撚糸文が縦行してい
る。底面は上げ底である。下層ｂ式相当。 （袖岡）

埋設土器３ 掲載遺物（図�－１４１ 図版１２８）

土 器

１は体部上半～底部にかけてのもの。�群ｂ類。体部には単節絡条体第１類の撚糸文が縦行してい
る。底面は僅かに上げ底、底面には体部と同じ撚糸文が施されている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

埋設土器４ 掲載遺物（図�－１４１ 図版１２８）

土 器

１は体部～底部にかけてのもの。�群ｂ類。体部には体部には単節絡条体第１類の撚糸文が縦行し
ている。底面は上げ底、底面は滑沢に磨かれている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

埋設土器５ 掲載遺物（図�－１４２ 図版１２８）

土 器

１は口縁～体部下半にかけてのもの。�群ｂ類。口縁は外反し幅広の隆帯に、指頭による刺突が施
されている。口縁～隆帯、隆帯の下部５�内外のところでは不整綾絡文が多段施文、体部には複節斜
縄文が施されている。下層ｂ式相当。 （袖岡）

� 遺物集中

遺物集中１ 掲載遺物（図�－１４２ 図版１２９）

土 器

１は体部下半～底部にかけてのもの。�群ａ類。結節のある斜行縄文が施されている。サイベ沢�
式相当。 （袖岡）

遺物集中３ 掲載遺物（図�－１４３・１４４ 図版１２９）

土 器

１～４は復元、５は破片で、すべて�群ａ類、サイベ沢�式相当。
１～３・５は結節のある縄文地に沈線が施されているもの、４は縄文のみのもの。１は４波状口縁

の突起部を２か所欠損している。残存する２か所は施文が異なり非対称となっている。２は小型のも

の。胴部が丸く張り出す。４は平縁に２個一対の貼付を施し突起部としているもの。 （袖岡）

２．� 埋設土器・� 遺物集中 出土遺物
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図�－１４１ 埋設土器１・２・３・４出土遺物
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２．� 埋設土器 出土遺物

図�－１４２ 埋設土器５・遺物集中１出土遺物
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１４４ 遺物集中３出土遺物（２）
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遺物集中４ 掲載遺物（図�－１４５～１５９ 図版１２９～１３５）

土 器

１～２０まで復元したもので、すべて�群ｂ類、下層ｂ式相当。
１～６まで隆帯を持たないもの。

１は幅５�前後の口縁部文様帯に単軸絡条体第１種の撚糸文が横走、それより下位に同じ撚糸文を
縦行させ、体部の下部１０�前後のところでは単節斜行縄文が施されている。口縁が僅かに外反、口径
と底径の差はあまり無い。底面は上げ底、底面には撚糸文が施されている。２は口縁部文様帯には不

整綾絡文が多段施され、体部には単軸絡条体第１類の撚糸文が斜行して施文されている。幅が４�前
後の狭い口縁部文様帯が強く外反し、体部は底径との差が無い円筒形。底部は上げ底、底面には縄文

が施されている。３は口縁部文様帯と体部の中央に不整綾絡文が多段施されているもの。体部には附

加条文が施文されている。口縁は文様帯がやや外反、体部下部でやや張り出す。底部は上げ底、底面

は縄文施文後に磨かれている。４は口縁部文様帯に単節斜行縄文、体部に単軸絡条体第１種の撚糸文

が縦行しているもの。口径と底径の差があまり無い円筒形。底面を欠損している。５は口縁～体部上

半にかけ単節縄文、下位に附加条文が縦位に施されている。口縁部がやや外反している。６は附加条

文が斜行して施文されている。口縁部が窄まり、体部が張り出している。

７～１５まで隆帯を持つもの。

７～１０まで、口頸部文様帯に綾絡文が施されているもの。７はやや小型で、口縁はやや外反、口径

と底径の差があまり無い。隆帯上には指頭による刺突が施され、口縁部文様帯と隆帯下部の３�前後
まで不整綾絡文が施されている。体部には撚り戻しの縄文が施されている。底部は上げ底、底面には

縄文が施されている。８は小波状口縁のもの。７と同様、隆帯下部にも不整綾絡文が施され、隆帯上

には指頭による刺突が加えられている。体部には複節縄文が施され、内面は磨かれている。９は頸部

が窄まっているもの。口縁が外反、隆帯直上で窄まり、体部上半がやや張り出し、胴部下半まで直線

的である。隆帯を除き、隆帯下部の２�前後のところまで不整綾絡文が施されている。隆帯上には単
軸絡条体第１類の撚糸文が縦行している。内面は磨かれているが、繊維痕が目立つ。１０は低い隆帯に

竹管状工具による連続した刺突が施されているもの。口縁から隆帯まで単軸絡条体第１類の撚糸文が

横走、隆帯より下部２�前後では不整綾絡文、それより下は単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行してい
る。内面は磨かれているが、繊維の痕跡が著しい。１１は口縁から胴部下半まで複節縄文が施されてい

る。隆帯は低く、体部との境目は明瞭ではない。隆帯には縄文のほか、指頭による刺突が施されてい

る。内面の調整は丁寧であるが、胎土中の繊維痕が目立つ。１２は大型のもの。口縁はやや外反、体部

はあまり張り出さない。口頸部文様帯から隆帯下位まで単軸絡条体第５類の重複施文がみられる。隆

帯上には縄による刺突と、体部には単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行している。内面は磨かれている。

１３～１５まで沈線が施されているもの。１３は口唇部分がやや強く外反、口径に対し器高が高い。口頸

部文様帯には斜位の附加条文、低い隆帯の上下には沈線が横走、体部には撚り戻しの原体による縄文

と、単軸絡条体第１類の撚糸文かと思われるが、被熱によるものと見られる、表面の風化・赤褐色化

が著しい。内面の調整は粗い。１４は口縁部文様帯の縄文地に鋸歯状の沈線が施されているもの。隆帯

の上下を沈線が横走し、隆帯が突出したようになっている。隆帯には指によるものと見られる刺突が

施されている。体部上半には附加条文、下半には撚糸文が施されている。内面は磨かれている。１５は

撚りの異なる単軸絡条体第１類の斜位の施文によって羽状風になる中央に沈線が横走する。隆帯上に

は縄の圧痕、体部には複節縄文が施されている。内面はミガキがやや粗く、繊維の痕跡が目立つ。

１６は隆帯を持たず、撚糸文地に沈線が施されているもの。口唇には竹管状工具により刺突が施され
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１４５ 遺物集中４出土遺物（１）
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図�－１４６ 遺物集中４出土遺物（２）
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１４７ 遺物集中４出土遺物（３）
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図�－１４８ 遺物集中４出土遺物（４）
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１４９ 遺物集中４出土遺物（５）
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図�－１５０ 遺物集中４出土遺物（６）
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１５１ 遺物集中４出土遺物（７）
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図�－１５２ 遺物集中４出土遺物（８）
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２．� 遺物集中 出土遺物
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図�－１５４ 遺物集中４出土遺物（１０）
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１５５ 遺物集中４出土遺物（１１）
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図�－１５６ 遺物集中４出土遺物（１２）
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１５７ 遺物集中４出土遺物（１３）
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ている。口頸部文様体は横走する沈線と、横走する沈線間に鋸歯状に施されている沈線により区切ら

れている。口唇～沈線までが単軸絡条体第１類の撚糸文の横走、それより下位は撚糸文の縦行である。

体部中央付近には不整綾絡文が施されている。内面は繊維の痕跡が著しい。

１７～２０まで、体部から底部にかけて復元できたもの。１７は体部に複節縄文が施されているもの。底

部下半に膨らみがあり、径の小さい底部に向かいやや急角度に窄まるもの。底部は上げ底、底面には

縄文が施されている。内面は磨かれている。１８は体部が張り出さず、底部に向かい直線的になってい

るもの。体部には複節縄文が縦位に施されている。内面は磨かれている部分が観察されるが、大部分

は繊維の痕跡が目立つ。底部は上げ底、底面は縄文が施されている。１９は体部に単軸絡条体第１類の

撚糸文が施されているもの。内面は繊維の痕跡が目立つ。底部は上げ底、底面は縄文施文後、ナデら

れている。２０は体部に斜位の附加条文が施されているもの。体部と底部の径に大きな差の無い円筒形。

内面は磨かれているが、やや粗い。

２１～５４まで破片のもの。１～５２まで�群ｂ類、下層ｂ式相当。
２１～２８まで隆帯を持たず、不整綾絡文が施されているもの。

２１・２２は幅の狭い口頸部文様帯に不整綾絡文、体部に斜行縄文が施されている。２３ab・２４は幅の

狭い口頸部文様帯内に不整綾絡文、体部に附加条文が施されている。２３は口縁がやや外反し、頸部で

括れ、体部上半が張り出している。内面は磨かれている。２５は口唇から２�のところが粗いナデによ
り無文で、外反している。体部には附加条文と不整綾絡文が施されている。内面の調整は丁寧である

が、胎土には繊維のほか砂が多く含まれ、ざらついている。２６は小型のもの、２７は波状口縁でやや外

反している。２８は起伏の弱い波状口縁のものと考えられ、幅の狭い文様帯内に不整綾絡文、体部に複

節縄文が施されている。

２９は隆帯を持たず、単軸絡条体第１類の撚糸文が施されているもの。口頸部文様体は撚糸文が横走、

体部は縦行している。内面は磨かれているが、繊維の痕跡が目立つ。

図�－１５８ 遺物集中４出土遺物（１４）
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２．� 遺物集中 出土遺物

図�－１５９ 遺物集中４出土遺物（１５）
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３０～３８まで、隆帯を持つもの。

３０・３２は口頸部文様帯に不整綾絡文が施されているもの。隆帯上には指頭による刺突が施されてい

る。内面は磨かれている。３１は口頸部に羽状縄文、隆帯には縄の圧痕が施されている。３３は体部の上

部に条痕が横走している。３４は口縁～体部に単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行する。内面は条痕の調

整後、磨かれている。３５・３７は沈線が施されているもの。３５は口縁部文様帯に横走する沈線が施され

ている。内面は磨かれている。表面の風化が著しい。３７は隆帯下位まで単軸絡条体第１類と見られる、

横走した撚糸文地に沈線、隆帯上には竹管状工具による刺突が施されている。内面は磨かれている。

３６は低い隆帯上に爪の形が明瞭な、指頭の刺突が施されている。内面は磨かれている。

３８は網目状撚糸文が施されているもの。３８は体部との境目が不明瞭な隆帯。口縁部には不整綾絡文、

体部には単軸絡条体第５類の撚糸文が施されている。胎土には繊維のほか、砂礫が多く含まれている。

４０は体部に単軸絡条体第４類の撚糸文、底部にも縄文がみられる。内面は条痕による調整後、磨か

れている。

４１～４７まで体部～底部にかけてのもの。４１・４６は上げ底で底面は磨かれている。内面は磨かれてい

るが、繊維の痕跡が目立つ。４２～４５・４７は体部に単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行、底面の外周５～

８�幅を平にし、それより内側に縄文を施し上げ底としている。４３は底部付近に不整綾絡文が施され
ている。４５・４７の内面は条痕による調整後、磨かれている。

４８・４９は体部に附加条文が施されているもの。４８ａは体部との境目が殆どわからない隆帯様の隆起

がある。文様帯内には不整綾絡文が施されている。４９は内面が磨かれている。

５３は�群ｂ類、東釧路�式相当、５４は�群ａ類、サイベ沢�式相当。 （袖岡）

石 器

５５・５６は石鏃である。５５は頁岩製の三角形鏃で、平基無茎である。５６は黒曜石製の有茎鏃の欠損品。

凸基の可能性が高い。５７は頁岩製の石槍である。木葉形の可能性が高い。５８～６１は頁岩製のつまみ付

きナイフである。片面のみに調整を行うものである。５８・５９は側縁が内湾するものである。６０は側縁

が外湾するもので、刃部には丸みがある。６１はつまみ部である。６２～６７は頁岩製のスクレイパーであ

る。６２・６３は平行する両側縁に連続的な調整剥離がみられるものである。６６はその可能性がある欠損

品。６４は片側縁に連続的な調整剥離がみられるものである。６５は両側縁への連続的な調整剥離により

先端が尖るものである。６７は横長のもので、片側縁に直線的で連続的な調整剥離がみられるものであ

る。６８～７１は頁岩製の両面調整石器である。６８は木葉形のもので、６９～７１はその可能性が高いもの。

荒い両面加工により側縁を調整する。７０は小型のものである。 （佐藤）
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遺物集中５ 掲載遺物（図�－１６０ 図版１３６）

土 器

１・２は�群ｂ類で下層ｂ式相当。
１は低い隆帯を持つもの。口縁～隆帯まで、縄文施文後ナデられている。体部には単節縄文が施さ

れている。２は底部で上げ底、底面には縄文が施されている。 （袖岡）

遺物集中６ 掲載遺物（図�－１６０ 図版１３６）

土 器

１は�群ａ類のもの。口縁が外反、胴部には無節の縄文が施されている。 （袖岡）

石 器

２は頁岩製のつまみ付きナイフである。つまみ部のみで、全体の形状と調整は不明である。（佐藤）

遺物集中７ 掲載遺物（図�－１６０ 図版１３６）

土 器

１は�群ｂ類、下層ｂ式相当。口縁がやや外反し、単軸絡条体第１類の撚糸文の施文方向で口頸部
文様体と体部が分けられている。底部は上げ底、内面調整は粗く、繊維の剥落痕が目立つ。 （袖岡）

遺物集中８ 掲載遺物（図�－１６１ 図版１３６）

土 器

１は�群ｂ類、下層ｂ式相当。口縁がやや外反し、隆帯には爪の刺突が見られる。文様帯には沈線
が施されている。隆帯より下３�前後には不整綾絡文、体部には単節縄文が施されている。 （袖岡）

石 器

２は頁岩製の石槍である。木葉形の可能性が高い、欠損しているもの。３は頁岩製の両面調整石器

である。木葉形のもので、荒い両面加工により側縁を調整する。 （佐藤）

� 柱穴状の小土坑

SP－２１ 掲載遺物（図�－１６１ 図版１３６）

石 器

１は頁岩製のつまみ付きナイフである。縦長のもので、片面のみに調整を行うものである。側縁が

外湾するものである。 （佐藤）

SP－１４９ 掲載遺物（図�－１６１ 図版１３６）

土 器

１は�群ａ類、サイベ沢�式相当。縄文地に貼付文と、貼付上にも縄文が施されている。 （袖岡）

２．� 遺物集中・� 柱穴状の小土坑 出土遺物

２２８



図�－１６０ 遺物集中５・６・７出土遺物
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２．� 遺物集中・� 柱穴状の小土坑 出土遺物

図�－１６１ 遺物集中８・SP－２１・１４９出土遺物
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３．包含層出土の遺物

� 土 器

包含層出土の土器は全体で４９，５８５点である。層位別に見ていくと最も多いのは遺物包含層である�
層で、３５，４８４点である。次いで、�層からの出土が１０，３９０点、�層２，２７９点、�層４２８点、�層２５点、
撹乱・その他９７９点である。�層・�層から出土が多いのは、植林による撹乱と考えられる。
分類毎に見ていくと、�群ｂ類が最も多く、３８，０１０点出土している。以下は�群ａ類、８，６７０点、
�群１，４２６点、�群ａ類１，２４２点、�群ａ類１４３点、�群ｂ類７２点、�群８点、土製品１１点の出土であ
る。

�群土器
�群ａ類（図�－１６７ 図版１３９）

�群ａ類に相当するものは１４３点出土している。分布を見ていくと、調査区中央の沢状地形を境に
北東側と南西側に分かれるが、多いのは調査区南西側、縄文時代中期前半の遺構が集中するところで

ある。出土層位を見ていくと、�層からのものが殆どで、本来この遺物が包含されていると考える�
層～�層上面からは２点のみである。縄文時代中期前半の住居跡の構築などで、遺物が撹乱を受け�
層中から出土していることが考えられる。

復元個体が得られず、破片も小片で全体的に量が少ないため、文様・器形の全容を掴むのは困難で

あるが、断片的ながら次の特徴が挙げられる。�口縁部に低い隆帯があること、	沈線様の浅い文様、
調整あるいは文様効果のある条痕が認められること、
無文のものがあること、�乳房状尖底土器と
平底のものがあること、�繊維を含まず砂が含まれている胎土である、の５点である。大沼忠春氏に
この土器を見て頂いたところ、松前町の高野遺跡�群土器（松前町郷土資料館 １９８５）に相当するも

のとご教示頂いた。縄文時代早期前半のなかでも虎杖浜式併行ではないかと思われる。

１２は口縁部。口唇から２下に低い隆帯があり、口唇と隆帯間を隆帯が縦方向に施されている。貼
付の間には先端の細い工具で縦・斜方向の沈線様の浅い文様が施されている。口唇は角形で、縦の貼

付を含む断面形は高野�群土器と似る。１２ａの器表面の条痕は幅広で文様効果をもつ。内面は粗く調
整されている。１３・１４・１５は無文の口縁部。１６・１７は無文の体部。１８・１９は無文で乳房状の尖底部。

共に砂を多く含んでいる。２０～２４まで無文で平底のもの。２０は内面に横方向の調整が見られ、２１は表

面に縦方向の調整が施されている。

�群土器
�群ｂ類（図�－１６２～１６４・１６８～１７６ 図版１３７～１４３）

�群ｂ類土器は３０，８１０点出土している。調査区の沢状地形を挟んで北側、縄文時代前期後半の遺構
分布と重なる。概ね円筒土器下層ｂ式のもので、下層ｃ・ｄ１・ｄ２式に相当する破片が少量出土した。

調査区から出土した�群ｂ類は文様帯・体部文様・底部の形状・底面の文様及び調整・内面調整・
肉眼で観察できる胎土の混入物について、巻末の一覧表に付した。

復元土器（図�－１６２～１６４ 図版１３７・１３８）下層ｂ式相当。

１は口縁部文様体に単軸絡条体第１類の撚糸文が横走、体部は同じ撚糸文が縦行している。口縁は

直立気味、底部は上げ底、底面は縄文が施されている。内面は磨かれている。２は口縁～体部まで、

附加条文が縦行しているもの。体部下半には複節縄文が施されている。口唇部が僅かに外反、頸部が
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やや窄まり、体部は張り出さず、器高が高い。底部は上げ底、底面には縄文が施され、内面は磨かれ

ている。３・４は附加条文が斜行して施文されているもの。３は小形のもの。やや波を打つ平縁。口

径に対し器高が高い。４は底面にも縄文が施されている。内面は磨かれているが、やや粗い。５・６

は体部に単軸絡条体第１類の撚糸文が施されているもの。５は体部に単軸絡条体第１類の撚糸文が斜

行気味に施され、その表面がナデミガキにより節が不明瞭になっているもの。体部下半～底面との境

が顕著である。底部は上げ底、底面は縄文施文後に磨かれている。６は一部に不整綾絡文が観察でき

る。内面には胎土に含まれている繊維の痕跡が目立つ。７は体部に複節縄文が施されているもの。底

３．� 包含層の土器

図�－１６２ 包含層出土の土器（１）
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図�－１６３ 包含層出土の土器（２）
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３．� 包含層の土器

図�－１６４ 包含層出土の土器（３）
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部は上げ底と思われ、底面には縄文が施されている。内面は滑沢に磨かれている。

破片のもの（図�－１６８～１７６ 図版１３９～１４３）

隆帯を持たないもの（図�－１６８）下層ｂ式相当。
２５～２９まで隆帯を持たず、口頸部文様帯に不整綾絡文が施されているもの。

２５は幅の狭い口頸部文様帯に不整綾絡文、体部に附加条文が施されている。口縁は外反、底部は上

げ底、底面には縄文が施されている。内面は磨かれているが、胎土に含まれている繊維の痕跡が目立

つ。２６は幅の狭い口頸部文様帯に不整綾絡文、体部に単節斜行縄文が施されているもの。口縁は直立

気味である。２７は波状口縁で強く外反している。２８・２９は体部に撚り戻しの縄文が施されているもの。

２８は口縁部がやや外反している。内面は磨かれている。２９ｂは口唇に指頭の痕跡が観察できる。内面

は胎土中に含まれている繊維の痕跡が目立つ。

３０・３１は縄文の施文方向を変えて口頸部文様帯を施文しているもの。

３０は口縁部がやや外反し、口唇から下へ４ほどの狭い幅で複節縄文が斜位に施され、体部には同
じ縄文が縦位に施されている。３１は口縁部文様帯に撚り戻しの縄文が斜位に施されている。

３２は小型のもので、複節縄文が施されているもの。３３はやや外反する口縁で、波状のもの。単節縄

文地に網目状撚糸文が施されている。内面は磨かれている３４は小型のもので波状口縁のもの。単軸絡

条体第１類の撚糸文が横走して施文されている。内面は胎土中に含まれている繊維の痕跡が目立つ。

３５は外反する口縁部に単節斜行縄文が施されているもの。内面は磨かれている。

３６～４０まで、主に単軸絡条体第１類の撚糸文によって文様が施されているもの。

３６は幅の狭い口頸部文様帯に撚糸文が横走して施文されている。３７には口唇直下に不整綾絡文が施

されている。３８は幅の狭い文様帯に撚糸文が横走している。内面は胎土に含まれている繊維の痕跡が

目立つ。３９は波状口縁のものと考えられる。内面は磨かれている。

隆帯をもつもの（図�－１６９）下層ｂ式相当。
４１～４４は口縁部文様帯に不整綾絡文が施されているもの。４１は波状口縁のもの。口縁はやや外反し、

体部が張り出している。口頸部文様帯には不整綾絡文が施され、体部には複節縄文が施文されている。

４２は内面が磨かれている。４３は体部に単節縄文が縦行して施されている。内面は胎土に含まれている

繊維の痕跡が顕著である。４４は縦行する撚糸文地に綾絡文が施されている。

４５は単節の縄文地に撚糸が不規則に施文されている。内面は磨かれている。４６は縄の圧痕が施され

ている。４７・４８は単軸絡条体第１類の撚糸文が横走しているもの。４７は低い隆帯で内面は滑沢に磨か

れている。４９・５０は口頸部文様帯に条痕文が横走しているもの。４９は体部に複節縄文が施されている。

内面は繊維の痕跡が目立つ。５０は体部に単軸絡条体第１類の撚糸文が施文されている。胎土には繊維

のほか砂も含まれており、内面の調整は丁寧であるが、ざらざらしている。

隆帯を持ち、隆帯上に刺突が施されているもの（図�－１７０）下層ｂ式相当。
５１は直立気味の口縁で、隆帯下部まで不整綾絡文が施されている。隆帯上には縄による刻みと、体

部には附加条文が施されている。５２は隆帯上に縄端による刺突が施されている。５３は棒状工具による

刺突、５４は爪による刺突が施されている。５５は隆帯下部まで不整綾絡文が施され、隆帯上には縄端に

よる刺突が施されている。体部には撚り戻しによる縄文が施されている。５６は隆帯上に爪の刺突、体

部には附加条文が施されている。内面は磨かれている。５７は口頸部文様帯に複節縄文、隆帯上には爪
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３．� 包含層の土器

図�－１６５ 包含層出土の土器（４）
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によるものと思われる刺突が施文されている。５８は縄による刻みが施されている。

５９・６０は低い隆帯に爪による刺突が施されているもの。５９には単節縄文、６０には撚糸文が施されて

いる。６１は小型のものと思われ、体部との境が不明瞭な隆帯に、竹管状工具による連続し、多段の刺

突が施されている。６２は低い隆帯上に棒状工具により斜方向からの刺突が施されているもの。撚糸文

が縦・横にあるが、深く施文されているのは横方向である。内面は磨かれている。６３・６４は複節縄文

地で低い隆帯上に、縄による刻みが施されているもの。共に内面は胎土中に含まれている繊維の痕跡

が著しい。

隆帯を持ち沈線が施されているもの（図�－１７１）下層ｂ式相当。
６５は口縁部文様帯に鋸歯状の沈線が施されているもの。不整綾絡文が隆帯下位まで施され、口唇直

下と隆帯の上下、隆帯下位の不整綾絡文の下限に横走する沈線と、口唇から隆帯間、隆帯直下から不

整綾絡文の下限の沈線間に鋸歯状沈線が施文されている。体部には附加条文、内面は磨かれている。

６６・６７は竹管状工具による刺突が施されているもの。６６は口唇・隆帯・体部に刺突が施されてい

る。口頸部文様帯には不整綾絡文が施文され、隆帯下部に２条の沈線が横走、この沈線間に鋸歯状の

沈線が施されている。

６８・６９は口頸部文様帯の綾絡縄文地に横走する沈線と、隆帯には指頭による刺突が施されているも

の。６９は隆帯に刺突がある。

７０・７１は口頸部文様帯が複節縄文、隆帯の上下に横走する沈線が施されているもの。７１は鋸歯状の

沈線が施されている。共に口縁部は外反している。

図�－１６６ 包含層出土の土器（５）
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３．� 包含層の土器

図�－１６７ 包含層出土の土器（６）
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口頸部文様帯の区画に沈線が施されているもの（図�－１７２－７３～７６）下層ｂ式相当。
７３は波状口縁のものとみられる。口頸部文様帯に不整綾絡文があり、上下にこれを区画した沈線が

２条横走している。体部には単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行して施文されている。７４・７５は口縁部

文様帯に不整綾絡文が施され、この上に沈線が横走している。７６は複節縄文地に沈線が施されている。

口唇部に刻み・刺突・撚糸文が施されているもの（図�－１７１－７７～８０）下層ｂ式相当。
７７は口唇が角形で、口唇上には棒状工具による刻みが施されている。隆帯が施されていたもので、

文様帯には撚糸文と沈線が施されている。７８・８０は口唇に棒状工具によって連続した刺突が施されて

いるもの。７９は無文地に２条の不整綾絡文かと思われる撚糸文が施されている。

口縁部に網目状撚糸文が施されているもの（図�－１７１－８１・８２）下層ｂ式相当。
８１・８２は口縁部に単軸絡条体第５類の網目状撚糸文が施されている。

体部に条痕によって施文・調整されているもの（図�－１７２－８３～８７）
８３は体部に条痕文が施文されているもの。８４～８７まで、内面に条痕が見られるもの。８４は体部に単

軸絡条体第１類の撚糸文、８５は体部に附加条文、８６・８７は体部に複節縄文が施されている。

体部に不整綾絡文が施されているもの（図�－８８～９０）下層ｂ式相当。
８８・８９は単軸絡条体第１類の撚糸文地に不整綾絡文、９０は単節斜行縄文地に不整綾絡文が施されて

いる。

体部に撚糸文が横走しているもの（図�－９１）下層ｂ式相当。
９１は間隔のまばらな単軸絡条体第１類の撚糸文が横走して施文されている。

体部に附加条文が施されているもの（図�－９２）下層ｂ式相当。
９２は体部に附加条文が縦行して施文されている。

胴部下半～底部にかけてのもの（図�－１７３～１７５）下層ｂ式相当。
９３は体部に単節の斜行縄文が施されているもの。底部は上げ底気味、底面には縄文が施されている。

９４は体部に縄文施文後、ナデミガキにより無文にされているもの。内面は条痕による調整が認められ

る。９５～９７まで体部に附加条文が施されているもの。９５・９６は斜行して施文、９７は縦行して附加条文

が施されている。底部は上げ底、底面には縄文が施されている。９６は内面が磨かれている。

９９～１０１まで単軸絡条体第５類による網目状撚糸文が施されているもの。９９ｂは内面が条痕による

調整後、磨かれている。

１０２～１１３まで単軸絡条体第１類の撚糸文が施文されているもの。１０２は撚糸文の施文方向が多方向

に及ぶもの。底部は上げ底、底面には縄文が施されている。１０３の底部は上げ底、底面は磨かれてい

る。１０４・１０５の底部は上げ底、底面は縄文施文後に磨かれている。１０６は底面に複節縄文が施されて

いる。１０７には不整綾絡文、１０８は底面に縄文、１０９・１１０は底面と体部の境がナデ・ミガキで無文となっ

ているもの。１１０の底部はやや上げ底、底面は磨かれている。１１１は細い撚糸が密に横走している上か

ら、太い撚糸文が縦行して施文されている１１２の底面には単節の縄文、１１３は内面が磨かれている。
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３．� 包含層の土器

図�－１６８ 包含層出土の土器（７）
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下層ｂ～ｃ式の範疇に相当するもの（図�－１７６－１１４～１２３）
１１４は僅かに外反している口縁部に縄の圧痕が施されているもの。内面はやや風化している。１１５は

口縁部に結束第１種の羽状縄文が施されているもの。１１６・１１７は口頸部文様帯に単軸絡条体第５類の

網目状撚糸文が施され、この原体を縦に圧痕している。体部には単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行し、

体部との境は同じ原体を横に圧痕している。１１６には沈線が認められる。共に内面は磨かれている。

１１８は口頸部文様帯に網目状撚糸文、体部には単節斜行縄文が施されている。１１９～１２２まで絡条体圧

痕が施されているもの。１１９は口縁が外反、内面は滑沢に磨かれている。

図�－１６９ 包含層出土の土器（８）
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３．� 包含層の土器

図�－１７０ 包含層出土の土器（９）
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多軸絡条体が施されているもの（図�－１７６－１２４～１３２）下層ｃ～ｄ式の範疇に相当。
１２４は隆帯の剥落痕と思われる痕跡がある。内面は磨かれている。１２５～１２７の内面は磨かれている。

１３２の底部は上げ底、底面には縄文の痕跡がある。内面は磨かれている。

下層ｄ１式に相当するもの（図�－１７６－１３３～１５０）
１３３～１３５まで撚糸の施文方向を異にして、幅の狭い文様帯としているもの。１３６は撚糸の圧痕が施

されている。１３７は外反している口縁部。無文地に撚糸文が施されている。体部には多軸絡条体に綾

絡文が施されている。１３８・１４３は木目状撚糸文が施されている体部破片。１３９～１４１まで、自縄自巻的

縄文が施されている体部。１４４は自縄自巻的縄文と羽状縄文が施され、その上から綾絡文が施文され

ている体部。１４２は撚糸文と結束第１種の羽状縄文が施されている体部。１４６～１４９まで撚糸文地に綾

絡文が施されている体部。１５０は自縄自巻的縄文に綾絡文が施されている体部。

図�－１７１ 包含層出土の土器（１０）
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３．� 包含層の土器

図�－１７２ 包含層出土の土器（１１）

２４４



図�－１７３ 包含層出土の土器（１２）

�章 遺構と遺物

２４５



３．� 包含層の土器

図�－１７４ 包含層出土の土器（１３）

２４６



図�－１７５ 包含層出土の土器（１４）
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３．� 包含層の土器

図�－１７６ 包含層出土の土器（１５）
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下層ｄ２式に相当するもの（図�－１７６－１５１～１５４）
１５１～１５４まで、無文地に縄の圧痕が施されているもの。１５１は口唇に棒状工具による刺突、１５３は縄

による刻みが施されている。

�群土器
�群ａ類土器（図�－１７７ 図版１３８・１３９・１４３）

�群ａ類土器は８，６７０点出土している。調査区の南西～西側にかけて多く、概時期の遺構分布とほ
ぼ重なる。

円筒土器上層ａ式に相当するもの（図�－１７７－１５５～１５８）
１５５は波状口縁で、貼付があったものとみられるが、剥落している。無文地に絡条体と縄の圧痕に

より文様が施されている。１５６～１５８まで、無文地に撚糸と縄の圧痕が施されているもの。

円筒土器上層ｂ式に相当するもの（図�－１７７－１５９）
１５９は口頸部文様帯の一部。無文地に４本一組の撚糸と、先端が二股に分かれた棒状工具による連

続した刺突が施されている。貼付が施され、貼付上にも撚糸文が施されている。

サイベ沢�式に相当するもの（図�－１７７－１６０～１７１）
１６０・１６４は貼付帯を施文後、縄文が施されているもの。１６０は波状口縁で波頂部を欠損している。

口唇には貼付が鋸歯状に施されている。１６１は把手状の貼付部分。縦に数条の撚糸文が施されている。

１６２は細い貼付帯上に２条の撚糸文が施文されている。１６３は体部に結節の回転が施されているもの。

１６４は波状口縁の突起下に“の”の字を描く貼付が施されているもの。貼付上には縄の圧痕が施され

ている。波頂部の内面にも貼付が施され、内面調整と同じに磨かれている。１６６は結節の回転文が縦

行して施文されているもの。１６７・１６８は沈線が施されているもの。１６７は鋸歯状の沈線が施されてい

る。１６８は小形のもの。１６９は単節の斜行縄文地に結節の回転文が施文されている。１７０・１７１は底部。

底面は磨かれているが、網代痕の痕跡が残っている。

�群土器
�群ａ類土器（図�－１７８・１７９ 図版１４３・１４４）

�群ａ類土器破１，２４２点出土している。調査区中央～北西にかけて多く分布している。概ね縄文時
代後期前葉、トリサキ式相当・併行のものと考えられる。

１７２は小形で深鉢形のもの。波状口縁で、頸部が括れ、体部が張り出している。口縁部には２本一

組の沈線が施されている。頸部と胴部には浅い斜行縄文が施され、境目には沈線が１条施文されてい

る。１７３・１７４は大形で深鉢形のもの。口縁部に幅の狭い無文帯があり、沈線が並行し施文されている。

この間には円形の沈線も施されている。体部には撚り戻しの縄文が横走している。

１７４～１８０まで折り返し口縁を持つもの。

１７４は折り返しの口縁部に沈線が施されている。胴部は無文である。１７５は無文地で、折り返し口縁

の中央に１条の沈線と、胴部に沈線が施されている。１７６は体部に撚糸文が施されている。１７７は口縁

～胴部にかけて不規則な沈線が施されている。１７９は縄文が施されている。１７８は波状口縁に８の字の

貼り付けが施されていたと見られるもの。１８０は折り返し口縁に８の字の貼付を持つ。
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１８１・１８２は８の字の貼付を持つもの。波状口縁に沈線が施され、貼付が施文されている。１８３～１９０

まで、無文地に沈線が施されているもの。１９１は無文の底部、１９２～１９４まで小形の底部。

�群土器
調査区から�群と思われる土器は８点出土している。なかでも特徴の明瞭なものが２点接合してお
り、掲載した。

�群ｂ類土器（図�－１８０－１９５ 図版１４４）

１９５は鉢形のもの。波状口縁で小突起を持つ。頸部は無文地に浅い三段の沈線と、胴部には縄文が

縦行して施文されている。大洞Ｃ２式併行のもの。

�群土器（図�－１８０・１８１ 図版１４４）

�群土器は１，４２６点出土した。調査区中央よりやや北西側にまとまりがある。恵山式の中でも古手
のものと考えられる。

１９６は長頸甕。口縁（１９６ａ）は外反、内面に平行する２条の沈線が施されている。頸部の上部に平

行する多段の沈線、下部は無文帯で肩部が張り出している。体部には縄文が施されている。底部（１９６

ｂ）は上げ底である。１９７～２００まで、縄文地に沈線が施されている口縁部。いずれも外反し、口唇に

刻みを持つ。１９８・２００は内面にも平行する沈線が施されている。２０１～２０４まで、無文地に沈線が施さ

れている口縁部。いずれも内面にも沈線が施されている。２０２は縄文施文後に磨かれているものとみ

られる。２０５は無文のもの。口唇部は捲れているように肥厚し、外反している。２０６は外反する波状口

縁で、無文地に多段の沈線が施されているもの。２０７は無文地に沈線が施されている頸部、２０８は縄文

地に沈線が施されている肩部の破片。張り出している。２０９・２１０は無文地に多段の平行する沈線が施

されているもの。２０９は小形のもの。２１１・２１２は無文地の頸部に鋸歯状と考えられる沈線が施されて

いるもの。２１３～２１５まで列点が施されている口縁部。２１６・２１７は縄文地に沈線が施されている口縁部。

２１８・２１９は縄文のみで、内面に沈線が施されている口縁部。２２０・２２１は小波状の沈線が施されている

もの。２２０は壺形のもの。２２１は内面に沈線と貼付を持つ。２２２・２２３は沈線によって縄文と無文が区切

られているもの。２２２はボール状の器形を呈するものかと思われる。２２３は頸部。２２４は縄文が施され

ている壺形土器の体部破片。２２５は無文で鉢形のもの。２２６～２２８は底部。２２６は上げ底のもの。２２７は

台付土器の台部分。２２８は小形のもので、上げ底である。２２９は把手。無文地に沈線が施されている。

２３０・２３１は台付土器の台部分。２３０は無文地に鋸歯状の沈線、２３１は列点文が施されている。２３２～２３４

は透かしの入った台付土器の台の破片。２３２は無文地に沈線、２３３・２３４は列点文が施されている。

土製品（図�－１８２ 図版１４５）

土製品は調査区で１１点出土している。円筒土器下層式の土器片に加工痕のあるもの、土偶の接合し

もの、鐸形土製品がある。

２３５は擦り切り痕のある土器片。単軸絡条体第１類の撚糸文が縦行する体部破片の内面に擦り切り

痕がある。２３６は円盤状と考えられる土製品。無文である。２３７は鐸形土製品。無文地に沈線が施され

ている。トリサキ式併行のものと考えられる。２３８は土偶。無文地に沈線が施されている。両肩には

脇の下まで貫通する孔が開けられている。 （袖岡）
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図�－１７７ 包含層出土の土器（１６）
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３．� 包含層の土器

図�－１７８ 包含層出土の土器（１７）
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図�－１７９ 包含層出土の土器（１８）
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３．� 包含層の土器

図�－１８０ 包含層出土の土器（１９）
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図�－１８１ 包含層出土の土器（２０）・土製品（１）
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３．� 包含層の土器・土製品

図�－１８２ 包含層出土の土製品（２）
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３．� 包含層の土器・土製品
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� 石 器

石器は包含層から２６，１９１点出土した。内訳は、剥片石器１，２８９点、石斧・石斧片・擦り切り残片７６

点、礫石器５３６点（加工礫２２点含む）、フレイク２２，９８４点、礫・礫片１，３０５点である。

石材の内訳は、剥片石器は頁岩１，２１３点（９４．１％）、メノウ４９点（３．８％）、黒曜石１１点（０．９％）、砂

岩４点（０．３％）、凝灰岩４点（０．３％）、珪質岩３点（０．２％）、粘板岩３点（０．２％）、泥岩２点（０．２％）

である。

石斧・石斧片・擦り切り残片では緑色泥岩４９点（６４．５％）泥岩１５点（１９．７％）、粘板岩５点（６．６％）、

砂岩４点（５．３％）、凝灰岩２点（２．６％）、頁岩１点（１．３％）である。

礫石器では砂岩２３７点（４４．２％）、凝灰岩１４５点（２７．１％）、安山岩１１０点（２０．５％）、泥岩２３点（４．３％）、

珪質岩５点（０．９％）、粘板岩４点（０．７％）、頁岩２点（０．４％）、珪化木２点（０．４％）、ひん岩２点

（０．４％）、デイサイト２点（０．４％）、片麻岩１点（０．２％）、花崗岩１点（０．２％）、石英岩１点（０．２％）、

閃緑岩１点（０．２％）である。

フレイクでは頁岩２２，６５３点（９８．６％）、メノウ１９７点（０．９％）、黒曜石５１点（０．２％）、粘板岩３３点

（０．１％）、チャート２０点（０．１％）、珪質岩１１点（０．０％）、砂岩７点（０．０％）、凝灰岩６点（０．０％）、

緑色泥岩６点（０．０％）である。

礫・礫片では砂岩１，０１３点（７７．６％）、安山岩８４点（６．４％）、凝灰岩１０２点（７．８％）、泥岩５２点（４．０％）、

珪質岩１５点（１．１％）、礫岩１３点（１．０％）、粘板岩１０点（０．８％）、メノウ４点（０．３％）、頁岩３点（０．２％）、

片岩３点（０．２％）、石英岩２点（０．２％）、流紋岩２点（石英を取り込むもの１点を含む）（０．２％）、

花崗岩１点（０．１％）、デイサイト１点（０．１％）である。

フレイクで確認したチャートを用いた石器は確認できなかった。石器製作は行っているため、遺跡

外に持ち出された可能性がある。また礫・礫片で確認した礫岩、片岩、石英岩を用いた石器は確認で

きなかった。これらの礫・礫片のうち、被熱しているものは礫岩２点である。

層位的な出土状況は、縄文時代の遺構を構築している層位である�層からの出土が最も多く１８，９０６
点、次いで�層から５，２１５点が出土した。平面的な出土状況は、主に縄文時代中期前半の遺構が分布
する南側の平坦面、主に縄文時代前期後半から後期前葉の遺構が分布する中央の平坦面、主に縄文時

代前期後半の遺構が分布する北側の平坦面の３ヵ所に集中する傾向がみられる。南側の急斜面や南西

側の斜面からの出土は少ない。

被熱しているものは各器種に記載した。

石鏃（図�－１８５ １～２２ 図版１４６）

石鏃は８４点出土し、２２点を図示した。石材の内訳は頁岩７０点（１・３～１１・１３～１７・１９～２２）、メ

ノウ１０点（２）、黒曜石４点（１２・１８）である。

１～８は三角形鏃。平基無茎（１～６）と凹基無茎（７・８）、木葉形鏃（９・１０）がある。９・

１０は滴形のものである。１１～２２は有茎鏃。凸基（１１～１３）と三角形有茎鏃（１４～１８）、長身鏃（１９～

２１）、未成品（２２）がある。１８は基部が欠損しているものの幅広と推定でき、先端平面形が鈍角にな

る。２２は調整が片側縁を中心とし、基部の調整もあまり行っていないため未成品とした。

石槍またはナイフ（図�－１８５～１８６ ２３～３８ 図版１４６）

石槍またはナイフは３８点出土し、１６点を図示した。石材の内訳は頁岩３５点（２３～３２・３４～３６・３８）、

凝灰岩２点（３３・３７）、メノウ１点である。被熱しているものは頁岩製の１点である。
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３．� 包含層の石器

図�－１８５ 包含層出土の石器（１）

２６０



図�－１８６ 包含層出土の石器（２）
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３．� 包含層の石器

図�－１８７ 包含層出土の石器（３）
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図�－１８８ 包含層出土の石器（４）
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２３～２７は木葉形のもの。２５は剥離の大きさが不揃いで、側縁からの微細剥離がほとんどみられない。

２７は調整が片側縁を中心としている。２８～３２は柳葉形のもの。両面全体に調整を行っている。３３～３８

は有茎のもの。基部の幅が広く短いもの（３３）と基部が長いもの（３４）、先端の平面形が鈍角になる

もの（３７～３８）がある。３３の短い基部は欠損ではなく、もともとの素材の形状が残ったものと考える。

３４の基部の調整は整っている。３７は周縁からの加工のみ行っており、両面ともに礫面が残る。

３．� 包含層の石器

図�－１８９ 包含層出土の石器（５）

２６４



石錐（図�－１８７ ３９～５４ 図版１４６）

石錐は１６点出土し、すべて図示した。石材の内訳は頁岩１５点（３９・４１～５４）、メノウ１点（４０）で

ある。

３９～４２は両面全体に調整を行うもの。石鏃や石槍またはナイフに形態が類似するが、厚みがあり、

先端部に摩滅がみられる。４３～４９は片面のみに調整を行うもの。周縁からの調整を行うものの、素材

面が残る。５０～５４は機能部のみ作り出すもの。

つまみ付きナイフ（図�－１８８～１９０ ５５～８５ 図版１４７）

つまみ付きナイフは１４５点出土し、３１点を図示した。石材の内訳は頁岩１４１点（５５～７２・７４～８４）、

黒曜石４点（７３・８５）である。被熱しているものは黒曜石製の１点である。

５５～８１は縦長のもの。両面全体に調整を行うもの（５５～６２）と片面のみに調整を行うもの（６３～８１）

がある。６２はつまみ部が幅広で丸みがあることと先端部にも直線的な刃部があることから、続縄文時

代の「靴形石器」や「ナイフ状石器」の可能性がある。６３～７０は側縁が内湾するものである。７１～７４

は先端が尖るものである。７３の側縁は丸みがある。７５～７７は側縁が外湾するものである。７８・７９は平

行する側縁があり、先端が尖るものである。８０・８１は幅広のものである。８１は刃部の調整をほとんど

行っていない。８２～８４は横長のもの。片面のみに調整を行うものである。８４は刃部の調整をほとんど

行っていない。８５は両面全体に調整を行うもので、大型のつまみ部の欠損品。

図�－１９０ 包含層出土の石器（６）
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３．� 包含層の石器

図�－１９１ 包含層出土の石器（７）
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図�－１９２ 包含層出土の石器（８）
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３．� 包含層の石器

図�－１９３ 包含層出土の石器（９）
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スクレイパー（図�－１９１～１９３ ８６～１１９ 図版１４８）

スクレイパーは２２５点出土し、３４点を図示した。石材の内訳は頁岩２１８点（８６～１０７・１０９・１１１～１１３

・１１５～１１７・１１９）、砂岩３点（１１４）、メノウ２点（１０８・１１０）、粘板岩２点（１１８）である。被熱して

いるものは頁岩製の１点である。

８６～１１３は縦長のもの。平行する両側縁に連続的な調整剥離がみられるもの（８６～９２・９４）、両側縁

への連続的な調整剥離により先端が尖るもの（９３・９５）、片側縁に内湾する連続的な調整剥離がみら

れるもの（９６～９７）、片側縁に外湾する連続的な調整剥離がみられるもの（９８～１０３・１０６）、先端部に

急角度の連続的な調整剥離がみられるもの（１０４～１０５・１０７～１１３）がある。１１４～１１９は横長のもの。

片側縁に外湾する連続的な調整剥離がみられるもの（１１４）と片側縁に連続的な調整剥離が直線的に

みられるもの（１１５～１１９）がある。

図�－１９４ 包含層出土の石器（１０）
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３．� 包含層の石器

図�－１９５ 包含層出土の石器（１１）
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図�－１９６ 包含層出土の石器（１２）
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３．� 包含層の石器

図�－１９７ 包含層出土の石器（１３）
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図�－１９８ 包含層出土の石器（１４）
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３．� 包含層の石器

図�－１９９ 包含層出土の石器（１５）
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図�－２００ 包含層出土の石器（１６）
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３．� 包含層の石器

図�－２０１ 包含層出土の石器（１７）
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図�－２０２ 包含層出土の石器（１８）
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両面調整石器（図�－１９４～１９６ １２０～１３０ 図版１４８）

両面調整石器は９９点出土し、１１点を図示した。石材の内訳は頁岩９３点（１２０～１２３・１２５～１３０）、凝

灰岩２点、粘板岩１点（１２４）、メノウ１点、砂岩１点、泥岩１点である。

１２０～１２６は木葉形のもの。１２０・１２１・１２４～１２６は荒い両面加工により側縁を調整する。１２２・１２３は

下端部に加工もしくは素材形状を利用してヘラ状の縁辺を設定した「ヘラ状石器」の可能性がある。

１２７・１２８は円形のもの。荒い両面加工により側縁を調整する。側縁辺はジグザグである。１２９・１３０は

不定形なもの。側縁にノッチ状の加工がみられる。

Ｒフレイク（図�－１９６ １３２～１３３ 図版１４８）

Ｒフレイクは３１５点出土し、２点を図示した。石材の内訳は頁岩３１１点（１３２・１３３）、メノウ３点、

黒曜石１点である。被熱しているものは頁岩製の１点である。

１３２・１３３は側縁の一部にのみ荒い調整がみられるもの。

Ｕフレイク（図�－１９６ １３１ 図版１４８）

Ｕフレイクは１８２点出土し、１点を図示した。石材の内訳は頁岩１８０点（１３１）、メノウ１点、黒曜石

１点である。

１３１は礫面が残るもの。側縁の一部に微細剥離痕がみられる。

３．� 包含層の石器

図�－２０３ 包含層出土の石器（１９）

２７８



楔形石器（図�－１９６ １３４～１３６ 図版１４８）

楔形石器は３点出土し、すべて図示した。石材の内訳は頁岩１点（１３６）、メノウ１点（１３４）、黒曜

石１点（１３５）である。

１３４～１３６は一部に礫面を残す、一対の両極剥離痕がみられるもの。１３４・１３５は背面に、１３６は腹面

にみられる。

石核（図�－１９７～２０１ １３７～１４３ 図版１４９・１５０）

石核は１３６点出土し、単体のもの６点と接合資料１点（２点の石核を含む）を図示した。石材の内

訳は頁岩１２８点（１３７～１４３）、メノウ５点、珪質岩３点である。

１３７・１３８は背面を平坦に整形し、目的的な剥離を正面で行うもの。主に縦長の剥片を剥離している。

上下から打面調整の剥離を行い、裏面の大型の剥離は打面再生を行っている。１３７は右側縁に連続的

な調整剥離が残されている。１３９・１４２・１４３は原石の形状を変更していないもの。１３９は平坦な打面か

ら、連続する縦長を指向する剥片を剥離するもの。１４２は自然面を打面とするもの。１回の剥離によ

り階段状の剥離が生じて、そのまま遺棄される。Ｐ－１４の�底出土遺物（図�－１３２－６）と最終剥
離の形態が類似する。１４３は接合資料。１４３－ａは側縁から縦長を指向する剥片を剥離している。その

過程で１４３－ｂと１４３－１となり、１４３－ｂからはさらに２枚以上の縦長の剥片を剥離している。最終

形態は１４３－２となる。１４０は周囲から求心的な剥離を行うもの。１４１は打面と作業面を入れ替えて不

定形な剥片を剥離するもの。

フレイク

フレイクは２２，９８４点出土し、図示したものはない。石材の内訳は概要に示した。被熱しているもの

は頁岩の７３点、黒曜石の１点、砂岩の１点である。

石斧（図�－２０２～２０３ １４４～１５３ 図版１５１）

石斧は基部が残る石斧が４０点、刃部や体部のみの石斧片が２６点、合計６６点出土し、１０点を図示した。

石材の内訳は緑色泥岩４１点（１４４・１４５・１４７・１４８・１５３）、泥岩１３点、砂岩４点（１４６・１４９・１５０・１５２）、

粘板岩５点、凝灰岩２点（１５１）、頁岩１点である。被熱しているものは基部が残る石斧で、緑色泥岩

製の２点（１４５・１４７）、泥岩製の１点である。なお、たたき石には石斧を転用したひん岩製のものが

２点ある。

１４４～１４７は両刃の磨製石斧。１４９は磨製石斧の欠損品。敲打痕が明瞭に残る。１４８は擦り切り石斧の

欠損品。１５０・１５１は未成品。１５０は厚みのある素材、１５１は薄い素材を利用する。１５０の片側縁には擦

痕がある。１５０・１５１は偏平打製石器の可能性もある。１５２・１５３は小型で幅の狭い長めのもので、石鑿。

擦り切り残片

擦り切り残片は１０点出土し、破片資料のため図示したものはない。石材の内訳は緑色泥岩７点、泥

岩３点である。

偏平打製石器（図�－２０４～２０５ １５４～１６４ 図版１５１）

偏平打製石器は２５９点出土し、１１点を図示した。石材の内訳は凝灰岩１１９点（１５８・１６１・１６３・１６４）、

安山岩７５点（１５４・１５５・１６０）、砂岩５１点（１５６・１５７・１５９・１６２）、泥岩１３点、デイサイト１点である。
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被熱しているものは砂岩製の２点である。

すべての機能部には剥離痕が顕著にみられる。１５４～１６０は周縁に加工のあるもの。１５４は周縁全体

に荒い調整がみられる。１６０は長方形に割られた素材を用いる。１６１～１６４は周縁に調整があまり無く、

偏平な礫素材の形状を変更していないもの。擦痕は全体に亘る明瞭なもの（１５４～１５６・１６２・１６４）と

一部に摩滅のような痕跡で残る不明瞭なもの（１５７～１６１・１６３）がある。

すり石（図�－２０５ １６５～１７０ 図版１５１）

すり石は４６点出土し、６点を図示した。石材の内訳は砂岩３２点（１６６・１６７・１７０）、安山岩７点（１６５）、

凝灰岩６点（１６９）、閃緑岩１点（１６８）である。被熱しているものは砂岩製の１点である。

１６５～１６７・１６９は偏平な礫を素材とするもの。擦面の幅が狭いものである。１６５・１６６の断面は三角

形で、「断面三角形すり石」に似る。１６８・１７０は厚みのある円礫を素材とするもの。１７０は擦面の幅が

広いものである。１６８は凸面を擦るものである。擦面は２面みられる。

北海道式石冠（図�－２０５ １７１～１７４ 図版１５１）

北海道式石冠は５点出土し、４点を図示した。石材の内訳は砂岩４点（１７１～１７４）、安山岩１点で

ある。

１７１は機能部に細かい敲打痕がある。１７２・１７３は機能部に使用の際の敲打によると考える剥離痕が

ある。１７４は両側縁からの打ち欠きがあることと厚みのある原石であることから未成品と考える。

砥石

砥石は３点出土し、破片資料のため図示したものはない。石材の内訳は泥岩２点、凝灰岩１点であ

る。被熱しているものは凝灰岩製の１点である。

石鋸（図�－２０６ １７５ 図版１５２）

石鋸は３点出土し、１点を図示した。石材の内訳はすべて安山岩（１７５）である。

１７５は薄手の板状礫を素材とするもの。縁辺に幅の広い擦痕がみられることから、石斧の擦り切り

作業に用いた可能性がある。

たたき石（図�－２０６ １７６～１８４ 図版１５２）

たたき石は１４８点出土し、９点を図示した。砂岩１１６点（１７６・１７７・１８０～１８２）、安山岩１０点（１８４）、

凝灰岩５点、珪質岩５点、泥岩４点、頁岩２点（１７９）、ひん岩２点（１７８）、粘板岩１点（１８３）、珪化

木１点、花崗岩１点、石英岩１点である。ひん岩製の２点は石斧から転用したものである。被熱して

いるものは砂岩製の１点、安山岩製の１点である。

１７６～１８１・１８３は長軸に敲打痕のみられるもの。１７６・１７７は長軸方向に長い偏平な礫を素材とする。

１７８は磨製石斧を転用する。１７９・１８０・１８３は厚みのある礫を素材とする。１８１は円形の偏平な礫を素

材とする。１８３は長軸の一端にある明瞭な剥離の端部から礫面にかけての部分を敲打する。１８２は短軸

に敲打痕のみられるもの。痕跡は顕著である。厚みのある礫を素材とする。１８４は幅の広い平坦面に

敲打痕のみられるもの。楕円形礫の中心部付近に敲打痕がみられる。厚みのある礫を素材とする。
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図�－２０４ 包含層出土の石器（２０）
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３．� 包含層の石器

図�－２０５ 包含層出土の石器（２１）
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図�－２０６ 包含層出土の石器（２２）
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３．� 包含層の石器

図�－２０７ 包含層出土の石器（２３）
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石錘（図�－２０７ １８５～１８９ 図版１５２）

石錘は２３点出土し、５点を図示した。石材の内訳は砂岩９点（１８７）、凝灰岩８点（１８５・１８８）、泥

岩２点（１８９）、安山岩１点、粘板岩１点（１８６）、珪化木１点、片麻岩１点である。被熱しているもの

は凝灰岩製の１点である。

１８５～１８７は長軸側の両端を打ち欠くもの。１８６は幅の広い平坦面の両側に線状の痕跡がみられる。

１８８は長軸側の一端を打ち欠くもの。１８９は四方を打ち欠くもの。

台石・石皿（図�－２０７ １９０ 図版１５２）

台石・石皿は２７点出土し、１点を図示した。石材の内訳は砂岩１３点（１９０）、安山岩１２点、凝灰岩１

点、デイサイト１点である。被熱しているものは砂岩製の９点、安山岩製の２点である。

１９０は擦痕と敲打痕の両者がみられるもの。擦痕と敲打痕は幅の広い平坦面の一面に２ヵ所ずつみ

られる。擦面と敲打面は凹むものである。

加工礫

加工礫は２２点出土し、図示したものはない。石材の内訳は砂岩１１点（５０．０％）、凝灰岩５点（２２．７％）、

泥岩３点（１３．６％）、粘板岩２点（９．１％）、安山岩１点（４．６％）である。被熱しているものは凝灰岩

製の１点、安山岩製の１点である。

礫・礫片

礫・礫片は１，３０５点出土し、図示したものはない。石材の内訳は概要に示した。被熱しているもの

は６２３点（４７．７％）である。以下に大きさ別でも示した。

礫・礫片は、大きさにより、おおむね人頭大（３０～４０程度）の中型、それ以上の大型とそれ以下
の小型に分けることができた。内訳は、小型の礫・礫片１，２９３点、中型の礫５点、大型の礫・礫片７

点である。内訳では、中型の礫の破片（礫片）は小型の礫・礫片に含まれる。また、大きさ別で被熱

しているものは小型の礫・礫片６１４点、中型の礫５点すべて、大型の礫４点である。このうち小型の

礫１０点、中型の礫１点は直線的な被熱痕跡があり、石組炉に用いられたものである。 （佐藤）
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表�－１ 検出遺構規模一覧（１）

遺構名 調査者 位置
規模（�）

時期 備考長軸 短軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面
Ｈ－１ 谷島 １６Ｈ・Ｉ １７Ｈ （４．１０） ３．７６ ０．２９ 縄文時代前期後半
Ｈ－２ 谷島 ２１～２３ Ｎ・Ｏ ６．４９ ５．２７ ０．７８ 縄文時代前期後半
Ｈ－３ 谷島 ２０ Ｌ・Ｍ ３．９２ ２．４７ ０．９２ 縄文時代前期後半
Ｈ－４ 谷島 １４・１５ Ｍ・Ｎ ４．６７ ４．５６ ０．３２ 縄文時代前期後半
Ｈ－５ 佐藤剛 ９・１０ Ｙ～Ｚ ５．０２ （３．３２） ０．２９ 縄文時代中期前半
Ｈ－６ 佐藤剛 １０Ｕ １１～１２ Ｕ・Ｖ ７．４９ ５．９１ ０．５４ 縄文時代中期前半
Ｈ－７ 佐藤剛 ９・１０ ａ １０ ｂ （２．４８） （１．１９） ０．２６ 縄文時代前期後半
Ｈ－８ 谷島 １９～２１ Ｌ～Ｎ （６．３０） ５．４７ ０．８９ 縄文時代前期後半
Ｈ－９ 佐藤剛 ９・１０ Ｕ・Ｖ （２．７５） ２．７３ ０．２１ 縄文時代前期後半
Ｈ－１０ 佐藤剛 １３～１５ ａ・ｂ １４・１５ Ｚ ９．８６ ５．８４ ０．５９ 縄文時代中期前半
Ｈ－１１ 佐藤剛 １６ Ｙ・Ｚ （４．１５） ３．５１ ０．３９ 縄文時代中期前半
Ｈ－１２ 立川 ２４・２５ Ｎ・Ｏ （６．１２） （５．９５） ０．５７ 縄文時代前期後半
Ｈ－１３ 谷島 ２１・２２ Ｌ・Ｍ ５．１９ （４．７０） ０．４２ 縄文時代前期後半
Ｈ－１４ 袖岡 １３・１４ Ｊ・Ｋ ５．６９ ４．７０ ０．３８ 縄文時代前期後半
Ｈ－１５ 佐藤剛 １３～１５ ａ・ｂ ９．５０ ６．５０ ０．３６ 縄文時代中期前半
Ｈ－１６ 佐藤剛 １１・１２ Ｚ～ｂ ９．６０ ６．５０ ０．３６ 縄文時代中期前半
Ｈ－１７ 佐藤剛 １２・１３ Ｚ ２．６９ ２．３２ ０．２７ 縄文時代中期前半
Ｐ－１ 谷島 ２２ Ｚ ０．８８ ０．８２ ０．６４ 縄文時代前期後半
Ｐ－２ 谷島 １０・１１ Ｇ ２．２０ １．９７ ０．３６ 縄文時代前期後半
Ｐ－３ 佐藤剛 ９・１０ Ｘ・Ｙ １．５２ １．３９ ０．８４ 縄文時代後期前葉
Ｐ－４ 袖岡 １６・１７ Ｒ ２．６８ （１．３６） ０．３８ 縄文時代早期
Ｐ－５ 袖岡 １６・１７ Ｒ （２．３０） ２．０４ ０．４０ 縄文時代早期
Ｐ－６ 佐藤剛 １０ Ｗ ０．６６ ０．５４ ０．１６ 縄文時代中期前半
Ｐ－７ 佐藤剛 １０ Ｙ・Ｚ （２．００） １．８３ ０．３３ 縄文時代中期前半
Ｐ－８ 谷島 ２０ Ｏ １．３７ ０．８３ ０．３５ 縄文時代前期後半
Ｐ－９ 佐藤剛 ９ Ｚ １．４２ ０．４０ ０．２０ 縄文時代前期後半 または 中期前半
Ｐ－１０ 佐藤剛 １０ ａ ０．７０ ０．６０ ０．１４ 縄文時代前期後半
Ｐ－１１ 袖岡 １６ Ｔ ０．８０ ０．６０ ０．１９ 縄文時代前期後半
Ｐ－１２ 袖岡 １９ Ｔ ２．２１ １．５６ ０．４０ 縄文時代前期後半
Ｐ－１３ 谷島 ２３ Ｍ １．２９ （０．８３） ０．４０ 縄文時代前期後半
Ｐ－１４ 袖岡 １７ Ｕ １．８０ １．６７ １．０４ 縄文時代前期後半
Ｐ－１５ 佐藤剛 １５ ｂ・ｃ ２．５０ １．４３ ０．１８ 縄文時代中期前半 または 後期前葉
Ｐ－１６ 袖岡 １７ Ｓ １．５３ ０．８７ ０．３８ 縄文時代前期後半
Ｐ－１７ 佐藤剛 １６ ａ ０．９３ ０．８１ ０．４４ 縄文時代前期後半
Ｐ－１８ 袖岡 １６ Ｔ １．４０ ０．９６ ０．３０ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｐ－１９ 袖岡 １７・１８ Ｗ １．４６ ０．８１ ０．４１ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｐ－２０ 佐藤剛 １１ ｂ ２．５０ １．８４ ０．７８ 縄文時代前期後半
Ｐ－２１ 佐藤剛 １１ ｂ ０．６４ ０．５６ ０．３４ 縄文時代前期後半
Ｐ－２２ 佐藤剛 ― ― ― ― ―
Ｐ－２３ 谷島 １９ Ｐ １．３５ ０．８２ ０．２０ 縄文時代前期後半
Ｐ－２４ 谷島 １９ Ｏ・Ｐ １．２７ ０．９３ ０．４１ 縄文時代前期後半
Ｐ－２５ 谷島 ２０ Ｏ １．１５ ０．８７ ０．１４ 縄文時代前期後半
Ｐ－２６ 谷島 １７・１８ Ｐ ０．７８ ０．５３ ０．２１ 縄文時代前期後半
Ｐ－２７ 谷島 １６ Ｐ １．３７ １．２５ ０．１４ 縄文時代前期後半
Ｐ－２８ 谷島 １６・１７ Ｌ・Ｍ ０．７８ ０．７０ ０．１３ 縄文時代後期前葉
Ｐ－２９ 立川 １６ Ｉ １．６０ １．５４ １．３２ 縄文時代前期後半
Ｐ－３０ 袖岡 １５ Ｊ ０．６２ （０．２１） ０．３０ 縄文時代後期前葉
Ｐ－３１ 袖岡 １１ Ｓ・Ｔ ０．８８ ０．７９ ０．１８ 縄文時代 ～ 続縄文
Ｐ－３２ 谷島 ２１ Ｌ ０．５０ ０．４９ ０．１９ 縄文時代前期後半
Ｐ－３３ 袖岡 １３ Ｎ １．０３ ０．９６ ０．５５ 縄文時代前期後半
Ｐ－３４ 谷島 ２０ Ｎ ０．６４ ０．５４ ０．２８ 縄文時代前期後半
Ｐ－３５ 袖岡 １５ Ｏ ０．７９ （０．５１） ０．２６ 縄文時代前期後半
Ｐ－３６ 袖岡 １５ Ｏ ０．７１ ０．５４ ０．１２ 縄文時代前期後半
Ｐ－３７ 佐藤剛 １０・１１ Ｚ・ａ １．６６ １．５６ ０．９０ 縄文時代中期前半
Ｐ－３８ 佐藤剛 １０・１１ Ｚ １．９７ １．５１ ０．５０ 縄文時代中期前半
Ｐ－３９ 佐藤剛 １０ Ｚ （０．９８） ０．７８ ０．２９ 縄文時代中期前半
Ｐ－４０ 佐藤剛 １１・１２ Ｚ ２．１８ １．９８ ０．４２ 縄文時代中期前半
Ｐ－４１ 佐藤剛 １２ Ｙ・Ｚ ０．９０ ０．８８ ０．３０ 縄文時代後期前葉
Ｐ－４２ 袖岡 １２ Ｏ ０．８３ ０．６１ ０．１６ 縄文時代前期後半
Ｐ－４３ 佐藤剛 １２・１３ ａ ２．２８ （１．６０） ０．１９ 縄文時代中期後半
Ｆ－１ 谷島 １７ Ｌ・Ｍ １．１２ ０．５８ ０．１４ 縄文時代前期後半
Ｆ－２ 谷島 １７ Ｍ ０．９１ ０．４４ ０．０６ 縄文時代前期後半
Ｆ－３ 谷島 １５・１６ Ｋ １．５２ ０．９４ ０．１６ 縄文時代前期後半
Ｆ－４ 谷島 １８・１９ Ｌ １．６２ ０．７５ ０．１２ 縄文時代前期後半
Ｆ－５ 袖岡 ２０ Ｒ ０．５９ ０．４６ ０．０７ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－６ 袖岡 １６ Ｒ ０．７６ ０．４２ ０．１５ 縄文時代前期後半
Ｆ－７ 袖岡 １６ Ｒ １．１２ ０．４５ ０．０３ 縄文時代前期後半
Ｆ－８ 佐藤剛 １０ Ｖ ０．７７ ０．６４ ０．０８ 縄文時代前期後半
Ｆ－９ 佐藤剛 １０ Ｘ ０．４３ ０．４０ ０．０７ 縄文時代中期前半
Ｆ－１０ 佐藤剛 １０ Ｖ・Ｗ １．５１ ０．６３ ０．０７ 縄文時代中期前半
Ｆ－１１ 佐藤剛 １０・１１ Ｙ ０．７０ ０．５８ ０．１５ 縄文時代中期前半
Ｆ－１２ 袖岡 １６ Ｓ ０．５１ ０．３８ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
Ｆ－１３ 袖岡 １６ Ｓ ０．４８ ０．３０ ０．０８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
Ｆ－１４ 袖岡 １６ Ｒ ０．４２ ０．２８ ０．０６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
Ｆ－１５ 佐藤剛 １０ Ｖ ０．７７ ０．６０ ０．１０ 縄文時代前期後半
Ｆ－１６ 谷島 １９ Ｎ ０．９７ ０．６０ ０．１０ 縄文時代前期後半
Ｆ－１７ 谷島 １９ Ｎ ０．７２ ０．５８ ０．１３ 縄文時代前期後半
Ｆ－１８ 谷島 １９ Ｏ １．３０ １．１６ ０．２３ 縄文時代前期後半
Ｆ－１９ 佐藤剛 １１ Ｋ・Ｌ １．９２ （１．１３） ０．１４ 縄文時代後期前葉
Ｆ－２０ 袖岡 １７ Ｔ ０．９９ ０．５０ ０．０３ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２１ 袖岡 １７ Ｔ １．１０ ０．６８ ０．１１ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２２ 袖岡 １７ Ｔ ０．３１ ０．３２ ０．０８ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２３ 袖岡 １７ Ｔ ０．５４ ０．４４ ０．０７ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２４ 袖岡 １８ Ｔ ０．６１ ０．２２ ０．１２ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２５ 袖岡 １８・１９ Ｔ ０．７７ ０．４６ ０．２１ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２６ 袖岡 １８ Ｓ ０．５１ （０．２９） ０．１０ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２７ 袖岡 １８ Ｓ ０．４８ ０．４１ ０．０８ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－２８ 袖岡 １６ Ｑ １．０２ ０．９６ ０．０９ 続縄文時代
Ｆ－２９ 袖岡 １９ Ｑ １．１４ ０．５９ ０．１５ 縄文時代前期後半
Ｆ－３０ 袖岡 １７ Ｓ ０．４１ ０．３２ ０．０６ 縄文時代前期後半
Ｆ－３１ 佐藤剛 １０・１１ Ｍ ３．１０ １．５２ ０．１２ 縄文時代前期後半
Ｆ－３２ 佐藤剛 １１・１２ Ｋ ０．６０ ０．３１ ０．０３ 縄文時代中期前半
Ｆ－３３ 袖岡 １５ Ｒ ０．４４ ０．３０ ０．１８ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
Ｆ－３４ 佐藤剛 １５・１６ ｄ ０．９９ ０．７４ ０．０７ 縄文時代中期前半
Ｆ－３５ 佐藤剛 １９ Ｚ ０．５２ ０．２６ ０．０８ 縄文時代中期前半
Ｆ－３６ 谷島 １６ Ｍ ０．６１ ０．４６ ０．０８ 縄文時代後期前葉
Ｆ－３７ 谷島 １９ Ｏ ０．７２ ０．５１ ０．１０ 縄文時代後期前葉
Ｆ－３８ 谷島 １７ Ｍ ０．４９ ０．２９ ０．１２ 縄文時代前期後半
Ｆ－３９ 佐藤剛 １３ Ｔ・Ｕ １．００ ０．５６ ０．０９ 縄文時代中期前半
Ｆ－４０ 谷島 １７ Ｏ ０．６０ ０．４４ ０．１０ 縄文時代前期後半
Ｆ－４１ 谷島 １８ Ｏ ０．５５ ０．５２ ０．０７ 縄文時代前期後半
Ｆ－４２ 谷島 ２０ Ｐ ０．７３ ０．７０ ０．１２ 縄文時代前期後半
Ｆ－４３ 佐藤剛 １２ Ｋ ０．７０ ０．６３ ０．１４ 縄文時代前期後半
Ｆ－４４ 袖岡 １５ Ｒ ０．１４ ０．１２ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－４５ 袖岡 １２ Ｐ ０．７０ ０．４９ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－４６ 袖岡 １２ Ｐ ０．６５ ０．５０ ０．０８ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－４７ 袖岡 １２ Ｑ ０．８５ ０．５７ ０．１５ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－４８ 袖岡 １４ Ｑ ０．５０ ０．３１ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－４９ 袖岡 １２ Ｑ ０．４７ ０．４５ ０．１０ 縄文時代前期後半
Ｆ－５０ 佐藤剛 １１ Ｕ・Ｖ ０．７０ ０．６６ ０．１２ 縄文時代前期後半
Ｆ－５１ 袖岡 １３ Ｍ １．１７ ０．９９ ０．２０ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－５２ 佐藤剛 １２ Ｙ ０．６４ ０．５０ ０．０８ 縄文時代中期前半
Ｆ－５３ 佐藤剛 １３ Ｗ ０．６７ ０．４９ ０．０９ 縄文時代中期前半
Ｆ－５４ 佐藤剛 １４ Ｘ ０．４８ （０．２８） ０．０５ 縄文時代前期後半
Ｆ－５５ 佐藤剛 １２ Ｘ ０．４５ （０．１９） ０．０５ 縄文時代前期後半
Ｆ－５６ 佐藤剛 １３ Ｘ・Ｙ ０．６２ ０．２９ ０．０４ 縄文時代中期前半
Ｆ－５７ 佐藤剛 １３ Ｙ ０．５７ ０．５０ ０．０４ 縄文時代中期前半
Ｆ－５８ 佐藤剛 １４ Ｕ ０．４９ ０．２７ ０．０３ 縄文時代中期前半
Ｆ－５９ 袖岡 １３ Ｊ・Ｋ ３．１４ ２．８６ ０．２７ 縄文時代後期前葉
Ｆ－６０ 袖岡 １３・１４ Ｋ （０．９９） （０．８２） ０．１７ 縄文時代後期前葉
Ｆ－６１ 袖岡 １１ Ｐ １．３１ ０．９８ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 前期後半
Ｆ－６２ 袖岡 １５ Ｌ・Ｍ ０．４９ （０．３２） ０．０５ 縄文時代早期 ～ 前期後半
FC－１ 袖岡 １６ Ｓ ０．５３ ０．３７ ― 縄文時代前期後半
FC－２ 佐藤剛 １０ Ｓ １．３７ ０．５６ ― 縄文時代中期前半
FC－３ 谷島 １５・１６ Ｏ １．３３ ０．７５ ０．０３ 続縄文時代

�章 遺構と遺物

２９１



表�－１ 検出遺構規模一覧（２）

遺構名 調査者 位置
規模（�）

時期 備考長軸 短軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面
FC－４ 佐藤剛 １１ Ｐ １．０３ ０．６４ ― 縄文時代前期後半
FC－５ 佐藤剛 ２０ Ｗ・Ｘ ５．２２ ３．３０ ― 縄文時代前期後半
FC－６ 谷島 １６ Ｍ ０．４４ ０．４０ ― 続縄文時代
FC－７ 谷島 ２１ Ｐ ０．７８ ０．５０ ― 縄文時代前期後半
FC－８ 佐藤剛 １３・１４ Ｔ ２．０５ １．１４ ― 縄文時代前期後半
FC－９ 袖岡 １９ Ｑ ０．５２ （０．２４） ０．２２ 縄文時代前期後半
FC－１０ 袖岡 １３ Ｓ・Ｔ ０．４１ ― ― 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
FC－１１ 袖岡 １４ Ｓ １．１８ ０．５２ ― 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
FC－１２ 袖岡 １２ Ｍ ０．７３ ０．４１ ― 縄文時代前期後半
FC－１３ 袖岡 １８ Ｔ ０．８６ ０．７９ ― 縄文時代前期後半
FC－１４ 佐藤剛 １２・１３ Ｚ ０．６２ ０．４５ ― 縄文時代中期前半
TP－１ 谷島 ２３・２４ Ｕ ４．０７ ０．８５ １．２２ 縄文時代前期後半
TP－２ 袖岡 １９・２０ Ｒ ３．２１ １．０４ １．４８ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
TP－３ 袖岡 ２１ Ｔ １．８４ １．００ ０．９０ 縄文時代前期後半 ～ 中期前半
TP－４ 立川 １７ Ｎ・Ｏ ２．６０ ０．６２ １．２４ 縄文時代中期・後期
TP－５ 立川 １５・１６ Ｈ・Ｉ ３．２６ ０．３７ ０．８６ 縄文時代中期・後期
TP－６ 佐藤和雄 ― ― ― ― ―
Ｓ－１ 佐藤剛 １０・１１ Ｓ・Ｔ ２．３６ １．１５ ― 縄文時代前期後半

遺物集中１ 佐藤剛 ９ Ｖ ０．７９ ０．７２ ― 縄文時代中期前半
遺物集中２ 佐藤剛 １０・１１ Ｊ ２．０５ ０．６７ ― 縄文時代前期後半
遺物集中３ 佐藤剛 １６ Ｚ ２．４１ ０．６２ ― 縄文時代中期前半
遺物集中４ 谷島 ２１・２２ Ｌ・Ｍ ３．９０ ３．４５ ０．２７ 縄文時代前期後半
遺物集中５ 佐藤剛 １０ ａ・ｂ １．２６ ０．７１ ― 縄文時代前期後半
遺物集中６ 佐藤剛 １３ Ｓ １．１０ ０．２５ ― 縄文時代中期前半
遺物集中７ 谷島 ２３Ｎ ２．９９ ２．０８ ― ―
遺物集中８ 佐藤剛 １３・１４ Ｔ １４ Ｕ ２．２８ ０．９３ ― 縄文時代
埋設土器１ 袖岡 ２０ Ｓ ０．２４ ０．１７ ０．２８ 縄文時代前期後半
埋設土器２ 袖岡 １８ Ｕ ０．２２ ０．２１ ０．２８ 縄文時代前期後半
埋設土器３ 袖岡 １６ Ｒ ０．１３ ０．１２ ０．１７ 縄文時代前期後半
埋設土器４ 袖岡 １７ Ｔ ０．１８ ０．１７ ０．２７ 縄文時代前期後半
埋設土器５ 佐藤剛 １１ Ｍ ０．２６ ０．２５ ０．２０ 縄文時代前期後半
SP－１ 佐藤剛 １１ Ｐ ０．２３ ０．２１ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２ 佐藤剛 １１ Ｑ ０．１９ ０．１８ ０．３２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３ 佐藤剛 １１ Ｑ ０．２７ ０．２２ ０．２０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４ 佐藤剛 １１ Ｑ ０．２３ ０．２０ ０．３３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５ 佐藤剛 １０ Ｐ ０．３７ ０．２５ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６ 佐藤剛 １０ Ｐ・Ｑ ０．２７ ０．２２ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７ 佐藤剛 １０ Ｐ ０．３２ ０．２６ ０．４５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８ 佐藤剛 １０ Ｐ ０．５０ ０．３０ ０．４４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９ 佐藤剛 １１ Ｐ ０．２１ ０．２０ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０ 佐藤剛 １１ Ｐ ０．２０ ０．１７ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１ 袖岡 １６ Ｓ ０．２３ ０．２２ １．９２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２ 袖岡 １５・１６ Ｓ ０．２８ ０．２５ ０．３２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３ 袖岡 １６ Ｓ ０．２９ ０．２３ ０．３８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４ 袖岡 １６ Ｓ ０．３１ ０．２７ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５ 袖岡 １６ Ｓ・Ｔ ０．２７ ０．２７ ０．３０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６ 袖岡 １６ Ｓ・Ｔ ０．４１ ０．２９ ０．２９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７ 袖岡 １７・１８ Ｓ ０．２６ ０．２５ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８ 袖岡 １８ Ｓ ０．２６ ０．２４ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９ 袖岡 １８ Ｓ ０．４１ ０．２７ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２０ 袖岡 １８ Ｓ ０．２４ ０．２２ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２１ 袖岡 １８ Ｔ ０．３１ ０．２９ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２２ 谷島 １６ Ｎ ０．１９ ０．１８ ０．３３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２３ 谷島 １６ Ｎ ０．２２ ０．１９ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２４ 谷島 １５ Ｎ ０．３０ ０．２３ ０．３１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２５ 谷島 １５ Ｎ ０．２５ ０．２１ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２６ 谷島 １５ Ｎ ０．２２ ０．２０ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２７ 谷島 １５ Ｎ ０．１８ ０．１５ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２８ 谷島 １５ Ｎ ０．３３ ０．２７ ０．３４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－２９ 谷島 １５ Ｍ ０．２３ ０．２１ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３０ 谷島 １５ Ｍ ０．２３ ０．２０ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３１ 谷島 １５・１６ Ｍ ０．２４ ０．２１ ０．１５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３２ 谷島 １６ Ｍ ０．２９ ０．２８ ０．３０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３３ 谷島 １５・１６ Ｍ ０．２６ ０．１９ ０．２８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３４ 谷島 １６ Ｍ ０．３０ ０．２７ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３５ 谷島 １６ Ｎ ０．１６ ０．１３ ０．０６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３６ 谷島 １６ Ｍ ０．２４ ０．２０ ０．１５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３７ 谷島 １６ Ｍ ０．２２ ０．１８ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３８ 谷島 １６ Ｍ ０．１７ ０．１６ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－３９ 谷島 １６ Ｍ ０．１９ ０．１７ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４０ 谷島 １６ Ｎ ０．１６ ０．１６ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４１ 谷島 １５ Ｋ ０．２０ ０．２０ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４２ 谷島 １５ Ｋ ０．３０ ０．２８ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４３ 谷島 １５ Ｋ ０．２７ ０．２３ ０．２６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４４ 谷島 １５ Ｋ ０．２６ ０．２５ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４５ 谷島 １５ Ｌ ０．３５ ０．３２ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４６ 谷島 １５ Ｌ ０．２７ ０．２２ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４７ 谷島 １５ Ｌ ０．２８ ０．２６ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４８ 谷島 １５ Ｌ ０．２０ ０．１９ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－４９ 谷島 １６ Ｋ ０．３３ ０．２９ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５０ 谷島 １６ Ｋ ０．３４ ０．３０ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５１ 谷島 １６ Ｋ ０．３６ ０．３０ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５２ 谷島 １６ Ｋ ０．２７ ０．１８ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５３ 谷島 １６ Ｋ ０．２８ ０．２６ ０．２５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５４ 谷島 １６ Ｋ ０．２５ ０．２４ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５５ 谷島 １６ Ｌ ０．２３ ０．２０ ０．０６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５６ 谷島 １６ Ｋ・Ｌ ０．２３ ０．２１ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５７ 谷島 １６ Ｌ ０．２２ ０．２１ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５８ 谷島 １６ Ｌ ０．２６ ０．２４ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－５９ 谷島 １６ Ｌ ０．２９ ０．２８ ０．２２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６０ 谷島 １６ Ｌ ０．２２ ０．２０ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６１ 谷島 １６ Ｌ ０．１８ ０．１６ ０．０８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６２ 谷島 １６ Ｌ ０．２４ ０．２２ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６３ 谷島 １７ Ｋ ０．３３ ０．２８ ０．３８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６４ 谷島 １７ Ｋ ０．２９ ０．２７ ０．３４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６５ 谷島 １７ Ｋ ０．１８ ０．１５ ０．０８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６６ 谷島 １７ Ｌ ０．３０ ０．２５ ０．２３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６７ 立川 １５ Ｊ ０．３０ ０．２８ ０．３４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６８ 立川 １５ Ｋ ０．３０ ０．２７ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－６９ 立川 １７ Ｐ ０．２１ ０．２０ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７０ 立川 １７ Ｐ ０．２５ ０．２４ ０．４０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７１ 立川 １７ Ｍ ０．１９ ０．１７ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７２ 立川 １８ Ｐ ０．２３ ０．２０ ０．２７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７３ 立川 １８ Ｏ ０．１９ ０．１９ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７４ 立川 １８ Ｏ ０．２７ ０．２０ ０．５３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７５ 立川 １８ Ｏ ０．２６ ０．２４ ０．３１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７６ 立川 １８ Ｏ ０．２２ ０．２２ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７７ 立川 １７・１８ Ｏ ０．２７ ０．２６ ０．３２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７８ 立川 １８ Ｏ ０．１９ ０．１９ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－７９ 立川 １８ Ｏ ０．２０ ０．１８ ０．２９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８０ 立川 １８ Ｎ ０．２３ ０．１９ ０．２５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８１ 立川 １８ Ｎ ０．２４ ０．２２ ０．２２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８２ 立川 １８ Ｎ ０．２４ ０．２２ ０．２１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８３ 立川 １８ Ｎ ０．１８ ０．１７ ０．３４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８４ 立川 １８ Ｎ ０．２０ ０．１９ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８５ 立川 １８・１９ Ｎ ０．２３ ０．２２ ０．４０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８６ 立川 １８・１９ Ｎ ０．３０ ０．２８ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８７ 立川 １９ Ｍ ０．１８ ０．１６ ０．１５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８８ 立川 １９ Ｍ ０．１８ ０．１６ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－８９ 立川 ２１ Ｎ ０．２５ ０．２２ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９０ 立川 ２１ Ｎ ０．２４ ０．２２ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９１ 立川 ２０ Ｐ ０．２２ ０．２０ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９２ 立川 １９ Ｏ ０．２４ ０．２３ ０．３６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９３ 立川 １９ Ｏ・Ｐ ０．８６ ０．２８ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９４ 立川 １９ Ｐ ０．８６ ０．２２ ０．３５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
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表�－１ 検出遺構規模一覧（３）

遺構名 調査者 位置
規模（�）

時期 備考長軸 短軸
深さ

確認面／床面 確認面／床面
SP－９５ 佐藤和雄 １８ Ｌ ０．２２ ０．１９ ０．２５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９６ 佐藤和雄 １４ Ｑ ０．２２ ０．２２ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９７ 佐藤和雄 １４ Ｑ ０．２０ ０．１９ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９８ 佐藤和雄 １４ Ｘ ０．２２ ０．１４ ０．２０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－９９ 袖岡 １４ Ｘ ０．２２ ０．２０ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１００ 袖岡 １４ Ｘ ０．２４ ０．２１ ０．２６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０１ 袖岡 １３ Ｘ ０．２１ ０．１８ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０２ 袖岡 １３ Ｘ ０．２１ ０．１８ ０．２０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０３ 袖岡 １３ Ｘ ０．３０ ０．２６ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０４ ― 欠番 ― ― ― 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０５ ― 欠番 ― ― ― 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０６ 袖岡 １３ Ｘ ０．２３ ０．２１ ０．２３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０７ 袖岡 １３ Ｘ ０．２６ ０．２３ ０．２７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０８ 袖岡 １２ Ｘ ０．２７ ０．２２ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１０９ 袖岡 １３ Ｘ ０．２８ ０．２４ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１０ 袖岡 １３ Ｘ ０．３５ ０．３３ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１１ 袖岡 １２ Ｘ ０．１６ ０．１５ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１２ 袖岡 １２ Ｘ ０．２７ ０．２３ ０．２０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１３ 袖岡 １２ Ｘ ０．２０ ０．１７ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１４ 袖岡 １２ Ｘ ０．２４ ０．２３ ０．２７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１５ 袖岡 １２ Ｘ ０．２４ ０．２３ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１６ 袖岡 １２ Ｘ ０．２７ ０．２６ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１７ 袖岡 １２ Ｘ ０．２６ ０．２３ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１８ 袖岡 １２ Ｘ ０．２６ ０．２４ ０．２２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１１９ 袖岡 １２ Ｘ ０．１７ ０．１５ ０．２２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２０ 袖岡 １２ Ｘ ０．２６ ０．２４ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２１ 袖岡 １２ Ｘ ０．２４ ０．２３ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２２ 袖岡 １２ Ｘ ０．２３ ０．２１ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２３ 袖岡 １２ Ｘ ０．１７ ０．１５ ０．３０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２４ 袖岡 １２ Ｘ ０．２５ ０．２２ ０．２３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２５ 袖岡 １１ Ｘ ０．２９ ０．２７ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２６ 袖岡 １１ Ｘ ０．２８ ０．２４ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２７ 袖岡 １１・１２ Ｘ ０．３０ ０．２６ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２８ 袖岡 １１ Ｘ ０．２０ ０．１８ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１２９ 袖岡 １１ Ｘ ０．２２ ０．２１ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３０ 袖岡 １１ Ｘ ０．２０ ０．２０ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３１ 袖岡 １１ Ｘ ０．２２ ０．２０ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３２ 袖岡 １１ Ｘ ０．２４ ０．１８ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３３ 袖岡 １１ Ｘ ０．１８ ０．１６ ０．１５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３４ 袖岡 １１ Ｘ ０．１９ ０．１５ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３５ 袖岡 １３ Ｙ ０．２６ ０．２２ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３６ 袖岡 １３ Ｙ ０．２６ ０．２１ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３７ 袖岡 １３ Ｙ ０．４５ ０．４３ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３８ 袖岡 １３ Ｙ ０．２６ ０．２６ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１３９ 袖岡 １３ Ｙ ０．１８ ０．１７ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４０ 袖岡 １３ Ｙ ０．３２ ０．２９ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４１ 袖岡 １２ Ｗ ０．２７ （０．１３） ０．０８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４２ 袖岡 １２ Ｗ ０．２９ ０．２３ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４３ 袖岡 １２ Ｗ ０．２６ ０．２２ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４４ 袖岡 １２ Ｗ ０．２５ （０．１３） ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４５ 袖岡 １２ Ｗ ０．２５ ０．２４ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４６ 袖岡 １２ Ｗ ０．２０ ０．１８ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４７ 袖岡 １２ Ｗ ０．２２ ０．２７ ０．１７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４８ 袖岡 １２ Ｗ ０．２６ ０．２１ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１４９ 袖岡 １２ Ｗ ０．３０ ０．２７ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５０ 袖岡 １２ Ｗ ０．２７ ０．２４ ０．３０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５１ 袖岡 １２ Ｗ ０．３２ ０．２８ ０．２２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５２ 袖岡 １３ Ｘ ０．２４ ０．１８ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５３ 袖岡 １３ Ｘ ０．２０ ０．１７ ０．２６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５４ 袖岡 １３ Ｘ ０．２１ ０．２０ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５５ 袖岡 １１ Ｙ ０．１７ ０．１７ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５６ 袖岡 １１ Ｙ ０．１７ ０．１５ ０．０６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５７ 袖岡 １１ Ｙ ０．１８ ０．１５ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５８ 袖岡 １１・１２ Ｙ ０．１９ ０．１８ ０．０９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１５９ 袖岡 １１ Ｗ ０．２２ ０．１８ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６０ 袖岡 １１ Ｗ ０．３２ ０．３１ ０．２８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６１ 袖岡 １１ Ｗ ０．１８ ０．１６ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６２ 袖岡 １１ Ｗ ０．１７ ０．１４ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６３ 袖岡 １１ Ｗ ０．１９ ０．１５ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６４ 袖岡 １３ Ｗ ０．２６ ０．１９ ０．２２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６５ 袖岡 １３ Ｗ ０．２７ ０．２６ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６６ 袖岡 １３ Ｗ ０．２０ ０．１５ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６７ 袖岡 １３ Ｗ ０．１７ ０．１４ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６８ 袖岡 １３ Ｗ ０．２４ ０．２１ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１６９ 袖岡 １３ Ｗ ０．２６ ０．２１ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７０ 袖岡 １３ Ｗ ０．２９ ０．２６ ０．２６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７１ 袖岡 １３ Ｗ ０．２５ ０．２５ ０．２３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７２ 袖岡 １２ Ｙ ０．１５ ０．１４ ０．０７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７３ 袖岡 １２ Ｙ ０．１６ ０．１２ ０．０８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７４ 袖岡 １２ Ｙ ０．２１ ０．２０ ０．３６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７５ 袖岡 １２ Ｙ ０．１９ ０．１７ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７６ 袖岡 １２ Ｙ ０．１９ ０．１７ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７７ 袖岡 １２ Ｙ ０．１８ ０．１７ ０．２７ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７８ 袖岡 １２ Ｙ ０．２４ ０．１７ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１７９ 袖岡 １２ Ｙ ０．２２ ０．１９ ０．２０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８０ 袖岡 １２ Ｖ ０．２０ ０．１８ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８１ 袖岡 １３ Ｗ ０．２１ ０．１７ ０．１９ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８２ 袖岡 １３ Ｖ ０．２６ ０．２３ ０．１１ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８３ 佐藤和雄 １４ Ｗ ０．２３ ０．２２ ０．１５ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８４ ― 欠番 ― ― ― 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８５ ― 欠番 ― ― ― 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８６ ― 欠番 ― ― ― 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８７ 佐藤和雄 １４ Ｖ ０．１９ ０．１８ ０．１８ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８８ 佐藤和雄 １２ Ｗ ０１５ ０．１４ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１８９ 佐藤和雄 １４ Ｘ ０．２２ ０．１９ ０．２６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９０ 佐藤和雄 １４ Ｘ ０．２０ ０．１８ ０．１６ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９１ 佐藤和雄 １４ Ｚ ０．２０ ０．１８ ０．１４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９２ 佐藤和雄 １２ Ｔ ０．２３ ０．２０ ０．２４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９３ 佐藤和雄 １０・１１ Ｔ ０．２３ ０．２２ ０．４４ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９４ 佐藤和雄 １０ Ｔ （０．２０） （０．２０） ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９５ 佐藤和雄 １１ Ｓ ０．１８ ０．１７ ０．１３ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９６ 佐藤和雄 １１ Ｔ ０．２１ ０．２０ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９７ 佐藤和雄 １３ Ｙ ０．２２ ０．２１ ０．１０ 縄文時代早期 ～ 中期前半
SP－１９８ 佐藤和雄 １４ Ｙ ０．２１ ０．２１ ０．１２ 縄文時代早期 ～ 中期前半

�章 遺構と遺物
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表�－２ 遺構出土遺物一覧表

遺
構
名

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫 被熱礫 礫片 礫 砂利

Ｈ ０ ６ ４，７６２４，０９０１６９ １０ ９ ２ ２ １ １７ １ ９ ０ ３４ ２３ ５０ １６ ７，６４１ １１ １７ ０ ６ ６ １ ２８ ７ ４ ５７ ２ １０ １ １６３ ４ １１４ ６８ ４１７ ９５ ３ １７，８５７

Ｐ ３ ０ １，０５６ ５４５ １４５ ０ ３ ０ １ ０ １ ０ ３ ０ ７ ３ １７ ４ ４３３ ４ １ ０ １ １ ０ ８ ３ ２ １８ ０ ０ ０ １ ２ ２０ ４６ ７４ ２１ ０ ２，４２３

TP ３６ １ ４ ０ ２１ １７ １ ０ ３ ８３

Ｆ ０ ０ １７９ ２１ ７ ０ ３ ０ １６ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ ８７３ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ １２ １ １２３ ４ ２７ ５５４ ０ １，８２９

FC ０ ０ ２４９ ３ ０ ０ ３５ ０ ０ ２ １ ０ ３ ０ ２ １ ３ １ ８，３８７ １ ０ ０ ３ １ ０ ２ ０ １ １０ ０ ０ １ ０ ０ ５ ６ ６ ３０ ０ ８，７５３

埋設土器 ０ ６１４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４５ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６６６

遺物集中 ０ ５ ９，６２８ ９５５ １ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ０ ６ ０ １８ ７ １５ １１ １，０９２ ５ １ ０ ０ １ ０ ５ １ ０ ２０ ２ １ ０ ０ １ ６６ １ ２０ ０ ０ １１，８６７

Ｓ ２ ８ １０

SP ０ ０ １５ ２ ５ ０ ８ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ １４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４８

不明 １５０ １５０

合計 ３ １１ １６，５３９５，６１７３３１ １０ ７９ ２ １９ ５ ２２ １ ２３ ０ ６１ ３４ １３３ ３４ １８，６０８ ２３ １９ ０ １０ ９ １ ４３ １３ ７ １０７ ５ １５ ２ １７６ ８ ３３２ １２５ ５５５ ７００ ３ ４３，６８６

表�－３ 遺構別出土遺物一覧（１）
住居跡

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｈ－１

覆土 １７ １７
覆土壁 ２ ２
覆土上 ２４１ ９ １ ８９ １ １ １ ３４３
覆土中 １１９ １ １７ １３７
覆土下 １ １ １ １８ １ ２２
床 ８ ８

HP１覆土 ７ ７
HP８覆土 １ １
HP１１覆土 １ １
HP１１焼土 ２ ２
HP１２覆土 ８ ８
HF１覆土 ８ ８
HF１覆土上 ３ ３
HF１覆土下 ４ ４
HF１床 １ １１ １２
HF１表土 ２５ ２５
HF１ １ １３８ １３９

合計 ３６４ １０ ２ １ ２ １ １ ３５４ １ １ １ １ ７３９

Ｈ－２

覆土 ４００ ７８ ６ １５２ １ １ ２ ６ ６４６
覆土壁 １ １ ２
覆土上 １３１ ２ ２５ １ １ １ ３７ １ １９９
覆土中 １６３ ３ １ １ １ ６３ １ ２３３
覆土下 １０１ １４５ １ １ ２６ １ ２ ２７７
床 ５５ １ １ １ １２ １ ７ ３ ５ ８６
－ ２０ ２ ３０ ５２

HP５覆土 １４ ２ １６
HP１２覆土 ２ ２
HP１４覆土 １ １
HF１焼土 ６ ２ ４ １２

合計 ８９３ ２３２ ３１ １ ３ ３ ４ １ １ ３２６ １ １ ２ ７ ５ ２ １３ １５２６

Ｈ－３

トレンチ １ １ ８ ７ １７
覆土 １１ １ １ １３

覆土２層中 １ １
覆土上 １４５ １ ９ ２ １ ７６ ３ ３ ３５ １６６ ４４１

覆土上堀上土 ８ ８
覆土中 ３２２ １０ ７６ １ ２ ８４ １ １ １ １ ９ ２ １ ５１１
覆土下 １ ５６ ３ ３ １５ １ １ ８０
床 ７１ ２ １ １４ １ ３ ３ ３ ３５ １３３
HF１ １７ １７
HF２ ８ ８

合計 １ ６０５ １４ ９０ １ ３ １ ６ ２３０ ４ １ １ ２ ７ ５４ ６ ２０２ １ １２２９

Ｈ－４

焼土 ７ ７
覆土 １２７ ６ ３ ２ ４９ １ １ ４ １９３
覆土壁 ７ ７
覆土上 ２３６ ９ ２ １０ ２ １ ７１ １ １ ３ １ ６ ３４３
覆土中 ２０ １１ １ ５ ３７
覆土下 ６ １ ７

合計 ４０３ １５ ５ １０ ２ ２ １ １３１ １ １ ２ ３ １ １ １ １５ ５９４

Ｈ－５

焼土 ２ ２
覆土１層 １ ２ ３
覆土２層 ９ ５５ ４ １ １ １ １ ６ ７８
床面 ２０ １ ３ １ ４ ２９

HP２覆土２層 １ １
HF１覆土１層 １６ １ ２ １ ２０
HF１－ １１ １１

合計 ９ ９３ ２ ２２ １ １ １ １ ２ １２ １４４

Ｈ－６

覆土 ３ ３
覆土１層 １ ６０ １６ １ １ １ ２ ２ ７４ １ １ １ １ ３ １ １ ６ １３ １０ １９６
覆土２層 ６ １０７ １ ３ ５ １ ２５ １ ３ １ １ ６ １ １６ １７７
覆土３層 ２ ２１ １ １ １ １９ １ ２ １ １ ５０
覆土３層上 ９４５ ２ ３ ３３ ４ １ ３ １ １ ４ １ ３ １００１
床・床面 １ ３７５ １ １ ４ ７ ４ ４２０ １ １ １ １ ７ １ １ ８ ９ ３４ ８７７
HP１覆土１層 １２ １ １ １４
HP１覆土３層 １ １
HP２覆土１層 ２ ２
HP３覆土１層 １ １ ３ １ １ ７
HP４覆土１層 ３０ １ ４ １ ３６
HF１覆土１層 ５ ４ ９
HF２覆土１層 １ １ ２
HF３覆土１層 １ １
HF５覆土１層 １ ８ １ １ １１
HF６覆土１層 ６ ５ １ １２
HF１ １０ １０
HF２ １５ １５
HF３ ５ ５
HF５ １１ １１
HF６ １７ １７

合計 １０ １５６３ １６ ２ ３ １１ ２ １９ ９ ６６１ １ ５ １ ７ １ ２ ２０ １ ４ ３ １８ １１ ４３ ４４ ２４５７

４．表
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表�－３ 遺構別出土遺物一覧（２）

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｈ－７

覆土１層 １４ ８ １ ２３

覆土２層 ３ ３

床・床面 ２ ２

合計 １７ １０ １ ２８

Ｈ－８

覆土上 ３９１ ３ ８ ６ ６２ ３ １ ４７４

覆土中 ５２６ １２ １ １ ６９ １ ３ １ １ ２ ２５ ３ ３ ６４８

覆土下 ５ ９３ １３ １ １ １ １１４

撹乱 １５ ４ １９

床 １５０ ２ ３４ １ ５１ １ ２ ４ ２４５

HP１覆土 ２ ３ ５

HP２覆土 ３７ ３４ ７１

HP２覆土下 ２８ ２８

HP２坑底 １ １

HP３覆土 ２５ ２ ２７

HP４覆土 ２ １ ３

HP５覆土 １７ １７

HP６覆土 １ １

HP７覆土 １ １

HP９覆土 ６ １ １ ８

合計 ５ １２９３ １５ ９ ６ ２ ２ １ １８９ ４ ４ １ １ ３ ３ １１０ ５ ２ ７ １６６２

Ｈ－９

覆土１層 １ １

覆土２層 ３ １ ４

床 １ ３ ３ ３ １ １１

HP１覆土１層 ２６ ３ ２９

合計 ３０ ３ ３ ７ １ １ ４５

Ｈ－１０

覆土１層 １０ ４７５ ３ ２ ３ ２ ９９ １ ２ １ ４ １ ３ ６ １ ６１３

覆土２層 ８ ２８９ ５７ ２ １ １ １ １１ ３７０

覆土２層上 ２ ２１１ １ ２５ １ １ ４ １９ ３ ６ ２７３

床 １ ５０ １ ２ ２ ２ ３６ １ ４ １０ １０９

HP８覆土１層 １ １

HP９覆土１層 １ １ １ ３

HP１０覆土１層 １ １

ＨＦ１覆土１層 ６１ ６１

ＨＦ２覆土１層 ４ ４

HF１ １ １ ２

HF２ ５ ５

合計 ２１ １０２７ ５ ２ ６ ４ ２９０ １ ３ １ ２ １ ９ ２３ ８ ９ ２９ １４４２

Ｈ－１１

覆土１層 １ ２１１ １ １２ １ １ ２２７

覆土２層 ６ ６

床・床面 １１８ ２ ５３ １ １ １ １７６

HP１１覆土１層 １ １

HP１２覆土 ４１ ４ １ １ １ ４８

HP１２覆土１層 ８７ ２ ８９

HP１２床 １ １ ２

HP１２坑底 １４１ １４１

合計 １ ６０４ １ ２ ７２ １ ３ １ １ ４ ６９０

Ｈ－１２

覆土 ４１ １ １ ９ ２ １ １ １ １ ５８

覆土１層 ３０ １４ １ ４５

覆土２層 １０５ ２ １０７

覆土上 １３５ １ ５３ １ １ １ １９２

覆土中 １６０ １ ６９ １ １ ２３２

床・床面 ８８ ４ １ ２５ １ ２ ２ １ １ ２ ２ １２９

HP１覆土１層 １ １

HP４覆土１層 ３ ３

HP５覆土 ２ ２

HP８覆土 １ １ ２

HP９覆土 １ １

FC集中１覆土２層 ２ １ １１９２ １ １ １１９７

合計 ４５９ ５ ２ １ １ ２ １ １４７０ １ １ ７ ４ １ １ １ ２ ３ ６ １ １９６９

Ｈ－１３

覆土 ８ ２ １０

覆土上 １２５ １２０ １ ２４６

覆土中 １ ６ ７

覆土下 ５ ８ １３

撹乱 １６５ ２０ １ １ １ ５２ ２ １ ２４３

床・床面 １１ １ １８ ３０

HP１覆土 ２ ２

HP１覆土２層 １ １２３１ １２３２

HP１覆土３層 １ １

HP３覆土 １ １

HP４覆土 ３ ３

HP５覆土 １１ １ １２

HP７覆土 ６ ６

HF１覆土 １ １

HP１ １０７１ １０７１

HF１ １４６ １４６

合計 ３２８ ２０ ２ １ １ ３ ２６６４ ２ ３ ３０２４

Ｈ－１４

覆土 １３２ １５ １０ １ １ １ ２ １ ３７ １ １ １ ２ １ ３ １１ ４５ ２６５

覆土１層 １９ １７ １ １１ ５ ５３

覆土下 ２４ ４ １ １ ６ ３６

撹乱 １ １ １ ３

床 １０５ １ １４ １ １ １ ３ ９ ４ １３９

HP１覆土 １ １

HP２覆土 １ １

HP３覆土 １ １

HP５覆土 １ １

HP６覆土 ４ １ ５

HP８覆土 １ １

合計 ２８８ １９ １０ １ １ １ ３ １ ７１ １ ２ ２ ２ １ ３ １ １５ ３ ２１ ６０ ５０６

Ｈ－１５

覆土１層 ２ １０８ ３ １ ２ １ ２６ １ １ １ １ １ ９ １ ４ １６２

覆土２層 ３６ １ ４ ４１

覆土２層上 ３ ２１８ ２ １ １８ １ １ ２ １ ４ ３ ２５４

撹乱 １ １

床 ２ ２ ４

HP４覆土１層 ８ ８

HF１覆土１層 ３ ７ １０

合計 ５ ３７２ ５ ３ ２ １ ５０ ２ １ ２ １ ３ １３ ５ １５ ４８０

�章 遺構と遺物
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表�－３ 遺構別出土遺物一覧（３）

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｈ－１６

覆土１層 ６ ２９ １ ７２ １０８
覆土２層 １０ １７ １ １ １ １８ １ １ ２ ５２
撹乱 ６ ６
床 １６ ２９ ２ １ ４ ２ ８ １８７ １ １ １ １ １ ３ ５１ ３０８

HP１覆土１層 ２ ２
HP２覆土１層 ２ ２
HP３覆土１層 ２ ２
HP３覆土３層 ２４ ２４
HP５覆土 ２ ２ ４
ＨＦ１覆土２層 １ １
ＨＦ２覆土１層 ２ ２
ＨＦ２－Ｃ覆土１層 １ ３ ４
ＨＦ３覆土１層 １ １
HF１ １３７ １３７

HF３ １ ６３０ ６３１

合計 ３６ ７７ １ ２ １ ４ ４ １１ １０８３ １ ２ １ １ １ １ ７ ５１ １２８４

Ｈ－１７

覆土１層 １ ２ １ ４
覆土２層 １１ ７ ２ ２０
床・床面 １０ １０
HF１－ ４ ４

合計 ２１ １１ ２ １ ２ １ ３８

土坑

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｐ－１ 覆土排水マス １ １ ２

Ｐ－２

覆土 ５３ ４ １４ ７１

覆土上 １ ５ ６

覆土中 ９ ９

覆土下 ２ ２

坑底 １ １

合計 ５５ ４ ３０ ８９

Ｐ－３

覆土２層 ４ ４ ４ １ ２０ ２ ３５

覆土３層 １ ３ １ ５

覆土４層 ３ ３

覆土５層 １ １ ２

覆土７層 ６ ６

合計 ５ ４ １１ １ ２８ ２ ５１

Ｐ－４

覆土 ３ ９ １ １ １４

坑底 ３ ６ ９

HF１焼土 １ １

HF１ ３ ３

合計 ３ ３ １９ １ １ ２７

Ｐ－５ 覆土 １ １ １ ２ １ ６

Ｐ－６

覆土１層 ２ １ ３

覆土２層 １ ２ ３

合計 ３ ２ １ ６

Ｐ－７

覆土１層 ３ １ ４

覆土２層 １ １ ２

合計 ４ １ １ ６

Ｐ－８

覆土 ３１ ３ ３４

覆土１層 １ １

合計 ３１ ３ １ ３５

Ｐ－９

覆土２層 １ １

覆土３層 １ １ ２

合計 １ ２ ３

Ｐ－１０ 覆土１層 ８ １ ９

Ｐ－１１ 覆土 ２５ ５ １ ３１

Ｐ－１２ 覆土 １ ２９ １ ３１

Ｐ－１３

覆土 ７ １ ８

覆土上 ５４ １ ５５

覆土中 ２７ ４ ３１

覆土下 ２２ ２２

合計 １１０ １ ５ １１６

Ｐ－１４

覆土 ５ １０ １ １ １７

坑底 １１３ ３ ２ １ ２ １ ２ ８ １３２

PP１坑底 ２４ ２４

合計 １１８ １３ ２ １ １ ２ １ ２６ ９ １７３

Ｐ－１５ 覆土１層 １ １ ２

Ｐ－１６

覆土 ２ １４ １６

坑底 ４ ４

PF１焼土 １０ １０

合計 ２ ２８ ３０

Ｐ－１７

覆土１層 ２４ １ １ ２６

覆土２層 １２ １２

合計 ３６ １ １ ３８

Ｐ－１８

覆土 １ ２ ９ １ １ ２ ２ １８

坑底 ８ ８

合計 １ ２ １７ １ １ ２ ２ ２６

Ｐ－１９

覆土 １ １ ２

坑底 １ １

合計 １ １ １ ３

Ｐ－２０

覆土１層 ７３ ２２６ １ １ ６１ １ １ ３ １ ３６８

覆土２層 ３６ ３７ ３０ ２ １ ２ １０８

覆土３層 ３６ ７ １ ３ ９ １ １ １ １ ６０

覆土４層 ３８ ３ １ ２ ４４

床 １０ １ ２ １３

坑底 ９ ４ １３

合計 ２０２ ２７７ １ １ ４ ２ １０４ ２ １ １ １ ２ ４ ４ ６０６

Ｐ－２１

覆土１層 ２ ２

覆土２層 １ １ ２

合計 ２ １ １ ４

Ｐ－２３

覆土下 ３０ １ ２ １ ３４

坑底 ２ ２

合計 ３０ ３ ２ １ ３６

Ｐ－２４

覆土下 １ １

坑底 ４５ １ １ ４７

合計 ４５ ２ １ ４８
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表�－３ 遺構別出土遺物一覧（４）

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｐ－２５

覆土中１ １ １

坑底２ １ １

合計 １ １ ２

Ｐ－２６ 覆土上 ３ １ ４

Ｐ－２７ 覆土中 １ １

Ｐ－２８

覆土１層 １ １４ １ ２ １８

覆土上 ３ ３６ １ １ １ ３ ３ １２ ６０

合計 ４ ５０ １ １ １ ４ ３ １４ ７８

Ｐ－２９

覆土１層 ５ ２ １２ １ ５ ２５

覆土２層 ９ １ ６ ６ ２２

覆土３層 １ １

覆土４層 ９ ３ １ １３

覆土５層 １ ５ ６

覆土下 １ ５２ １ ２７ ３ ８ ２１ １１３

坑底 ２ １２ ２ １ １ ９ ２７

合計 ２７ ６７ １ ５５ １ ２ １ ８ ２４ ２１ ２０７

Ｐ－３０ 覆土 ２ ２

Ｐ－３１ 覆土 ５ １ ５ ３ ４ １８

Ｐ－３２ 覆土 １１ １１

Ｐ－３３

覆土 ２ ２

坑底 ３８ ２ ４０

合計 ３８ ４ ４２

Ｐ－３５ 覆土 ２ ２

Ｐ－３７

覆土２層 １７０ １８ １ １ １ １ ３９ ２ １ ３ ２３７

覆土３層 ４４ ７ １ １ １ ７ １ ６２

床 ４ １ １ ６

合計 ２１８ ２５ ２ １ １ １ ３ １ ４６ ２ １ １ ３ ３０５

Ｐ－３８

覆土１層 ３８ ７３ １１ ２ ２ ２ １ １２９

覆土２層 ２３ ５ １ ３ １ ３３

覆土３層 ８ １ １ １ １１

床 １ １ １ ３

合計 ７０ ８０ １ １ １５ １ ２ ２ ２ ２ １７６

Ｐ－３９

覆土１層 ２ ７０ ７２

撹乱 ５２ １ ５３

合計 ２ １２２ １ １２５

Ｐ－４０

覆土１層 ５ １７ １ １ １ ６ ６ １ １ ３９

覆土３層 １ ３ ４

合計 ５ １８ １ １ １ ９ ６ １ １ ４３

Ｐ－４１ 覆土２層 １ １ ２

Ｐ－４２ 覆土 ２ ９ １１

Ｐ－４３

覆土１層 ２ １ １ ４

覆土２層 １ ３ ２ １ １ ８

覆土３層 １ １ １ １ ４

合計 ２ ６ ４ ２ １ １ １６

TP

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

TP－１ 覆土 ２９ １ １０ ４０

TP－２ 覆土 ４ ２１ ２ １ ２ ３０

TP－４

覆土２層 ２ ３ ５

覆土上 ３ １ １ ５

合計 ５ ４ １ １０

TP－５ 覆土 ２ １ ３

焼土

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｆ－１ 焼土中 １２ １ ３ ８ ２４

Ｆ－２ 焼土中 ２ ２ ４

Ｆ－３ 焼土 １ ３ １ １ １８ ２４

Ｆ－４ 焼土 ６ １８ ２４

Ｆ－５ 焼土 ９ ９

Ｆ－６ 焼土 １ ２３ ２４

Ｆ－７ 焼土 ６０ ６０

Ｆ－８ 焼土 １ １ ２

Ｆ－９ �層 １１７ ２ ２ １２１

Ｆ－１０

焼土１層 ３ ３

�層 ２ ２

合計 ２ ３ ５

Ｆ－１２ 焼土 ５０ ５０

Ｆ－１３ 焼土 ２ ２

Ｆ－１６ 焼土直上 １ １

Ｆ－１８ �層 ７ １ ８ １ ５ ２２

Ｆ－１９

焼土１ ８ ８

�層 ２ ２

合計 １０ １０

Ｆ－２０ 焼土 ６ ６

Ｆ－２１ 焼土 １ ９１ ９２

Ｆ－２２ 焼土 １３ １３

Ｆ－２３ 焼土 ７６ ７６

Ｆ－２４ 焼土 ８ ８

Ｆ－２５ 焼土 １０ １０

Ｆ－２６ 焼土 ４ ４

Ｆ－２９ 焼土 ２ ２

Ｆ－３０ 焼土 ６ ６

Ｆ－３１

焼土１層 ７ １ ３ １ １ １ １ １ １６

�層 １００ １ １０１

合計 ７ １ １０３ １ １ １ １ １ １ １１７

Ｆ－３２

焼土１層 １ １

�層 １ １

合計 １ １ ２

Ｆ－３４

焼土１層 １１ １ １ １３

�層 １ １

合計 １１ ２ １ １４

�章 遺構と遺物
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表�－３ 遺構別出土遺物一覧（５）

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｆ－４２ 炭化物層 １ ２ ３

Ｆ－４３
焼土１層 ４ ３ １６ ５２０ ５４３
焼土２層 ７ ３４ ４１
合計 １１ ３ １６ ５５４ ５８４

Ｆ－４５ 焼土 １０ １０
Ｆ－４６ 焼土 １０ １０
Ｆ－４７ 焼土 ９ ９
Ｆ－４８ 焼土 １５ １５
Ｆ－４９ 焼土 ９ ９
Ｆ－５０ �層 ５ １ １ ７
Ｆ－５１ 焼土 １９ １ ２０
Ｆ－５３ �層 １ １ ２
Ｆ－５８ �層 ５ ３ ８ １６

Ｆ－５９

焼土 １ １ ８３ ２１ １０６
�層 ２ ２ １ ４ １０ １ ７ ２７

炉の内焼土 ５９ ２０ ７９
炉の外焼土 ３ ６ ９
合計 ６ １ ２ １４３ ４ ５１ １ １３ ２２１

Ｆ－６０

焼土 ５ ３ ３１ ３９
�層 ３ ３ １１ １ ６ ２４

炉の内焼土 ２４ ２４
合計 ５ ３ ３ ５８ １１ １ ６ ８７

Ｆ－６１ 焼土 １０４ １０４

FC

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

FC－１
�層 １ ２ １ １ ３ １３２ １ １ ５ ２ １ １ １５１
攪乱 １ １ １２ １ １ １ ２ １ ２０
合計 ２ ２ １ ２ ３ １４４ ２ １ １ １ ７ ２ １ ２ １７１

FC－２ �層 １ ３ １１ １ １０４９ １ １ １０６７

FC－３
�層 １５ １０４ １ ３ ４ ２ １２ １４１
－ ９ ４１４ ４２３
合計 ２４ ５１８ １ ３ ４ ２ １２ ５６４

FC－４ �層 ３５８７ １ ３５８８
FC－５ �層 ３２ ６２ １ １ ９６
FC－６ �層上面 １ １５９６ １５９７
FC－７ － １ ４２９ ４３０
FC－８ �層 １２７ ４６８ ２ ５９７
FC－９ �層 ７７ １ ２ ２４４ １ １ ３２６
FC－１０ �層 ３ ５７ ６０
FC－１１ �層 ２ １１９ １２１
FC－１２ �層 ３ ３０ ３３
FC－１３ �層 ５３ １８ ７１
FC－１４ �層 １ ３１ ３２

埋設土器

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

MS－１ �層下 ２００ １ １ ２０２
MS－２ �層下 １４１ ３０ １７１
MS－３ �層下 ５８ ５８
MS－４ �層下 １０７ ８ １１５
MS－５ 焼土１層 １０８ ６ ２ ４ １２０

遺物集中

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

IS－１ �層 １８４ １ １ １８６
IS－２ �層 ５３ ４ １ ４ １ １ １ ６５
IS－３ �層 ５５６ １ ６ １ ５６４

IS－４

覆土 ２ １２６２ ６８ １ １ １ ２ ６ ６ ２２１ １ １ １ １２ １ １５８６
覆土中 ５２４０ １０ １ ３ １３ ４ ５ ２ ６５０ １ １ １ １４ １ １ ２２ ３ ５９７２
Ｈ１３覆土中 １０６ ５ ２２ １３３
合計 ２ ６６０８ ８３ １ ２ ４ １５ ４ １１ ８ ８９３ １ １ １ ２ １４ １ １ １ ３４ ４ ７６９１

IS－５ �層 ９６ １ １ ７ １ ５ １ １１２
IS－６ �層 １２２ １ １ ２ ２ １２８
IS－７ �層 １３０ １ １ １９ １０ １６１
IS－８ �層 ２７３ ６ １ １ １ １ ５８ １ ８ １ ３ ３５４

集石

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

Ｓ－１ 覆土３層 ２ ８ １０

SP

遺
構
名

層位

土 器 石 器

合
計

�群 �群 �群 �群 �群
�群

不
明
土
器

土
製
品

剥片石器 磨製石器 礫石器 礫・礫片 石
製
品ａ類 ｂ類 ｂ類 ａ類 ａ類 ａ類 石槍 石鏃 石錐

つまみ付
ナイフ

楔形
石器

スクレ
イパー

両面調
整石器

Ｒフレ
イク

Ｕフレ
イク

フレ
イク

石核 原石
石製品
・他

石斧
石斧
片

擦り切
り残片

たた
き石

すり
石

北海道
式石冠

扁平打
製石器

石鋸 砥石 石錘
台石・
石皿片

加工礫
被熱礫
・礫片

礫片 礫 砂利

SP－１１ 覆土 ３ ３
SP－１２ 覆土 １ １
SP－１３ 覆土 １ １
SP－１４ 覆土 １ １
SP－１５ 覆土 １ １
SP－１６ 覆土 ４ ４
SP－２１ 覆土 １ １
SP－２８ 覆土 ３ ３
SP－３２ 覆土 ４ １ ５
SP－３６ 覆土 ４ ４
SP－６４ 覆土１層 １ １
SP－１００ 覆土 １０ １０
SP－１０５ 覆土 １ １
SP－１３８ 覆土 ２ １ ３
SP－１４９ 覆土 ２ ２
SP－１８１ 覆土 １ １
SP－１８８ 覆土 １ １
SP－１９２ 覆土 ３ ３
SP－１９３ 覆土 ２ ２

４．表
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表�－４ 遺構 石組炉の構成礫一覧

遺構名 取上げ番号 分類 円摩度による形状 石質 重量（�） 備考 時期
Ｈ－１５ HF－１ ２２４ 礫 円礫 安山岩 ３．２５

縄文時代中期前半

Ｈ－１５ HF－１ ２２５ 礫 円礫 砂岩 ２．２０ 被熱
Ｈ－１５ HF－１ ２２６ 礫 円礫 砂岩 １．９０
Ｈ－１５ HF－１ ２２７ 礫 円礫 安山岩 １．６０ 被熱
Ｈ－１５ HF－１ ２２８ 礫 円礫 砂岩 ０．８０
Ｈ－１５ HF－１ ２２９ 礫 円礫 砂岩 ０．９５ 被熱
Ｈ－１５ HF－１ ２３０ ― ― ― ― 欠番
Ｈ－１５ HF－１ ２３１ 礫 円礫 砂岩 ０．３５
Ｈ－１５ HF－１ ２３２ 礫 円礫 砂岩 ０．９０
Ｈ－１５ HF－１ ２３３ 礫 円礫 砂岩 ０．３５
Ｈ－１５ HF－１ ２３４ 礫 円礫 安山岩 ３．００
Ｆ－３ ５ 礫 円礫 安山岩 ２０．５０ 被熱

縄文時代前期後半

Ｆ－３ ７ 礫 円礫 砂岩 ９．７０ 被熱
Ｆ－３ １０・１１ １０礫・１１礫片 円礫 砂岩 ５．９０ 被熱
Ｆ－３ １２ 礫 円礫 安山岩 １３．００ 被熱
Ｆ－３ １４ 礫 円礫 安山岩 １５．５０ 被熱
Ｆ－３ １５ 礫 円礫 安山岩 ２．８０ 被熱
Ｆ－４ ６ 礫片 円礫 砂岩 ２．９５ 被熱

縄文時代前期後半

Ｆ－４ ９ 礫 円礫 安山岩 ３．８０ 被熱
Ｆ－４ １１ 礫片 円礫 砂岩 ３．５０ 被熱
Ｆ－４ １３・１４ １３礫・１４礫 円礫 凝灰岩 ２．６０ 被熱
Ｆ－４ １５ 礫 亜円礫 泥岩 ６．２０ 被熱
Ｆ－４ １６ 礫 亜円礫 砂岩 ９．９５ 被熱
Ｆ－４ １７ 礫 円礫 砂岩 ０．５５ 被熱
Ｆ－１８ ３ 台石片 円礫 砂岩 ３．２０ 被熱

縄文時代前期後半
Ｆ－１８ ５ 礫 円礫 砂岩 １８．００ 被熱
Ｆ－１８ ６ 礫 円礫 砂岩 １３．６０ 被熱
Ｆ－１８ １４ 礫 円礫 安山岩 １９．５０
Ｆ－１９ ４ 礫 円礫 礫岩 ２．１５ 被熱

縄文時代後期前葉

Ｆ－１９ ５ 礫 円礫 砂岩 ３．０５ 被熱
Ｆ－１９ ６ 礫 円礫 安山岩 ２．９５ 被熱
Ｆ－１９ ７ 礫 円礫 砂岩 ６．５５ 被熱
Ｆ－１９ ８ 礫 円礫 安山岩 ３．１０ 被熱
Ｆ－１９ ９ 礫 円礫 砂岩 ２．９０ 被熱
Ｆ－５９ １３ 礫 円礫 砂岩 ７．６０ 被熱

縄文時代後期前葉

Ｆ－５９ １４ 礫 円礫 安山岩 ８．９０ 被熱
Ｆ－５９ １５ 礫 円礫 砂岩 ２．７０ 被熱
Ｆ－５９ １６ 礫 円礫 安山岩 ６．３０ 被熱
Ｆ－５９ １７ 礫 円礫 砂岩 ６．１０ 被熱
Ｆ－５９ １８ 礫片 円礫 砂岩 ２．４０ 被熱
Ｆ－５９ １９ 礫 円礫 砂岩 ０．２５ 被熱
Ｆ－５９ ２０ 礫 円礫 砂岩 ５．５０ 被熱
Ｆ－５９ ２１ 礫 円礫 砂岩 ３．２０ 被熱
Ｆ－５９ ２２ 礫片 円礫 安山岩 ５．６５ 被熱
Ｆ－６０ １４ 礫 円礫 砂岩 ４．８０ 被熱

縄文時代後期前葉

Ｆ－６０ １５ 礫 円礫 砂岩 ２．２５ 被熱
Ｆ－６０ １７ 礫 円礫 砂岩 ２．８５ 被熱
Ｆ－６０ １８ 礫 円礫 砂岩 ２．１５ 被熱
Ｆ－６０ １９ 礫 円礫 安山岩 ２．２５ 被熱
Ｆ－６０ ２０ 礫 円礫 安山岩 ４．４０ 被熱
Ｆ－６０ ２１ 礫 円礫 砂岩 ４．００ 被熱
Ｆ－６０ ２２ 礫 円礫 砂岩 １．７０ 被熱
Ｆ－６０ ２３ 礫 円礫 砂岩 ２．５０ 被熱
Ｆ－６０ ２４ 礫 円礫 砂岩 ３．０５ 被熱
※重量：１５�未満は０．０５�単位、１５�以上は０．５�単位で計測

�章 遺構と遺物
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表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
１
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
９１
－
１

H
－
１

H
－
１

覆
土
上

２４
１
H
－
１

覆
土
上

５７
９

�
b
（
２０
．３
）
（
１０
．７
）
（
４３
．０
）

復
元

や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
条
痕

単
節
斜
行

縄
文
＋

ナ
デ

体
部
中
央

条
痕
文

ミ
ガ
キ
粗

―
上
げ
底

繊
維

海
綿
骨
針

円
筒
土
器

下
層
b
式

（
※
以
下

下
層
b
式
に

省
略
）

H
－
１

覆
土
上

２５
５
H
－
１

覆
土
中

１２
２

１
H
－
１

覆
土
上

２６
２

H
－
１

覆
土
上

５７
５８

H
－
１

覆
土
中

１２
２

４１

図
�
－
９１
－
２

H
－
１

H
－
１

覆
土
上

１
１
１６
H

�
層

６

�
a
（
１７
．８
）
（
９
．２
）
（
８
．８
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１

覆
土
上

２
１
１６
H

�
層

１３
H
－
１

覆
土
上

３
１
１７
H

�
層

１
１６
H

�
層

７
未
注
記

２
１６
H

�
層

３

図
�
－
９１
－
３
a

H
－
１

H
－
１

覆
土
上

５３
１
H
－
１

覆
土
上

２６
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
複
節
斜
行

縄
文
後

ナ
デ

ミ
ガ
キ

（
条
痕
有
）

―
―

繊
維
多

Φ
２
�
前
後

円
礫
１
～
２
％

下
層
b
式

H
－
１

覆
土
上

５７
４
H
－
１

覆
土
上

４０
１

H
－
１

覆
土
中

１２
２

１
H
－
１

覆
土
上

４１
１

H
－
１

覆
土
上

５３
７

図
�
－
９１
－
３
b

H
－
１

H
－
１

覆
土
上

５３
３
H
－
１

覆
土
上

５７
２

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
複
節
斜
行

縄
文

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
多

Φ
２
�
前
後

円
礫
１
～
２
％

H
－
１

覆
土
上

５７
４
H
－
１

覆
土
中

１２
４

１
覆
土
上

１６
９

１

図
�
－
９２
－
１

H
－
２

H
－
２

床
４２

９
H
－
２

覆
土
中

７３
－
１

４

�
b
（
１５
．５
）
（
９
．８
）

１７
．３

復
元

や
や
外
反

無
－

有
結
束
第
１
種

羽
状
縄
文

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

縄
文 ＋ ナ
デ

上
げ
底

繊
維
多

海
綿
骨
針
含

礫
無

下
層
b
式

H
－
２

床
３１

５
H
－
２

覆
土
下

８４
－
１

１
H
－
２
H
P－
５
覆
土

４５
－
１

３
H
－
２
H
P
－
５

覆
土

４５
－
１

１
H
－
２

覆
土

８４
－
１

３

図
�
－
９２
－
２

H
－
２

H
－
２

覆
土
下

１３
６６

H
－
２

覆
土
下

１３
３８

�
a
（
３１
．４
）

―
（
３６
．７
５
）

復
元

（
底
部
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
２

覆
土
上

６６
－
２

５
H
－
２

覆
土

６６
－
２

２
H
－
２

覆
土
下

９２
－
２

１
H
－
２

覆
土

６３
－
２

１
H
－
２

未
注
記

２
H
－
２

覆
土
下

８２
－
２

１
H
－
２

未
注
記

１
１
未
注
記

（
覆
土
下
）

１３
１８

図
�
－
９３
－
３
a

H
－
２

２２
L

�
２
H
－
２

覆
土
中

７３
－
１

１

�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
―

有
不
整

綾
絡
文

附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維

海
綿
骨
針

礫
無

下
層
b
式

２２
L

�
５

２２
M

�
４

図
�
－
９３
－
３
b

H
－
２

H
－
２

覆
土

６６
－
１

４
―

―
―

体
部

―
無

―
有

不
整

綾
絡
文

附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

礫
無

図
�
－
９３
－
４

H
－
２

H
－
２

覆
土
下

９２
－
１

２
�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
－

有
単
軸
絡
条

体
第
１
類

撚
糸
文
の
縦
行

繊
維
に

よ
る
剥
落

―
―

繊
維
多

海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９３
－
５

H
－
２

H
－
２

覆
土
上

１１
４

１
�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡

に
沈
線

附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
多
海
綿
骨
針

Φ
２
�
円
礫
１
％

下
層
b
式

H
－
２

覆
土
中

１１
７

１

図
�
－
９３
－
６

H
－
２

H
－
２
H
P－
５
覆
土

４５
－
１

２
�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
―

有
結
束
第
１
種

羽
状
縄
文

―
繊
維
に
よ
る
剥

落
―

―
繊
維
多
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９３
－
７

H
－
２

H
－
２

床
３５

３
H
－
２

覆
土
中

７３
－
１

１１

�
b

―
―

―

口
縁 ～

体
部

直
立

無
―

有
（
狭
い
無

文
帯
有
）

無
文

自
縄
自
巻

縄
文

滑
沢
な

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維

海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

H
－
２

覆
土
上

９６
－
１

２
H
－
２

覆
土
中

９１
－
１

１
H
－
２

覆
土
下

８４
－
１

１
H
－
２

覆
土

６６
－
１

７
H
－
２

床
１１

１
図
�
－
９３
－
８
a

H
－
２

２６
Q

�
３
１７
Z

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

―
有

―

櫛
状
条
痕

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
多

海
綿
骨
針

Φ
１
�
礫
微
量

下
層
d
２
式

図
�
－
９３
－
８
b

２６
P

�
４
２５
O

�
１

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
―

―
―

２５
O

�
１
２６
P

�
５

図
�
－
９３
－
８
c

H
－
２

覆
土

６６
－
１

１
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
９３
－
９
a

H
－
２

H
－
２

覆
土

６６
－
２

２
H
－
２

覆
土

６６
－
２

３３

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


層

図
�
－
９３
－
９
b

H
－
２

覆
土

６６
－
２

３
H
－
２

覆
土

６３
－
２

１

―
―

―
底
部

H
－
２

覆
土
下

１３
２
H
－
２

覆
土

６９
－
２

２
H
－
１１

覆
土
１

１
－
１

２
H
－
１１

覆
土
２

４３
１

H
－
２

覆
土
下

１３
１

図
�
－
９５
－
１

H
－
３

H
－
３

覆
土
中

８９
－
１

５
H
－
３

覆
土
中

８９
－
１

２

�
a
（
１４
．４
）
（
６
．５
）

１３
．８

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

H
－
８

覆
土
上

２６
８
－
２

１
H
－
８

覆
土
上

２８
０
－
２

２
H
－
８

覆
土
上

２８
０
－
２

３
H
－
８

覆
土
中

２８
３
－
２

１
H
－
８

覆
土
上

２８
５
－
２

１
図
�
－
９５
－
２
a

H
－
３

２０
L

�
３
１１
u

�
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―

―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
９５
－
２
b

H
－
３

覆
土
中

１４
７
－
２

１
１８
I

�
１

―
―

―
口
縁
突
起
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
１８
I

�
１
２０
L

�
１０

図
�
－
９５
－
２
c

２０
L

�
３
２０
L

�
６

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
２１
L

�
１

２５
L

�
１

�章 遺構と遺物

３０１



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
２
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
９５
－
３

H
－
３

H
－
３

覆
土
下

１２
１
－
１

１
�
b

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
綾
絡
文

―
―

―
砂
を
含
む

東
釧
路
�
式

図
�
－
９５
－
４

H
－
３

H
－
３

覆
土
中

１４
７
－
１

１
�
b

―
―

―
頸
部

―
有

刺
突
文

―
―

―
―

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９５
－
５

H
－
３

H
－
３

覆
土
上

１１
５

１
�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

―
―

―
単
軸
絡
条

体
第
１
類

―
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９５
－
６

H
－
３

H
－
３

床
３８

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ナ
デ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９５
－
７

H
－
３

H
－
３

床
５１

１
H
－
３

床
５１

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９５
－
８

H
－
３

H
－
３

床
１５

１
�
b

―
―

―
頸
部

―
―

―
有

沈
線

撚
糸
文
の
縦
行

繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９６
－
１

H
－
４

H
－
４

覆
土
下

１０
１

�
b

―
―

―
口
縁 ～

体
部

直
立

無
―

無
―

複
節
縄
文

ナ
デ

繊
維
に
よ
る

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
４

覆
土
上

５２
－
１

２
H
－
４

覆
土
上

４９
－
１

１

図
�
－
９６
－
２

H
－
４

H
－
４

焼
土

５６
４
H
－
４

焼
土

５６
３

�
b

―
―

―
口
縁
～

体
部

直
立

無
―

無
―

複
節
縄
文

ナ
デ
繊
維

に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９６
－
３

H
－
４

H
－
４

覆
土
上

４２
－
１

３
�
b

―
―

―
口
縁
～

体
部

や
や
外
反

有
刺
突
文

有
不
整
綾
絡
文

に
沈
線

複
節
縄
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
９６
－
４

H
－
４

H
－
４

覆
土
中

６４
２
H
－
４

覆
土
中

５２
－
１

１

�
b

―
―

―

口
縁 ～

体
部

や
や
外
反

有
縄
に
よ
る

刺
突
文

有
不
整
綾
絡
文

に
沈
線

上
半
複
節
縄

文
に
沈
線

下
半
撚
糸
文

に
沈
線

ナ
デ
調
整

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１４
M

�
１１

H
－
４

覆
土
中

６４
３

１４
M

�
４

１４
N

�
１

１４
N

�
３

１４
U

�
１

図
�
－
９６
－
５

H
－
４

H
－
４

覆
土
上

１
２２

H
－
４

覆
土
上

１
６

�
b

―
―

―

口
縁 ～

体
部
下
半

や
や
外
反

小
波
状
？

無
―

有

単
軸
絡
条

体
第
１
類

の
横
行

沈
線

単
軸
絡
条

体
第
１
類

＋
不
整
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

少
量

下
層
b
式

H
－
４

覆
土
上

４
－
１

１
H
－
４

覆
土

２４
１

H
－
４

覆
土
上

２５
１

H
－
４

覆
土
上

４２
－
１

５
H
－
４

覆
土
上

４７
－
１

１
H
－
４

覆
土
上

４９
－
１

１

図
�
－
９７
－
１

H
－
５

H
－
５

覆
土
２

５４
５
H
－
５

覆
土
２

５
１

�
a

（
９
．９
）
（
―
）
（
９
．０
）

復
元

（
体
部
欠
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
５

覆
土
２

３４
３
H
－
５

覆
土
２

３４
１

H
－
５

床
５８
－
２

３
H
－
１１

覆
土
１

５４
１

図
�
－
９７
－
２

H
－
５

H
－
６

覆
土
３
上

３７
２

２９
H
－
６

覆
土
３
上

３７
２

１
�
a

２８
．８
（
９
．３
）

４４
．１

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６
H
P－
４
覆
土
１

５５
８

３
未
注
記

１１
H
－
５

床
６７

２

図
�
－
９８
－
３

H
－
５

H
－
５

床
６０

６
H
－
５

床
６１

４

�
a

―
―

―

口
縁

（
突
起
）

～
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
２

１７
１

１
H
－
６

覆
土
１

９５
１

H
－
６

覆
土
２

１７
７

２
H
－
１０

覆
土
１

８
１

H
－
６

覆
土
２

１７
８

１
H
－
１０

覆
土
１

９
２

H
－
６

覆
土
２

１７
９

１
H
－
１０

覆
土
１

６６
１

H
－
６

覆
土
３
上

２６
７

１
H
－
１０

覆
土
１

１１
４

１
１２
T

�
１
H
－
１０

覆
土
１

１３
６

３
１１
V

�
９
H
－
１０

覆
土
１

３１
８

１
H
－
１５

覆
土
２
上

１９
６
－
１

１
H
－
１５

床
２２
３

１
１１
V

�
１

１１
Y

�
１

１１
Z

�
１

図
�
－
９８
－
４

H
－
５

H
－
５

覆
土
２

２７
１
９
Z

�
１

�
a

―
―

―

口
縁

（
突
起
）

～

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
５

覆
土
２

２３
１３

H
－
５

覆
土
２

２８
１

H
－
５

覆
土
２

３９
１

H
－
５

覆
土
２

２１
１

H
－
５

覆
土
２

４１
１

図
�
－
９８
－
５

H
－
５

H
－
５

焼
土

７８
１

�
a

―
―

―
口
縁（
突
起
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
９９
－
１

H
－
６

H
－
６

床
３７
９

７４
H
－
６

床
３７
９

２８
�
a
（
２０
．５
）
（
８
．８
）

２８
．１

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

未
注
記

３７
９

３３

図
�
－
９９
－
２

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

３７
４

１８
H
－
６

覆
土
３
上

３７
４

１５
�
a

―
（
７
．２
）
（
２０
．８
）

胴
部 ～

底
部（
復
元
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
３
上

３７
５

２
H
－
６

覆
土
３
上

３７
６

２
図
�
－
９９
－
３

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

２２
１
－
１

１０
０
H
－
６

覆
土
３
上

２２
１
－
１

１１
５

�
a
（
２９
．０
）

―
（
４３
．２
５
）

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１０
０
－
４

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

３７
８

９
H
－
６
H
P
－
４

覆
土
１

５５
８

３
�
a

２４
．２

８
．９

２８
．４

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６
H
P－
４
覆
土
１

５５
８

２３
（
未
注
記
）

４．表

３０２



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
３
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１０
１
－
５

H
－
６

H
－
６

覆
土
１

１２
１

１
H
－
６

覆
土
２

１８
５

１

�
a
（
２６
．８
）
（
―
）
（
３１
．５
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
３
上

２２
３

４４
H
－
６

覆
土
３
上

２２
３

５２

H
－
６

覆
土
３
上

２７
１

７
未
注
記

覆
土
３
上

２２
３

１７

H
－
６

覆
土
３
上

２２
４

１

H
－
６

覆
土
３
上

２７
１

１５

未
注
記

覆
土
３
上

２７
１

１６

H
－
６

覆
土
３
上

３６
８

１

１１
W

２

１１
V

５

１１
Z

１

１２
V

２

１２
W

１

図
�
－
１０
１
－
６

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

２２
５

２７
�
a
（
１２
．６
）

６
．２

１５
．３

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１０
２
－
７

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

２２
４

１９
１１
V

�
３

�
a

（
―
）

１０
．５
（
２０
．４
）

復
元

（
胴
部
～

底
部
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
１

１０
６

１

１１
V

�
４

１２
V

�
３

図
�
－
１０
２
－
８

H
－
６

H
－
６

覆
土
１

６２
２

�
a

１８
．５
（
７
．５
）

２２
．９

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
２

１４
３

１

H
－
６

覆
土
２

１４
７

１

H
－
６

覆
土
２

１４
８

５

H
－
６

覆
土
２

１５
０

１

１２
V

�
２０

図
�
－
１０
２
－
９

H
－
６

H
－
６

覆
土
１

９９
１
H
－
６

覆
土
１

１０
５

１

�
a
（
１６
．２
）

５
．９
（
１８
．５
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
１

１０
５

１
H
－
６

覆
土
３
上

２２
６

２

H
－
６

覆
土
２

２０
８

２
F
－
５０

�
６

１

H
－
６

覆
土
３
上

２２
１
－
１

３
１２
V

�
１

H
－
６

覆
土
３
上

２２
４

２

H
－
６

覆
土
３
上

２２
５

１

H
－
６

覆
土
３
上

２２
６

２５

H
－
６

覆
土
３
上

２６
０

１

H
－
１５

覆
土
３
上

１２
１

１

F
－
５０

�
４

１

１１
V

�
１

１２
V

�
５

図
�
－
１０
２
－
１０

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

２２
２

２９
H
－
６

覆
土
３
層

２２
２

３
�
a

２１
．５

８
．６

２４
．１

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１０
２
－
１１

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

３７
１

３
�
a

２５
．８

９
．２

２７
．８

復
元

―
―

―
―

―
―

―
サ
イ
べ


式

図
�
－
１０
３
－
１２

H
－
６

H
－
６

覆
土
３

３４
７
H
－
６

床
３８
０

９

�
a
（
２７
．４
）

８
．９

４０
．２

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
２

１９
６

１
H
－
６

床
４５
８

１

H
－
６

床
３８
０

６６
H
－
６

床
４９
０

１

H
－
６

床
４８
４

９
H
－
６

床
５４
０

１

H
－
６

床
４９
０

２

図
�
－
１０
４
－
１３

H
－
６

H
－
６

覆
土
２

１９
２

１
H
－
６

床
３８
１

３

�
a

２４
．７

９
．６

３６
．０

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
２

１９
７

７
H
－
６

覆
土
２

１９
７

１

H
－
６

覆
土
２

１９
８

３
H
－
６

未
注
記

３８
１

８

H
－
６

床
３８
１

６８

H
－
６

床
４５
８

７

図
�
－
１０
５
－
１４
a

H
－
６

H
－
６

床
４７
３

１
H
－
６

床
４４
２

１

�
a

―
―

―

突
起
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１０
５
－
１４
b

H
－
６

床
４８
０

７
H
－
６

床
１７
３

１
口
縁

未
注
記

１

図
�
－
１０
５
－
１５

H
－
６

H
－
６

床
５０
８

１
�
a

―
―

―
突
起
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１０
５
－
１６
a

H
－
６

H
－
６

覆
土
３
上

２４
７

９
H
－
６

覆
土
３
上

２４
７

１０

�
a

―
―

―
突
起
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
３
上

２５
１

１４
H
－
６

覆
土
３
上

２５
１

２

H
－
６

覆
土
３
上

３０
６

２
H
－
６

覆
土
３
上

３４
１

１

H
－
６

覆
土
３
上

３４
７

４

図
�
－
１０
５
－
１６
b

H
－
６

覆
土
３
上

２５
１

１
口
縁

図
�
－
１０
５
－
１７

H
－
６

H
－
６
H
F－
６
覆
土
１

４１
６

１
�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
６

覆
土
３
上

３６
５

２

�章 遺構と遺物

３０３



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
４
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１０
５
－
１８

H
－
６

H
－
６

覆
土
１

４６
１１

H
－
３

覆
土
１

１４
１
－
２

２

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

H
－
６

覆
土
１

４７
３
H
－
６

覆
土
１

４７
４

１１
T

�
１
H
－
１５

覆
土
１

２３
２

１２
V

�
３
P
－
２８

覆
土
上

２１
１

P
－
２８

覆
土
上

２８
１

P
－
２８

覆
土
上

３４
－
１

１

１１
S

�
１１

１１
S

�
３

１１
T

�
１０

１２
V

�
１

１５
T

攪
乱

２

１７
M

�
１

図
�
－
１０
７
－
１

H
－
７

H
－
７

覆
土
１

６
１
H
－
７

覆
土
１

１
－
１

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
７

覆
土
１

７
１

図
�
－
１０
７
－
１

H
－
８

H
－
８

覆
土
下

２１
０

１
H
－
８
H
P
－
２

覆
土

２６
１

５

�
b
（
１９
．２
）
（
１０
．１
）

２０
．１

復
元

や
や
外
反

無
―

有
（
幅
狭
い
）

条
痕
文

単
節
斜
行

縄
文

ミ
ガ
キ

凹
凸
有

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
８
H
P－
２
覆
土

２６
１

１２
H
－
８
H
P
－
２

覆
土
下

２６
２

３

H
－
８
H
P－
２
覆
土
下

２６
２

２３
H
－
８
H
P
－
２

覆
土

３０
１

２

H
－
８
H
P－
２
覆
土

３０
１

９
未
注
記

６

図
�
－
１０
７
－
２
a

H
－
８

H
－
８

覆
土
下

２５
６

１

�
b

―
―

―

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

東
釧
路
�
式

図
�
－
１０
７
－
２
b

H
－
８

覆
土
下

２６
５

１
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１０
７
－
２
c

�
�

１
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１０
７
－
３

H
－
８

H
－
８

覆
土
中

２２
８

２
�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
単
節
斜
行

縄
文

―
ミ
ガ
キ
？

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

少
下
層
b
式

H
－
８

覆
土
中

２３
２

２

図
�
－
１０
７
－
４
a

H
－
８

H
－
８

覆
土

１９
６

３
�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

―
―

―
単
節
斜
行
縄
文

―
繊
維
に
よ

る
剥
落

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１０
７
－
４
b

H
－
８

覆
土

１９
６

３
―

―
―

―
―

―
―

―
―

単
節
斜
行
縄
文

―
繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１０
７
－
５

H
－
８

H
－
８

覆
土
中

２９
２
－
１

２
�
b

―
―

―
口
縁

外
反

―
―

有
不
整
綾
絡
文

―
繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１０
７
－
６

H
－
８

H
－
８
H
P－
３
覆
土

２６
４

２
�
b

―
―

―
頸
部

―
有（
低
）

刺
突
文

有
―

不
整
綾
絡
文

繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１０
７
－
７

H
－
８

H
－
８

覆
土

１５
６

１
�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
指
頭
に
よ

る
刺
突
文

有
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
８

覆
土
中

２２
３

１

図
�
－
１０
７
－
８

H
－
８

H
－
８

覆
土
上

２８
０
－
１

３
�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

有
指
頭
に
よ

る
刺
突
文

有
不
整
綾
絡
縄

文
地
に
沈
線

―
繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１０
７
－
９

H
－
８

H
－
８

覆
土
中

２３
２

４
H
－
８

覆
土

１５
６

１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

条
痕
に
よ
る

内
面
調
整

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
８

覆
土
中

２４
６

１
H
－
８

覆
土
中

２８
３
－
１

１

H
－
８

覆
土
中

２９
２
－
１

１

図
�
－
１０
７
－
１０

H
－
８

H
－
８

覆
土
下

２３
７

３
H
－
８

覆
土
下

２３
７

１
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
？

縄
文

―
繊
維

下
層
b
式

図
�
－
１０
７
－
１１

H
－
８

H
－
８

覆
土
上

２６
８
－
１

３
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
縄
文
＋
ナ
デ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１０
７
－
１２
a

H
－
８

１８
L

�
３
H
－
８

覆
土
上

１６
８
－
１

１

�
b

―
―

―
口
縁 ～

体
部

直
立

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類

原
体
の
押
圧

不
整

綾
絡
文

撚
糸
文
の
縦
行

繊
維
に
よ
る

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

微
量

下
層
b
式

１９
L

�
２
１８
L

�
１

１９
M

�
１
１８
L

�
４

１９
L

�
１

図
�
－
１０
７
－
１２
b

H
－
８

覆
土
中

２５
０

１
２

―
―

―
頸
部

―
無

―

有
単
軸

絡
条
体
第

１
類
原
体

の
押
圧

不
整

綾
絡
文

撚
糸
文
の
縦
行

ナ
デ
？

―
―

〃

図
�
－
１０
７
－
１３

H
－
８

H
－
８

覆
土
上

２８
６
H
－
８

覆
土
上

２８
１

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

外
反

―
―

有
縄
の
圧
痕

複
節
縄
文

繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
微
量

下
層
b２
～
c
式
？

図
�
－
１０
８
－
１

H
－
９

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

１８
５
H
－
９
H
P
－
１

覆
土
１

１２
１

�
b

―
―

―

口
縁 ～

体
部

や
や
外
反

有
（
低
）

無
有

単
軸
絡
条
体

第
１
類

施
文
後
に

沈
線

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

（
滑
沢
）

―
―

Φ
１
～
５
�

円
～
角
礫

３
～
５
％

繊
維

下
層
b
式

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

１９
１
H
－
９
H
P
－
１

覆
土
１

１７
１

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

１７
１
H
－
９
H
P
－
１

覆
土
１

２３
４

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

１５
１
H
－
９
H
P
－
１

覆
土
１

２４
１

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

１６
１
H
－
９

床
１０

１

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

１４
１
H
－
９

床
３

２

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

２１
１
H
－
９

床
２
－
１

１

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

２０
１

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

２３
３

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

２４
４

H
－
９
H
P－
１
覆
土
１

２６
１

図
�
－
１０
８
－
２

H
－
９

H
－
９

床
５

１
�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

４．表

３０４



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
５
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１０
９
－
１

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
２

５０
０

２
H
－
１０

覆
土
２
上

３９
３

１

�
a
（
２３
．１
）
（
１１
．０
）
（
２５
．７
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
２

２０
１

４
H
－
１０

覆
土
２

５３
７

３

H
－
１０

覆
土
２
上

３９
７

４
H
－
１０

覆
土
２

５４
７

１

H
－
１０

覆
土
２

４９
８

１
未
注
記

覆
土
２

５４
１

１

H
－
１０

覆
土
２

４９
９

１
H
－
１０

覆
土
２

５０
０

８

H
－
１０

覆
土
２

５３
４

３
H
－
１０

覆
土
２

４９
８

２

H
－
１０

覆
土
２

５３
７

１
H
－
１０

床
６１
５

１

H
－
１０

床
６０
９

１

H
－
１０

床
６１
１

１

H
－
１０

床
６１
２

１

H
－
１０

床
６１
３

２

H
－
１０

床
６１
４

１

H
－
１０

床
６１
５

１

H
－
１０

床
６２
９

１

H
－
１０

床
６３
０

１

H
－
１０

床
６３
８

１

図
�
－
１０
９
－
２

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

４３
１
H
－
１０

覆
土
１

６６
１

�
a
（
３１
．０
）
（
―
）
（
４１
．７
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
１

６４
１
H
－
１０

覆
土
２
上

４１
１

１

H
－
１０

覆
土
１

６５
７
H
－
１０

覆
土
２
上

４２
７

１

H
－
１０

覆
土
１

６６
１
H
－
１０

覆
土
２

５２
５

１

H
－
１０

覆
土
２
上

４０
８

２
H
－
１０

覆
土
２

５６
５
－
１

４

H
－
１０

覆
土
２
上

４１
１

６
H
－
１０

覆
土
２

５６
２

１

H
－
１０

覆
土
２
上

４４
１

１
１４
a

�
３

H
－
１０

覆
土
２
上

４４
２

１
１４
b

�
１

H
－
１０

覆
土
２
上

４４
３

４
１４
Z

�
３

H
－
１０

覆
土
２
上

４４
４

３

H
－
１０

覆
土
２

５２
３

１

H
－
１０

覆
土
２

５２
４

１

H
－
１０

覆
土
２

５２
５

１

H
－
１０

覆
土
２

５６
５

１

H
－
１０

覆
土
２

５６
５
－
１

１２

H
－
１５

覆
土
１

４３
１

H
－
１５

覆
土
２
上

１９
８

２

H
－
１５

覆
土
２

２１
６

１

１４
a

�
１

図
�
－
１１
０
－
３

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

４７
３
H
－
１０

覆
土
１

９９
１

�
a
（
２６
．７
）

―
（
３３
．２
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
１

４８
３
H
－
１０

覆
土
１

１０
８

１

H
－
１０

覆
土
１

８６
－
１

４
H
－
１５

覆
土
２
上

１３
５

２

H
－
１０

覆
土
１

９９
１４

H
－
１５

覆
土
２
上

１９
６
－
１

１

H
－
１０

覆
土
１

１０
６

１
H
－
１５

覆
土
２
上

１９
９

１

H
－
１０

覆
土
１

１０
７

２

H
－
１０

覆
土
１

１０
８

２

H
－
１０

覆
土
１

１３
２

１

H
－
１０

覆
土
１

１３
３

１

H
－
１０

覆
土
１

１３
４

３

H
－
１０

覆
土
１

１３
５

２

H
－
１０

覆
土
１

１３
６

２

H
－
１０

覆
土
１

１３
９

２

H
－
１０

覆
土
１

１４
１

１

H
－
１０

覆
土
２
上

４２
５

１

H
－
１５

覆
土
１

３２
１

H
－
１５

覆
土
２
上

１３
５

１０

H
－
１５

覆
土
２
上

１４
７

１

H
－
１５

覆
土
２
上

１９
９

９

�章 遺構と遺物

３０５



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
６
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１１
１
－
４

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

１４
４

８
H
－
１０

覆
土
１

１４
４

４

�
a
（
２０
．７
）
（
―
）
（
２１
．８
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
１

１４
５

１
H
－
１０

覆
土
１

１６
２

１
H
－
１０

覆
土
１

１５
４

１
H
－
１０

覆
土
１

２４
２

１
H
－
１０

覆
土
１

１５
５

１
H
－
１０

覆
土
１

２５
９

１
H
－
１０

覆
土
１

２１
０

１
未
注
記

１
H
－
１０

覆
土
１

２１
９

１
H
－
１０

覆
土
１

２２
７

１
H
－
１０

覆
土
１

２２
８

１
H
－
１０

覆
土
１

２３
１

１
H
－
１０

覆
土
１

２５
７

１
H
－
１０

覆
土
１

２６
０

２
H
－
１０

覆
土
１

２６
１

１
H
－
１０

覆
土
１

２６
２

１
H
－
１０

覆
土
１

２６
４

２
H
－
１０

覆
土
１

２７
２

１
H
－
１０

覆
土
１

２８
７

１
H
－
１０

覆
土
１

３０
６

１
H
－
１５

覆
土
１

４４
１

１２
u

�
１

図
�
－
１１
１
－
５

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
２
上

３８
２

８
H
－
１０

覆
土
２

５５
５

３

�
a
（
１５
．４
）

６
．５

２０
．０

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
２
上

３８
４

１
未
注
記

１
H
－
１０

覆
土
２
上

３８
５

１
H
－
１０

覆
土
２
上

３８
７

１
H
－
１０

覆
土
２
上

３９
１

３
H
－
１０

覆
土
２

５５
５

１０
H
－
１０

床
６５
５

４
H
－
１０

床
６５
６

５

図
�
－
１１
２
－
６

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
２
上

３３
９

４４
H
－
１０

覆
土
１

９９
１

�
a
（
３１
．１
）
（
１１
．４
）

５１
．１

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
２
上

３４
０

１
H
－
１０

覆
土
１

１０
８

１
H
－
１０

覆
土
２
上

４５
１

１
H
－
１０

覆
土
１

１３
６

１
H
－
１０

覆
土
２

５４
７

２
H
－
１０

覆
土
２
上

３３
９

１８
H
－
１０

床
６０
０
－
１

１
１３
b

�
７

H
－
１０

床
６１
０

１
１３
b

�
２

H
－
１０

床
６２
０

２
１３
b

�
３６

１３
b

�
４

図
�
－
１１
３
－
７

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

６７
－
１

３２
H
－
１０

覆
土
１

６７
－
１

２
�
a
（
１６
．３
）
（
８
．５
）

２１
．５

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１１
３
－
８

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

８
１４

H
－
１０

覆
土
１

８
１

�
a
（
２８
．７
）
（
―
）
（
４１
．７
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
１

９
１０

H
－
１０

覆
土
２
上

９
２

H
－
１０

覆
土
１

１０
１
H
－
１０

覆
土
上

３４
０

１
H
－
１０

覆
土
２
上

３４
０

１０
H
－
１５

覆
土
上

１３
９

２
H
－
１０

覆
土
２
上

３５
５

１
H
－
１５

覆
土
２
上

１５
７

３
H
－
１０

覆
土
２
上

３６
０

１
H
－
１５

覆
土
２
上

１９
６
－
１

４
H
－
１０

覆
土
２
上

４５
５

３
H
－
１０

覆
土
２

５５
２

３
H
－
１５

覆
土
２
上

１５
７

８
H
－
１５

覆
土
２
上

１５
９

１
H
－
１５

覆
土
２
上

１９
６
－
１

４６
H
－
１５

床
２２
２

１
図
�
－
１１
３
－
９

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

１
１１

�
a
（
１１
．９
）

６
．０

１１
．７

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１１
４
－
１０

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

６４
６
H
－
１０

覆
土
１

６４
１

�
a
（
２４
．４
）

８
．５

１６
．１

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

覆
土
１

６５
１
H
－
１０

覆
土
１

６５
１

H
－
１０

覆
土
１

６６
５
H
－
１０

覆
土
１

６６
１

H
－
１０

覆
土
１

７７
１
１４
a

�
４

H
－
１０

覆
土
２
上

１２
６

１
H
－
１５

覆
土
２
上

１２
７

２
１４
a

�
１５

１４
b

�
２

図
�
－
１１
４
－
１１

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
２

５６
９

１２
H
－
１０

覆
土
２

５６
９

１
�
a
（
１２
．０
）

５
．３
（
１３
．７
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

床
６０
０
－
１

１
図
�
－
１１
４
－
１２

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
２

５７
０

２３
H
－
１０

覆
土
２

５７
０

１
�
a

１５
．０

６
．４

１６
．６

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１１
５
－
１３

H
－
１０

H
－
１０

床
６３
４

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１１
５
－
１４

H
－
１０

H
－
１０

床
６４
３

１
�
a

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

４．表

３０６



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
７
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１１
５
－
１５
a

H
－
１０

H
－
１０

覆
土
１

２
９

H
－
１０

床
５７
４

１

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１０

床
５８
３

１
H
－
１０

覆
土
１

２
１

図
�
－
１１
５
－
１５
b

H
－
１０

覆
土
１

２
１１

H
－
１０

覆
土
１

４
１

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１１
６
－
１

H
－
１１

H
－
１１

覆
土
１

５１
－
１

５９
H
－
１１

覆
土
１

５１
－
１

５

�
a

２４
．３
（
７
．１
）
（
３６
．８
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１１

覆
土
１

３４
７
未
注
記

覆
土
１

５１
－
１

１４

H
－
１１

覆
土
１

３４
５

未
注
記

覆
土
１

３４
３

図
�
－
１１
７
－
２

H
－
１１

遺
物
集
中
３

�
５
－
１

２７
遺
物
集
中
３

�
５
－
１

１１

�
a
（
３１
．２
）

―
（
４１
．７
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１１

覆
土
１

９
１
H
－
１１

覆
土
１

１０
２

H
－
１１

覆
土
１

１０
７
H
－
１１

覆
土
１

３３
２

H
－
１１

覆
土
１

１１
１
H
－
１１

覆
土
１

５４
３

H
－
１１

覆
土
１

１７
６
１６
Z

�
１６

H
－
１１

覆
土
１

３３
３
未
注
記

３

H
－
１１

覆
土
１

５０
２２

H
－
１１

覆
土
１

５４
９

H
－
１１

覆
土
１

１２
１

１６
Z

�
１１

図
�
－
１１
８
－
３

H
－
１１

H
－
１１

床
７４

４９
H
－
１１

床
７４

３
�
a

１４
．７

６
．５

１９
．３

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１１

床
未
注
記

８
H
－
１１

床
未
注
記

７

図
�
－
１１
８
－
４

H
－
１１

遺
物
集
中
３

�
１

４２
遺
物
集
中
３

�
１

２４

�
a
（
２５
．３
）

―
（
３３
．５
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１１

床
７０

２
未
注
記

１

１６
Z

�
３

未
注
記

１

図
�
－
１１
８
－
５

H
－
１１

H
－
１１

覆
土
１

８
７
H
－
１１

覆
土
１

８
４

�
a

９
．３
（
４
．４
）

８
．８

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

遺
物
集
中
３

�
５
－
１

７
遺
物
集
中
３

�
５
－
１

１

図
�
－
１１
８
－
６

H
－
１１

H
－１
１
H
P－
１２
覆
土
２

７５
３８

H
－
１１

H
P
－
１２

覆
土
２

７５
１４

�
a
（
１２
．７
）

６
．３
（
１３
．６
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

未
注
記

２
未
注
記

２９

図
�
－
１１
９
－
７

H
－
１１

H
－１
１
H
P－
１２
坑
底

８２
１４

H
－
１１

H
P
－
１２

抗
底

８２
２８

�
a

（
―
）
（
７
．７
）
（
１１
．２
）

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１１
９
－
８

H
－
１１

H
－
１１

床
７２

４２
�
a
（
１０
．９
）

６
．０

１４
．５

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

未
注
記

床
７２

４

図
�
－
１１
９
－
９

H
－
１１

H
－１
１
H
P－
１２
覆
土
２

７５
２
H
－
１１

H
P
－
１２

抗
底

７８
２

�
a

１３
．３
（
６
．２
）

１６
．２

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－１
１
H
P－
１２
坑
底

７８
３６
１６
Z

�
２

H
－１
１
H
P－
１２
坑
底

８１
１

H
－１
１
H
P－
１２
坑
底

８２
３

図
�
－
１１
９
－
１０
a

H
－
１１

遺
物
集
中
３

�
１

１１
H
－
１１

覆
土
１

１
－
１

３

�
a

口
縁 ～

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－１
１
H
P－
１２
覆
土

９６
１２

H
－
１１

覆
土
１

４０
２

図
�
－
１１
９
－
１０
b

H
－１
１
H
P－
１２
覆
土

９６
１
H
－
１１

覆
土
１

４１
１

H
－１
１
H
P－
１２
覆
土

８６
２
H
１１

H
P
－
１２

覆
土

７６
１

H
－１
１
H
P－
１２
覆
土

９１
H
－
１１

H
P
－
１２

覆
土

８７
１

H
－
１１

H
P
－
１２

覆
土

９０
１

H
－
１１

H
P
－
１２

覆
土

９４
４

H
－
１１

H
P
－
１２

覆
土

９６
８

遺
物
集
中
３

�
１

１１

図
�
－
１１
９
－
１１

H
－
１１

H
－１
１
H
P－
１２
坑
底

７８
１

�
a

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１１
９
－
１２

H
－
１１

H
－
１１

覆
土
１

１
－
２

１
土
製
品

７
．９

０
．６

８
．１

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１２
１
－
１

H
－
１２

H
－
１２

覆
土
中

１８
８

２
�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針
微
量

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
２

H
－
１２

H
－
１２

覆
土

５７
１

�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

―
―

―
―

撚
糸
文
の
縦
行

繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
砂
礫
含

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
３

H
－
１２

H
－
１２

床
１３
７

１
�
b

―
―

―
頸
部

―
有

縄
線
？

有
―

撚
糸
文
の
縦
行

剥
落

―
―

繊
維

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
４

H
－
１２

H
－
１２

床
１０
８

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
５

H
－
１２

H
－
１２

覆
土

６４
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
６

H
－
１２

H
－
１２

床
１２
２

２
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
７

H
－
１２

H
－
１２

床
１６
０

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
８

H
－
１２

H
－
１２

床
１５
８

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
９

H
－
１２

H
－
１２

床
１５
８

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
１０

H
－
１２

H
－
１２

床
９１

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
５
類

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
１１

H
－
１２

H
－
１２

覆
土
上

１８
３
－
１

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
不
整
綾
絡
文

ナ
デ
？

―
―

繊
維
砂
礫
多

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
１２

H
－
１２

H
－
１２

床
１６
７

２
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
表
面
風
化

ナ
デ

縄
文（
風
化
）
上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
１３

H
－
１２

H
－
１２

床
８５

２
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ナ
デ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

�章 遺構と遺物

３０７



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
８
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１２
１
－
１４

H
－
１２

H
－１
２
H
P－
９
覆
土

１７
９

１
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
１５

H
－
１２

H
－
１２

床
８７

１
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
１
－
１６

H
－
１２

H
－
１２

覆
土
上

１８
３
－
１

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
式

図
�
－
１２
３
－
１
a

H
－
１３

H
－
１３

覆
土
上

１５
７

１

�
b

―
―

―

口
縁 ～

体
部

や
や
外
反

無
―

有
不
整

綾
絡
文

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
１３

覆
土
上

１６
２
－
１

１
２１
L

�
１

２１
L

�
３

２１
M

�
３

図
�
－
１２
３
－
１
b

２０
Y

�
４

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行
ミ
ガ
キ（
滑
沢
）

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１２
３
－
２

H
－
１３

H
－
１３

床
１１
９

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
３
－
３
a

H
－
１３

H
－
１３

覆
土
上

１６
２
－
１

２
H
－
１３

覆
土
上

７３
－
１

３

�
b

―
―

―
頸
部 ～

体
部

―
―

―
有

沈
線

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
３
－
３
b

H
－
１３

覆
土
上

７３
－
１

５
H
－
１３

覆
土
上

７８
－
１

１
―

―
―

―
―

―
有

沈
線

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

H
－
１３

覆
土
上

７８
－
１

１３
H
－
１３

覆
土
上

９２
２

H
－
１３

覆
土
上

１６
２
－
１

１１
H
－
１３

覆
土
上

１６
２
－
１

３

図
�
－
１２
４
－
１

H
－
１４

H
－
１４

床
３９
８

４６
H
－
１４

床
３９
８

２３
�
b

１４
．９
（
８
．７
）

２０
．５

復
元

強
く
外
反

無
―

有
複
節
縄
文

単
節
斜
行
縄
文

ミ
ガ
キ

凹
凸
有

ナ
デ
？

表
面
剥
離

上
げ
底
気
味

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

未
注
記

１６

図
�
－
１２
４
－
２

H
－
１４

H
－１
４
H
P－
１
覆
土

４０
４

１
H
－
１４

覆
土

３１
３

１
�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

―
―

―
無
文
地
に
間
隔
の

あ
る
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ

（
滑
沢
）

―
―

繊
維
砂
微
量

下
層
b
式

H
－
１４

床
３３
１

１
図
�
－
１２
４
－
３

H
－
１４

H
－
１４

床
３８
１

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

ミ
ガ
キ（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
４
－
４

H
－
１４

H
－
１４

覆
土

２６
６

１
�
b

―
―

―
口
縁
～

体
部

や
や
外
反

有
指
頭
に
よ

る
刺
突

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

ナ
デ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

H
－
１４

覆
土

２６
５

１

図
�
－
１２
４
－
５

H
－
１４

H
－１
４
H
P－
８
覆
土

４２
８

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文（
？
）

＋
ナ
デ

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

サ
イ
べ


式

図
�
－
１２
４
－
６

H
－
１４

H
－
１４

覆
土

１１
９

１
土
製
品

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

図
�
－
１２
６
－
１

H
－
１５

H
－
１５

覆
土
１

９７
１３

H
－
１５

覆
土
２

２１
３

１
�
a
（
１７
．６
）

―
１６
．５

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１５

覆
土
１

９８
７

図
�
－
１２
６
－
２

H
－
１５

H
－
１５

覆
土
１

９７
３
H
－
１５

覆
土
２

２１
３

５
�
a
（
１０
．９
）

５
．１

１１
．８

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１５

覆
土
２

２１
３

９

図
�
－
１２
７
－
１

H
－
１６

H
－
１６

覆
土
１

１８
１
H
－
１６

覆
土
１

２４
４

�
a

２８
．４

（
―
）
（
２９
．５
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１６

覆
土
１

１９
４
H
－
１６

覆
土
２

７８
２

H
－
１６

覆
土
１

２０
３
１２
Z

�
１

H
－
１６

覆
土
１

２３
２

H
－
１６

覆
土
１

２５
１

H
－
１６

覆
土
１

２６
３

H
－
１６

覆
土
１

２７
６

H
－
１６

覆
土
１

３３
２

H
－
１６

覆
土
１

７５
１

H
－
１６

覆
土
２

７９
１

H
－
１６

覆
土
２

８０
１

H
－
１６

床
１７
８

２
H
－
１６

床
１９
４

１
１２
Z

�
４２

図
�
－
１２
７
－
２

H
－
１６

H
－
１６

床
１５
２

１
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
複
節
？
ナ
デ

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１２
７
－
３
a

H
－
１６

H
－
１６

床
２４
０

１
未
注
記

１

�
a

―
―

―
突
起

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

未
注
記

１

図
�
－
１２
７
－
３
b

H
－
１６

床
２４
２

１０
口
縁

未
注
記

１

図
�
－
１２
７
－
４

H
－
１６

H
－
１６

床
１２
４

１
�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

H
－
１６

床
１２
７

１
図
�
－
１２
９
－
１

H
－
１７

H
－
１７

床
面

１９
９

�
a

１０
．５

４
．３

１０
．８

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１３
０
－
１

P
－
１１

P
－
１１

覆
土

１
３
P
－
１１

覆
土

１
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
５
類

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
０
－
１
a

P
－
１３

P
－
１３

覆
土
上

８
３
P
－
１３

覆
土
上

１５
２

�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

有
撚
糸
の
刻
み
？

有
不
整
綾
絡
文
斜
位

附
加
条
文
？

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
０
－
１
b

P
－
１３

覆
土
上

４
２
P
－
１３

覆
土
上

１６
１

―
―

―

体
部 ～

底
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維

海
綿
骨
針

Φ
２
�

円
礫
微
量

下
層
b
式

P
－
１３

覆
土
上

７
１
P
－
１３

覆
土
上

２１
１

P
－
１３

覆
土
上

１１
１
P
－
１３

覆
土
中

２５
１

P
－
１３

覆
土
上

１６
５
P
－
１３

覆
土
中

３９
２

P
－
１３

覆
土
中

２７
１
P
－
１３

覆
土
下

４１
２

P
－
１３

覆
土
中

３０
１

P
－
１３

覆
土
中

３９
４

P
－
１３

覆
土
下

４１
６

P
－
１３

覆
土
下

４２
６

P
－
１３

覆
土
下

４３
１

P
－
１３

覆
土
下

４５
４

P
－
１３

覆
土
上

４７
１

未
注
記

１

４．表

３０８



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
９
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１３
０
－
２

P
－
１３

P
－
１３

覆
土
上

６
３

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類
＋

不
整
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
類

図
�
－
１３
０
－
１
a

P
－
１７

P
－
１７

覆
土
１

１３
１
P
－
１７

覆
土
１

１
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

わ
ず
か
に

外
反

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類

刺
突
・
沈
線
撚
糸
文
の
縦
行

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

P
－
１７

覆
土
１

８
１
P
－
１７

覆
土
１

２
１

図
�
－
１３
０
－
１
b

P
－
１７

覆
土
１

２８
１
P
－
１７

覆
土
１

３
１

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維

海
綿
骨
針

P
－
１７

覆
土
２

２２
１
P
－
１７

覆
土
１

４
１

P
－
１７

覆
土
１

５
１

P
－
１７

覆
土
１

６
１

P
－
１７

覆
土
１

１０
１

P
－
１７

覆
土
１

１２
１

P
－
１７

覆
土
１

１４
１

P
－
１７

覆
土
１

１５
１

P
－
１７

覆
土
１

１６
１

P
－
１７

覆
土
１

１７
１

P
－
１７

覆
土
１

１８
１

P
－
１７

覆
土
１

１９
１

P
－
１７

覆
土
１

２８
１

P
－
１７

覆
土
１

２９
１

P
－
１７

覆
土
１

３０
１

P
－
１７

覆
土
１

３１
１

P
－
１７

覆
土
２

２１
１

P
－
１７

覆
土
２

２２
１

P
－
１７

覆
土
２

２３
１

P
－
１７

覆
土
２

２４
２

P
－
１７

覆
土
２

２６
１

未
注
記

１

図
�
－
１３
１
－
１

P
－
１４

P
－
１４

坑
底

１５
１
P
－
１４

坑
底

１８
１

�
b

（
―
）
（
９
．９
）
（
２１
．６
）

体
部 ～

底
部

―
―

―
―

―

単
軸
絡
条
体

第
１
類
＋

表
面
ナ
デ

繊
維
と

胎
土
砂
粒

に
よ
る

剥
落 ・

一
部
ミ
ガ
キ

観
察
さ
れ
る

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維 ・

砂
礫
を

多
く
含
む

ぜ
い
弱

下
層
b
式

P
－
１４

坑
底

１７
３
P
－
１４

坑
底

１９
４

P
－
１４

坑
底

１９
１
P
－
１４

坑
底

１９
１

P
－
１４

坑
底

２２
１１

P
－
１４

坑
底

２０
４

P
－
１４

坑
底

２３
２
P
－
１４

坑
底

２１
２

P
－
１４

坑
底

３０
１
P
－
１４

坑
底

２１
８

P
－
１４

坑
底

３１
２
P
－
１４

坑
底

２２
１

P
－
１４

坑
底

３３
１
P
－
１４

坑
底

２２
３５

P
－
１４

坑
底

３４
１
P
－
１４

坑
底

２３
２

P
－
１４

坑
底

２４
３

P
－
１４

坑
底

２４
６

P
－
１４

坑
底

２５
１

P
－
１４

坑
底

２６
１

P
－
１４

坑
底

２６
２

P
－
１４

坑
底

３０
１

P
－
１４

坑
底

３０
３

P
－
１４

坑
底

３１
２

P
－
１４

坑
底

３１
１３

P
－
１４

坑
底

３５
１

P
－
１４

坑
底

３５
６

図
�
－
１３
１
－
２

P
－
１４

P
－
１４

坑
底

１６
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
無
文
？

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
３
－
１

P
－
２０

P
－
２０

覆
土
３

９３
５
未
注
記

１
�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
単
節
斜
行
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維

下
層
b
式

図
�
－
１３
３
－
２

P
－
２０

P
－
２０

床
８５

１
�
b

―
―

―
頸
部

―
有

沈
線

有
沈
線

―
繊
維
に
よ
る
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
３
－
３

P
－
２０

P
－
２０

覆
土
１

１
－
１

１
P
－
２０

覆
土
１

１
－
１

７
�
a

―
―

―
突
起
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

P
－
２０

P
－
２０

１
－
１

未
注
記

８４

図
�
－
１３
３
－
４

P
－
２０

P
－
２０

覆
土
１

９
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

P
－
２０

覆
土
２

５１
－
１

２

図
�
－
１３
３
－
５

P
－
２０

P
－
２０

覆
土
２

２０
１

３
P
－
２０

覆
土
１

１
－
１

４１
�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１３
３
－
７

P
－
２０

P
－
２０

覆
土
３

２６
７

１
土
製
品

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１３
３
－
１

P
－
２３

P
－
２３

覆
土
下

７
２４

P
－
２３

覆
土
下

７
２

�
b

（
９
．９
）

６
．４

１３
．９

復
元

直
立

無
―

有
斜
行
す
る

附
加
条

縦
走
す
る

附
加
条

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

未
注
記

４

図
�
－
１３
４
－
１

P
－
２４

P
－
２４

坑
底

４
４０

P
－
２４

未
注
記

５
�
b

１０
．７

７
．９

２０
．２

復
元

や
や
外
反

有
刻
み
？

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
＋
沈
線
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
微
量

下
層
b
式

�章 遺構と遺物

３０９



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
１０
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１３
４
－
１
a

P
－
２８

P
－
２８

覆
土
１

５３
１
P
－
２８

覆
土
上

１１
１

�
a

―
―

―

口
縁 ～

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

�
行

１７
Q

�
１
P
－
２８

覆
土
上

１６
４

１７
M

�
１
P
－
２８

覆
土
上

２４
１

図
�
－
１３
４
－
２
b

P
－
２８

覆
土
上

１１
１
P
－
２８

覆
土
上

２７
１

P
－
２８

覆
土
上

３１
２
P
－
２８

覆
土
上

３０
１

図
�
－
１３
４
－
３
c

P
－
２８

覆
土
１

５０
１
P
－
２８

覆
土
上

３１
１

P
－
２８

覆
土
上

５８
２
P
－
２８

覆
土
上

３３
１

１７
M

�
１
P
－
２８

覆
土
１

４２
１

P
－
２８

覆
土
１

４９
１

P
－
２８

覆
土
１

５４
１

P
－
２８

覆
土
１

５５
１

P
－
２８

覆
土
上

５８
１

P
－
２９

覆
土
下

２９
１

１７
L

�
１

１７
M

�
２

図
�
－
１３
４
－
１

P
－
２９

P
－
２９

坑
底

８９
１
P
－
２９

覆
土
下

４６
１

�
a
（
１０
．１
）

―
（
９
．８
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

P
－
２９

覆
土
下

２２
２
P
－
２９

覆
土
下

７１
１

P
－
２９

覆
土
下

３８
２
未
注
記

１３
P
－
２９

覆
土
下

４２
７

P
－
２９

覆
土
下

４５
１

P
－
２９

覆
土
下

４７
３

P
－
２９

覆
土
下

６０
１

P
－
２９

覆
土
下

６２
２

P
－
２９

未
注
記

６
図
�
－
１３
４
－
２

P
－
２９

P
－
２９

坑
底

１０
５

１
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

繊
維
に
よ
る
剥
離

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
４
－
１

P
－
３３

P
－
３３

坑
底

１
２２

P
－
３３

坑
底

１
１０

�
b

１１
．４

６
．５

１７
．３

復
元

や
や
外
反

無
―

有
ナ
デ
調
整

体
部
上
半

羽
状

＋
ナ
デ

体
部
下
半

不
整
綾
絡
文

＋
ナ
デ

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

P
－
３３

坑
底

未
注
記

１４

図
�
－
１３
４
－
１

P
－
３７

P
－
３７

覆
土
２

７０
１
P
－
３７

覆
土
２

８６
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
不
整
綾
絡
文

単
軸
絡
条
体

第
１
類

繊
維
に
よ
る
剥
離

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
５
－
１

P
－
３８

P
－
３７

覆
土
２

８３
１
P
－
３８

覆
土
１

３５
－
１

４

�
a
（
２１
．２
）

９
．５
（
２７
．２
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

P
－
３７

覆
土
２

８６
４
P
－
３８

覆
土
１

５５
５

P
－
３７

覆
土
３

１０
８

１
P
－
３８

覆
土
１

６２
１

P
－
３７

覆
土
２

２０
３

１
未
注
記

３
P
－
３８

覆
土
１

７
１

P
－
３８

覆
土
１

２１
１

P
－
３８

覆
土
１

３５
－
１

１９
P
－
３８

覆
土
１

４４
６

P
－
３８

覆
土
１

４８
－
１

３
P
－
３８

覆
土
１

５３
１

P
－
３８

覆
土
１

５５
１４

P
－
３８

覆
土
１

６２
２

P
－
３８

覆
土
１

６３
４

未
注
記

１
図
�
－
１３
５
－
２

P
－
３８

P
－
３８

覆
土
１

１２
４
P
－
３８

覆
土
１

１２
３

�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

無
―

有
不
整
綾
絡

撚
り
戻
し
？

ナ
デ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
５
－
３

P
－
３８

P
－
３８

覆
土
２

３２
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
り
戻
し

ナ
デ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１３
５
－
４

P
－
３８

P
－
３８

床
８５

１
�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１３
５
－
１
a

P
－
３９

P
－
３９

攪
乱

１５
－
１

２
P
－
３９

攪
乱

１５
－
１

４４

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

P
－
３９

覆
土
１
上

１
４
P
－
３９

覆
土
１
上

１
７

P
－
３９

覆
土
１

１４
３
P
－
３９

覆
土

１１
１

図
�
－
１３
５
－
１
b

P
－
３９

攪
乱

１５
－
１

５
未
注
記

５
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１３
５
－
２

P
－
３９

P
－
３９

覆
土
１

３
－
２

１２
P
－
３９

覆
土
１

３
－
２

１
�
a

―
―

―
胴
部
～

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

P
－
３９

覆
土
１

２
１
未
注
記

４

図
�
－
１３
５
－
１

T
P
－
２

T
P
－
２

覆
土

１
２０

�
（
６
．７
）
（
―
）
（
５
．８
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

未
注
記

覆
土

１
１

図
�
－
１３
６
－
１

F
－
１

F
－
１

焼
土
中

１
－
２

２
F
－
１

焼
土
中

１
－
２

１
�

―
―

―
頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１３
６
－
１

F
－
９

F
－
９

�
６

６１
F
－
９

�
６

３２
�
a
（
３３
．６
）
（
１３
．０
）
（
４４
．１
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

１０
X

�
４
１０
X

�
５

図
�
－
１３
６
－
１

F
－
３４

F
－
３４

�
２
－
１

３
F
－
３４

�
２
－
１

７
�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

P
－
３９

覆
土
１

３
－
２

３
未
注
記

１

４．表

３１０



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
１１
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１３
８
－
１

F
－
６０

F
－
６０

�
８

１
�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１３
８
－
２

F
－
６０

F
－
６０

�
３

１
１４
K

�
７

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

１４
K

�
１

図
�
－
１４
０
－
１

F
C
－
３

F
C
－
３

１０
－
１

１
�

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１４
０
－
１

F
C
－
８

F
C
－
８

�
２

３
F
C
－
８

�
１

３
�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
爪
に

よ
る
刺
突

有
複
節
縄
文

複
節
縄
文

ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１４
０
－
２

F
C
－
８

�
２

４
F
C
－
８

�
２

５１
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

ナ
デ

縄
文

上
げ
底

F
C
－
８

�
１

１
未
注
記

１７

図
�
－
１４
０
－
１

F
C
－
９

F
C
－
９

�
１４

２９
F
C
－
９

�
１４

１９
�
b

―
―

―
体
部
下
半

底
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１４
１
－
１

埋
設
土
器
１
埋
設
土
器
１

�
下
位

１
－
１

５４
埋
設
土
器
１

�
下
位

１
－
１

１１
３

�
b

（
―
）
（
１２
．５
）
（
２１
．７
）
体
部
下
半

復
元

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
５
類

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

埋
設
土
器
１

未
注
記

４８

図
�
－
１４
１
－
１

埋
設
土
器
２
埋
設
土
器
２

�
下
位

１
４１

埋
設
土
器
２

�
下
位

１
４５

�
b

（
―
）

９
．８
（
２２
．３
）
体
部
下
半

復
元

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

繊
維
剥
落

―
上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

埋
設
土
器
２

�
下
位

未
注
記

５５

図
�
－
１４
１
－
１

埋
設
土
器
３
埋
設
土
器
３

�
下
位

１
４０

埋
設
土
器
３

�
下
位

１
６

�
b

（
―
）
（
８
．７
）
（
２０
．５
）
体
部
下
半

復
元

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

調
整
粗

縄
文

平
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１６
R

�
１
埋
設
土
器
３

�
下
位

未
注
記

１２

図
�
－
１４
１
－
１

埋
設
土
器
４
埋
設
土
器
４

�
下
位

１
６５

埋
設
土
器
４

�
下
位

１
２２

�
b

（
―
）
（
１５
．３
）
（
２２
．３
）
体
部
下
半

復
元

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

繊
維
剥
落

ミ
ガ
キ

弱
い

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

砂
・
礫
少
量

下
層
b
式

埋
設
土
器
４

�
下
位

未
注
記

４３

図
�
－
１４
２
－
１

埋
設
土
器
５

埋
設
土
器
５
焼
土
１

１２
６３

埋
設
土
器
５

焼
土
１

１２
２５

�
b

（
―
）
（
―
）
（
２２
．２
）
体
部
下
半

復
元

―
―

―
―

―

上
部

単
節
斜
行
縄
文

下
部

単
軸
絡
条
体

第
１
類

滑
沢
な

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
砂

海
綿
骨
針

下
層
b
式

１１
M

�
４
埋
設
土
器
５

焼
土
１

８
１

１０
M

�
２

１１
M

�
７

図
�
－
１４
２
－
１

遺
物
集
中
１

遺
物
集
中
１

�
１
－
１

３５
遺
物
集
中
１

�
１
－
１

１２
１

�
a

（
―
）

１４
．０
（
２４
．３
）

復
元

（
胴
部
下
半
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

９
V

�
２
H
－
１１

覆
土
２

４３
１

９
V

�
１６

未
注
記

３１

図
�
－
１４
３
－
１

遺
物
集
中
３
遺
物
集
中
３

�
３

９１
遺
物
集
中
３

�
３

１０
�
a

２０
．７

８
．１

２７
．６

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

未
注
記

�
３

１０

図
�
－
１４
３
－
２

遺
物
集
中
３
遺
物
集
中
３

�
２

１３
遺
物
集
中
３

�
２

１２
�
a
（
１４
．８
）
（
―
）
（
１２
．４
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

遺
物
集
中
３

�
１

２
未
注
記

１７
図
�
－
１４
４
－
３

遺
物
集
中
３
遺
物
集
中
３

�
１

５８
遺
物
集
中
３

�
１

１６
�
a

１３
．９

（
―
）
（
１２
．７
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１４
４
－
４

遺
物
集
中
３
遺
物
集
中
３

�
２

８９
遺
物
集
中
３

�
２

５４
�
a
（
２８
．９
）
（
―
）
（
３３
．４
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１４
４
－
５

遺
物
集
中
３
遺
物
集
中
３

�
４

１１
遺
物
集
中
３

�
４

１
�
a

―
―

―
復
元

（
胴
部
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

１６
Z

�
１

図
�
－
１４
５
－
１

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

４９
４１

遺
物
集
中
４

覆
土

４９
６６

�
b
（
１９
．７
）

１１
．６

３８
．４

復
元

わ
ず
か
に

外
反

小
波
状

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類

横
走

体
部
上
半

単
軸
絡
条
体

第
１
類

体
部
下
半

単
節
斜
行
縄
文

ミ
ガ
キ

撚
糸
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１４
５
－
２

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６６
（
２
－
１
）

５１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６６
（
２
－
１
）

４４
�
b
（
２０
．５
）

１１
．７

３０
．３

復
元

外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文
撚
糸
文
の
斜
行

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土

１１
３
－
１

３
遺
物
集
中
４

覆
土

１１
３
－
１

２
遺
物
集
中
４

覆
土

１１
４
－
１

１

図
�
－
１４
６
－
３

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６０
－
１

５０
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６０
－
１

２４
�
b
（
１５
．４
）
（
９
．５
）

２８
．４

復
元

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
＋

不
正
綾
絡
文

ミ
ガ
キ
粗

縄
文
＋

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

６３
－
１

１
遺
物
集
中
４

覆
土

７２
－
１

１０
遺
物
集
中
４
覆
土

７２
－
１

２

図
�
－
１４
６
－
４

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６３
－
１

３６
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４９
１

�
b
（
１５
．５
）

９
．４

２５
．９

復
元

直
立

無
―

有
単
節
斜
行

縄
文

撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
砂
礫

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９２

１６
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６３
－
１

１
２
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９２

３

図
�
－
１４
６
－
５

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
８０
－
１

３３
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８０
－
１

３
�
b
（
１６
．１
）
（
―
）
（
２０
．２
）

復
元

体
部
上
半
や
や
外
反

無
―

無
単
節
斜
行

縄
文

単
節
斜
行
縄
文

～
附
加
状
文

ナ
デ

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
遺
物
集
中
４

覆
土
中

１０
１５

図
�
－
１４
６
－
６

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

３６
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

１６
�
b

１５
．４

（
―
）
（
１４
．１
）

復
元

（
口
縁
～
体
部
）
や
や
外
反

無
―

無
附
加
条
文

附
加
縄
文

ミ
ガ
キ

（
粗
）

―
―

海
綿
骨
針
繊
維

下
層
b
式

遺
物
集
中
４

覆
土
中

１０
１

図
�
－
１４
７
－
７

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
７２

２６
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
７２

５
�
b
（
１６
．７
）

１０
．３

２１
．３

復
元

や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
不
整
綾
絡
文

撚
り
戻
し

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

砂
礫
少
量

下
層
b
式

未
注
記

４

図
�
－
１４
７
－
８

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１５
２４

遺
物
集
中
４

覆
土
中

１５
１

�
b
（
２４
．７
）
（
―
）
（
２４
．５
）

復
元

底
部
欠

や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
不
整
綾
絡
文

単
節
斜
行

縄
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

８７
－
１

２
�

１
遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
２

１
�

２
２１
M

�
６

２２
M

�
３

２２
L

�
１

図
�
－
１４
７
－
９

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

４
－
５

１９
遺
物
集
中
４

覆
土
上

８４
２

�
b
（
１５
．０
）
（
―
）
（
２７
．０
）

復
元

底
部
欠

外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
不
整
綾
絡
文
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
礫
少
量
含

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
８４

１３
２１
W

�
１

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
１０
０

２

�章 遺構と遺物

３１１



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
１２
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１４
７
－
１０

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
１１

遺
物
集
中
４

覆
土
中

１０
２

�
b
（
１５
．５
）
（
―
）
（
２９
．８
）

復
元

底
部
欠

わ
ず
か
に

外
反

有
竹
管
状
工

具
に
よ
る

刺
突

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
の
横
走

＋
不
整
綾
絡
文
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

+
Φ０
．３
～
０
．５

小
円
礫
微
量
含

下
層
b
式

２２
L

�
４８
２２
L

�
４５

２１
N

�
２

図
�
－
１４
８
－
１１

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
８０
－
１

２０
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８０
－
１

３６
�
b
（
２０
．４
）
（
―
）
（
２７
．７
）

復
元

底
部
欠

や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
複
節
斜
行

複
節
斜
行

ミ
ガ
キ
？

繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
５
遺
物
集
中
４

覆
土
中

１０
２３

図
�
－
１４
８
－
１２

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９５
－
１

５
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５２
－
１

１１

�
b
（
２７
．９
）
（
―
）
（
４３
．４
）

復
元

体
部
欠

や
や
外
反

有
縄
に
よ
る

刺
突

有
単
軸
絡
条
体

第
５
類
の

重
ね
付
け

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

５２
－
１

１１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

９
遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

２５
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

６
遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

１３
遺
物
集
中
４

覆
土
中

８７
－
１

１
遺
物
集
中
４
覆
土
中

８７
－
１

１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

１１
３
－
１

１
遺
物
集
中
４
覆
土

１１
４
－
１

１４
遺
物
集
中
４

覆
土

１１
４
－
１

２

図
�
－
１４
９
－
１３

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
８０
－
１

９
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８０
－
１

５

�
b
（
１８
．５
）
（
―
）
（
３４
．０
）

復
元

底
部
欠

や
や
外
反

有
表
面
風
化

有
附
加
条
文

沈
線

単
軸
絡
条
体

第
１
類
＋

撚
り
戻
し

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
礫
少
量

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１３
２９

遺
物
集
中
４

覆
土
中

１３
１２

２０
O

�
２

２１
O

�
１

図
�
－
１４
９
－
１４

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
２６

遺
物
集
中
４

覆
土
中

１０
７

�
b
（
１５
．４
）
（
―
）
（
２４
．０
）

復
元

（
体
部
欠
）
や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
附
加
条
文

＋
沈
線

体
部
附
加
条
文

下
半
単
軸
絡

条
体
第
１
類

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

４３
７
遺
物
集
中
４

覆
土

７２
－
１

２
遺
物
集
中
４
覆
土

７２
－
１

４

図
�
－
１４
９
－
１５

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
７３
－
１

３０
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
７３
－
１

２８
�
b

（
―
）
（
―
）
（
２０
．０
）

復
元

（
頸
部
～

体
部
下
半
）

―
有

縄
に
よ
る

刺
突

有
羽
状
風
に

な
る
撚
糸
文

に
沈
線

複
節
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
礫
少
量

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

９５
－
１

１
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
７８
－
１

１４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
７８
－
１

２

図
�
－
１４
９
－
１６

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９５
－
１

４
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９５
－
１

５
�
b

１８
．８

（
―
）
（
１９
．７
）

復
元

底
部
欠

直
立
気
味

（
口
唇
竹

管
状
工
具

に
よ
る
刺
突
）

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
の
横

走
＋
沈
線

単
軸
絡
条
体

第
１
類
＋

不
整
綾
絡
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９６
－
１

４５
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９５
－
１

３
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６０
－
１

１

図
�
－
１５
０
－
１７

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

３
－
１

１３
遺
物
集
中
４

覆
土

３
－
１

２
�
b

（
―
）
（
９
．４
）
（
２６
．３
）
復
元（
体
部

～
底
部
）

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２２
L

�
２５
２２
L

�
２２

図
�
－
１５
０
－
１８

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
８４

５１
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８４

９
�
b

（
―
）
（
１０
．４
）
（
３１
．０
）
復
元（
体
部

～
底
部
）

―
―

―
―

―
覆
節
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
０
－
１９

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９５
－
１

１９
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９５
－
１

４
�
b

（
―
）

９
．３
（
１４
．７
）
体
部
～
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
縄
文
後

ミ
ガ
キ
粗

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
０
－
２０

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

５７
３４

遺
物
集
中
４

覆
土
中

５７
７

�
b

（
―
）

９
．７
（
２１
．３
）
体
部
～
底
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
１
－
２１

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６６
（
２
－
１
）

１２
�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部
や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文
単
節
斜
行
縄
文

繊
維
剥
離

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
１
－
２２

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

３６
－
１

１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

３６
－
１

１１
�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

複
節
縄
文

繊
維
剥
離

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
１
－
２３
a

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１３
８
遺
物
集
中
４

覆
土
中

１３
２３

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部
や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
１
－
２３
b

遺
物
集
中
４
覆
土

３
－
１

４
遺
物
集
中
４

覆
土

３
－
１

７
―

―
―

口
縁 ～ 体
部

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１３
２
遺
物
集
中
４

覆
土
中

９０
－
１

１
２２
L

�
１

図
�
－
１５
１
－
２４
a

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

６３
－
１

７
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６３
－
１

�
a

―
―

―
口
縁
～

体
部

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
下

１
－
１１
３
－
１

１
遺
物
集
中
４

覆
土

１１
３
－
１

未
注
記

１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６６
（
２
－
１
）

―
―

―
口
縁
～
体

部
直
立
気
味

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

粗
～
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

図
�
－
１５
１
－
２４
b

遺
物
集
中
４
覆
土
中

６３
－
１

１４
―

―
―

口
縁
部

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

図
�
－
１５
１
－
２４
c

遺
物
集
中
４
覆
土
中

６３
－
１

２
遺
物
集
中
４
覆
土

１１
３
－
１

１

図
�
－
１５
１
－
２５
a

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
６
遺
物
集
中
４

覆
土
中

１０
９

�
b

―
―

―
口
縁
部

～
体
部

外
反

無
―

有
粗
い
ナ
デ

附
加
条
文

不
整
綾
絡
文

粗
―

―
繊
維
砂

下
層
b
式

２２
L

�
１

図
�
－
１５
１
－
２５
b

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１０
２

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

粗
―

―
繊
維
砂

図
�
－
１５
１
－
２６

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

８８
－
１

７
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

２
�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

８
遺
物
集
中
４

覆
土

８８
－
１

３

図
�
－
１５
１
－
２７

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４

H
－１
３
覆
土
中

１０
９
－
１

３
�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反
す
る

波
状
口
縁

―
―

―
不
整
綾
絡
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
２
－
２８

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

７２
－
１

３
遺
物
集
中
４

覆
土

７２
－
１

９
�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

小
波
状

や
や
外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

複
節
縄
文

粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２２
L

�
３
２２
L

�
８

図
�
－
１５
２
－
２９
a

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

４２
－
１

８
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４２
－
１

１３
�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

直
立

無
―

有
単
軸
絡
条
体
第
１
類
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
２
－
２９
b

遺
物
集
中
４
覆
土
中

４２
－
１

１８
―

―
―

口
縁
～
体
部

小
波
状

無
―

有
単
軸
絡
条
体
第
１
類
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１５
２
－
３０

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

１１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

１
�
b

―
―

―
口
縁 ～

体
部

直
立
気
味

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
不
整

綾
絡
文

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

８
遺
物
集
中
４

覆
土
中

８７
－
１

１
遺
物
集
中
４
覆
土
中

８７
－
１

１０
図
�
－
１５
２
－
３１

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
下

１４
１

２
�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立
気
味

有
縄
の
刻
み

有
羽
状
縄
文

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
２
－
３２
a

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
上

８４
３
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８４

６２

�
b

―
―

―
頸
部

や
や
外
反

有
爪
に
よ
る
刺
突

有
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
２
－
３２
b

遺
物
集
中
４
覆
土
上

８４
１１

遺
物
集
中
４

覆
土
下

１
―

―
―

頸
部 ～

体
部

―
―

―
―

―
不
整
綾
絡
文

単
軸
絡
条
体

第
１
類

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

H
－
１３

覆
土
上

１５
７

１
未
注
記

４３

４．表

３１２



表
�
－
５

遺
構
掲
載
土
器
一
覧（
１３
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体（
	
）

部
位

口
頸
部（
�
群
b
類
）

体
部（
�
群
b
類
）

底
部（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

遺
構
名

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

遺
物
番
号

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無
地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１５
２
－
３３

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

４２
－
１

１６
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４２
－
１

４
�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
単
節
斜
行

縄
文
＋

附
加
縄
文

附
加
縄
文

（
一
部
条
痕

文
）

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
３
－
３４
a

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

６９
３
遺
物
集
中
４

覆
土
中

８７
－
１

１６

�
b

―
―

―
口
縁 ～

体
部

や
や
外
反

有
無

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
～

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

Φ
２
～
５
�

円
礫
少
量
含

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

８７
－
１

８
遺
物
集
中
４

覆
土
中

７１
２７

遺
物
集
中
４
覆
土
中

７１
１４

遺
物
集
中
４

覆
土
中

６９
１０

図
�
－
１５
３
－
３４
b

遺
物
集
中
４
覆
土
中

７１
１１

遺
物
集
中
４

覆
土
中

２２
１

―
―

―
体
部 ～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

条
痕
＋

ミ
ガ
キ

―
上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

Φ
２
～
５
�

円
礫
少
量
含

遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８０
－
１

１
未
注
記

１３

図
�
－
１５
４
－
３５

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

５
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

２

�
b

―
―

―
口
縁 ～

体
部

や
や
外
反

有
指
頭
に

よ
る
刺
突

有
沈
線

（
表
面
風
化
）
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

見
ら
れ
ず

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９６
－
１

７
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

８
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９５
－
１

２
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９６
－
１

３２

図
�
－
１５
４
－
３６

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

４３
１３

遺
物
集
中
４

覆
土
中

４３
２６

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反
有
（
低
）
爪
に
よ
る

刺
突

有
不
整
綾
絡
文

？
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４

覆
土
中

４５
－
１

４
遺
物
集
中
４

覆
土
中

１
－
７４
－
１

１

図
�
－
１５
４
－
３７

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６０
－
１

５
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６０
－
１

５
�
b

―
―

―
口
縁
～
体

部
や
や
外
反

有
竹
管
状
工
具

に
よ
る
刺
突

有
単
軸
絡
条
体
第
１
類

の
横
走
地
に
沈
線
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

６６
（
２
－
２
）

２４
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６６
（
２
－
２
）

２９

図
�
－
１５
４
－
３８
a

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土

３
－
１

２
遺
物
集
中
４

覆
土

７２
－
１

２

�
b

―
―

―
口
縁
～
体

部
直
立
気
味
有
（
低
）

無
有

不
整
綾
絡
文

単
軸
絡
条
体

第
５
類

粗
―

―
繊
維
砂

下
層
b
式

２２
L

�
１２
２２
L

�
４７

図
�
－
１５
４
－
３８
b

２２
L

�
５
未
注
記

１
―

―
―

体
部

（
底
部
付
近
）

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
５
類

粗
―

―
繊
維
砂

＋
砂
礫

図
�
－
１５
５
－
３９

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６０
－
１

１９
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６０
－
１

７
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
５
類

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

未
注
記

１
図
�
－
１５
５
－
４０
a

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

３６
－
１

１３
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５６
－
１

３２
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
４
類
条
痕
＋
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
５
－
４０
b

遺
物
集
中
４
覆
土
中

３６
－
１

７
遺
物
集
中
４

覆
土
中

８４
－
１

１
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
４
類
条
痕
＋
ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１５
５
－
４１

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
９２

１４
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
９２

２
�
b

―
―

―
体
部
～
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
６
－
４２

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

３
－
１

１４
遺
物
集
中
４

覆
土

３
－
１

３
�
b

―
―

―
体
部
～
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２２
L

�
４
２２
L

�
３

図
�
－
１５
６
－
４３

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

３６
－
１

１２
遺
物
集
中
４

覆
土
中

３６
－
１

５１
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類
＋

綾
絡
文

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
６
－
４４

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６０
－
１

１７
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６０
－
１

１４
�
b

―
―

―
体
部
～
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
６
－
４５

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

４２
－
１

５
遺
物
集
中
４

覆
土
中

３９
３

�
b

―
―

―
体
部 ～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

条
痕 ＋

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

４５
－
１

１０
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４３
１

遺
物
集
中
４
覆
土
中

３９
９
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４２
－
１

７
遺
物
集
中
４
覆
土

７６
１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４５
－
１

２
図
�
－
１５
６
－
４６

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

３６
－
１

６
遺
物
集
中
４

覆
土
中

３６
－
１

３２
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
ミ
ガ
キ（
粗
）
上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
６
－
４７

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

６９
７
遺
物
集
中
４

覆
土
中

６９
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行
条
根
＋
ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
７
－
４８
a

遺
物
集
中
４

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１８
２０

遺
物
集
中
４

覆
土
中

１８
３６

�
b

―
―

―
頸
部
～
体
部

―
有
（
低
）

不
整
綾
絡
文

有
不
整
綾
絡
文

上
部
附
加
条
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
７
－
４８
b

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１８
１９

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
上
部
附
加
条
文

下
部
単
軸
絡

条
体
第
１
類

上
部
附
加
条
文

下
部
単
軸
絡
条

体
第
１
類

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１５
７
－
４８
c

遺
物
集
中
４
覆
土
中

１８
５

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１５
７
－
４９

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
上

１
－
８４

８
遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８４

２５
�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４

覆
土
上

１
－
８０
－
１

４

図
�
－
１５
７
－
５０

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
中

５４
（
２
－
１
）

９
遺
物
集
中
４

覆
土
中

５４
（
２
－
２
）

６
�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
節
斜
行
縄
文

不
整
綾
絡
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
７
－
５１

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

７２
－
１

１
遺
物
集
中
４

覆
土
中

４９
４

�
b

―
―

―
頸
部
or

体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
４
覆
土
中

３４
２
H
－
２

覆
土

６６
－
１

１

図
�
－
１５
７
－
５２

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

７２
－
１

６
�
b

―
―

―
体
部
～
底

部
―

―
―

―
―

複
節
縄
文
＋

不
整
綾
絡
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１５
８
－
５３
a

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土
下

１
－
１１
３
－
２

３
２０
N

�
１

�
b

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

東
釧
路
�
式

図
�
－
１５
８
－
５３
b

２１
M

�
６
２１
M

�
４

図
�
－
１５
８
－
５４

遺
物
集
中
４
遺
物
集
中
４
覆
土

５
－
１

１９
遺
物
集
中
４

覆
土

５
－
１

４１
�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

未
注
記

５

図
�
－
１６
０
－
１

遺
物
集
中
５
遺
物
集
中
５

�
１

１
�
b

―
―

―
口
縁
～

体
部

や
や
外
反

有
体
部
と

同
じ
縄
文

有
縄
文
施
文
後

ナ
デ

単
節
斜
行

縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
５

�
４

９
図
�
－
１６
０
－
２

遺
物
集
中
５
遺
物
集
中
５

�
b

４
８

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
単
節
斜
行
縄
文

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
０
－
１
a

遺
物
集
中
６
遺
物
集
中
６

�
１
－
１

２
遺
物
集
中
６

�
１
－
１

７８
�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
－
１６
０
－
１
b

遺
物
集
中
６

�
１
－
１

６
胴
部

図
�
－
１６
０
－
１
a

遺
物
集
中
７
遺
物
集
中
７
覆
土

１
１２

遺
物
集
中
７

覆
土

１
６３

�
b

―
―

―
口
縁
～

体
部

や
や
外
反

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走
撚
糸
文
の
縦
行

粗
剥
落

―
―

―
下
層
b
式

図
�
－
１６
０
－
１
b

遺
物
集
中
７
覆
土

１
１７

未
注
記

３０
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
―

―

図
�
－
１６
１
－
１

遺
物
集
中
８
遺
物
集
中
８

�
１
－
１

２９
遺
物
集
中
８

�
１
－
１

２３
�
b
（
２３
．４
）
（
―
）
（
２９
．０
）

復
元

底
部
欠

や
や
外
反

有
爪
に
よ
る

刺
突

有
不
整
綾
絡
文

地
に
沈
線

単
節
斜
行

縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

遺
物
集
中
８

�
２

４
遺
物
集
中
８

�
３

１
未
注
記

１
図
�
－
１６
１
－
１

S
P
－
１４
９

S
P
－
１４
９

覆
土

１
２

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式
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表�－６ 遺構掲載石器一覧（１）

挿図番号 遺構名 付属遺構名 器種名 層位 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重さ（） 石質 遺物番号 備考

図�－９１－４ Ｈ－１ HP Ｒフレイク 床 ６．５５ ４．３０ １．３６ ２８．２９ 頁岩 １４０－２

図�－９４－１０ Ｈ－２ スクレイパー 床 ６．６２ ４．４８ ０．８６ ２５．１８ 頁岩 １

図�－９４－１１ Ｈ－２ 両面調整石器 床 １１．１３ ８．０９ ４．１８ ３９５．００ 頁岩 １０

図�－９４－１２ Ｈ－２ Ｒフレイク 床 ５．９７ ３．８３ ０．８３ １７．１５ 頁岩 ７

図�－９４－１３ Ｈ－２ 扁平打製石器 床 ６．７７ １６．２０ ３．０３ ５５５ 閃緑岩 ５－２

図�－９４－１４ Ｈ－２ 砥石

床

５２．００ ３１．００ ５．６０ ７７００ 砂岩

５－１

床 ３６

床 ３７

床 ４４

床 ５１

床 ５２

床 ５３

図�－９５－９ Ｈ－３ 両面調整石器 床 １２．０４ ４．８０ １．１０ ４９．５７ 凝灰岩 ４４

図�－９５－１０ Ｈ－３ 垂飾 覆土２ ４．４３ ３．２２ １．１９ １５．０６ 凝灰岩 � 石製品

図�－９８－６ Ｈ－５ HF１ Ｒフレイク 覆土１ （３．１６） ３．６９ ０．９７ ８．６９ 頁岩 ６８

図�－９８－７ Ｈ－５ すり石 覆土２ ８．２４ １５．０４ ５．３１ ８８０ 安山岩 ５３

図�－１０６－１９ Ｈ－６ 石鏃 床 ４．０７ １．３８ ０．７５ ３．１１ 頁岩 ４８１

図�－１０６－２０ Ｈ－６ 両面調整石器 床 ５．４８ ２．１１ １．５１ １２．１４ 安山岩 ４２ ガラス質

図�－１０６－２１ Ｈ－６ スクレイパー 床 ８．４４ ３．７３ １．３０ ３８．６５ 頁岩 ４５９

図�－１０６－２２ Ｈ－６ つまみ付ナイフ 床 ８．２１ １．７８ １．０８ １０．７２ 頁岩 ４５７

図�－１０６－２３ Ｈ－６ 石斧 床 （１３．８３） ６．４１ ３．１９ ５００．００ 粘板岩 ５１１

図�－１０６－２４ Ｈ－６ 扁平打製石器 床 ８．９３ １４．４５ ２．８８ ５９５ 安山岩 ５４４

図�－１０６－２５ Ｈ－６ 扁平打製石器 床 １３．０７ １７．７２ ２．０５ ７５０ 凝灰岩 ５５０

図�－１０６－２６ Ｈ－６ たたき石 床 （１４．９７） １０．８９ ３．９８ １０２０ 砂岩 ５３１

図�－１０６－２７ Ｈ－６ 北海道式石冠 床 ８．０３ １３．１２ ５．４３ ８８０ 閃緑岩 ５１０

図�－１０８－３ Ｈ－９ 石皿 床 ４５．３０ ２８．５０ ９．３０ １７，７００ 安山岩 ７

図�－１１５－１６ Ｈ－１０ 石鏃 床 （３．４５） １．３１ ０．４８ ２．０７ 頁岩 ６４６

図�－１１５－１７ Ｈ－１０ スクレイパー 床 ６．９８ ４．４３ １．０５ ４０．４２ 頁岩 ６４４

図�－１１５－１８ Ｈ－１０ スクレイパー 床 １１．８７ ５．４８ １．７８ ８４．２７ 頁岩 ６６３

図�－１２０－１１ Ｈ－１１ Ｒフレイク 床 ４．７４ ３．６０ １．０７ １４．９４ 頁岩 ５８

図�－１２０－１２ Ｈ－１１ 石斧 床 １０．４５ ４．６２ ２．４１ １８５．１５ 緑色泥岩 ６６

図�－１２０－１３ Ｈ－１１ 石皿片 床 ２９．１８ １８．３０ ４．８６ ２５５５ 砂岩 ７１ Ｈ－１１・HP－１２－８０と接合

図�－１２１－１７ Ｈ－１２ スクレイパー 床面 （２．９２） ２．１６ ０．６７ ４．８４ 頁岩 ８８

図�－１２１－１８ Ｈ－１２ 石刀 覆土中 １１．１３ ４．７６ １．１２ ６４．６７ 凝灰岩 １８６－１ 石製品

図�－１２１－１９ Ｈ－１２ 扁平打製石器 床面 ９．３２ １７．１１ ２．７２ ６０５ 流紋岩 １４８

図�－１２１－２０ Ｈ－１２ 扁平打製石器 床面 ９．４９ （１３．０２） １．８５ ３２０ 凝灰岩 １５６

図�－１２２－２１ Ｈ－１２ たたき石 床面 １０．７５ ６．６５ ４．４９ ４００ 砂岩 １０１

図�－１２２－２２ Ｈ－１２ たたき石 床面 ９．４３ ６．０６ ４．４１ ３４０ 砂岩 １１３

図�－１２２－２３ Ｈ－１２ 石皿片 床面 （３４．１０） （２０．６０） （８．９０） ７０００ 安山岩 １７３

図�－１２３－４ Ｈ－１３ スクレイパー 床 （８．９０） ３．３７ １．５７ ３８．９９ 頁岩 １０４

図�－１２４－７ Ｈ－１４ スクレイパー 床 ８．１５ ３．５７ １．６８ ４６．５４ 頁岩 ３３９

図�－１２４－８ Ｈ－１４ 扁平打製石器 床 ９．８７ １４．４３ ３．０５ ６６０ 砂岩 ４０２

図�－１２４－９ Ｈ－１４ 石鋸 床 ５．８２ ５．７３ ０．８８ ２６２．３１ 粘板岩 ４０３

図�－１２５－１０ Ｈ－１４ 石皿 床 ３７．１０ ２６．４０ ５．６０ ７３００ 砂岩 ３９６

図�－１２５－１１ Ｈ－１４ 台石 床 ３８．６０ ２６．１０ ９．９０ １１，９００ 安山岩 ３９７

図�－１２５－１２ Ｈ－１４ 台石 床 ３７．５０ ２７．３０ １２．７０ １５，８００ 安山岩 ３９５

図�－１２７－５ Ｈ－１６ 石鏃 床 ３．６４ １．２６ ０．６８ ２．４４ 頁岩 １３

図�－１２７－６ Ｈ－１６ 石鏃 床 ３．４２ １．３６ ０．６３ ２．００ 頁岩 １６

図�－１２７－７ Ｈ－１６ つまみ付ナイフ 床 ６．３７ ２．２１ ０．６９ ８．００ 頁岩 １９６

図�－１２７－８ Ｈ－１６ スクレイパー 床 １０．１７ ７．１４ ２．１０ １２５．２１ 頁岩 ２０８

図�－１２８－９ Ｈ－１６ 両面調整石器 床 （７．２０） ６．２５ ２．１９ ７３．１３ 頁岩 １０９

図�－１２８－１０ Ｈ－１６ 石斧 床 １０．３７ ５．０２ １．４６ １０５．５８ 緑色泥岩 １６３

図�－１２８－１１ Ｈ－１６ たたき石 床 ８．６８ ８．８１ ３．４２ ３６０ 砂岩 １０４

図�－１３０－１ Ｐ－１９ 北海道式石冠 坑底 ９．４８ （９．７１） ５．８９ ７９５ 安山岩 １

図�－１３１－３ Ｐ－１４ 扁平打製石器 坑底 ６．０７ １６．７２ ２．０４ ３００ 凝灰岩 ４

図�－１３１－４ Ｐ－１４ 扁平打製石器 坑底 １３．７５ １６．７２ ２．６１ ８５０ 凝灰岩 ２

図�－１３１－５ Ｐ－１４ たたき石 坑底 １６．１３ ４．５９ ３．２６ ２９０．４２ 砂岩 ９

図�－１３２－６ Ｐ－１４ 石核 坑底 ４．００ １４．２０ １０．９０ １９４０．００ 頁岩 ３

図�－１３３－６ Ｐ－２０ Ｒフレイク 床 ６．８１ ４．５２ １．５２ ２７．１０ 頁岩 ７８

図�－１３３－２ Ｐ－２３ スクレイパー 坑底 ７．８６ ３．０３ １．０４ １５．９８ 頁岩 １

図�－１３３－３ Ｐ－２３ スクレイパー 坑底 ７．７７ ４．０８ １．７２ ３５．７１ 頁岩 ２

図�－１３３－４ Ｐ－２３ 扁平打製石器 坑底 ２３．５ ８．８ １．７ ４４８．０ 凝灰岩 ３
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表�－６ 遺構掲載石器一覧（２）

挿図番号 遺構名 付属遺構名 器種名 層位 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重さ（） 石質 遺物番号 備考

図�－１３４－２ Ｐ－２４ 扁平打製石器 坑底 ７．９５ １７．１５ ２．５５ ４２５ 砂岩 ３

図�－１３４－２ Ｐ－３３ フレイク 坑底 ５．７０ ３．０６ ０．７９ ７．７２ 頁岩 ２

図�－１３４－２ Ｐ－３７ Ｒフレイク 床 （４．９８） ４．４４ １．１４ ２０．５７ 頁岩 ２５８

図�－１３４－３ Ｐ－３７ Ｕフレイク 床 ３．０４ ３．０８ ０．９９ ５．３８ 頁岩 ２５９

図�－１３７－１ Ｆ－３１ つまみ付ナイフ 焼土１層 ６．４９ ３．６５ １．１４ １８．５４ 頁岩 ３

図�－１３７－２

Ｆ－３１

石核接合資料

�層

５．７７ １１．２７ ４．６２ ２３０．３０

頁岩 １８

図�－１３７－２－１ 石核 ５．０４ ８．３５ ４．１３ １０８．２１

図�－１３７－２－２ フレイク ５．１７ ８．５４ ３．５６ ８３．３５

図�－１３７－２－３ フレイク ４．５５ ２．６３ １．１５ ９．４７

図�－１３７－２－４ フレイク ５．７４ ３．０６ １．８２ ２６．５３

図�－１３７－２－５ フレイク ２．４４ １．３６ ０．６５ １．９０

図�－１３７－２－６ フレイク ３．３２ ０．８５ ０．４３ ０．８４

図�－１３８－１ Ｆ－５９ 石皿 �層 ４０．３０ ２６．００ １１．９０ １５，５００ 安山岩 ２３ ４点

図�－１３９－１ FC－１ 石鏃 �層 ３．５７ １．５６ ０．５３ １．６５ 頁岩 ６

図�－１３９－２ FC－１ 石槍 �層 （８．５５） １．９６ １．２４ １８．７５ 頁岩 １４

図�－１３９－３ FC－１ 石槍 �層 ９．３３ ３．５９ １．４２ ４１．１７ 頁岩 １２

図�－１３９－４ FC－１ つまみ付ナイフ 撹乱 １１．１４ ３．２３ １．２６ ３８．９３ 頁岩 ４

図�－１３９－５ FC－１ つまみ付ナイフ �層 ８．１５ ５．６４ １．２４ ３９．９０ 頁岩 ８

図�－１３９－６ FC－１ 石斧片 撹乱 （６．０８） ５．５２ ２．７８ １４５．１６ 緑色泥岩 ２１－３

図�－１３９－７ FC－１ 石斧 撹乱 （１１．２７） ５．４３ ３．４０ ３８７．００ 緑色泥岩 ２１－４

図�－１３９－８ FC－１ 石斧 �層 （１１．０１） ５．０２ ３．３４ ２９５．００ 緑色泥岩 ３

図�－１３９－１ FC－２ 両面調整石器 �層 ７．０７ ５．９８ １．６６ ５７．６３ 頁岩 １－５

図�－１４０－２ FC－９ つまみ付ナイフ �層 （２．２２） １．３５ ０．６２ １．５６ 頁岩 ９

図�－１４０－３ FC－９ スクレイパー �層 （６．６０） ４．１１ １．２０ ２６．３６ 頁岩 ３

図�－１４０－４ FC－９ スクレイパー �層 （７．４２） ２．９５ １．２７ １６．０６ 頁岩 ７

図�－１４０－５ FC－９ 石斧 �層 ９．０４ ３．３５ １．５５ ６７．７４ 泥岩 ８

図�－１４０－６ FC－９ 扁平打製石器 �層 １０．３３ １５．８６ １．９２ ４２０ 凝灰岩 ２３

図�－１５９－５５ 遺物集中４ 石鏃 覆土 （３．３２） １．６６ ０．３９ １．５０ 頁岩 ９７－６

図�－１５９－５６ 遺物集中４ 石鏃 覆土中 （２．０５） １．３０ ０．４８ ０．８３ 黒曜石 ７７－３

図�－１５９－５７ 遺物集中４ 石槍 覆土 （５．７８） ３．９１ １．５３ ３０．３２ 頁岩 ９７－２

図�－１５９－５８ 遺物集中４ つまみ付ナイフ 覆土中 ６．５０ ２．３８ ０．７４ １０．３１ 頁岩 ６４－３

図�－１５９－５９ 遺物集中４ つまみ付ナイフ 覆土中 ７．７３ ３．４３ １．１８ １９．００ 頁岩 ７７－２

図�－１５９－６０ 遺物集中４ つまみ付ナイフ 覆土中 （７．７９） ３．６１ １．１９ １６．６４ 頁岩 １６－２

図�－１５９－６１ 遺物集中４ つまみ付ナイフ 覆土 （２．３５） ２．５６ ０．８２ ４．２５ 頁岩 １１２－２

図�－１５９－６２ 遺物集中４ スクレイパー 覆土中 ７．５３ ２．８２ ０．９８ １５．１５ 頁岩 ５５－４

図�－１５９－６３ 遺物集中４ スクレイパー 覆土中 （６．５８） ３．２７ １．１７ ２６．６３ 頁岩 ７７－１４

図�－１５９－６４ 遺物集中４ スクレイパー 覆土中 ６．７ ３．６７ １．３４ ２５．４８ 頁岩 ７７－１５

図�－１５９－６５ 遺物集中４ スクレイパー 覆土中 ６．５６ ４．４３ ０．８９ １３．２６ 頁岩 ７７－４

図�－１５９－６６ 遺物集中４ スクレイパー 覆土中 （３．３１） ３．１５ ０．７８ ８．７１ 頁岩 ７８－５

図�－１５９－６７ 遺物集中４ スクレイパー 覆土中 ５．０７ ５．５０ １．０３ ３４．２４ 頁岩 ７７－１０

図�－１５９－６８ 遺物集中４ 両面調整石器 覆土中 （７．６９） ４．４７ １．４２ ４８．０５ 頁岩 ３５－２

図�－１５９－６９ 遺物集中４ 両面調整石器 覆土中 （３．８５） ４．５３ １．１２ １５．５９ 頁岩 ５５－５

図�－１５９－７０ 遺物集中４ 両面調整石器 覆土中 （３．７６） ２．５０ １．０５ １０．６８ 頁岩 ７３－２

図�－１５９－７１ 遺物集中４ 両面調整石器 覆土中 （５．２８） ３．７６ １．４５ ２６．３２ 頁岩 ７８－１

図�－１６０－２ 遺物集中６ つまみ付ナイフ �層 （２．９７） １．９９ １．１８ ５．１１ 頁岩 １－２

図�－１６１－２ 遺物集中８ 石槍 �層 （６．５８） ４．６０ １．４１ ３８．３５ 頁岩 ３４

図�－１６１－３ 遺物集中８ 両面調整石器 �層 ７．６２ ３．４９ ２．９９ ７４．６５ 頁岩 ４７

図�－１６１－１ SP－２１ つまみ付ナイフ 覆土 ８．３９ ４．２１ １．５３ ４４．９７ 頁岩 １

�章 遺構と遺物
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０

７５
，７
７６

４．表

３１６



表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
１
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１６
２
－
１

１５
L

�
３４
１５
L

�
１９

�
b
（
２７
．４
）
１１
．８

４１
．９

復
元

直
立

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１５
K

畑
１

図
�
－
１６
３
－
２

２２
L

�
５７
２２
L

�
３３

�
b
（
１５
．４
）
（
１０
．６
）
３７
．４

復
元

や
や
外
反

無
―

無
附
加
条
文

附
加
縄
条
文

（
体
部
下
半

複
節
縄
文
）

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
３
－
３

２２
L

�
２２
２２
L

�
１３

�
b
（
１４
．５
）
（
７
．５
）

２７
．２

復
元

直
立

無
―

無
附
加
条
文

附
加
条
文

粗
繊
維
剥
落

―
上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

砂
礫
微
量

下
層
b
式

図
�
－
１６
３
－
４

１３
S

�
３４
１３
S

�
６

�
b

（
―
）
（
１２
．５
）
（
１８
．０
）

復
元

（
体
部
下
半
）

―
―

―
―

―
附
加
条
文

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底（
？
）
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
４
－
５

２０
N

�
３２
２０
N

�
１

�
b

―
―

―
復
元

（
体
部
下
半
）

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
N

２０
N

�
７

図
�
－
１６
４
－
６

１５
H

�
２０
２０
N

�
１６

�
b

（
―
）
（
１１
．９
）
（
１８
．７
）

復
元

（
体
部
下
半
）

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
上
げ
底
？

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
４
－
７

１５
H

�
３７
１５
H

�
２９

�
b

（
―
）
（
１４
．６
）
（
２９
．４
）

復
元

（
体
部
下
半
）

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

滑
沢
な

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底
？

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

�
７
１５
H

�
３

１５
K

�
１

図
�
－
１６
５
－
８

２２
L

�
１９
２２
L

�
１７

�
a
（
１９
．８
）
（
８
．２
）
（
２３
．６
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１６
５
－
９

１２
O

�
３３
１２
O

�
４

�
a
（
２４
．３
）
（
１０
．６
）
３３
．０

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

１２
P

�
２３
１２
P

�
６

図
�
－
１６
５
－
１０

１０
U

�
４９
１０
U

�
２

�
a
（
１９
．５
）
（
６
．７
）
（
２１
．１
）

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１６
６
－
１１

１５
X

�
４１
１５
X

�
３３

�
a
（
２３
．１
）
（
８
．１
）

２５
．４

復
元

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

１５
X

�
７

図
�
－
１６
７
－
１２
a

１１
Z

�
１
１１
Z

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行

（
高
野
�
群
）

１２
Y

�
３
１２
T

�
１

１２
Z

�
５
１２
Y

�
１０

図
�
－
１６
７
－
１２
b

１１
Z

�
１
１２
Z

�
１３

１２
Y

�
２
１３
b

�
１

１５
X

�
１

１９
K

�
１

未
注
記

１
図
�
－
１６
７
－
１３

１０
X

�
４
１０
X

�
２

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
１４

１０
a

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
１５

１０
X

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
１６

１０
X

�
b

５
�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
１７

１０
X

�
３

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行

（
高
野
�
群
）

１０
W

�
２

図
�
－
１６
７
－
１８

１０
X

�
１
１０
Y

�
１

�
a

―
―

―
尖
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行

（
高
野
�
群
）

１０
Y

�
１
１２
Z

�
１

１２
T

�
２

１２
Z

�
１

図
�
－
１６
７
－
１９

１０
X

�
２

�
a

―
―

―
尖
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
２０

１２
Y

�
６

�
a

―
―

―
平
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
２１

�
a

―
―

―
平
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
２２
a

１２
Y

�
１

�
a

―
―

―
平
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行

（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
２２
b

１２
Z

�
１

図
�
－
１６
７
－
２３

１２
J

�
２
未
注
記

１
�
a

―
―

―
平
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
７
－
２４

１６
P

�
１

�
a

―
―

―
平
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

虎
杖
浜
式
併
行（
高
野
�
群
）

図
�
－
１６
８
－
２５
a

１６
N

�
１２
１６
N

�
６

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

外
反

無
―

有
不
整
綾
絡
文

附
加
条
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
２５
b

１６
N

�
４

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
８
－
２６

１６
L

�
２
１６
K

�
５

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

無
―

有
不
整
綾
絡
文

単
節
斜
行
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１６
L

�
５

図
�
－
１６
８
－
２７

１８
P

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反
波
状

―
―

―
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
２８
a

１０
a

�
２
９
a

�
１

�
b

―
―

―
頸
部 ～

体
部

―
―

―
有

不
整

綾
絡
文

撚
り
戻
し
の

縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
２８
b

１０
a

�
３
１０
a

�
８

―
―

―
１０
b

�
１
１０
a

�
７

１０
b

�
４

１１
a

�
２

１１
b

�
１

図
�
－
１６
８
－
２９
a

１０
b

�
１
１０
a

�
３

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

や
や
外
反

―
―

有
不
整
綾
絡
文

撚
り
戻
し

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
２９
b

１０
a

�
２
１０
a

�
２

―
―

―
口
縁
～
体
部

直
立

―
―

有
不
整
綾
絡
文

撚
り
戻
し

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
８
－
２９
c

１０
a

�
４
１０
b

�
２

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
り
戻
し

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

１１
a

�
１

�章 遺構と遺物

３１７



表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
２
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１６
８
－
３０
a

２２
P

�
１４
２２
P

�
１４

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

や
や
外
反

―
―

有
複
節
縄
文
の
斜
行
複
節
縄
文
の
縦
行

粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
３０
b

２２
P

�
５

―
―

―
口
縁
～
体
部

や
や
外
反

―
―

有
複
節
縄
文
の
斜
行
複
節
縄
文
の
縦
行

粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
８
－
３１

１９
I

�
２
１９
I

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

無
―

有
撚
り
戻
し
の

縄
文

―
粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１９
I

�
１

図
�
－
１６
８
－
３２

１３
F

�
１
１３
F

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
～

体
部
？

直
立

無
―

無
複
節
縄
文

複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１３
F

�
１
１３
G

�
１

図
�
－
１６
８
－
３３

２１
N

�
３

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

波
状

―
―

―
単
節
斜
行
縄
文

＋
単
軸
絡
条
第
５
類

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
３４

２０
K

�
２
２０
J

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立
波
状

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類
の

横
走

―
粗
繊
維

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
L

�
１
２０
J

�
１

２０
K

�
３

２０
L

�
１

２０
M

�
１

２０
N

�
１

２０
N

�
２

２２
L

�
１

図
�
－
１６
８
－
３５

２３
N

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

―
―

―
単
節
徐
行
縄
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

＋
砂
粒
少
量

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
３６

２０
M

�
２

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
３７

２０
L

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

―
―

有
不
整
綾
絡
文

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
３８

２４
L

攪
乱

１
�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
８
－
３９
a

１０
N

�
１
１０
N

�
５

�
b

―
―

―
口
縁
部

（
波
状
）

や
や
外
反

波
状

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１０
M

�
３

図
�
－
１６
８
－
３９
b

１０
N

�
５
１２
K

�
１

―
―

―
体
部
～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

１２
M

�
１

図
�
－
１６
８
－
４０

１８
H

�
９
１８
G

�
２

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

直
立
気
味

無
―

無
単
軸
絡
条
体
第

１
類

撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
礫
少
量

下
層
b
式

１８
H

�
１６

図
�
－
１６
９
－
４１

２１
L

�
１７
２１
L

�
２３

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

や
や
外
反

波
状

有
連
続
す
る

不
整
綾
絡
文

有
不
整
綾
絡
文

複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４２
a

１８
L

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

有
―

有
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４２
b

１８
L

�
１

―
―

―
口
縁
部

外
反

有
―

有
不
整
綾
絡
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
９
－
４３

２３
M

風
倒
木

２
�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

外
反

有
縄
端
の
圧
痕

文
？

有
不
整
綾
絡
文

単
節
縄
文

粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
砂
礫
含

（
骨
針
見
ら
れ
ず
）

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４４

１９
N

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

有
―

有
単
絡
条
体
第
１
類

地
に
綾
絡
文

単
絡
条
体
第
１
類

地
に
綾
絡
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４５
a

２２
L

�
３

�
b

―
―

―
口
縁
～
体
部

や
や
外
反

有
―

有
単
節
縄
文
地
に

撚
り
糸

単
節
縄
文
？

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４５
b

２２
L

�
２

―
―

―
口
縁
部

外
反

有
―

有
単
節
縄
文
地
に

撚
り
糸

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
９
－
４６

１４
U

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

―
有

縄
の
圧
痕

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４７
a

１２
K

�
２
１２
K

�
３

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
１
類

―
ミ
ガ
キ
滑
沢

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４７
b

１２
K

�
３
１２
J

�
１

―
―

―
口
縁
部

直
立

有
―

有
単
軸
絡
条
体
第
１
類

―
ミ
ガ
キ
滑
沢

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
９
－
４８

２０
J

�
４

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

―
有

単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
・
礫
少
量

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４９
a

１８
H

�
２

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

（
波
状
）

有
無

有
条
痕
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１６
９
－
４９
b

１８
H

�
１

―
―

―
頸
部
～
体
部

―
有

無
有

条
痕
文

複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１６
９
－
５０

２２
L

�
２７
２２
L

�
１５

�
b

―
―

―
口
縁
部
～

体
部

や
や
外
反

有
無

有
縄
文

撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
少
量

下
層
b
式

２２
M

�
２

図
�
－
１７
０
－
５１

１４
S

攪
乱

７
１２
T

�
１

�
b

―
―

―

口
縁
部

～

体
部

直
立
気
味

有
縄
の
刻
み

有
不
整
綾
絡
文

附
加
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１４
T

攪
乱

１
１４
L

�
１

１４
T

�
７
１４
T

�
３

１４
T

�
１３

１４
U

�
１

図
�
－
１７
０
－
５２

１４
J

�
１
１４
L

�
２

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
縄
端
に
よ
る

刺
突

有
不
整
綾
絡
文

複
節
縄
文

繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１４
L

�
２

図
�
－
１７
０
－
５３

１８
I

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
棒
状
工
具
に
よ
る

斜
位
の
刺
突

有
不
整
綾
絡
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１８
J

�
１

図
�
－
１７
０
－
５４
a

１２
E

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
爪
に
よ
る
刺
突

有
不
整
綾
絡
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
５４
b

１２
E

�
１

―
―

―
頸
部

―
有

―
有

不
整
綾
絡
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１７
０
－
５５

１６
K

�
５
１６
K

�
８

�
b

―
―

―
頸
部 ～

体
部

―
有

縄
に
よ
る
刺

突
有

不
整
綾
絡
文

撚
り
戻
し
の

縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１６
K

�
４
１６
K

�
３

１６
L

�
３
１６
L

�
３

４．表

３１８



表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
３
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１７
０
－
５６

２０
J

�
２
２０
J

�
４

�
b

―
―

―
頸
部
～

体
部

―
有

爪
に
よ
る
刺
突

有
附
加
縄
文
？

附
加
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
J

�
１

図
�
－
１７
０
－
５７

１２
E

�
３

�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

有
爪
に
よ
る
刺
突

有
単
節
斜
行
縄
文

―
粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
５８

１８
Y

�
２

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

縄
に
よ
る
刻
み

有
表
面
摩
滅

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
５９

１２
b

�
２

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

爪
に
よ
る
刻
み

有
―

単
節
斜
行
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
６０

２２
L

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

爪
に
よ
る
刻
み

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
少
量

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
６１

２６
P

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

竹
管
状
工
具
に

よ
る
多
段
の
刺
突

―
―

―
―

―
―

繊
維

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
６２
a

１８
K

�
３
１８
K

�
２１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
１
類

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
新

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
６２
b

１８
K

�
２
１８
L

�
１

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

有
（
低
）

棒
状
工
具
に

よ
る
斜
位
の
刺
突

有
単
軸
絡
条
体
第
１
類

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１７
０
－
６３
a

１２
E

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

縄
に
よ
る
刻
み

有
複
節
縄
文

複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針
砂
粒

下
層
b
式

図
�
－
１７
０
－
６３
b

１２
E

�
１

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針
砂
粒

図
�
－
１７
０
－
６４

２０
K

�
２

�
b

―
―

―
頸
部
～
体
部

―
有
（
低
）

縄
に
よ
る
刻
み

有
―

複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針
砂
粒

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
６５

２０
N

�
１３
１９
Y

�
４

�
b

―
―

―

口
縁
部

～

体
部

や
や
外
反

有
棒
状
工
具
に
よ
る

斜
位
の
刺
突

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に

沈
線

附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
J

�
２

２０
K

�
１

２０
L

�
１

２０
L

�
２

２０
M

�
１

２０
N

�
３

２０
N

�
３５

図
�
－
１７
１
－
６６

１４
U

�
５
１３
T

�
１

�
b

―
―

―
口
頸
部

や
や
外
反

有
竹
管
状
工
具

に
よ
る

刺
突

有

刺
突

不
整
綾
絡
文

縄
文
地
に
沈
線

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

１４
T

�
１
１４
K

�
１

１４
T

�
１

１４
T

�
１

１４
U

�
３

１５
Y

�
１

図
�
－
１７
１
－
６７

２１
N

�
６
２１
N

�
１８

�
b

―
―

―
口
頸
部

外
反

有
竹
管
状
工
具

に
よ
る
刺
突

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
６８

２０
N

�
３
２０
N

�
２

�
b

―
―

―
口
頸
部

直
立

有
指
頭
に
よ
る

刺
突

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
６９

２０
O

�
１

�
b

―
―

―
口
頸
部

直
立

有
指
頭
に
よ
る

刺
突

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
７０

１７
M

�
２

�
b

―
―

―
口
頸
部

外
反

有
無

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

複
節
縄
文
？

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
７１

２１
L

�
１

�
b

―
―

―
口
頸
部

外
反

有
無

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

複
節
縄
文
？

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
７２
a

２３
N

�
３
２３
N

�
１７

�
b

―
―

―
頸
部

―
有

指
頭
に
よ
る
刺
突

有
沈
線

単
軸
絡
条
体
第
５
類

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
１
－
７２
b

２３
N

�
５

―
―

―
体
部

―
－

―
―

不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

単
軸
絡
条
体
第
５
類

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１７
２
－
７３
a

１４
T

�
４
１３
Q

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立
波
状

無
―

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

単
軸
絡
条
体
第
５
類

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
７３
b

１４
T

�
２
１３
T

�
２

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

１３
T

�
２

１４
M

�
１

１４
N

�
１

１４
T

�
５

１４
T

�
２４

１６
M

�
２

図
�
－
１７
２
－
７４

１９
K

�
１

�
b

―
―

―
口
頸
部

直
立

無
―

不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

粗
撚
糸
文
の
縦
行

粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
７５

１９
K

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立
気
味

無
―

有
不
整
綾
絡

縄
文
地
に
沈
線

撚
糸
文
の
縦
行

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
７６

１０
Z

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

無
―

有
縄
文
地
に
沈
線

複
節
縄
文
？

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
７７

１３
H

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

（
口
唇
刻
）
有
（
欠
損
）

―
有

縄
文
地
に
沈
線

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
７８

１０
J

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

（
口
唇
刺
突
）

―
―

―
不
整
綾
絡

縄
文

―
粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
７９

１３
O

�
１
１３
O

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

有
？

無
文
地
に

不
整
綾
絡
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

礫
下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８０
a

２１
L

�
３
２１
L

�
８

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

（
口
唇
刺
突
）

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類
の
横
走

―
粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

下
層
b
式

２１
L

�
１
２１
L

�
１１

―
―

―
有
？

単
軸
絡
条
体

第
１
類

有
？

単
軸
絡
条
体

第
１
類
の
横
走

―
粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

図
�
－
１７
２
－
８０
b

２１
L

�
３

―
―

―
口
縁
部

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類

―
単
軸
絡
条
体

第
１
類
の
横
走

―
粗
繊
維
剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒
少
量

２１
L

�
２

―
―

―
図
�
－
１７
２
－
８０
c

２１
L

�
３

―
―

―

�章 遺構と遺物

３１９



表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
４
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１７
２
－
８１

２１
N

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
５
類

―
粗

―
―

繊
維
砂
粒
を
多
く
含
む

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８２

２２
L

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

直
立

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
５
類

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８３

１７
H

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

条
痕
文

粗
―

―
繊
維

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８４

２２
L

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

撚
糸
文
の
縦
行

条
痕

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８５

２０
J

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

附
加
条
文

条
痕

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８６

１２
E

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

複
節
縄
文

条
痕

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８７

１１
U

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

複
節
縄
文
？

条
痕

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８８

１０
J

�
２

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

綾
絡
＋
単
軸

絡
条
体
第
１
類

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

少
量

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
８９

１７
K

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

不
整
綾
絡
文
＋

単
軸
絡
条
体
第
１
類

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
９０

１１
E

�
２

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

不
整
綾
絡
文

＋
単
節
斜
行
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

砂
粒

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
９１

１９
M

�
１

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
９２
a

１２
K

�
８
１２
K

�
２

�
b

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
―

附
加
条
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
２
－
９２
b

１２
K

�
２
１７
K

�
１

―
―

―
体
部

直
立

―
―

―
附
加
条
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

１７
L

�
２

―
―

―

図
�
－
１７
３
－
９３

２３
M

�
３
２３
M

�
２

�
b

―
―

―
体
部
～

底
部

直
立

―
―

―
単
節
斜
行
縄
文

粗
縄
文

や
や
上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２３
M

�
１

図
�
－
１７
３
－
９４

２２
M

�
１２
２２
M

�
９

�
b

―
―

―
体
部
～

底
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
１
類

＋
ナ
デ
ミ
ガ
キ

条
痕
＋

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２２
L

�
１

図
�
－
１７
３
－
９５

２０
L

�
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
３
－
９６

１２
J

�
１２
J

�
９

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
３
－
９７

２５
L

�
３
２５
L

�
２

�
b

―
―

―
体
部
～
底
部

―
―

―
―

―
附
加
条
文

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
３
－
９８

１３
T

�
４

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
複
節
縄
文

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
４
－
９９
a

２０
K

�
３
２０
K

�
１８

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
５
類

条
痕

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
４
－
９９
b

２０
K

�
２
２０
L

�
４

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
５
類

条
痕

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１７
４
－
１０
０

２４
M

�
２
２３
N

�
１２

�
b

―
―

―
体
部 ～

底
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
５
類

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２４
L

�
４５

２４
M

�
１

２４
M

�

図
�
－
１７
４
－
１０
１

２３
K

�
�
b

―
―

―
体
部
～

底
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体

第
５
類

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２３
L

�

図
�
－
１７
４
－
１０
２
a
２０
K

�
１６
１９
K

�
２

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
K

風
倒
木

２
２０
J

�
４

図
�
－
１７
４
－
１０
２
b

２０
K

�
１
２０
J

�
１

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

２０
K

�
１５

２０
L

�
１

図
�
－
１７
４
－
１０
３

２０
L

�
１０
２１
L

�
３

�
b

―
―

―
体
部
～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２１
L

�
４

図
�
－
１７
５
－
１０
４

２３
N

�
３２
２３
N

�
１６

�
b

―
―

―
体
部 ～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

上
部
ミ
ガ
キ

下
部
粗

縄
文

＋
ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２３
L

�
１

２３
P

�
１

図
�
－
１７
５
－
１０
５

２０
I

�
７
２０
I

�
４

�
b

―
―

―
体
部
～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

＋
ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
I

�
１

図
�
－
１７
５
－
１０
６

２３
L

�
３
２３
L

�
２

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

粗
縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２３
L

�
２
２３
N

�
１

図
�
－
１７
５
－
１０
７

１２
c

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
単
軸
絡
条
体
第
１
類

＋
不
整
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
５
－
１０
８

１７
W

�
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
５
－
１０
９

２１
N

�
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
５
－
１１
０

２０
N

�
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

縄
文
ミ
ガ
キ

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
５
－
１１
１

１９
J

�
１
１９
J

�
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
５
－
１１
２

２３
L

�
３
２３
L

�
１

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ
粗

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

図
�
－
１７
５
－
１１
３

２０
N

�
７
２０
N

�
２

�
b

―
―

―
体
部
～

底
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
式

２０
N

�
１

図
�
－
１７
６
－
１１
４

２０
M

�
３
２０
M

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

無
―

有（
縄
の
圧
痕
）

複
節
縄
文

複
節
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１１
５

１９
M

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
結
束
羽
状
縄
文

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１１
６

１８
O

攪
乱

１
１８
O

�
２

�
b

―
―

―
頸
部

―
無

―
有
単絡
条体
第１
類

単
軸
絡
条
体
第
５
類

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１１
７

１８
O

�
１
１８
L

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
無

―
有
単絡
条体
第２
類

単
軸
絡
条
体
第
５
類

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１１
８

１７
G

�
３
１７
G

�
１３

�
b

―
―

―
頸
部

や
や
外
反

無
―

有
単
軸
絡
条
体
第
４
類

単
節
斜
行
縄
文

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

４．表

３２０



表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
５
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１７
６
－
１１
９

１４
T

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

外
反

無
（
？
）

―
有
（
？
）

絡
条
体
圧
痕
文

―
ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１２
０

１７
S

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
無
（
？
）

―
―

絡
条
体
圧
痕
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１２
１

１３
S

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
無
（
？
）

―
―

絡
条
体
圧
痕
文

―
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１２
２

１５
S

�
１

�
b

―
―

―
頸
部

―
―

―
―

絡
条
体
圧
痕
文

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１２
３

１７
K

�
１

�
b

―
―

―
口
縁
部

や
や
外
反

―
―

―
縄
の
圧
痕

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
b
～
c
式

図
�
－
１７
６
－
１２
４

２０
L

�
３

�
b

―
―

―
頸
部
～
体
部

―
有

剥
落

―
―

多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１２
５

９
V

�
２

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１２
６

２６
P

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１２
７

２０
K

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１２
８

１６
O

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１２
９

１８
H

�
２

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１３
０

１２
L

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１３
１

１８
M

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

剥
離

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１３
２

１８
H

�
３
１８
H

�
５

�
b

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ

縄
文

上
げ
底

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
c～
d
式

図
�
－
１７
６
－
１３
３

１９
N

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

や
や
外
反

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１３
４

２０
O

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

直
立

無
―

有
単
軸
絡
条
体

第
１
類
横
走

―
ミ
ガ
キ
粗

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１３
５

１２
R

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

ほ
ぼ
直
立

無
―

有
羽
状
縄
文
？

撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１３
６

９
S

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

直
立

無
―

有（
撚
糸
圧
痕
）
単
節
斜
行
縄
文

―
ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１３
７

２０
S

�
２

�
b

―
―

―
口
縁

外
反

無
―

有（
撚
糸
文
）

撚
糸
圧
痕

多
軸
絡
条
体

ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

Φ０
．５
～０
．３
円
礫
を
含
む

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１３
８

１２
N

�
３

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
木
目
状
撚
糸
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１３
９

１０
Q

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
自
縄
自
巻
的
縄
文
ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
０

１０
Q

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
自
縄
自
巻
的
縄
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
１

１７
M

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
自
縄
自
巻
的
縄
文

粗
―

―
繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
２

１６
K

�
２
１４
J

�
１

�
b

―
―

―

頸
部
（
？
）

～

体
部

―
―

―
有
（
？
）

不
整
綾
絡
？
文

撚
糸
文
＋

結
束
第
１
種

羽
状
縄
文

ミ
ガ
キ

（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

１６
L

�
１
１５
K

�
１

１６
K

�
３

１６
K

�
２９

１６
L

�
４

１６
L

�
１２

図
�
－
１７
６
－
１４
３

１４
P

�
３

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
木
目
状
撚
糸
文

剥
落

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
４

１５
S

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
自
縄
自
巻
的
縄
文

＋
羽
状
縄
文

＋
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
５
a
１４
N

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
木
目
状
（
？
）

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
５
b
１４
N

�
１

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
木
目
状
（
？
）

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

図
�
－
１７
６
－
１４
６

１１
M

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
地
に
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
７

１１
N

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
地
に
綾
絡
文

粗
―

―
繊
維

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
８

１８
R

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
地
に
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１４
９

１５
S

�
１

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
地
に
綾
絡
文

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１５
０

１９
R

�
１
１９
R

�
６

�
b

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
自
縄
自
巻
的
縄
文

＋
綾
絡
文

ミ
ガ
キ
（
滑
沢
）

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
６
－
１５
１

１６
N

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

縄
の
圧
痕

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
２
式

図
�
－
１７
６
－
１５
２

１５
N

�
２

�
b

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

縄
の
圧
痕

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
d
２
式

図
�
－
１７
６
－
１５
３

１７
N

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

撚
糸

―
ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
砂

下
層
d
２
式

図
�
－
１７
６
－
１５
４

１５
Y

�
１

�
b

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

撚
糸

―
粗
（
摩
滅
）

―
―

繊
維
骨
針

下
層
d
１
式

図
�
－
１７
７
－
１５
５

１７
L

�
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

円
筒
上
層
a
式

図
�
－
１７
７
－
１５
６

１３
P

�
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

円
筒
上
層
a
式

図
�
－
１７
７
－
１５
７

１６
O

�
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

円
筒
上
層
a
式

図
�
－
１７
７
－
１５
８

１７
N

�
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

円
筒
上
層
a
式

図
�
－
１７
７
－
１５
９

１９
K

�
２
１９
K

�
１

�
a

―
―

―
頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

円
筒
上
層
a
式

図
�
－
１７
７
－
１６
０

１８
Y

�
４
１５
T

�
３

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
１

１１
V

�
１

�
a

―
―

―
把
手
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
２

１６
S

�
２

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
３

２３
K

�
２
２３
K

�
２

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
４

１６
Y

�
２

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
５

１６
U

�
３

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
６
a
１５
S

�
１

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
６
b
１１
W

�
１

図
�
－
１７
７
－
１６
７

１５
Y

�
１

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
８

１８
N

�
９
１８
N

�
３

�
a

―
―

―
胴
部
～
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１６
９

２５
L

�
７
２５
L

�
５

�
a

―
―

―
口
縁
～
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

�章 遺構と遺物
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表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
６
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１７
７
－
１７
０

１３
J

�
２

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
７
－
１７
１

１１
Y

�
１

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

サ
イ
べ


式

図
�
－
１７
８
－
１７
２

１１
T

�
６
１１
T

�
２

�
a

―
―

―
口
縁 ～

底
部

１３
T

�
９
１３
T

�
４

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

１６
R

�
１

図
�
－
１７
８
－
１７
３
a
１２
F

�
４
１４
E

�
３

�
a

―
―

―
口
縁 ～

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

１３
J

�
４
１３
J

�
１

図
�
－
１７
８
－
１７
３
b
１３
J

�
２
１７
G

�
３

１４
K

�
２

図
�
－
１７
８
－
１７
４

１７
O

�
１２
１７
O

�
５

�
a

―
―

―
口
縁
～
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１７
５
a
１２
M

�
１
１１
P

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
～

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１７
５
b
１３
O

�
２

図
�
－
１７
９
－
１７
６
a
１１
J

�
１
１１
J

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
～

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１７
６
b
１１
J

�
１

図
�
－
１７
９
－
１７
７

１２
F

�
１
１２
F

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

ト
リ
サ
キ
式

１２
F

�
１
１３
G

�
１

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

１３
J

�
２

図
�
－
１７
９
－
１７
８

２０
Q

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１７
９

１９
S

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
０

１３
J

�
１
１０
Q

�
１

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
１

１５
J

�
２

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
２

１７
G

�
３
１７
G

�
２

�
a

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
３

１８
L

�
２

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
４
a
１７
R

�
３
１７
R

�
１６

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
４
b
１７
R

�
１

底
部

図
�
－
１７
９
－
１８
５

１９
O

�
１

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
６
a
１４
K

�
３
１１
a

�
２

�
a

―
―

―
口
縁

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
６
b

１１
a

�
１
１４
K

�
１６

１３
K

�
１

１４
K

�
２

図
�
－
１７
９
－
１８
７

１８
P

�
１

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
８

１７
M

�
１

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１８
９

１０
a

�
１

�
a

―
―

―
口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１９
０

１０
R

�
１

�
a

―
―

―
胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１９
１

１５
M

�
３
１５
M

�
１

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１９
２

１１
U

�
３

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１９
３

１０
a

�
１

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１７
９
－
１９
４

１４
K

�
１

�
a

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ト
リ
サ
キ
式

図
�
－
１８
０
－
１９
５

２８
O

�
２
２８
O

�
１

�
―

―
―

口
縁

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

大
洞
A
式

図
�
－
１８
０
－
１９
６
a

１７
N

�
１７
１５
M

�
１

�

―
―

―
口
縁 ～

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１６
N

�
２
１５
N

�
１

１４
O

�
２
１５
P

�
１

図
�
－
１８
０
－
１９
６
b

１６
O

�
１
１５
O

�
２

―
―

―
底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

１４
O

�
１

１６
M

畑
３

１６
M

�
３

１６
M

�
１

１６
N

�
６

１６
O

�
３

１６
O

�
１

１７
N

�
２

１７
N

畑
１

１７
L

�
１

１７
O

�
１

１９
O

�
１

１９
P

畑
１

図
�
－
１８
０
－
１９
７

１７
M

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
１９
８

１７
N

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
１９
９

１５
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
０

１５
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
１

１７
N

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
２

１７
L

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

４．表

３２２



表
�
－
８

包
含
層
掲
載
土
器
一
覧（
７
）

復
元
・
接
合
・
破
片

同
一
個
体
未
接
合
破
片

分
類

復
元
個
体
（
	
）

部
位

口
頸
部
（
�
群
b
類
）

体
部
（
�
群
b
類
）

底
部
（
�
群
b
類
）

胎
土（
�
群
b
類
）

比
定
す
る
型
式

挿
図
番
号

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

調
査
区
・
遺
構

層
位

点
数

口
径

底
径

器
高

形
状

隆
帯
の
有
無

隆
帯
上

区
画
の
有
無

地
文
・
施
文

地
文
・
施
文

内
面
調
整

裏
面

形
状

図
�
－
１８
０
－
２０
３

１６
N

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
４

１５
N

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１５
N

�
１

図
�
－
１８
１
－
２０
５

１６
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
６

１７
N

�
２

１７
N

�
５

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
７

１２
N

�
２

�
―

―
―

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１５
N

�
１

図
�
－
１８
０
－
２０
８

１５
O

�
１

�
―

―
―

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
９
a
１６
N

�
１

１６
N

�
５

�

―
―

―
口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２０
９
b

１６
O

�
１

―
―

―
胴 ～ 底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

１６
O

�
２

１６
P

�
１

図
�
－
１８
０
－
２１
０

１６
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２１
１

１６
O

�
１

�
―

―
―

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２１
２

１６
O

�
１

�
―

―
―

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１７
O

�
１

図
�
－
１８
１
－
２１
３

１５
O

�
３

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１４
O

�
１

図
�
－
１８
１
－
２１
４

１５
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２１
５

１５
b

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２１
６

１５
M

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
０
－
２１
７

１６
N

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２１
８

２５
L

�
１

１１
T

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１７
N

�
１

２０
M

�
８

図
�
－
１８
１
－
２１
９

１５
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
０

１７
N

�
２

１７
N

�
２

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１７
N

�
１

図
�
－
１８
０
－
２２
１

１７
L

�
１

�
―

―
―

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
２
a
１５
J

�
１

１４
J

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
２
b
１５
J

�
２

１５
J

�
１

図
�
－
１８
１
－
２２
３

１０
R

�
１

１０
R

�
４

�
―

―
―

胴
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
４

１８
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
５

１７
M

�
１

１４
O

�
１

�
―

―
―

口
縁
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１７
M

�
１

１４
O

�
１

１５
M

�
２

１５
N

�
１

１５
O

�
１

１６
M

�
１

１６
O

�
１

１７
M

�
１

図
�
－
１８
１
－
２２
６

１５
C

�
２

１３
N

�
１

�
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

１５
O

�
３

１３
N

�
１

１６
O

�
１

１５
N

�
１

１５
O

�
２

１５
O

�
１

１６
O

�
１

図
�
－
１８
１
－
２２
７

１４
T

�
１

�
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
８

１５
M

�
１

�
―

―
―

底
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２２
９

１５
O

�
１

�
―

―
―

把
手
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２３
０

１７
N

�
１

�
―

―
―

台
付
土
器

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２３
１

１６
L

�
１

�
―

―
―

台
付
土
器

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２３
２

１５
O

�
１

�
―

―
―

台
付
土
器

（
す
か
し
入
り
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２３
３

１６
M

�
１

�
―

―
―

台
付
土
器

（
す
か
し
入
り
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
１
－
２３
４

１６
M

�
１

�
―

―
―

台
付
土
器

（
す
か
し
入
り
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

恵
山
式
土
器

図
�
－
１８
２
－
２３
５

１９
L

�
２

土
製
品

―
―

―
体
部

―
―

―
―

―
撚
糸
文
の
縦
行

ミ
ガ
キ

―
―

繊
維
海
綿
骨
針

下
層
ｂ
式

図
�
－
１８
２
－
２３
６

１３
J

�
１

土
製
品

１２
．５

１
．３
５

７
．９

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

図
�
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表�－９ 包含層掲載石器一覧（１）

掲載番号 器種名 調査区 層位 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重さ（） 石質 遺物番号 備考

図�－１８５－１ 石鏃 １９－Ｊ �層 ２．６５ １．２７ ０．３３ ０．９０ 頁岩 ５

図�－１８５－２ 石鏃 １８－Ｑ �層 ３．１９ １．８０ ０．４６ ２．３２ メノウ ５

図�－１８５－３ 石鏃 １７－Ｌ �層 （３．６１） １．５２ ０．５９ ３．１２ 頁岩 ２９

図�－１８５－４ 石鏃 １２－Ｆ �層 ３．７２ １．５１ ０．３９ １．４９ 頁岩 １８

図�－１８５－５ 石鏃 １２－Ｍ �層 ３．７９ １．８１ ０．３７ ２．１３ 頁岩 １３

図�－１８５－６ 石鏃 １８－Ｑ �層 ３．９７ １．８５ ０．５０ ２．９６ 頁岩 ８

図�－１８５－７ 石鏃 １９－Ｍ �層 ３．１２ ２．０１ ０．５２ ２．５９ 頁岩 ２２

図�－１８５－８ 石鏃 ２１－Ｌ �層 （３．７９） １．５１ ０．３９ １．９２ 頁岩 １８

図�－１８５－９ 石鏃 ２３－Ｌ �層 ３．０９ １．５５ ０．４６ １．８０ 頁岩 １

図�－１８５－１０ 石鏃 １８－Ｑ �層 ３．５９ １．３４ ０．４３ １．５２ 頁岩 １０

図�－１８５－１１ 石鏃 ２３－Ｐ �層 （２．４９） １．３２ ０．３３ ０．８０ 頁岩 ２

図�－１８５－１２ 石鏃 １５－Ｙ �層 （３．８２） １．５１ ０．７８ ３．８２ 黒曜石 １１

図�－１８５－１３ 石鏃 １２－Ｐ �層 （３．６５） １．４１ ０．４６ ０．９８ 頁岩 ７

図�－１８５－１４ 石鏃 １８－Ｔ �層 ２．６４ １．１３ ０．３９ ０．８４ 頁岩 ２

図�－１８５－１５ 石鏃 ２２－Ｌ �層 （３．２４） １．５４ ０．４２ １．０３ 頁岩 ４

図�－１８５－１６ 石鏃 １０－ｂ �層 ３．２９ １．３５ ０．４４ １．１７ 頁岩 １０

図�－１８５－１７ 石鏃 ９－Ｔ �層 ３．４３ １．２１ ０．４１ １．４１ 頁岩 ２

図�－１８５－１８ 石鏃 １３－Ｍ �層 （３．５９） ２．１２ ０．７４ ５．１８ 黒曜石 １２

図�－１８５－１９ 石鏃 ２７－Ｒ �層 ３．９６ １．２９ ０．３７ １．２５ 頁岩 ４

図�－１８５－２０ 石鏃 １７－Ｏ �層 ４．４８ １．０６ ０．４２ １．２９ 頁岩 ５

図�－１８５－２１ 石鏃 １２－Ｎ �層 ５．１８ １．５６ ０．７７ ４．２０ 頁岩 ２

図�－１８５－２２ 石鏃 １２－Ｏ �層 ４．３７ ２．５７ ０．７２ ７．２０ 頁岩 ３

図�－１８５－２３ 石槍 １７－Ｒ �層 ８．２２ ２．８８ １．２０ ２３．８５ 頁岩 １２

図�－１８５－２４ 石槍 １５－Ｎ �層 ８．１９ ２．５５ ０．７３ １５．２７ 頁岩 ３

図�－１８５－２５ 石槍 １７－Ｒ �層 ８．２２ ４．１３ １．１９ ３９．４７ 頁岩 １３

図�－１８５－２６ 石槍 １１－Ｑ �層 ８．９７ ４．４１ １．４４ ４５．０９ 頁岩 １９

図�－１８５－２７ 石槍 １１－Ｙ �層 １０．１２ ４．４９ １．４２ ５２．９８ 頁岩 ９

図�－１８５－２８ 石槍 １１－Ｓ �層 １０．３１ ３．０３ １．３６ ４０．６５ 頁岩 １１

図�－１８６－２９ 石槍 １５－Ｍ �層 １０．５８ ２．５６ １．３６ ２４．４８ 頁岩 ７

図�－１８６－３０ 石槍 ２２－Ｍ �層 １２．４７ ２．９８ １．８４ ４８．２３ 頁岩 １３

図�－１８６－３１ 石槍 １７－Ｔ �層 １２．５１ ３．７２ １．３８ ５１．５７ 頁岩 ８

図�－１８６－３２ 石槍 ２５－Ｌ �層 １２．９１ ３．８９ ２．０４ ７８．２７ 頁岩 ２

図�－１８６－３３ 石槍 １５－Ｗ �層 ５．６２ ３．０５ ０．７４ １１．７２ 凝灰岩 ２

図�－１８６－３４ 石槍 １６－Ｒ �層 ７．１９ ２．４５ ０．８６ １１．４１ 頁岩 １０

図�－１８６－３５ 石槍 １５－ｂ �層 ８．５２ ２．９０ ０．９５ ２１．０３ 頁岩 １

図�－１８６－３６ 石槍 １８－Ｌ �層 ７．７４ ２．４８ １．８６ ２８．９１ 頁岩 １５

図�－１８６－３７ 石槍 １５－Ｌ �層 １３．４１ ５．５５ １．５９ １０８．０２ 凝灰岩 ９

図�－１８６－３８ 石槍 ２０－Ｎ �層 １０．３７ ４．５４ １．５５ ６１．１５ 頁岩 ３９

図�－１８７－３９ 石錐 １８－Ｏ �層 ３．３８ ０．６８ ０．４１ ０．８９ 頁岩 ４

図�－１８７－４０ 石錐 １１－ｂ �層 ３．３２ １．１２ ０．６９ ２．１７ メノウ ８

図�－１８７－４１ 石錐 １６－Ｔ �層 ７．５５ １．９５ １．０６ １２．９１ 頁岩 １０

図�－１８７－４２ 石錐 １２－Ｒ �層 ８．７７ １．４２ ０．９９ １０．４４ 頁岩 ６

図�－１８７－４３ 石錐 ２２－Ｌ �層 ３．２４ １．２４ ０．３２ １．２３ 頁岩 ４７

図�－１８７－４４ 石錐 １８－Ｔ �層 ３．２９ １．６２ ０．６２ ２．６３ 頁岩 ２８

図�－１８７－４５ 石錐 ２４－Ｌ �層 ３．８７ ０．９９ ０．４８ １．６９ 頁岩 １３

図�－１８７－４６ 石錐 ２０－Ｉ �層 ７．８０ ２．９１ １．０７ １７．８８ 頁岩 ８

図�－１８７－４７ 石錐 １８－Ｎ �層 ５．８３ １．９７ １．０４ ８．２５ 頁岩 １５

図�－１８７－４８ 石錐 １４－Ｐ �層 ７．４９ ２．４９ ０．８２ １３．６３ 頁岩 １１

図�－１８７－４９ 石錐 ２３－Ｍ �層 ７．９９ ２．６２ １．０７ ２１．３７ 頁岩 ２０

図�－１８７－５０ 石錐 ２７－Ｎ �層 ３．３９ ２．１３ ０．６１ ３．９６ 頁岩 ２

図�－１８７－５１ 石錐 １４－Ｋ �層 ３．６５ ２．３８ ０．３１ ２．２９ 頁岩 １３

図�－１８７－５２ 石錐 ２５－Ｌ �層 ４．５８ ３．５６ ０．８７ １０．７９ 頁岩 ５

図�－１８７－５３ 石錐 ２１－Ｌ 風倒木 ４．６３ ３．２０ ０．８３ ７．７４ 頁岩 ２１

図�－１８７－５４ 石錐 ２１－Ｊ �層 ７．０４ ３．５８ １．４４ ２２．９６ 頁岩 ６

図�－１８８－５５ つまみ付きナイフ １３－Ｎ �層 ７．３１ ２．４２ １．３１ １５．３４ 頁岩 ２０

図�－１８８－５６ つまみ付きナイフ １７－Ｏ �層 ８．３７ ３．２９ １．０９ ２０．７９ 頁岩 １８

図�－１８８－５７ つまみ付きナイフ １１－ｂ �層 ７．０６ ２．５５ ０．７９ １１．６４ 頁岩 １２

図�－１８８－５８ つまみ付きナイフ １９－Ｉ �層 （５．８２） １．６８ ０．７１ ５．７７ 頁岩 ９

図�－１８８－５９ つまみ付きナイフ １４－Ｔ �層 ８．６５ ３．５６ １．０４ ２８．８２ 頁岩 １８

図�－１８８－６０ つまみ付きナイフ １３－Ｌ �層 １２．５４ ３．７４ １．５３ ６２．８４ 頁岩 ６

図�－１８８－６１ つまみ付きナイフ ２１－Ｎ �層 １３．４７ ４．３５ １．７１ ７５．４４ 頁岩 ９

図�－１８８－６２ つまみ付きナイフ １５－Ｍ �層 ６．５７ ４．０４ ０．８８ ２０．２２ 頁岩 １６

図�－１８８－６３ つまみ付きナイフ ２３－Ｍ �層 ６．０４ ２．０４ ０．６９ ５．６５ 頁岩 １９

図�－１８８－６４ つまみ付きナイフ １２－Ｍ �層 ７．２５ １．６３ １．１３ １１．２０ 頁岩 ７

図�－１８８－６５ つまみ付きナイフ １１－Ｖ �層 ９．７４ ３．３４ １．００ ２５．６４ 頁岩 ６

図�－１８８－６６ つまみ付きナイフ １８－Ｔ �層 ８．１６ ２．７３ ０．９３ １５．０１ 頁岩 ３

４．表
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表�－９ 包含層掲載石器一覧（２）

掲載番号 器種名 調査区 層位 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重さ（） 石質 遺物番号 備考

図�－１８８－６７ つまみ付きナイフ １１－Ｌ �層 ８．３３ ４．７６ １．１８ ２０．２９ 頁岩 １０

図�－１８８－６８ つまみ付きナイフ ２１－Ｌ �層 （７．７１） ６．１２ １．３４ ３１．１４ 頁岩 １５

図�－１８９－６９ つまみ付きナイフ １２－Ｖ �層 ８．７４ １．９９ ０．８７ １２．０１ 頁岩 ４

図�－１８９－７０ つまみ付きナイフ １１－ａ �層 ６．６４ ２．４９ ０．６３ ８．９１ 頁岩 ２０

図�－１８９－７１ つまみ付きナイフ １７－Ｔ �層 ７．５５ ２．６５ １．２６ １６．５３ 頁岩 ２０

図�－１８９－７２ つまみ付きナイフ １４－Ｑ �層 ９．４６ ２．４２ １．１２ ２０．１５ 頁岩 ５

図�－１８９－７３ つまみ付きナイフ ２０－Ｐ �層 （３．７１） ２．５３ ０．７８ ５．６４ 黒曜石 ６

図�－１８９－７４ つまみ付きナイフ １３－Ｒ �層 ７．０５ ３．５１ ０．９８ １４．２４ 頁岩 ３

図�－１８９－７５ つまみ付きナイフ １０－ａ �層 ７．８８ ３．８８ ０．９２ ２５．０９ 頁岩 ６

図�－１８９－７６ つまみ付きナイフ ２１－Ｍ �層 ６．６７ ４．２７ ０．８０ １４．６９ 頁岩 ２０

図�－１８９－７７ つまみ付きナイフ ２０－Ｎ �層 ８．１２ ３．６１ １．１９ ２８．１１ 頁岩 ３０

図�－１８９－７８ つまみ付きナイフ １４－Ｍ �層 ８．１６ ６．０４ １．２８ ３０．９４ 頁岩 １５

図�－１８９－７９ つまみ付きナイフ １８－Ｋ �層 ８．７６ ３．１２ １．４６ ３１．４３ 頁岩 ８

図�－１９０－８０ つまみ付きナイフ １９－Ｍ �層 ９．２８ ４．６３ １．４１ ４１．０６ 頁岩 １９

図�－１９０－８１ つまみ付きナイフ ２０－Ｍ �層 ９．９７ ６．６１ １．８８ ７５．５１ 頁岩 ５

図�－１９０－８２ つまみ付きナイフ １０－Ｖ �層 ４．０６ ５．７４ ０．６６ １３．１８ 頁岩 ４

図�－１９０－８３ つまみ付きナイフ ２５－Ｍ �層 ４．７９ ５．９６ １．２５ ２５．２２ 頁岩 ５

図�－１９０－８４ つまみ付きナイフ ２１－Ｎ �層 ５．３５ ７．２４ ０．９７ １７．１０ 頁岩 １５

図�－１９０－８５ つまみ付きナイフ １８－Ｋ �層 （３．７６） ４．３１ １．２４ １５．０６ 黒曜石 ５

図�－１９１－８６ スクレイパー １２－Ｓ �層 ７．８８ ２．９２ ０．９８ １８．５９ 頁岩 ６

図�－１９１－８７ スクレイパー １３－Ｍ �層 ７．６２ ３．４２ ０．９１ ２２．５１ 頁岩 １６

図�－１９１－８８ スクレイパー １６－Ｓ �層 ７．０８ ３．１２ ０．８１ １９．９２ 頁岩 １８

図�－１９１－８９ スクレイパー １９－Ｉ �層 ６．９７ ４．０３ １．２５ ３１．２７ 頁岩 ２

図�－１９１－９０ スクレイパー １７－Ｒ �層 ７．２３ ３．６３ １．１３ ２６．４２ 頁岩 １０

図�－１９１－９１ スクレイパー １３－Ｓ �層 ６．９６ ４．１４ １．１２ ２０．３７ 頁岩 ５

図�－１９１－９２ スクレイパー ２０－Ｋ �層 ８．１２ ４．３４ １．５５ ４７．０２ 頁岩 １４

図�－１９１－９３ スクレイパー １７－Ｎ �層 ８．８４ ４．２９ １．４７ ４１．０８ 頁岩 ７

図�－１９１－９４ スクレイパー １４－Ｍ �層 １０．７８ ５．２７ １．７５ １０１．２８ 頁岩 １７

図�－１９１－９５ スクレイパー １０－Ｚ �層 ８．３５ ４．６４ １．７４ ６５．５３ 頁岩 ３

図�－１９２－９６ スクレイパー ２０－Ｋ �層 ９．５５ ３．７９ １．２４ ３７．４２ 頁岩 ８

図�－１９２－９７ スクレイパー １２－Ｊ 撹乱 １１．７７ ３．０６ １．１４ ２８．７５ 頁岩 １５

図�－１９２－９８ スクレイパー １７－Ｍ �層 ５．７３ ３．４１ １．０５ １９．５４ 頁岩 １２

図�－１９２－９９ スクレイパー １６－Ｆ �層 ６．４６ ４．６８ １．１７ ３０．３３ 頁岩 ３

図�－１９２－１００ スクレイパー １２－Ｆ �層 ５．８５ ３．６７ １．３７ ２４．１５ 頁岩 １

図�－１９２－１０１ スクレイパー １０－Ｖ �層 ７．３２ ３．３８ １．２９ ３３．５６ 頁岩 １０

図�－１９２－１０２ スクレイパー １６－Ｇ �層 （７．１３） ５．００ １．２１ ４０．４７ 頁岩 ３

図�－１９２－１０３ スクレイパー １０－Ｖ �層 ６．６６ ５．４８ １．７６ ４８．９９ 頁岩 １１

図�－１９２－１０４ スクレイパー １５－ａ �層 ４．６８ ２．７４ １．０７ １１．２５ 頁岩 ６

図�－１９２－１０５ スクレイパー １４－Ｇ �層 ６．０８ ２．１５ １．２８ ２０．０７ 頁岩 ２

図�－１９２－１０６ スクレイパー １５－Ｒ �層 ８．１４ ４．６０ １．１８ ４２．９９ 頁岩 ３

図�－１９２－１０７ スクレイパー １２－Ｋ �層 ５．４５ ２．７８ ０．７５ １１．１５ 頁岩 ６

図�－１９２－１０８ スクレイパー １１－Ｊ �層 ５．１８ ３．６４ １．６３ ２６．６８ メノウ １０

図�－１９２－１０９ スクレイパー １０－Ｘ �層 ５．３０ ３．５１ １．２７ ２３．６２ 頁岩 ２

図�－１９３－１１０ スクレイパー １４－Ｑ �層 （６．４６） ３．４３ １．３４ ２２．２５ メノウ ９

図�－１９３－１１１ スクレイパー １１－Ｇ �層 ６．６７ ４．２９ １．１７ ２５．９１ 頁岩 ５

図�－１９３－１１２ スクレイパー １１－Ｌ �層 ８．３２ ３．３４ １．２７ ３７．７７ 頁岩 ８

図�－１９３－１１３ スクレイパー １１－Ｘ �層 （６．６８） ４．２９ １．５１ ４８．２７ 頁岩 ８

図�－１９３－１１４ スクレイパー ２２－Ｍ �層 ８．２８ ５．７４ ０．８６ ２９．００ 砂岩 １

図�－１９３－１１５ スクレイパー １５－Ｋ �層 ４．３９ ６．１１ ０．８３ ２１．９２ 頁岩 ３

図�－１９３－１１６ スクレイパー ２１－Ｎ �層 ４．６５ ７．０３ ０．５９ １９．０７ 頁岩 １３

図�－１９３－１１７ スクレイパー １６－Ｖ �層 ６．２２ ６．４１ １．７５ ５２．６７ 頁岩 ４

図�－１９３－１１８ スクレイパー １６－ｄ �層 （８．６４） ６．０８ ２．２１ ９９．８２ 粘板岩 ２

図�－１９３－１１９ スクレイパー １１－Ｊ �層 ５．０１ ７．７８ １．４７ ４３．６４ 頁岩 １２

図�－１９４－１２０ 両面調整石器 ２１－Ｊ �層 （９．８８） ３．０９ ２．１５ ６０．２２ 頁岩 ５

図�－１９４－１２１ 両面調整石器 ２１－Ｍ �層 ９．７１ ３．３７ １．７３ ４８．３６ 頁岩 ２１

図�－１９４－１２２ 両面調整石器 １２－Ｖ �層 １２．９４ ５．２５ ２．８６ １７４．３２ 頁岩 ９

図�－１９４－１２３ 両面調整石器 １８－Ｓ �層 １２．４７ ７．０５ ２．４４ ２７４．４６ 粘板岩 ２

図�－１９５－１２４ 両面調整石器 １０－Ｖ �層 １７．０１ ６．２５ ３．６３ ３２５．００ 頁岩 ９

図�－１９５－１２５ 両面調整石器 １１－Ｊ �層 ９．０１ ６．３２ ３．９４ １７８．９６ 頁岩 ２

図�－１９５－１２６ 両面調整石器 １７－Ｔ �層 １１．０５ ７．１８ ２．２１ １６５．５９ 頁岩 １１

図�－１９６－１２７ 両面調整石器 １８－Ｓ �層 ５．５８ ４．６２ １．６１ ４５．９２ 頁岩 ７

図�－１９６－１２８ 両面調整石器 １１－Ｓ �層 ８．０９ ６．８１ ２．８１ １５７．２８ 頁岩 ５

図�－１９６－１２９ 両面調整石器 １７－Ｗ �層 ６．４７ ５．０９ １．７８ ４７．１３ 頁岩 ２

図�－１９６－１３０ 両面調整石器 １５－Ｌ �層 ８．２４ ８．０８ １．７８ ９９．２５ 頁岩 １０

図�－１９６－１３１ Ｕフレイク ２３－Ｍ �層 ５．７７ ５．３６ ２．０１ ３８．７６ 頁岩 １２

図�－１９６－１３２ Ｒフレイク １２－Ｆ �層 （６．０７） ２．８８ ０．３９ ４．９４ 頁岩 １５

�章 遺構と遺物
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表�－９ 包含層掲載石器一覧（３）

掲載番号 器種名 調査区 層位 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重さ（） 石質 遺物番号 備考

図�－１９６－１３３ Ｒフレイク １４－Ｘ �層 ７．５６ ５．９８ １．９８ ６６．６８ 頁岩 ３

図�－１９６－１３４ 楔形石器 １６Ｍ �層 ３．８０ ２．７５ ０．７０ ６．８５ メノウ ２８

図�－１９６－１３５ 楔形石器 １６Ｍ �層 ４．８０ ４．７０ １．１０ ２９．００ obs １６

図�－１９６－１３６ 楔形石器 １６Ｎ �層 ３．１０ ３．２０ １．７０ １５．２５ 頁岩 ２３

図�－１９７－１３７ 石核 ２４－Ｎ �層 １３．０１ ９．６４ ５．９８ ７９０．００ 頁岩 ４

図�－１９７－１３８ 石核 ２４－Ｌ �層 ７．８１ ８．２９ ３．００ １９６．３９ 頁岩 ６

図�－１９８－１３９ 石核 １７－Ｒ �層 １９．６２ ８．０３ ６．７６ １１４０．００ 頁岩 ４

図�－１９９－１４０ 石核 １１－Ｊ �層 ４．４８ ７８．４０ ３．９８ ２６３．３２ 頁岩 １１

図�－１９９－１４１ 石核 １３－Ｘ �層 ４．６７ ６．９４ ４．２２ １３６．８９ 頁岩 ８

図�－１９９－１４２ 石核 １４－Ｏ �層 ６．８１ ６．５９ ５．５８ ３４５．００ 頁岩 ５

図�－２００－１４３－ａ 石核接合資料（状況１） １１．４６ １１．２３ ４．７２ ６３２．５２

珪質岩

図�－２００－１４３－ｂ 石核接合資料（状況２） １１．８１ ８．３９ ４．６９ ３８３．２０

図�－２０１－１４３－１ 接合資料（石核） １８－Ｏ �層 ９．３３ ６．４３ ３．５１ ２４９．３２ ６

図�－２０１－１４３－２ 接合資料（石核） １９－Ｐ �層 ６．６３ ８．８９ ４．９０ ２９０．１３ ３

図�－２０１－１４３－３ 接合資料（フレイク） １８－Ｏ �層 ５．０９ ６．８７ ３．２０ ９３．０７ ５

図�－２０２－１４４ 石斧 １６－Ｘ �層 ９．５４ ４．８８ ２．７３ ２１３．９６ 緑色泥岩 １

図�－２０２－１４５ 石斧 １７－ｂ �層 １０．２３ ５．１２ ２．５９ ２２４．５８ 緑色泥岩 １ 被熱

図�－２０２－１４６ 石斧 １８－Ｓ �層 １０．６１ ４．８９ ２．７９ ２３１．６３ 砂岩 １

図�－２０２－１４７ 石斧 １７－ｂ �層 １１．３１ ４．７５ ２．５８ ２２５．８１ 緑色泥岩 ２ 被熱

図�－２０２－１４８ 石斧 １０－ｂ �層 （８．２５） ３．９１ ３．７３ １４２．４６ 緑色泥岩 １

図�－２０２－１４９ 石斧 １２－Ｚ �層 （１４．１８） ５．１７ ２．３０ ２７１．８２ 砂岩 １

図�－２０３－１５０ 石斧 １２－Ｕ �層 １９．７５ ７．８２ ４．４９ ８７１．００ 砂岩 １

図�－２０３－１５１ 石斧 １８－Ｎ �層 ９．０２ ５．０２ １．６６ ８７．６６ 凝灰岩 ２

図�－２０３－１５２ 石斧 １４－Ｏ �層 （７．１６） １．７４ ０．９５ ２１．０４ 砂岩 １

図�－２０３－１５３ 石斧 １３－Ｎ �層 （５．７８） １．８２ １．０４ １９．１０ 緑色泥岩 ２

図�－２０４－１５４ 扁平打製石器 １６－Ｗ �層 ９．８９ １３．４７ ３．０２ ５４５．００ 安山岩 １ 未成品

図�－２０４－１５５ 扁平打製石器 １７－Ｎ �層 １０．２５ １４．５２ ２．９２ ６３３．００ 安山岩 ８

図�－２０４－１５６ 扁平打製石器 １２－Ｖ �層 ８．８９ １５．２４ ３．２８ ５９０．００ 砂岩 ２

図�－２０４－１５７ 扁平打製石器 １５－Ｍ �層 ８．３６ １４．７９ ２．７１ ４５０．００ 砂岩 １８

図�－２０４－１５８ 扁平打製石器 １７－Ｌ �層 ９．４９ １４．６１ １．５４ ３４９．００ 凝灰岩 １５

図�－２０４－１５９ 扁平打製石器 １０－Ｆ �層 ６．８８ １６．４３ １．７６ ２１６．００ 砂岩 ２

図�－２０４－１６０
扁平打製石器片 １４－Ｈ �層 ６．２７ １４．０１ １．８３ ３０５．００ 安山岩 １

扁平打製石器片 １４－Ｈ �層 安山岩 ３

図�－２０４－１６１ 扁平打製石器 １９－Ｏ �層 ７．９１ １５．８８ １．７６ ３１４．００ 凝灰岩 １４

図�－２０４－１６２ 扁平打製石器 ２６－Ｐ �層 ７．３６ １５．２８ ３．２３ ４８９．００ 砂岩 ５

図�－２０４－１６３ 扁平打製石器 １２－Ｙ �層 ８．０６ １４．１１ １．７２ ２６１．８０ 凝灰岩 ４

図�－２０５－１６４ 扁平打製石器 １９－Ｋ �層 ６．９２ １６．５０ ２．３２ ３３６．００ 凝灰岩 ９

図�－２０５－１６５ すり石 １０－ａ �層 ８．２３ １５．６７ ４．５３ ８５０．００ 安山岩 １

図�－２０５－１６６ すり石 １０－Ｒ �層 ５．５４ １１．９４ ３．０３ ２８７．５１ 砂岩 １

図�－２０５－１６７ すり石 １７－Ｒ �層 ５．６３ １４．０９ １．５２ １８５．４１ 砂岩 ３

図�－２０５－１６８ すり石 １１－Ｇ �層 ６．１９ （７．６１） ３．３８ ２５０．４２ 閃緑岩 ３

図�－２０５－１６９ すり石 １９－Ｍ �層 １０．０２ １２．０４ ３．１９ ５７０．００ 凝灰岩 ７

図�－２０５－１７０ すり石 １４－Ｘ �層 ７．２６ １２．２２ ５．５７ ７００．００ 砂岩 ３

図�－２０５－１７１ 北海道式石冠 １４－Ｘ �層 ７．２３ １１．７１ ５．４１ ７１０．００ 砂岩 ５

図�－２０５－１７２ 北海道式石冠 １４－Ｒ �層 ８．４１ １６．７７ ５．５４ １１０５．００ 砂岩 ４

図�－２０５－１７３ 北海道式石冠 １７－Ｓ �層 ８．４３ １３．７４ ６．３７ １２００．００ 砂岩 ３

図�－２０５－１７４ 北海道式石冠 １４－Ｍ �層 １０．５４ １５．９８ ５．４９ １７７５．００ 砂岩 ２ 未成品

図�－２０６－１７５ 石鋸 １５－Ｋ �層 ５．６２ ５．７４ ０．８６ ４０．８７ 安山岩 ６

図�－２０６－１７６ たたき石 １７－Ｓ �層 １６．４１ ９．５２ ４．０１ １０２０．００ 砂岩 １

図�－２０６－１７７ たたき石 １７－Ｏ �層 １３．１４ ６．９８ ３．８９ ４８５．００ 砂岩 ７

図�－２０６－１７８ たたき石 １７－Ｔ �層 １５．６３ ５．７９ ３．２８ ５１５．００ ひん岩 ２

図�－２０６－１７９ たたき石 ２７－Ｎ �層 ７．８４ ６．１８ ４．５２ ２６６．８７ 頁岩 １

図�－２０６－１８０ たたき石 ２０－Ｌ �層 ９．７６ ８．１０ ５．０３ ６２０．００ 砂岩 ９

図�－２０６－１８１ たたき石 １７－Ｏ �層 １０．６４ ８．８８ ４．０６ ７５０．００ 砂岩 ４ 被熱

図�－２０６－１８２ たたき石 １４－Ｕ �層 ７．１２ １１．３８ ８．０４ ８３５．００ 砂岩 ４

図�－２０６－１８３ たたき石 １８－Ｍ �層 ８．０７ ５．７８ ３．３１ １８１．２０ 粘板岩 ６

図�－２０６－１８４ たたき石 １５－Ｋ �層 １３．８１ ９．４７ ４．１７ ７３２．００ 安山岩 １ 接合（４点）

図�－２０７－１８５ 石錘 １２－Ｘ �層 １３．３６ １７．１０ ２．３０ ６３０．００ 凝灰岩 ４

図�－２０７－１８６ 石錘 １１－Ｖ �層 ５．５２ ５．９６ １．６１ ８４．６２ 粘板岩 ８

図�－２０７－１８７ 石錘 ２２－Ｌ �層 ８．７８ １１．６４ １．９７ ２７７．５５ 砂岩 ７

図�－２０７－１８８ 石錘 １２－Ｗ �層 １０．６７ １２．８３ ２．５２ ４９５．００ 凝灰岩 ３ 未成品

図�－２０７－１８９ 石錘 １１－Ｖ �層 ６．３７ ７．２１ １．３５ ９０．３１ 泥岩 ６

図�－２０７－１９０ 台石 １０－Ｘ �層 ３７．１０ ２０．９０ ５．７０ ４７００．００ 砂岩 ４

４．表
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�章 自然科学的手法による分析

１．館野６遺跡における放射性炭素年代

（AMS測定）

�加速器分析研究所

１ 測定対象試料

館野６遺跡は、北海道北斗市館野８５－１ほか（北緯４１°４７′２１″、東経１４０°３７′０４″）に所在し、函館

湾に面する標高５２～５８メートルの海岸段丘に立地する。館野２遺跡の南方５００メートルに位置する。

測定対象試料は、Ｈ－２ Ｆ－１出土木炭（�１４：IAAA－１０２９２８）、Ｈ－３ HF－２出土木炭（�１５：
IAAA－１０２９２９）、Ｈ－１０ HF－１出土木炭（�１６：IAAA－１０２９３０）、Ｈ－１３ HP－１出土木炭（�１７：
IAAA－１０２９３１）、Ｈ－１６ HF－１出土木炭（�１８：IAAA－１０２９３２）、Ｈ－１７ HF－１出土木炭（�１９：
IAAA－１０２９３３）、Ｐ－１４Ｆ－１出土木炭（�２０：IAAA－１０２９３４）、Ｆ－２８出土木炭（�２１：IAAA
－１０２９３５）、Ｆ－５９出土木炭（�２２：IAAA－１０２９３６）、埋設土器４出土木炭（�２３：IAAA－１０２９３７）
の合計１０点である（表�－１）。試料はすべてフローテーションによって回収された。

２ 測定の意義

遺構の年代を特定する。

３ 化学処理工程

� メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

� 酸－アルカリ－酸（AAA : Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常１mol／�
（１Ｍ）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、

０．００１Ｍから１Ｍまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Ｍに達した時には

「AAA」、１Ｍ未満の場合は「AaA」と表１に記載する。

� 試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

� 真空ラインで二酸化炭素を精製する。

	 精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（Ｃ）を生成させる。


 グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。

４ 測定方法

３MVタンデム加速器（NEC Pelletron ９SDH－２）をベースとした１４C－AMS専用装置を使用

し、１４Cの計数、１３C濃度（１３C／１２C）、１４C濃度（１４C／１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局

（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx�）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド

�章 自然科学的手法による分析
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試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

� δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（表�－１）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。
� １４C年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０

年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）を使

用する（Stuiver and Polach１９７７）。１４C年代は δ１３Cによって同位体効果を補正する必要がある。補

正した値を表�－１に、補正していない値を参考値として表�－２に示した。１４C年代と誤差は、
下１桁を丸めて１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C年代がその

誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。pMC

が小さい（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００以上（１４Cの量が標準現代炭素と同等以

上）の場合Modernとする。この値も δ１３Cによって補正する必要があるため、補正した値を表�
－１に、補正していない値を参考値として表�－２に示した。
� 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する較

正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）

で表示される。グラフの縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力

される値は、δ１３C補正を行い、下一桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線および較正プ

ログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なる

ため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正

年代の計算に、IntCal０９データベース（Reimer et al.２００９）を用い、OxCalv４．１較正プログラム（Bronk

Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存す

る点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表�－２に示した。暦年較正年代
は、１４C年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC／AD」

（または「cal BP」）という単位で表される。

６ 測定結果

試料の１４C年代は、Ｈ－２ Ｆ－１出土木炭�１４が４４７０±３０yrBP、Ｈ－３ HF－２出土木炭�１５が
４１６０±３０yrBP、Ｈ－１０ HF－１出土木炭�１６が４４４０±３０yrBP、Ｈ－１３ HP－１出土木炭�１７が４９４０
±３０yrBP、Ｈ－１６ HF－１出土木炭�１８が４４３０±３０yrBP、Ｈ－１７ HF－１出土木炭�１９が４４５０±３０
yrBP、Ｐ－１４Ｆ－１出土木炭�２０が４７１０±３０yrBP、Ｆ－２８出土木炭�２１が６４０±２０yrBP、Ｆ－５９出
土木炭�２２が４４１０±３０yrBP、埋設土器４出土木炭�２３が４８８０±３０yrBPである。暦年較正年代（１σ）

は、�１４が３３２７～３０９１cal BC、�１５が２８７２～２６８０cal BC、�１６が３３１０～３０１７cal BC、�１７が３７６３～３６６４
cal BC、�１８が３３０９～３０１３cal BC、�１９が３３１２～３０２４cal BC、�２０が３６２３～３３８０cal BC、�２１が１２９５
～１３８８cal AD、�２２が３０９０～２９３５cal BC、�．２３が３６９５～３６４２cal BCの間に各々複数の範囲で示され
る。�１７、２３は縄文時代前期後半頃、�２０は縄文時代前期末葉頃、�１４、１６、１８、１９、２２は縄文時代
中期前半頃、�１５は縄文時代中期後葉頃に相当する年代値である。これらに比べて�２１は大幅に新し
い値となっている。

１．館野６遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）
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表－１ 測定結果

測定番号 試料名 採取場所
試料

形態

処理

方法

δ１３C（‰）

（AMS）

δ１３C補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－１０２９２８ �．１４ Ｈ－２ Ｆ－１ 木炭 AAA －２７．８７±０．５０ ４，４７０±３０ ５７．３４±０．２２

IAAA－１０２９２９ �．１５ Ｈ－３ HF－２ 木炭 AAA －２７．９９±０．４２ ４，１６０±３０ ５９．５７±０．２２

IAAA－１０２９３０ �．１６ Ｈ－１０ HF－１ 木炭 AAA －２９．５６±０．４０ ４，４４０±３０ ５７．５７±０．２１

IAAA－１０２９３１ �．１７ Ｈ－１３ HP－１ 木炭 AAA －２６．３０±０．５８ ４，９４０±３０ ５４．０３±０．２１

IAAA－１０２９３２ �．１８ Ｈ－１６ HF－１ 木炭 AAA －２６．２２±０．３５ ４，４３０±３０ ５７．５９±０．２２

IAAA－１０２９３３ �．１９ Ｈ－１７ HF－１ 木炭 AAA －２５．５９±０．３５ ４，４５０±３０ ５７．５０±０．２０

IAAA－１０２９３４ �．２０ Ｐ－１４ Ｆ－１ 木炭 AAA －２４．６４±０．２６ ４，７１０±３０ ５５．６４±０．２０

IAAA－１０２９３５ �．２１ Ｆ－２８ 木炭 AAA －２６．１４±０．４１ ６４０±２０ ９２．３９±０．２７

IAAA－１０２９３６ �．２２ Ｆ－５９ 木炭 AAA －２２．２３±０．５０ ４，４１０±３０ ５７．７９±０．２０

IAAA－１０２９３７ �．２３ 埋設土器４ �層下位 木炭 AAA －２８．１３±０．４６ ４，８８０±３０ ５４．４８±０．１９

［＃４１３１］

表－２（１） 暦年較正

測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－１０２９２８ ４，５２０±３０ ５７．００±０．２１４，４６７±３１

３３２７calBC－３２１８calBC（４８．６％）

３１７６calBC－３１６０calBC（６．６％）

３１２１calBC－３０９１calBC（１３．１％）

３３３９calBC－３２０６calBC（５０．８％）

３１９６calBC－３０７９calBC（３２．７％）

３０７１calBC－３０２４calBC（１２．０％）

IAAA－１０２９２９ ４，２１０±３０ ５９．２０±０．２１４，１６１±２９

２８７２calBC－２８４９calBC（１１．４％）

２８１３calBC－２７４２calBC（３４．９％）

２７３０calBC－２６９４calBC（１８．６％）

２６８７calBC－２６８０calBC（３．３％）

２８８０calBC－２８３２calBC（１９．３％）

２８２０calBC－２６３２calBC（７６．１％）

IAAA－１０２９３０ ４，５１０±３０ ５７．０３±０．２１４，４３５±２９

３３１０calBC－３２９６calBC（３．６％）

３２８４calBC－３２７６calBC（２．１％）

３２６５calBC－３２４０calBC（１１．０％）

３１０６calBC－３０１７calBC（５１．６％）

３３２８calBC－３２１８calBC（２６．５％）

３１７９calBC－３１５８calBC（３．０％）

３１２３calBC－３００４calBC（５６．９％）

２９９０calBC－２９２９calBC（９．１％）

IAAA－１０２９３１ ４，９７０±３０ ５３．８９±０．２０４，９４４±３１

３７６３calBC－３７２４calBC（３１．９％）

３７１６calBC－３６９３calBC（２１．６％）

３６８２calBC－３６６４calBC（１４．７％）

３７８２calBC－３６５５calBC（９５．４％）

IAAA－１０２９３２ ４，４５０±３０ ５７．４４±０．２１４，４３２±３０

３３０９calBC－３３００calBC（２．３％）

３２８３calBC－３２７６calBC（１．５％）

３２６５calBC－３２４０calBC（１０．３％）

３１０５calBC－３０１３calBC（５４．１％）

３３２７calBC－３２３０calBC（２２．７％）

３２２５calBC－３２１９calBC（０．７％）

３１７６calBC－３１５９calBC（２．４％）

３１２１calBC－２９２７calBC（６９．６％）
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試料の炭素含有率はすべて６０％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。
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表－２（１） 暦年較正

測定番号
δ１３C補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－１０２９３３ ４，４６０±３０ ５７．４３±０．２０４，４４５±２８

３３１２calBC－３２９５calBC（６．１％）

３２８７calBC－３２７５calBC（４．１％）

３２６５calBC－３２３９calBC（１４．１％）

３１０６calBC－３０２４calBC（４３．８％）

３３３２calBC－３２１４calBC（３６．７％）

３１８８calBC－３１５５calBC（５．８％）

３１３２calBC－３０１０calBC（５０．５％）

２９８０calBC－２９６０calBC（１．７％）

２９５１calBC－２９４２calBC（０．７％）

IAAA－１０２９３４ ４，７００±３０ ５５．６８±０．２０４，７０９±２８

３６２３calBC－３６０４calBC（１２．６％）

３５２３calBC－３５００calBC（１６．４％）

３４３１calBC－３３８０calBC（３９．２％）

３６３１calBC－３５７９calBC（２２．８％）

３５３４calBC－３４９３calBC（２１．１％）

３４６８calBC－３３７４calBC（５１．５％）

IAAA－１０２９３５ ６５０±２０ ９２．１８±０．２６ ６３５±２３
１２９５calAD－１３１５calAD（２５．９％）

１３５６calAD－１３８８calAD（４２．３％）

１２８７calAD－１３２７calAD（３９．３％）

１３４２calAD－１３９５calAD（５６．１％）

IAAA－１０２９３６ ４，３６０±３０ ５８．１２±０．２０４，４０５±２８

３０９０calBC－３０４９calBC（２６．４％）

３０３３calBC－３００９calBC（１５．１％）

２９８３calBC－２９３５calBC（２６．７％）

３２６３calBC－３２５３calBC（１．６％）

３０９９calBC－２９２０calBC（９３．８％）

IAAA－１０２９３７ ４，９３０±３０ ５４．１３±０．１８４，８７９±２７
３６９５calBC－３６７８calBC（２３．３％）

３６６７calBC－３６４２calBC（４４．９％）
３７０３calBC－３６３８calBC（９５．４％）

［参考値］
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１．館野６遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

［参考］暦年較正年代グラフ
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２．館野６遺跡出土炭化材の樹種同定

小林克也（パレオ・ラボ）

１．はじめに

館野６遺跡は北斗市館野に所在し、矢不来川右岸の河岸段丘上に立地する、縄文時代前期から後期

前半を主体とする複合遺跡である。館野６遺跡では竪穴住居跡や土坑などが検出され、炭化材が出土

した。ここでは館野６遺跡で出土した炭化材の樹種同定を行った。なお同定については、森林総合研

究所の能城修一氏の御教示を得た。

２．試料と方法

試料は竪穴住居跡の焼土Ｈ－２ Ｆ１で１点、竪穴住居跡内の炉跡であるＨ－３ HF２とＨ－１０ HF

１、Ｈ－１６ HF１、Ｈ－１７ HF１で各１点、竪穴住居跡内の柱穴または付属ピットであるＨ－１３ HP

１で１点、土坑の焼土Ｐ－１４Ｆ１で１点、焼土であるＦ－２８とＦ－５９で各１点、埋設土器４で１点

の計１０点の出土炭化材である。遺構の時期については、Ｈ－２ Ｆ１とＨ－３ HF２、Ｈ－１３ HP１、

Ｐ－１４Ｆ１、Ｆ－２８、Ｆ－５９、土器埋設４は縄文時代前期後半、Ｈ－１０ HF１とＨ－１６ HF１、Ｈ

－１７ HF１は縄文時代中期前半と考えられている。計測が可能な試料について、加工前に残存半径と

残存年輪数の計測を行った。残存半径は試料で残存している半径を直接計測し、残存年輪数は残存半

径内の年輪数を計測した。

炭化材の樹種同定は、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）についてカミソリ

と手で割断面を作製し、整形して両面テープで試料台に固定した。その後乾燥させ、イオンスパッタ

にて金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE社製 VE－９８００）にて検鏡および写真

撮影を行った。なお同定試料の残りについては、北海道埋蔵文化財センターに保管されている。

３．結果

表－３ 館野６遺跡出土炭化材の樹種同定結果

時 期 縄文時代前期後半 縄文時代中期前半

樹種／遺構
Ｈ－２
Ｆ１

Ｈ－３
HF２

Ｈ－１３
HP１

Ｐ－１４
Ｆ１

Ｆ－２８ Ｆ－５９
埋設
土器４

Ｈ－１０
HF１

Ｈ－１６
HF１

Ｈ－１７
HF１

合計

イヌガヤ １ １
カバノキ属 １ １
コナラ属コナラ節 １ １ １ １ １ １ ６
バラ属 １ １
環孔材 １ １

合 計 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １０

同定の結果、針葉樹のイヌガヤ１分類群と、広葉樹のカバノキ属とコナラ属コナラ節（以下コナラ

節と呼ぶ）、バラ属、樹種不明の環孔材の４分類群の計５分類群が産出した。コナラ節が最も多く６

点産出し、イヌガヤとカバノキ属、バラ属、環孔材が各１点産出した。同定結果を表�－３に、一覧
を表�－４に示す。
次に、同定された材の特徴を記載し、図版に各樹種の走査型電子顕微鏡写真を示す。

� イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia（Knight ex Forbes）K.Kochイヌガヤ科 図版�－１ １ａ
－１ｃ（�８）
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仮道管と放射組織で構成される針葉樹である。晩材部は薄く、早材から晩材への移行は緩やかであ

る。放射組織は単列で、高さ１～３列となる。分野壁孔は小型のトウヒ型で、１分野に１～４個みら

れる。仮道管の内壁にやや不揃いに密に走るらせん肥厚がみられる。

イヌガヤの現在の植生は岩手県以南の本州、四国、九州に分布し、変種のハイイヌガヤは北海道西

部から本州日本海側の多雪地帯に分布する、常緑小高木の針葉樹である。樹木自体が小さいため、現

在では顕著な木材利用は行われていない。

� カバノキ属 Betula カバノキ科 図版�－１ ２ａ－２ｃ（�７）
小型の道管が単独ないし２～５個複合してやや密に散在する散孔材であるが、今回の試料では２年

輪をまたぐ試料が採取できなかった。道管は１０～２０段程度の階段穿孔を有する。放射組織は同性で、

幅１～３列となる。

カバノキ属にはマカンバやダケカンバ、ウダイカンバなどがあり、代表的なマカンバは北海道から

本州北中部の温帯の、日当たりの良い場所に生育する落葉高木の広葉樹である。材はやや重硬かつ強

靭で、切削加工は容易である。

� コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 図版�－１ ３ａ－３ｃ（�２）・図版�
－２ ４ａ－４ｃ（�３）
年輪の始めに大型の道管が１～２列並び、晩材部では急に径を減じた道管が火炎状に配列する環

孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単

列のものと広放射組織がみられる。

コナラ属コナラ節にはコナラやミズナラなどがあり、温帯から暖帯にかけて広く分布する落葉高

木の広葉樹である。代表的なミズナラの材は、やや重く強靭で切削加工はやや難しい。

� バラ属 Rosa バラ科 図版�－２ ５ａ－５ｃ（�１０）
年輪の始めに大型の道管が１～３列並び、晩材部では徐々に径を減じた道管が単独でやや疎に配

列する環孔材である。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織は同性で、

単列のものと広放射組織がみられる。

バラ属にはノイバラやヤマイバラなどがあり、温帯から暖帯に分布する落葉低木の蔓性の広葉樹

である。現在では材利用は顕著に行われてはいない。

	 環孔材 Ring-pored wood 図版�－２ ６ａ－６ｃ（�６）
年輪の始めに大型の道管が１～２列並び、晩材部では徐々に径を減じた道管が単独ないし数個複

合して散在する環孔材である。軸方向柔組織は周囲状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は

平伏、方形、直立細胞が混在する異性で幅１～４列となる。

４．考察

館野６遺跡の縄文時代前期後半の遺構では、竪穴住居跡の焼土であるＨ－２ Ｆ１と竪穴住居跡の

炉跡であるＨ－３ HF２、竪穴住居跡の柱穴または付属ピットであるＨ－１３ HP１、焼土であるＦ－

５９ではコナラ節が産出し、土坑の焼土であるＰ－１４Ｆ１ではカバノキ属、焼土であるＦ－２８ではイ

ヌガヤ、土器埋設４からはバラ属が産出した。また、縄文時代中期前半の竪穴住居跡の炉跡であるＨ

－１０ＨＦ１とＨ－１６ＨＦ１ではコナラ節、Ｈ－１７ＨＦ１では樹種不明の環孔材が産出した。

竪穴住居跡の炉跡から出土した炭化材は、いずれも燃料材の残渣であると考えられる。また竪穴住

居跡の焼土と柱穴または付属ピットから出土した炭化材は、炭化した建築材または燃料材の残渣など

の可能性が考えられる。土坑の焼土を含む焼土から出土した炭化材は、燃料材の残渣である可能性が

２．館野６遺跡出土炭化材の樹種同定
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高く、埋設土器内から出土した炭化材の用途は不明である。竪穴住居跡の炉跡や焼土、柱穴または付

属ピットなどで産出したコナラ節は、火持ちが良くて長時間燃焼するという性質を持つ。また重硬で

耐朽性が高い樹種でもある。そのため燃料材や建築材として利用されていたと考えられる。土坑内の

焼土から出土したカバノキ属は現在でも薪炭材として用いられる材である。焼土で出土したイヌガヤ

と土器埋設４で出土したバラ属は、薪炭材として利用されることは少ない樹種である。しかし試料�
８のイヌガヤは直径６�程度の枝状の材であり、燃料として利用されていた可能性が高い。�１０のバ
ラ属は破片状となっていて形状確認が行えず、用途は不明であった。

クリは、縄文時代の前期から後期を通して、全国的に住居址の建築材や燃料材に多く利用されてい

る（千野、１９９１）。館野６遺跡と同じ北斗市に所在する矢不来６遺跡・矢不来９遺跡・矢不来１１遺跡

では、縄文時代の竪穴住居跡の炉跡やピット、焼土から炭化材が出土し、最も同定試料数の多い矢不

来９遺跡では、クリが４点、ハリギリが２点、イヌガヤとサクラ属が各１点産出している（藤根・中

村、２００８）。

矢不来６・９・１１遺跡の縄文時代中期の遺構ではクリが多く産出する傾向がみられたが、館野６遺

跡ではクリは全くみられず、コナラ節が最も多く産出した。花粉分析が行われていないため遺跡周辺

の森林環境は不明であるが、館野６遺跡は急な崖地に立地しており、遺跡周辺にクリが生育していな

かった可能性や、周辺森林から燃料材や建築材などとしてコナラ節を選択し、クリを利用していなかっ

た可能性などが考えられる。

引用文献

千野裕道（１９９１）縄文時代に二次林はあったか－遺跡出土の植物性遺物からの検討－。東京都埋蔵文

化財センター研究論集、�、２１５－２４９。
藤根 久・中村賢太郎（２００８）矢不来６遺跡・矢不来９遺跡・矢不来１１遺跡出土の炭化材樹種同定。

北海道埋蔵文化財センター編「矢不来６遺跡�・矢不来９遺跡・矢不来１１遺跡�」：９７－１０１、北
海道埋蔵文化財センター。

表－４ 館野６遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧

試料
� 遺 構 層位

遺物
番号

樹 種
残存半径
（�）

残 存
年輪数

時 期 備 考

１ Ｈ－２ Ｆ１ コナラ属コナラ節 ０．６ ２
縄文時代前期後半

２ Ｈ－３ HF２ コナラ属コナラ節 ０．７ ３

３ Ｈ－１０ HF１ １層 コナラ属コナラ節 ０．７ ７ 縄文時代中期前半

４ Ｈ－１３ HP１ １ コナラ属コナラ節 １．２ ４ 縄文時代前期後半

５ Ｈ－１６ HF１ コナラ属コナラ節 ０．５ ４
縄文時代中期前半

炭化物集中

６ Ｈ－１７ HF１ １層 環孔材 ０．４ ２

７ Ｐ－１４ Ｆ１ １ カバノキ属 ０．４ １ 縄文時代前期後半

８ Ｆ－２８ イヌガヤ ０．３ ３ 縄文時代前期後半 最外部あり

９ Ｆ－５９ コナラ属コナラ節 ０．４ ４ 縄文時代前期後半

１０ 埋設土器４ �層下位 バラ属 ０．６ ７ 縄文時代前期後半

�章 自然科学的手法による分析

３３５



２．館野６遺跡出土炭化材の樹種同定

図版－１ 館野６遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（１）
１ａ－１ｃ。イヌガヤ（�４２） ２ａ－２ｃ。カバノキ属（�４１） ３ａ－３ｃ。コナラ属コナラ節（�３６）
ａ：横断面・ｂ：接線断面・ｃ：放射断面
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図版－２ 館野６遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真（２）
４ａ－４ｃ。コナラ属コナラ節（�３７） ５ａ－５ｃ。バラ属（�４４） ６ａ－６ｃ。環孔材（�４０）
ａ：横断面・ｂ：接線断面・ｃ：放射断面
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３．北斗市館野６遺跡の黒曜石製遺物の原材産地分析

有限会社 遺物材料研究所

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光Ｘ線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行なっている１、２、３）。最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距離は数千キロ

メートルが一般的で、６千キロメートルを推測する学者もでてきている。このような研究結果が出て

きている現在、正確に産地を判定すると言うことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理

原則は、同じ元素組成の黒曜石が異なった産地では生成されないという理論がないために、少なくと

も遺跡から半径数千キロメートルの内にある石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分

条件を満たす必要がある。ノーベル賞を受賞された益川敏英博士の言を借りれば、科学とは、仮説を

たて正しいか否かあらゆる可能性を否定することにある。即ち十分条件の証明が非常に重要であると

言い換えられると思われる。『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」を満たして

も、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、他の産地には一致しないという「十分条

件」を満たして、一致した産地の原石が使用されているとはじめて言い切れる。また、十分条件を求

めることにより、一致しなかった産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資料が提供さ

れる。

産地分析の方法

先ず原石採取であるが、本来一つの産地から産出する全ての原石を採取し分析する必要があるが現

実的には不可能である。そこで、産地から抽出した数十個の原石でも、その産地全ての原石を分析し

て比較した結果と同じ結果が推測でき、理論的にも証明されている方法として、マハラノビスの距離

を求めてその結果を用いておこなうホテリングのＴ２乗検定法がある。ホテリングのＴ２乗検定法と

クラスター判定法（同定ではなく分類）、元素散布図法（散布図範囲に入るか否かで判定）の各々の

方法を比較すると以下の通りとなる。

クラスター判定法はクラスターを作る産地の組み合わせを変えることにより、クラスターが変動し

てしまう。例えば、Ａ原石製の遺物とＡ、Ｂ、Ｃ産地の原石でクラスターを作ったとき遺物はＡ原石

とクラスタ－を作るが、Ａ原石を抜いて、Ｄ、Ｅ産地の原石を加えてクラスターを作ると、遺物がＥ

産地とクラスターを作ってしまう。もし、Ａ産地が調査されていないと、遺物はＥ原石製遺物と判定

される可能性があり結果の信頼性に疑問が生じる。また、Ａ原石製遺物と分かっていれば、Ｅ原石と

クラスターを作らないようもできる。クラスター分析を正確に行うには遺物の原石産地を予め推測

し、クラスターを組み立てる必要があるため、正しい結果を得るのは大変に困難なものとなる。

元素散布図法は肉眼で原石群元素散布図の中に分析した遺物の結果が入るか否かを図示した方法

で、原石の含有元素の絶対定量値を求めてその違いを地球科学的に議論するには地質学では最も適し

た方法であるが、産地分析の見地からみると、クラスター法よりさらに後退した方法であり、何個の

原石を分析すればその産地を正確に表現出来るのか不明で、例えば分析する原石の数が少ないときに

はＡ産地とＢ産地が区別できていたのに、分析する原石数が増えるとＡ産地、Ｂ産地の区別ができな
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くなる可能性があり（クラスター法でも同じ危険性がある）判定結果に疑問が残る。以上のことから

産地分析の方法として理想的なものは、地質学の常識的な知識さえあればよく、火山学、堆積学など

の専門知識は必要なく、また、実際の分析においては非破壊で遺物の形態の違いによる相対定量値の

影響を評価しながら同定を行うことが必要で、地球科学的なことは関係なく、如何に原理原則に従っ

て正確な判定をおこなえるかが重要である。このようにクラスター判定法、元素散布図法の欠点を解

決するために考え出され、理論的に証明された判定法がホテリングのＴ２乗検定法である。仮に現在

調査した３１７個の原石・遺物群について散布図を書くと、各群４０個の原石の元素分析結果を元素散布

図にプロットすると、３１７群Ｘ４０個＝１２６８０点の元素散布図になり、これが８元素比Ｘ８元素比÷２－

４＝３０個の散布図となり、この図の中に遺物の分析点をプロットして産地を推測することは、想像で

きても実用的ではない。もし、散布図で判定するなら、あらかじめ遺物の原石産地を決めて、予想し

た産地のみで散布図を書き産地を決定する。これでは、一致する産地のみを探すのみで、科学的分析

のあらゆる可能性を否定することが科学分析であると言うことに反し科学的産地分析と言えない。産

地分析を正確に行うには、ある産地の原石の元素組成と遺物の元素組成が一致すればそこの産地の原

石と決定できるという理論がないために、多数の産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分条件を

満たす必要がある。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見

える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合

素材があり、それらが一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると

言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する上で重要な意味をもつ結

果である。しかし、石器の様式による分類ではなく自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にし

た分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との

交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠

距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とＡ産地

原石の元素組成が一致し、必要条件を満たしたとき、確かにＡ産地との交流で伝播した可能性は否定

できなくなるが、偶然（産地分析法が不完全なために）に一致した可能性も大きく、もし他のＢ、Ｃ、

Ｄ…の産地の原石と比較していない場合それらの産地でないとの証拠がないために、Ａ産地だと言い

切れない。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ…）の原

石群と比較して、Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がＡ産地

の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは観察する人たち個々の主観

が入り、分類基準がまちまちとなるため混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用

いても全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によってそれぞれ異なるた

め、実際におこなってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と

客観的に比較して得られたかにより大きく左右され、比較した産地が少なければ信頼性の低い結果と

言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は各原産地に大きな差はみられないが、不純物として含有

される微量成分組成には違いがあると考えられるため、微量成分を中心に元素分析をおこないこれを

産地の特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、原産地毎

に数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物の分析値を対

比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。また、古代人が採取した原石産

出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地が異なる地点の可能性は十分に考えられる。従っ

て、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリン

グのＴ２乗検定を行う。この検定を分析した全ての産地についておこない、ある遺物原材と同じ元素
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組成の原石がＡ産地では１０個中に一個みられ、Ｂ産地では一万個中に一個、Ｃ産地では百万個中に一

個、Ｄ産地では…一個と各産地に求められるような、客観的な検定結果からＡ産地の原石を使用した

可能性が高いと同定する。すなわち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

今回分析した遺物は北海道北斗市に位置する館野６遺跡出土の黒曜石製遺物４個で、産地分析の結

果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光Ｘ線分

析装置によって元素分析を行なう。分析元素は Al、Si、Ｋ、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Ｙ、Zr、Nb

の１２元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca／Ｋ、Ti／Ｋ、Mn／Zr、Fe／Zr、Rb

／Zr、Sr／Zr、Ｙ／Zr、Nb／Zrの比の値の産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の原

産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に

黒曜石の原産地は分布している。調査を終えた原産地を図�－１に示す。元素組成によってこれら原
石を分類し表�－５～８に示すこの原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると３１７個
の原石群・遺物群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白

滝地域の原産地は、北海道紋別郡遠軽町に位置し、鹿砦北方２�の採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方
約２�の幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地
の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第１群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤

石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った（旧白滝第２群）、また、

八号沢の黒曜石原石と白土沢、十勝石川沢の転礫は梨肌の黒曜石で元素組成はあじさい滝群に似るが

石肌で区別できる。幌加沢からの転礫の中で７０％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群

を区別できず、残りの３０％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の

沢林道より採取された原石であり、その元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で

採取される原石は置戸山群にまとまる。また、同町中里地区の露頭の小原石（最大約３�）は、置戸
山群、常呂川の転礫で作った常呂川第５群に一致し、同町安住地区の小原石の中には常呂川第３群に

一致する原石がみられた。北見市留辺蘂のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第

１、第２およびチマキナウシ林道から採取される黒曜石原石から新たにケショマップ第０群（旧ケショ

マップ第３群に似る）分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川およ

び常呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した

黒曜石円礫２４７個の元素組成分類結果を表�－９に示した。また、中ノ島、北見大橋間の常呂川から
採取した６５８個の円礫の中には、独特の元素組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を

表�－５～８と表１０に示した。
また、湧別川の上流地域の遠軽町社名渕地域のサナブチ川流域からも独特の元素組成の原石が見ら

れ、表�－５～８と表�－１１に示した。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股露頭が
あり、また露頭前の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三

股群にまとまる。この十勝三股産原石は十勝三股を起点に周辺の河川から転礫として採取され十三ノ

沢、タウシュベツ川、音更川、芽登川、美里別川、サンケオルベ川さらに十勝川に流れた可能性があ

り、十勝川から採取される黒曜石円礫の元素組成は、十勝三股産の原石の元素組成と相互に近似して
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いる。これら元素組成の近似した原石の原産地は相互に区別できず、もし遺物石材の産地分析でこの

遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股を起点にした周辺の河川の複数

の採取地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をまとめて十勝地域としても、古代の

地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。釧路・上阿寒地域の礫層から最大３．５�の
大きさの円礫状黒曜石原石が産出し、成分組成は十勝三股産と一致した。

また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から２つの美蔓原石群

が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。

名寄地域では、朝日川、金沢川、上名寄地区、忠烈布地区、智恵文川、智南地区から円礫状の黒曜

石が採取できる。これら名寄地域産出の黒曜石を元素組成で分類すると、名寄第１群と名寄第２群に

分類できそれぞれ８７％と１３％の率になる。これら分類率を表５に示した。旭川市の近文台、台場、嵐

山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、２０％が近文台第１群、６９％が近文

台第２群、１１％が近文台第３群にそれぞれ分類され、それから台場の砂礫採取場からは近文台諸群に

一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第１、２群を作った。

また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、元素組成で分類すると約７９％が滝川群に

まとまり、２１％が近文台第２、３群に元素組成が一致する。滝川群に一致する元素組成の原石は、北

竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜

面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況と礫の状態は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第１群

は滝川第１群に元素組成が一致し、第２群も滝川第２群に一致しさらに近文台第２群にも一致する。

赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。こ

こから採取される原石の中で少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえないもので

赤井川第１群を作り、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質なものなどで赤井川第２群を作っ

た。これら第１、２群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同

定される。

豊泉産原石は豊浦町から産出し、元素組成によって豊泉第１、２群の両群に区別され、豊泉第２群

の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県

に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されて

いる。

最近の北見市教育委員会太田敏量氏による原石産地調査で、上足寄地域から上足寄群、津別・相生

から相生群、釧路市埋蔵文化財センターの石川朗氏による釧路空港、上阿寒地域からピッチストーン

様の黒曜石が調査され、相互に似た組成を示し、それぞれ相生群、釧路空港群を作った。

また雄武地域・音稲府川から名寄第２群に組成の似た音稲府群、鶴居・久著呂川から久著呂川群群

を作り原石群に新たに登録した。

出来島群は青森県西津軽郡つがる市七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、

この出来島群と相互に似た元素組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上

流で１点採取され、また、青森市の鶴ケ坂およびつがる市鶴ばみ地区より採取されている。青森県西

津軽郡深浦町の海岸と同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群を

作り、また、八森山産出の原石で八森山群を作った。これら深浦町の両群と相互に似た群は、青森市

戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第２群である。戸門第１群、成田群、青森市県民の森地

区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第１、２群と弁別は可能であるが原石の元素組

成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさのも
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のがみられるが、鷹森山群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５�大のものもみられる。
また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、日本、近隣

国を含めた産地の合計３１７個の原石群・遺物群と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産

地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。縄文時代

の黒曜石製遺物は表面から約３ミクロン程度の厚さで風化層ができており、分析はこの風化層を通し

て遺物の内部の新鮮面をいかに多く測定するかが重要である。蛍光Ｘ線分析法の中の電子線励起方式

の EPMA分析は表面の分析面積１～数百ミクロン分析されているが、深さ約１ミクロンの風化層し

か分析を行っていないために、得られた結果は原石で求めた新鮮面のマトリックスと全く異なった可

能性の風化層のみの分析結果になる。このため黒曜石遺物は破壊して新鮮面を出して分析する必要が

ある。非破壊分析された黒曜石製遺物の EPMA測定された産地分析結果は全く信用できないＸ線励

起（５０KeV）でマトリックスをシリカとしてモデル計算を行うと、表面から、カリウム元素など軽元

素で数ミクロンから１０ミクロン、鉄元素で約３００ミクロン、ジルコニウムで約８００ミクロンの深さまで

分析され、鉄元素より重い元素では風化層の影響は相当無視できると思われる。風化層以外に表面に

固着した汚染物が超音波洗浄でも除去できないときはその影響を受ける。また、被熱黒曜石の風化層

は厚く、表面ひび割れ層に汚染物が入り込んでいるときも分析値に大きく影響する。風化層が厚い場

合、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすいと考えられ、Ca／Ｋ、Ti

／Ｋの両軽元素比量を除いて産地分析を行なう。軽元素比を除いて場合、また除かずに産地分析を行っ

た場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を完全

に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴うが、遺物の石材産地の

判定を誤るようなことはない。一方、安山岩製石器、石片は、黒曜石製遺物に比べて風化の進行が早

く、非破壊で原石産地が特定される確率は黒曜石製遺物に比べて相当低くなる。サヌカイト製は風化

の進行が早く完全非破棄分析での産地分析ができる確率は黒曜石に比べて相当低くなる。サヌカイト

製遺物の表面が白っぽく変色し部分は新鮮な部分と異なった元素組成になっていると考えられる。こ

のため遺物の測定面の風化した部分に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取り除き

新鮮面を出して測定を行なっている。今回分析した館野６遺跡出土の黒曜石製遺物の分析はセイコ－

インスツルメンツ社の SEA２１１０Ｌシリーズ卓上型蛍光Ｘ線分析計で行い分析結果を表５に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。

説明を簡単にするため Rb／Zrの一変量だけを考えると、表５の試料番号１０９７０４番の遺物では Rb／Zr

の値は１．３６１であり、赤石山群に比較すると、赤石山群の［平均値］±［標準偏差値］は、１．３４０±０．０５９

である。遺物と原石群の差を赤石山群の標準偏差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群の平均

値から０．３６σ離れている。ところで赤石山群原産地から１００個の原石を採取し分析すると、平均値か

ら±０．３６σのずれより大きいものが７２個ある。すなわち、この遺物が赤石山群の原石から作られてい

たと仮定しても、０．３６σ以上離れる確率は７２％であると言える。だから、赤石山群の平均値から０．３６

σしか離れていないときには、この遺物が赤石山群の原石から作られたものでないとは、到底言い切

れない。次にこの遺物を赤井川第１群に比較すると、赤井川第１群の［平均値］±［標準偏差値］は、

０．９６９±０．０６０であるので上記と同様に赤井川第１群群の標準偏差値（σ）を基準にして考えると、こ

�章 自然科学的手法による分析

３４３



の遺物の赤井川第１群の平均値からの隔たりは６．５σである。これを確率の言葉で表現すると、赤井

川第１群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から６．５σ以上離れている確率は、百万分の一で

あると言える。このように、百万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作ら

れたとは考えられないから、この遺物は、赤井川第１群の原石から作られたものではないと断定でき

る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤石山群に７２％の確率で帰属され、信頼限

界の０．１％を満たしていることから赤石山産原石が使用されていると同定され、さらに赤井川第１群

に１／１０，０００％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないことから赤井川第１群の原石で

ないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地（赤石山産地）と一致したからと言って、例え赤石山群と

赤井川第１群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物であり、さらに分

析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから他の産地に一致しないとは言えない。また

同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤石

山産地）に一致し必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率

による判断を表１の３１７個すべての原石群・遺物群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属

された原石群の原石は使用していないとして可能性を消していくことにより、はじめて赤石山産地の

石材のみが使用されていると判定される。実際は Rb／Zrといった唯１つの変量だけでなく、前述し

た８つの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない。例えば、Ａ原産地のＡ群でＣ

ａ元素と Rb元素との間に相関があり Caの量を計れば Rbの量は分析しなくても分かるようなとき

は、Ａ群の石材で作られた遺物であれば、Ａ群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然 Rb量も一

致するはずである。したがって、もし Rb量だけが少しずれている場合には、この試料はＡ群に属し

ていないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多

変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのＴ２乗検定である。これに

よって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する４、５）。産地の同定結果は１個の遺物に対

して、黒曜石製のものについては３１７個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物

の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略してい

るが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んで

いる。すなわち赤石山産原石と判定された遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の

遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果であ

り、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表�－１３に記入した。風化の程度の差はあるも
のの風化していない遺物はなく、遺物を分析して原石産地が同定されない場合は、１：風化の影響で

分析値が変動し、新鮮面と分析値が大きくことなったとき。２：遺物の厚さが薄く、厚さの影響が分

析値に現れたとき。３：未発見の原石産地の原石が使用されているときなど。風化の影響を受けてい

る遺物の黒曜石は光沢なく表面が雲っていて、分析するとカリウムの分析値が大きく分析される。風

化の影響が少ないときは軽元素比を抜くことにより同定が行える。風化が激しく、軽元素以外の他の

元素まで風化の影響がおよぶと、遺物の産地は同定できなくなり、また、新鮮面分析と異なった原石

産地に同定されることがあり注意が必要である。原石群を作った原石試料は直径３�以上で５�以上
の厚さであるが、細石刃などの小さな遺物試料の分析では、遺物の厚さが１．５�以下の薄い部分を含
んで分析すると、厚さの影響を受けて、重い元素は小さく測定され、分析値には大きな誤差範囲が含

まれるために、分析値に実験で求めた厚さ補正値を乗じて同定を行わなければならない。分析平均厚

さが０．３�以下になると補正が困難になり同定できない。細石刃は厚さが薄く、縄文時代の遺物より
風化の進んだ遺物もあり、厚さ補正と軽元素を抜いて同定を行っている。

３．北斗市館野６遺跡の黒曜石製遺物の原材産地分析

３４４



蛍光Ｘ線分析では、分析試料の風化による化学的変化（カリウムが大きく観測される）、表面が削

られる物理的変化、不定形の小試料では薄い部分を完全に避けて分析できないとき、分析面が遺物の

極端な曲面しか分析できない場合など、分析値に影響が残り、また、装置による分析誤差も加わり、

分析値は変動し判定結果は一定しない。特に元素比組成の似た原産地同士では区別が困難で、遺物の

原石産地が原石・遺物群の複数の原石産地に同定されるとき、および、信頼限界の０．１％の判定境界

に位置する場合は、分析場所を変えて３～１２回分析し最も多くの回数同定された産地を判定の欄に記

している。風化、厚さ、不定形など比較原石群分析とは異なる誤差が遺物の分析値に含まれるために、

産地分析では、一致する産地（必要条件）の結果だけでは信頼性が小さく、他の産地には一致しない

（十分条件）ことを満足しなければならない。また、判定結果には推定確率が求められているために、

先史時代の交流を推測するときに、低確率（１％以下）の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学

者が推定確率をみて選択できるために、誤った先史時代交流を推測する可能性がない。

ホテリングのＴ２乗検定の定量的な同定結果から、石材の成分組成以外の各産地特有の原石の特徴

を考慮して遺物の原石産地判定を行うとき、石材の成分組成以外の鉱物組成などの特徴を肉眼観察で

求めた場合、キラキラ光る鉱物が多い、少ない、また輝石か、雲母かなど個人的な知識、経験などの

主観が加わり判定される。白滝地域産黒曜石の中で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持ってい

るが、元素組成が相互に似たあじさい滝、八号沢、白土沢、幌加沢、十勝石川沢などの群の原石は、

あじさい滝、幌加沢産はガラス光沢を示し、八号沢、白土沢、十勝石沢川産は梨肌を示すため、原石

産地の判定に梨肌か、梨肌でないかを指標に加えた。また、赤井川および十勝産、上阿寒礫層産原石

を使用した遺物の判定は複雑になる場合がある。これは青森市戸門、鷹森山地区、青森市浪岡大釈迦

より産出する黒曜石で作られた戸門第１、鷹森山、大釈迦の各群の元素組成が赤井川第１、２群、十

勝三股群、上阿寒礫層群に比較的似ているために、遺物独特の風化の影響、不定形による影響を受け

た分析値は、分析値への受け方の程度により戸門原産地と赤井川または十勝・上阿寒礫層産地、これ

ら複数の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。十勝三股群、上阿寒礫層群、赤井川諸

群、大釈迦群、戸門第１群、鷹森山群に同定された遺物を定量的に弁別する目的で、元素比の組み合

わせを探し、新たに、Ｋ／Si、Fe／Zr、Sr／Zr、Ｙ／Zr、Sr／Rb、Ｙ／Rb、Ti／Fe、Si／Feの組

み合わせによるホテリングのＴ２乗検定を行う。また、従来の元素比の組み合わせで同定されなかっ

た原石・遺物群は十分条件となる。従って、判定の必要条件と十分条件は新元素比と従来元素比の両

ホテリングのＴ２乗検定結果の組み合わせで判定する。また、戸門産地の原石が使用されたか否かは、

一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第１群と第２群に同定される頻度を求め、これを戸門産地における

第１群（５０％）と第２群（５０％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。多数

分析した遺物のなかに全く戸門第２群に帰属される遺物が見られないときは、戸門産地からの原石は

使用されなかったと推測できる。また青森市浪岡大釈迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された

可能性は低いと思われる。新たな元素比の組み合わせでも、十勝三股群と上阿寒礫層群は区別ができ

ず、上阿寒礫層群の原石は最大３．５�以下のローリング痕のない円礫で、遺物の大きさが３．５�以上の
場合十勝産と特定できる。また石器作成にロスする原石長さを考えると、かなり小さな石器でも上阿

寒礫層群の原石は使用できない可能性があるなど、元素分析以外の情報をも取り入れて原石産地を絞

り込んでいる。分析した北斗市館野６遺跡出土黒曜石製遺物４個のホテリングのＴ２乗検定結果か

ら、各産地の使用個数と使用頻度は赤石山産が１個（２５％）、赤井川産が２個（５０％）、出来島産が１

個（２５％）であった。遺物の原石が露頭で採取されたか、河川で採取されたかの判定は、遺物に原石

の自然面が残る場合は円礫は河川採取で、角礫は露頭採取と判断する。赤石山、八号沢・白土沢、あ

�章 自然科学的手法による分析

３４５



じさい滝、幌加沢群、ケショマップ第２群に一致する元素組成の原石は白滝地域、ケショマップ産地

以外に湧別川下流域でも円礫状で原石が採取される（表�－９）。また、所山群、置戸山群、ケショ
マップ第１群、ケショマップ第２群、常呂川第２群、常呂川第３群、常呂川第４群、常呂川第５群、

常呂川第６群、十勝群、台場第２群、割れ面が梨肌の親指大の八号沢群に一致する元素組成の円礫状

の原石が北見・常呂川流域で採取される（表�－１０）。サナブチ川からは社名渕群、赤石山群、八号
沢・白土沢群に一致する原石が採取される（表�－１１）。白滝地域、置戸地域、留辺蘂・ケショマッ
プ地域の露頭産か、また湧別川下流域、常呂川流域、サナブチ川産の何れかの産地から伝播したかを

推測するには、多数の遺物を分析して、各産地群に同定される頻度を求め、湧別川、常呂川採取黒曜

石原石の頻度分布と比較して決定されるが、今回分析した遺物の個数が少なく、河川採取の可能性を

推測することが出来なかった。分析番号１０９７０７番には円礫状の自然面が見られ、残された円礫曲面か

ら原石の大きさを推測すると５０�以上の大きさが推測されることから、出来島海岸の礫層の中の原石
が伝播した可能性を推測した。今回分析した結果の中で同定された（必要条件を満たした産地）、赤

石山、赤井川、出来島産地地域との生活、文化情報の交換があったと推測し、また同定されなかった

（十分条件）産地地域と交流がなかったと推測しても、産地分析の結果と矛盾しない。
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表－５ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準値差値

原産地原石群名 分析
個数

元 素 比
Ca／Ｋ Ti／Ｋ Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Ｙ／Zr Nb／Zr Al／Ｋ Si／Ｋ

北海道

名寄第１群 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０
名寄第２群 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０
雄武・音稲府川 ４５ ０．３０６±０．００３ ０．１００±０．００３ ０．０２３±０．００２ １．７６５±０．０３７ ０．７０５±０．０２０ ０．２５６±０．０１４ ０．３０５±０．０１０ ０．０２５±０．００６ ０．０２８±０．００１ ０．３８５±０．００７

白
滝
地
区

赤石山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０
白土沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６
十勝石沢川 ４８ ０．１３７±０．００２ ０．０２１±０．００２ ０．１０３±０．００５ ３．０１３±０．１４０ １．８１７±０．０７２ ０．０７９±０．０２６ ０．４８１±０．０２６ ０．１０３±０．０２６ ０．０２７±０．００１ ０．３６２±０．００７
八号沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２
幌加沢 ４８ ０．１３９±０．００２ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７５±０．１７２ １．７９４±０．１１１ ０．１０４±０．０３７ ０．４７０±０．０３４ ０．１０３±０．０４０ ０．０２７±０．００１ ０．３６９±０．００９
あじさい滝 ３４ ０．１３９±０．００３ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７０±０．１７９ １．７９２±０．１０３ ０．１０２±０．０３６ ０．４７２±０．０２８ ０．０９８±０．０４６ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００８
野宿沢 ４８ ０．１３６±０．００２ ０．０４０±０．００５ ０．０７６±０．００４ ２．５４６±０．１２１ １．４０５±０．０６０ ０．１２４±０．０１８ ０．３７３±０．０１８ ０．０７６±０．０２２ ０．０２６±０．００１ ０．３５８±０．００８
近文台第１群 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８
近文台第２群 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９
近文台第３群 ４７ ０．５２９±０．０１４ ０．０９６±０．００８ ０．０６８±０．０１８ ２．７４６±０．２６２ ０．８３８±０．１００ ０．７９６±０．０８１ ０．２２０±０．０４３ ０．０３５±０．０２１ ０．０３６±０．００４ ０．４１３±０．０１４
台場第１群 ５０ １．０７６±０．０５２ ０．１４２±０．００５ ０．０７２±０．０１１ ２．９１２±０．１１７ ０．２９１±０．０２０ ０．６７８±０．０３５ ０．１２６±０．０２２ ０．０２２±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．５１７±０．０１４
台場第２群 ４１ ０．６５２±０．０８５ ０．１２２±０．０２６ ０．０７４±０．００６ ３．０３５±０．１９８ ０．７６６±０．０３４ ０．８４５±０．０５２ ０．２０２±０．０１５ ０．０３７±０．０２４ ０．０３８±０．００２ ０．４１６±０．０２３
秩父別第１群 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３
秩父別第２群 ４８ ０．５１９±０．０１６ ０．０９７±０．００５ ０．０６５±０．０１６ ２．７０５±０．１２５ ０．８１４±０．０３４ ０．７８９±０．０４３ ０．２０４±０．０２５ ０．０３２±０．０１６ ０．０３７±０．００３ ０．４１７±０．０１６
滝川第１群 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３
滝川第２群 ４０ ０．５２２±０．０１６ ０．１０１±０．０１０ ０．０６８±０．０１９ ２．７５１±０．１４０ ０．８０９±０．０５５ ０．７８３±０．０４４ ０．２０１±０．０３０ ０．０４０±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．０１４
生田原第１群 ９４ ０．２５９±０．００４ ０．１１８±０．００５ ０．０１７±０．００１ １．３０４±０．０３２ ０．４２２±０．０１２ ０．１５３±０．００９ ０．１３８±０．００７ ０．００９±０．００３ ０．０２５±０．００１ ０．４２５±０．０１１
生田原第２群 ５０ ０．２７５±０．０１１ ０．１２８±０．００８ ０．０１８±０．００１ １．３４９±０．０３７ ０．４１３±０．０１３ ０．１６７±０．０１０ ０．１３７±０．００６ ０．００８±０．００３ ０．０２５±０．００１ ０．４２９±０．００９
社名渕群 ４１ ０．３４０±０．０１８ ０．１０５±０．００９ ０．０５４±０．００３ ２．１４０±０．１０６ ０．６７６±０．０２２ ０．４０７±０．０４０ ０．２２３±０．００７ ０．１５２±０．０４１ ０．０２５±０．００１ ０．４２９±０．００９
社名渕－２群 ４６ ０．２８４±０．００４ ０．０７７±０．００３ ０．０２５±０．００１ １．６７９±０．０３０ ０．７２１±０．０１９ ０．２３４±０．０１３ ０．３１３±０．００９ ０．０３１±０．００６ ０．０２８±０．００１ ０．３８２±０．００５
置戸・所山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０２７±０．００２ ０．５４７±０．０３１
所山・流紋岩中 ５２ ０．２７２±０．００６ ０．０９５±０．００３ ０．０４４±０．００２ １．７３８±０．０７０ ０．９４７±０．１０２ ０．４２９±０．０１６ ０．２０１±０．０１５ ０．０５７±０．０２６ ０．０２３±０．００１ ０．３１６±０．０１１
置戸・置戸山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０
置戸・中里 ４４ ０．４５４±０．０１７ ０．１２２±０．０１４ ０．０４４±０．００３ １．９０９±０．１４４ ０．４７５±０．０２４ ０．４００±０．０２３ ０．１４９±０．０１３ ０．０３０±０．０１３ ０．０３１±０．００２ ０．４４０±０．０１１
置戸・安住第１群 ４８ ０．３９２±０．０２５ ０．１３８±０．０１３ ０．０３１±０．００２ １．５６２±０．１２１ ０．３８１±０．０１１ ０．２４１±０．０１２ ０．１８１±０．００７ ０．０２５±０．００９ ０．０３１±０．００１ ０．３９５±０．０１２
北見・常呂川第２群 ４８ ０．５５４±０．０２３ ０．１４５±０．００９ ０．０３７±０．００２ １．７０５±０．０６１ ０．３７８±０．０１６ ０．４２２±０．０２２ ０．１１５±０．００８ ０．０３３±０．０１７ ０．０３９±０．００２ ０．４７８±０．０２９
北見・常呂川第３群 ４８ ０．３９０±０．０１１ ０．１３７±０．００６ ０．０３０±０．００６ １．５１０±０．０５９ ０．３７２±０．０１８ ０．２３８±０．０１４ ０．１７９±０．０１９ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００４ ０．４１４±０．０１１
北見・常呂川第４群 ５０ ０．２９１±０．０１７ ０．１０９±０．００８ ０．０４６±０．０１２ １．８１２±０．０９８ ０．８０７±０．０４１ ０．４４５±０．０２９ ０．１９２±０．０３３ ０．０３４±０．０１５ ０．０３１±０．００３ ０．３６２±０．０２３
北見・常呂川第５群 ５１ ０．４７０±０．０３４ ０．１１６±０．０１５ ０．０４４±０．００４ １．９３２±０．１６１ ０．５０３±０．０４５ ０．４５９±０．０８０ ０．１５３±０．０１２ ０．０４３±０．０２０ ０．０３４±０．００２ ０．４１８±０．０３１
北見・常呂川第６群 ４８ ０．８５１±０．００６ ０．２２４±０．００４ ０．０４５±０．００１ ２．３４７±０．０３２ ０．４０９±０．０１０ ０．７０６±０．０１４ ０．１１６±０．００６ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００１ ０．４２６±０．００８
北見・常呂川第７群 ４８ ０．５１０±０．０１７ ０．０９８±０．００４ ０．０５３±０．００１ ２．６６７±０．０３８ ０．５２９±０．０１３ ０．６８８±０．０１６ ０．１５４±０．００６ ０．０１４±０．００７ ０．０２８±０．００１ ０．３５１±０．０１３
北見・常呂川第８群 ４８ ０．３５８±０．００５ ０．１１３±０．００４ ０．０２７±０．００１ １．７９９±０．０２３ ０．６０３±０．０１３ ０．２７３±０．０１３ ０．２１４±０．００６ ０．０２３±０．００６ ０．０２６±０．００１ ０．３５２±０．００７
ケショマップ第１群 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３
ケショマップ第２群 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０
ケショマップ第０群 ４６ ０．７７２±０．０２０ ０．１７８±０．００７ ０．０５３±０．００３ ２．５６９±０．０７３ ０．５２１±０．０２３ ０．７２０±０．０２３ ０．１５０±０．００８ ０．０３２±０．００８ ０．０３２±０．００１ ０．３９６±０．００９

十
勝

十勝三股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３
美蔓第１群 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５
美蔓第２群 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９
上足寄 ４４ ２．９５０±０．６８３ １．２４５±０．２９４ ０．２１０±０．０１８ １１．５８２±１．１７６ ０．１７８±０．０２６ １．６５２±０．１１７ ０．１８８±０．０１３ ０．０２５±０．０１２ ０．０４５±０．０１０ ０．４２０±０．１０３
美里別川第１群 ４８ ０．９５６±０．０１４ ０．２６８±０．００８ ０．０５１±０．００２ ２．６３２±０．０５８ ０．４１５±０．０１４ ０．７７３±０．０１８ ０．１１８±０．００７ ０．０１９±０．０１１ ０．０４０±０．００１ ０．４２９±０．００９
芽登川第１群 １４５ ０．２５８±０．００６ ０．０７４±０．００４ ０．０６８±０．００３ ２．３０２±０．０７０ １．０９３±０．０３９ ０．４３１±０．０２１ ０．３３３±０．０１６ ０．０６２±０．００１ ０．０２９±０．００１ ０．３９６±０．００９
芽登川第２群 ４８ ０．２３４±０．００７ ０．０６２±０．００３ ０．０７０±０．００５ ２．３２５±０．１１１ １．１４３±０．０９０ ０．４３２±０．０２５ ０．３４６±０．０２８ ０．０６９±０．０２８ ０．０２５±０．００１ ０．３４８±０．０１０
津別・相生 ５１ ４．３０３±０．６９３ １．８２７±０．３２４ ０．２０６±０．０２０ １１．１７８±１．５５２ ０．１５４±０．０１２ １．６２５±０．１０５ ０．１７７±０．０１２ ０．０２３±０．０１３ ０．０６７±０．００８ ０．６３５±０．０７４
釧路空港 ４６ ２．９４０±０．４０２ １．２６０±０．１８５ ０．２２２±０．００６ １２．１６１±０．３３７ ０．１５８±０．０１３ １．７３７±０．０５３ ０．１８０±０．０１６ ０．０２８±０．０１４ ０．０４３±０．００６ ０．３９８±０．０５８
釧路・上阿寒礫層 ４４ ０．２５４±０．００９ ０．０７４±０．００５ ０．０６９±０．０３７ ２．３１４±０．０９４ １．１１７±０．０６２ ０．４２８±０．０２３ ０．３４１±０．０２１ ０．０７７±０．０１９ ０．０２９±０．００１ ０．３９２±０．０１１
鶴居・久著呂川 ５０ １．００４±０．０４０ ０．４６５±０．０２３ ０．０６６±０．０２７ ２．５６５±０．９９１ ０．１９６±０．００９ ０．８０８±０．０３４ ０．１４２±０．００４ ０．０６６±０．０１９ ０．０４７±０．００１ １．００４±０．０２２
赤井川第１群 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９
赤井川第２群 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７
豊泉第１群 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３
豊泉第２群 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０
奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１

青森県

折腰内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０
出来島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深
浦
六角沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０
八森山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青
森
市

戸門第１群 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５
戸門第２群 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７
鶴ケ坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８
鷹森山 ４５ ０．２５０±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．００９ ２．５４７±０．１３１ １．１５３±０．０６６ ０．５５１±０．０３１ ０．２８４±０．０３１ ０．０４９±０．０３７ ０．０２８±０．００５ ０．３８１±０．０１０
西田沢 ５２ ０．２５０±０．００４ ０．０６６±０．００３ ０．０７２±０．００３ ２．４４５±０．０８３ １．１２１±０．０３２ ０．５３９±０．０２５ ０．２３９±０．０２５ ０．０６０±０．０２６ ０．０２９±０．００１ ０．３８１±０．００６
下湯川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７ ２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８
大釈迦 ６４ ０．２５２±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．０１２ ２．５１６±０．１４８ １．１４９±０．０６３ ０．５４８±０．０３５ ０．２８４±０．０３２ ０．０４４±０．０３５ ０．０２８±０．００２ ０．３８３±０．０１０
黒石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋田県 男
鹿
金ケ崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８
脇本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山形県
月山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４
寒河江 ４５ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

岩手県

雫石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４
折居第１群 ３７ ０．６３２±０．０３３ ０．１８５±０．０１３ ０．０５２±０．００２ １．７６６±０．０４８ ０．３０７±０．０１７ ０．４２０±０．０２６ ０．２０５±０．０１５ ０．０３９±０．０１６ ０．０４０±０．００１ ０．５７９±０．０１９
折居第２群 ５４ ０．７０８±０．０３３ ０．１４３±０．００８ ０．０６１±０．００２ １．８２６±０．０４８ ０．１７９±０．０１０ ０．２４６±０．０２２ ０．４１６±０．０１２ ０．１１２±０．０１４ ０．０５７±０．００１ ０．８０５±０．０１２
花泉 ２９ ０．６０２±０．０４４ ０．１７５±０．０１５ ０．０５３±０．００３ １．７８１±０．０６８ ０．３１３±０．０２０ ０．４１６±０．０２７ ０．２１４±０．０１３ ０．０３６±０．０１６ ０．０４０±０．００２ ０．５７６±０．０３７

宮城県
湯倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０
塩釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７ １１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃木県 高原山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２

東京都
神津島第１群 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２
神津島第２群 ４６ ０．３１７±０．０２１ ０．１２０±０．００７ ０．１１４±０．００５ １．８３３±０．０８９ ０．６１５±０．０４４ ０．６５６±０．０６４ ０．３０３±０．０２９ ０．１０７±０．０５７ ０．０３３±０．００１ ０．４７１±０．０２２
長根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

神奈川県

箱根・笛塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６
箱根・畑宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１
鍛冶屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０
熱海峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

静岡県
上多賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８
柏峠西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０
小豆峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

富山県

魚津 ４２ ０．２７８±０．０１２ ０．０６５±０．００３ ０．０６４±０．０１３ ２．０１３±０．１１９ ０．８７８±０．０５２ ０．５９９±０．０３９ ０．１９０±０．０２９ ０．０７７±０．０３３ ０．０３１±０．００４ ０．３５３±０．０１２

高
岡
市

二上山第１群 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８
二上山第２群 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４
二上山第３群 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５
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表－６ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準値差値

原産地原石群名 分析
個数

元 素 比
Ca／Ｋ Ti／Ｋ Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Ｙ／Zr Nb／Zr Al／Ｋ Si／Ｋ

長野県

霧ケ峰 １６８ ０．１５６±０．０１０ ０．０６８±０．００３ ０．１０１±０．０１８ １．３３１±０．０７０ １．０５２±０．０５１ ０．３６０±０．０３０ ０．２７５±０．０３９ ０．０９０±０．０３５ ０．０２９±０．００３ ０．３４６±０．０１１
観音沢 ７２ ０．１５９±０．０１０ ０．０６９±０．００２ ０．１００±０．０１９ １．３２４±０．０８４ １．０５５±０．０５７ ０．３６８±０．０３３ ０．２７９±０．０３２ ０．０８６±０．０３３ ０．０３０±０．００３ ０．３４５±０．０１０
和田峠第１群 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６
和田峠第２群 ３２ ０．１４７±０．００４ ０．０３２±０．００３ ０．１５３±０．０１１ １．４８１±０．０８４ ２．４８７±０．１６９ ０．０２７±０．０２４ ０．５２７±０．０４０ ０．１８５±０．０２３ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．０１０
和田峠第３群 ５７ ０．２４７±０．０４３ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５０９±０．１７３ １．６６７±０．１３５ ０．２７５±０．０９７ ０．３７２±０．０４６ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４７±０．０１７
和田峠第４群 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９
和田峠第５群 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３
和田峠第６群 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２
鷹山・和田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０
男女倉 １０１ ０．２２３±０．０２４ ０．１０３±０．００９ ０．０５８±０．００８ １．１６４±０．０７８ ０．６９３±０．１０１ ０．４０９±０．０４６ ０．１２６±０．０２２ ０．０５２±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８
高松沢 ５３ ０．２０６±０．０１７ ０．０９０±０．００５ ０．０６４±０．００８ １．２５７±０．０６９ ０．８５０±０．０７７ ０．３５７±０．０３４ ０．１４９±０．０２６ ０．０５６±０．０１７ ０．０２２±０．００２ ０．３１８±０．００８
うつぎ沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９
立科 ４９ ０．１５５±０．００７ ０．０６８±０．００３ ０．１０２±０．０１８ １．３２０±０．０７７ １．０３３±０．０６３ ０．３６２±０．０３０ ０．２８５±０．０３５ ０．１０４±０．０４０ ０．０３０±０．００３ ０．３５６±０．０１１
麦草峠 ９７ ０．２７４±０．０１７ ０．１３６±０．０１０ ０．０５１±０．０１２ １．３９７±０．０９９ ０．５４２±０．０５８ ０．７３６±０．０４４ ０．１１０±０．０２４ ０．０４３±０．０１７ ０．０３１±０．００３ ０．３８３±０．０１３
双子池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１
冷山 ８７ ０．２６７±０．０１１ ０．１３４±０．００６ ０．０４８±０．０１３ １．３８２±０．０６６ ０．５４６±０．０３４ ０．７２７±０．０３６ ０．１０９±０．０３１ ０．０４５±０．０２２ ０．０３１±０．００４ ０．３８１±０．０１１
大窪沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２
横川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１

新潟県

佐渡第１群 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３
佐渡第２群 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９
上石川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９
板山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９
大白川 ４７ ０．５６９±０．００６ ０．１４２±０．００５ ０．０３３±０．００１ １．６０８±０．０３４ ０．２６１±０．００９ ０．３３２±０．００９ ０．１５０±０．００８ ０．０３３±０．００９ ０．０３６±０．００１ ０．４９１±０．０１４
金津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２
羽根川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石川県 比那 ４８ ０．３７０±０．００９ ０．０８７±０．００５ ０．０６０±０．００３ ２．６９９±０．０８８ ０．６３９±０．０２１ ０．５３４±０．０２６ ０．１７２±０．０１１ ０．０５２±０．０２５ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１６

福井県
安島 ４２ ０．４０７±０．００６ ０．１２３±０．００６ ０．０３８±０．００２ １．６２８±０．０４８ ０．６４３±０．０２６ ０．６７５±０．０２３ ０．１１３±０．００８ ０．０６１±０．０２２ ０．０３２±０．００１ ０．４５０±０．０１０
三里山 ３７ ０．２９５±０．０２０ ０．１２７±０．００８ ０．０３５±０．００３ １．４１１±０．０９５ ０．５９７±０．０２１ ０．７４０±０．０５３ ０．１１４±０．０１０ ０．０２７±０．０１２ ０．０２２±０．００１ ０．３２４±０．００７

兵庫県
香住第１群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８
香住第２群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２
雨滝（微粒集） ４８ ０．１２３±０．００４ ０．０５６±０．００２ ０．０８３±０．０１２ １．９６７±０．０６１ １．１７１±０．０４０ ０．１５７±０．０１３ ０．１８３±０．０４４ ０．２２１±０．０２１ ０．０２６±０．０２５ ０．３１６±０．００６

島根県
加茂 ４０ ０．１６６±０．００２ ０．０９３±０．００９ ０．０１４±０．００１ ０．８９９±０．０１９ ０．２７８±０．０１３ ０．００９±０．００５ ０．０６１±０．００５ ０．１５４±０．０１９ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６
津井 ４０ ０．１６１±０．００２ ０．１３２±０．００３ ０．０１５±０．００１ ０．９４０±０．０１５ ０．３０１±０．００９ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．００２ ０．１４４±０．００５ ０．０２０±０．００１ ０．２４４±０．００４
久見 ４１ ０．１４５±０．００１ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００１ ０．９８０±０．０３３ ０．３８６±０．０１５ ０．００７±０．００７ ０．１０９±０．００４ ０．２３８±０．００８ ０．０２３±０．００１ ０．３１５±０．００５

岡山県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９

香川県

奥池第１群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１
奥池第２群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３
雄山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２
神谷・南山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４
大麻山南第１群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６
大麻山南第２群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福岡県 八女昭和溜池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９

佐賀県

中野第１群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１
中野第２群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８
梅野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９
腰岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８
椎葉川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９
松尾第１群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８
松尾第２群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

大分県

姫
島
地
域

観音崎 ４２ ０．２２３±０．０１０ ０．０４６±０．００５ ０．４０９±０．０８６ ６．６９１±０．８７８ １．８０５±０．２５７ １．５６２±０．２３１ ０．３４４±０．０８７ ０．５７９±０．１２６ ０．０３９±０．００３ ０．４００±０．０１１
両瀬第１群 ５１ ０．２２６±０．０１１ ０．０４５±０．００３ ０．４１１±０．０６６ ６．７４３±０．９００ １．８４５±０．２８６ １．５５３±０．２３０ ０．３１８±０．０８７ ０．５６０±０．１４４ ０．０３８±０．００４ ０．４０１±０．０１２
＊両瀬第２群 ５０ ０．６４９±０．０４４ ０．１４１±０．０１０ ０．１８６±０．０４６ ４．３５５±０．６８３ ０．６１０±０．０９５ ３．０１７±０．４５９ ０．１４２±０．０５０ ０．１８８±０．０５６ ０．０４１±０．００４ ０．４２７±０．０１４
＊両瀬第３群 ４６ １．０３８±０．１３１ ０．２１１±０．０２４ ０．１１０±０．０２７ ３．３６７±０．６１７ ０．３１１±０．０５８ ３．７５６±０．６６８ ０．１０５±０．０３０ ０．０９４±０．０３７ ０．０４２±０．００７ ０．４４２±０．０２１
＊オイ崎 ５０ １．０５９±０．１４３ ０．２１４±０．０３０ ０．１２０±０．０４３ ３．５９８±１．０３５ ０．３３５±０．１０６ ４．０００±１．１６２ ０．１１８±０．０４８ ０．０９２±０．０３６ ０．０４４±０．００４ ０．４４９±０．０１８
＊稲積 ４５ ０．６８０±０．０６１ ０．１４５±０．０１３ ０．１６８±０．０３７ ４．３９７±０．７７６ ０．６１２±０．０９５ ３．０８０±０．４７６ ０．１４７±０．０４６ ０．１９４±０．０６０ ０．０４１±０．００５ ０．４３１±０．０１５
塚瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９
荻台地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１
緒方下尾平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

長崎県

壱
岐
島

久喜ノ辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７
君ケ浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８
角川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０
貝畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５
松浦第１群 ４２ ０．２１３±０．００５ ０．０３１±０．００４ ０．０７３±０．００６ ２．５４５±０．１３４ １．５７９±０．０７９ ０．４２０±０．０３４ ０．２９２±０．０１９ ０．２５８±０．０３７ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１１
松浦第２群 ４２ ０．１９０±０．０１２ ０．０３２±０．００６ ０．０６８±０．０１１ ２．３７１±０．３２３ １．５８２±０．１９９ ０．３１５±０．０６９ ０．２７６±０．０５５ ０．２１０±０．０５６ ０．０２６±０．００３ ０．３３６±０．０１０
松浦第３群 ４２ ０．２４４±０．０１６ ０．０６３±０．０１０ ０．０４６±０．００７ １．８８０±０．２００ ０．８３６±０．１２１ ０．３６８±０．０９８ ０．１４５±０．０１９ ０．１２７±０．０３０ ０．０２６±０．００３ ０．３２９±０．０２０
松浦第４群 ４１ ０．２８８±０．０１４ ０．０７０±０．００６ ０．０４２±０．００３ １．８３３±０．０８６ ０．７１７±０．１７９ ０．４５１±０．０４０ ０．１１１±０．０１０ ０．１２３±０．０２２ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１２
淀姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１
中町第１群 ４２ ０．２４４±０．０１１ ０．０６０±０．０１０ ０．０５７±０．００４ １．８６６±０．０８９ ０．８１０±０．０８７ ０．３９８±０．０３９ ０．１３５±０．０１７ ０．１４６±０．０２６ ０．０２５±０．００１ ０．３４２±０．００７
中町第２群 ４２ ０．３１９±０．０４２ ０．０７９±０．０２３ ０．０４６±０．００３ １．７９３±０．０８９ ０．６６６±０．０９１ ０．４８２±０．０４４ ０．１１８±０．０１８ ０．１０１±０．０２４ ０．０２５±０．００１ ０．３３３±０．０１５
古里第１群 ５０ ０．２０２±０．０１２ ０．０２９±０．００４ ０．０７６±０．０１８ ２．６２８±０．２１４ １．６９５±０．１４６ ０．４０３±０．０６０ ０．３１９±０．０７３ ０．２３３±０．０７４ ０．０３０±０．００３ ０．３４２±０．０１１
古里第２群 ４０ ０．４２３±０．０１６ ０．０７５±０．００７ ０．０８９±０．０１７ ２．７９７±０．２７４ １．１４８±０．１３３ １．８１４±０．１９２ ０．１０３±０．０６０ ０．２０８±０．０５３ ０．０３４±０．００３ ０．３６７±０．００９
古里第３群 ４１ ０．２６５±０．０３２ ０．０６４±０．００９ ０．０４６±０．０１０ １．９３１±０．１４３ ０．７９９±０．１１０ ０．４３３±０．０４９ ０．１２２±０．０４１ ０．１１９±０．０４４ ０．０３１±０．００３ ０．３４７±０．０１０
松岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７
大崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

熊本県

小国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７
南関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８
轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８
大柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０
冠ケ岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９
滝室坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６
箱石峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３
長谷峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２
五ヶ瀬川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０
御船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０
白浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

宮崎県
桑ノ木津留第１群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３ ０．３１４±０．０１１
桑ノ木津留第２群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９
霧島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２

鹿児島県

間根ヶ平第１群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４
間根ヶ平第２群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３
間根ヶ平第３群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９
日東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６
五女木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６
上牛鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１
平木場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０
竜ケ水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１
長谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台東山脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０

ロシア

イリスタヤ川 ４０ １９．７３９±１．４５１ ６．０５３±０．５３８ ０．２９２±０．０５１ ３２．０２１±４．９６４ ０．０６０±０．０１６ ２．８５９±０．４１２ ０．１７６±０．０２７ ０．０２５±０．０１６ ０．１８５±０．０２６ １．５７４±０．１５２
ナチキ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６
RED LAKE－１ ４０ ０．１３４±０．００４ ０．０４４±０．００３ ０．０１４±０．００２ １．２３８±０．０２７ １．０１９±０．０２６ ０．０１１±０．００９ ０．３９５±０．０１６ ０．０４４±０．０３１ ０．０２３±０．０００ ０．３３４±０．００５
クネビチャン川第２群 ４４ ０．１８８±０．００５ ０．４８６±０．１０３ ０．０３１±０．００２ １．８６６±０．０３６ ０．１８８±０．００８ ０．５８０±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０８６±０．０１５ ０．０２９±０．００１ ０．４８６±０．０２３

アラスカ インディアン・MLZ群 ４８ ０．２０４±０．００４ ０．０４４±０．００２ ０．５６４±０．０２５ ５．８６８±０．１９１ １．１７０±０．０３９ ０．０２１±０．０１６ ０．５０８±０．０２３ ０．２５９±０．０１８ ０．７９１±０．０２５ ７．２０８±０．２７９
北朝鮮 白頭山灰皿 ５０ ０．１５４±０．００９ ０．０６７±０．００３ ０．０１８±０．００５ １．０８１±０．０２８ ０．５３０±０．０１３ ０．０８１±０．００８ ０．１５１±０．０１５ ０．３３８±０．０１２ ０．０２７±０．００３ ０．３０６±０．００８
エクアドル MULLUMICA ４５ ０．４１３±０．００５ ０．２２７±０．０１６ ０．０４３±０．００１ １．４０３±０．０６０ ０．５６５±０．０１１ １．４６８±０．０４２ ０．０８６±０．００６ ０．１０９±０．０３２ ０．０２６±０．００１ ０．４７５±０．００７

３．北斗市館野６遺跡の黒曜石製遺物の原材産地分析
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表－７ 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準値差値

各地遺物群名 分析
個数

元 素 比

Ca／Ｋ Ti／Ｋ Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Ｙ／Zr Nb／Zr Al／Ｋ Si／Ｋ

北海道

HS１遺物群 ６７ ０．２４１±０．０２１ ０．１０７±０．００５ ０．０１８±０．００６ １．２９６±０．０７７ ０．４３０±０．０１６ ０．１５３±０．００９ ０．１４０±０．０１５ ０．００８±０．０１３ ０．０１８±０．０１２ ０．３２５±０．０４２

HS２遺物群 ６０ ０．４５３±０．０１１ ０．１３５±０．００８ ０．０４１±０．００８ １．７６５±０．０７５ ０．４４８±０．０２１ ０．４１９±０．０１９ ０．１３０±０．０１５ ０．０１５±０．０１９ ０．０３４±０．０１０ ０．５００±０．０１５

FR１遺物群 ５１ ０．６４３±０．０１２ ０．１２４±０．００８ ０．０５２±０．００７ ２．５４７±０．１４３ ０．５３０±０．０３２ ０．６８９±０．０３２ ０．１５６±０．０１５ ０．００４±０．００８ ０．０２９±０．０１１ ０．４０７±０．０４７

FR２遺物群 ５９ ０．５３５±０．０６１ ０．１０６±０．０１２ ０．０５３±０．００９ ２．５４５±０．１３８ ０．５５７±０．０５１ ０．６８５±０．０２９ ０．１６５±０．０２１ ０．０１６±０．０２２ ０．０２７±０．００９ ０．３７３±０．０４３

FR３遺物群 ３７ ０．３８０±０．０３７ ０．０８４±０．００７ ０．０５２±０．００９ ２．５４８±０．１４５ ０．５８６±０．０５６ ０．６８１±０．０３３ ０．１６４±０．０２１ ０．０１７±０．０２３ ０．０２３±０．００６ ０．２９２±０．０３７

FR４遺物群 ４４ ０．２６１±０．０４３ ０．０７４±０．０１０ ０．０５１±０．００８ ２．５００±０．１１７ ０．６３９±０．０５７ ０．６７９±０．０３２ ０．１５５±０．０２１ ０．００９±０．０１７ ０．０１８±０．００８ ０．２５８±０．０３６

FH１遺物群 ３２ ０．８９８±０．０３２ ０．２２１±０．００７ ０．０５４±０．００６ ２．５４０±０．１０１ ０．４２６±０．０１８ ０．８０２±０．０２３ ０．１０９±０．０１３ ０．０１７±０．０２１ ０．０３７±０．００３ ０．４４７±０．０１１

KT１遺物群 ５６ １．１０３±０．０５０ ０．１４６±０．００７ ０．０８１±０．００８ ２．９４２±０．１３３ ０．３１４±０．０５３ ０．７７５±０．０８２ ０．１３３±０．０１６ ０．０１９±０．０２１ ０．０４３±０．００７ ０．５１６±０．０１５

KT２遺物群 ３８ ０．９５９±０．０２７ ０．１５４±０．００５ ０．０８５±０．０１０ ２．８８２±０．０９２ ０．５４２±０．０２８ １．１１１±０．０４０ ０．１０７±０．０１５ ０．０１２±０．０１６ ０．０４２±０．００８ ０．５１９±０．０１０

KS１遺物群 ３２ ０．２７５±０．００７ ０．１０７±０．００５ ０．０４７±０．０１０ １．７５１±０．０５１ ０．８３６±０．０３８ ０．４６８±０．０２１ ０．１８０±０．０１９ ０．０２３±０．０２８ ０．０２５±０．００７ ０．３４５±０．０１０

KS２遺物群 ６２ ０．２４４±０．０１１ ０．０７０±０．００４ ０．０５６±０．０１３ １．７４９±０．１６８ １．０８０±０．１０８ ０．４２４±０．０３６ ０．３２７±０．０４２ ０．０３７±０．０３１ ０．０２３±０．０１１ ０．３７９±０．０１１

KS３遺物群 ４８ ０．１６４±０．００８ ０．０４１±０．００２ ０．０８０±０．０１３ ２．５６５±０．１２６ １．４６０±０．０５７ ０．１６２±０．０１９ ０．３８９±０．０４２ ０．０６９±０．０２８ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１５

Ｋ１９遺物群 ４８ ０．１８５±０．００７ ０．０４９±０．００３ ０．０８１±０．０１３ ２．１６２±０．１２２ １．０３１±０．０４１ ０．４３５±０．０２５ ０．２６３±０．０２８ ０．０５０±０．０１９ ０．０２３±０．００２ ０．２６０±０．００９

NI２９遺物群 ５１ ５．４４５±０．１２２ ２．３０１±０．０７４ ０．２０７±０．０２４ １３．４２２±１．１１３ ０．１５１±０．０１８ １．８３９±０．１３４ ０．２０７±０．０２２ ０．００７±０．０１１ ０．０６９±０．００６ ０．６２２±０．０２１

青森県

HY遺物群 ３１ ０．２３８±０．０１１ ０．１３１±０．００６ ０．０４８±０．００８ １．６３６±０．０６６ ０．４１８±０．０２８ １．４４１±０．０１５ ０．４８２±０．０２４ ０．０２９±０．０２８ ０．０２０±０．０１５ ０．４８１±０．０６８

SN１遺物群 ３３ ０．２８７±０．００６ ０．０８７±０．００４ ０．０３３±０．００５ １．５９７±０．０３７ ０．２４４±０．０１１ ０．２５８±０．０１１ ０．２８１±０．０１２ ０．００９±０．０１２ ０．０２１±０．００６ ０．３２９±０．００６

SN２遺物群 ２９ ０．２０９±０．００６ ０．１１６±０．００６ ０．０７６±０．００８ １．５７１±０．０８２ ０．７１６±０．０３５ ０．２９２±０．０１７ ０．２６４±０．０２９ ０．０２８±０．０３０ ０．０２３±０．００９ ０．３８３±０．０１５

SW４遺物群 ４５ ０．２８７±０．００３ ０．１４７±０．００３ ０．０９５±０．００４ １．９０９±０．０７３ ０．９１２±０．０３３ ０．４８０±０．０２４ ０．２５５±０．０１４ ０．１６０±０．０４７ ０．０２４±０．００１ ０．５１１±０．０１３

秋田県
KN遺物群 １０７ ０．３５１±０．０１１ ０．１２１±０．００６ ０．０５３±０．００７ １．５８１±０．０７１ ０．３４７±０．０２０ ０．２１９±０．０１４ ０．２１６±０．０１５ ０．０５４±０．０１７ ０．０２９±０．０１１ ０．４７５±０．０４０

TB遺物群 ６０ ０．２５２±０．０１４ ０．１１３±０．００７ ０．１２４±０．０１５ １．８０５±０．０８８ ０．８７５±０．０５６ ０．６６３±０．０３８ ０．２７２±０．０２９ ０．０８３±０．０３７ ０．０２６±０．００８ ０．３７８±０．０２１

HR遺物群 ４８ ０．２５９±０．００８ ０．０９３±０．００３ ０．０６７±０．０１１ ２．０５５±０．０６７ ０．７４１±０．０２８ ０．２９３±０．０１６ ０．３３１±０．０２１ ０．０６４±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４４４±０．０１０

岩手県

AI１遺物群 ４１ １．５１９±０．０２６ ０．２７７±０．０１０ ０．０７８±０．００６ ２．８４９±０．０７３ ０．１６７±０．０１０ ０．５２６±０．０１７ ０．２５１±０．０１３ ０．００９±０．０１２ ０．０５８±０．０１７ ０．９２９±０．０２４

AI２遺物群 ６１ ３．１４１±０．０７４ ０．５５２±０．０２１ ０．０８０±０．００８ ２．７５２±０．０６２ ０．０９４±０．００９ ０．７１６±０．０１９ ０．２４２±０．０１１ ０．００８±０．０１４ ０．０８３±０．０２９ １．３５３±０．０４９

AI３遺物群 ６１ ０．９５０±０．０１３ ０．２１５±０．００４ ０．１１７±０．００９ ４．３０６±０．１００ ０．１１４±０．００８ ０．９０９±０．０２８ ０．２４８±０．０１２ ０．０１４±０．０１６ ０．０２８±０．００６ ０．３６０±０．００９

AI４遺物群 １２２ １．８５０±０．０５９ ０．４７４±０．０２５ ０．０６７±０．００７ ２．０５５±０．０７７ ０．０８３±０．００６ ０．５３１±０．０３０ ０．１７７±０．０１０ ０．０１１±０．０１３ ０．０６４±０．０２５ １．０６１±０．１０５

AI５遺物群 １２２ ３．１６７±０．０９２ ０．６９６±０．０２７ ０．１０１±０．００９ ３．７８７±０．１０８ ０．１１４±０．０１０ ０．８９２±０．０２６ ０．２４１±０．０１２ ０．００６±０．０１２ ０．０９１±０．０２０ １．２３４±０．０５２

FS遺物群 ４５ ０．２７２±０．０９０ ０．０９７±０．０２９ ０．０５３±０．００７ １．７９１±０．０８３ ０．３２７±０．０１９ ０．４５３±０．０２４ ０．２０７±０．０１８ ０．０２９±０．０２７ ０．０１７±０．０１１ ０．３３９±０．０１１

SD遺物群 ４８ ２．９００±０．０５０ ０．７４１±０．０１６ ０．１１８±０．０１０ ３．９２２±０．０７７ ０．１１７±０．０１２ ０．９０６±０．０２６ ０．２４６±０．０１３ ０．００８±０．０１７ ０．０８３±０．０１３ １．１９５±０．０２９

UN５１遺物群 ４５ ２．９０３±０．１２１ ０．５４２±０．０５６ ０．１０４±０．００３ ３．５０７±０．０９９ ０．１１８±０．０１２ ０．８５１±０．０２３ ０．２３８±０．０１６ ０．０８２±０．０３２ ０．０８５±０．００４ １．２０６±０．０６１

新潟県

AC１遺物群 ６３ ０．４７９±０．０１４ ０．１９２±０．００６ ０．０５４±０．００８ １．５６１±０．０７５ ０．４００±０．０１７ ０．４４０±０．０１９ ０．１６９±０．０１９ ０．０６１±０．０１５ ０．０３３±０．００５ ０．４２７±０．０１６

AC２遺物群 ４８ ０．２５１±０．００７ ０．０８１±０．００３ ０．１１２±０．０１３ ２．０８１±０．０７６ ０．９０４±０．０３５ ０．４０６±０．０２０ ０．４０９±０．０２４ ０．１０８±０．０２３ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．００７

AC３遺物群 ３６ ０．６５７±０．０１６ ０．１４４±０．００５ ０．０８３±０．０１０ １．８９１±０．０５１ ０．２０２±０．０１０ ０．３８１±０．０１７ ０．２８６±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．６１６±０．０１３

IN１遺物群 ５６ ０．３２０±０．０１０ ０．０８２±０．０１５ ０．０６３±０．００６ ２．００９±０．１９９ ０．９０３±０．０３５ ０．７４２±０．０３３ ０．１７２±０．０１０ ０．０６４±０．０３０ ０．０２７±０．００１ ０．３３３±０．０１１

IN２遺物群 ４８ ０．７４５±０．０１３ ０．１１０±０．００４ ０．１４０±０．０１５ ３．１７６±０．２１２ ０．７２８±０．０３９ １．５８２±０．０８０ ０．１０４±０．０３０ ０．０３８±０．０１３ ０．０３６±０．００３ ０．３９６±０．０１０

IN３遺物群 ４５ ０．３１１±０．０１５ ０．０８９±０．０２６ ０．０６１±０．００３ ２．０３７±０．２０４ ０．８８７±０．０３０ ０．７３６±０．０５３ ０．１７０±０．０１０ ０．０５７±０．０２５ ０．０２７±０．００１ ０．３２６±０．０１６

IN４遺物群 ４５ ０．２３３±０．００６ ０．０４４±０．００２ ０．０５８±０．００２ １．８４１±０．０５６ ０．９３５±０．０３０ ０．７５４±０．０２４ ０．１８２±０．０１１ ０．０５７±０．０２９ ０．０１８±０．００１ ０．２１４±０．００３

長野県

NK遺物群 ５７ ０．５６６±０．０１９ ０．１６３±０．００７ ０．０８６±０．０１１ １．８２２±０．０８４ ０．４６７±０．０３１ １．６９１±０．０６４ ０．１０２±０．０２１ ０．０４１±０．０２８ ０．０３８±０．００３ ０．５００±０．０１４

UH６３遺物群 ４８ ０．３０８±０．０１８ ０．１１８±０．００５ ０．０４０±０．０１０ １．６４６±０．１００ ０．８１１±０．０３９ ０．５６２±０．０３０ ０．１３８±０．０３１ ０．０５７±０．０２０ ０．０３６±０．００５ ０．４２６±０．０２２

UH６６遺物群 ４８ ０．３１０±０．０１９ ０．０７５±０．００５ ０．０６４±０．０１４ １．９８０±０．０８２ ０．９０１±０．０５１ ０．８４１±０．０４０ ０．１５９±０．０３８ ０．０５４±０．０２０ ０．０４１±０．０１８ ０．３７８±０．０２５

UH３５遺物群 ４４ ０．２９７±０．００５ ０．１１５±０．００３ ０．０５０±０．０１４ １．５８０±０．０４５ ０．５６７±０．０１７ ０．５０２±０．０２３ ０．１２０±０．０１７ ０．０７５±０．０４４ ０．０２５±０．００１ ０．３４６±０．００６

FUTI３遺物群 ５０ ０．７３０±０．１０８ ０．２７０±０．０２３ ０．１５５±０．０１７ ４．３２６±０．４３４ ０．７７７±０．１２５ １．８０９±０．２０６ ０．４７７±０．１２４ ０．０３８±０．０８９ ０．０３９±０．００３ １．７２４±０．０８９

島根県 矢野５４風化群 ４４ ０．１３７±０．００５ ０．１３６±０．００７ ０．０１４±０．００１ ０．８２０±０．０１９ ０．３０４±０．００６ ０．０１８±０．００６ ０．０６０±０．００２ ０．１４４±０．００５ ０．０２０±０．００１ ０．２３４±０．００８

原田３６遺物群 ４３ ０．１７３±０．００２ ０．０９７±０．００２ ０．０１５±０．００１ ０．８６８±０．０１２ ０．２１７±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０４８±０．００２ ０．１１９±０．００４ ０．０２０±０．００１ ０．２３２±０．００４

山口県

YM遺物群 ５６ ０．３８１±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０３８±０．０１２ １．６１１±０．１０２ ０．７２１±０．０３９ ０．４９７±０．０２６ ０．１２８±０．０２２ ０．０４７±０．０１６ ０．０２３±０．００３ ０．３３１±０．０１３

NM遺物群 ４０ ０．３３０±０．０１０ ０．１０３±０．００３ ０．０４２±０．０１２ １．７５１±０．０８３ １．０４８±０．０５７ ０．５１８±０．０３４ ０．１９６±０．０３７ ０．０５８±０．０１８ ０．０２２±０．００３ ０．３２６±０．０１１

MK－１遺物群 ４８ ０．０８７±０．００８ ０．０５９±０．００２ ０．０１０±０．００３ ０．６７７±０．０２３ ０．３７０±０．０９７ ０．００６±０．００２ ０．１２５±０．０１２ ０．２９２±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．３３７±０．０１０

MK－２遺物群 ４８ ０．２５８±０．０１０ ０．０２６±０．００２ ０．０５５±０．０１３ １．７４５±０．１２１ １．１４９±０．０９２ ０．２９７±０．０２９ ０．２０２±０．０３７ ０．１７７±０．０２２ ０．０２１±０．００２ ０．２６８±０．００７

大分県 Ｉ遺物群 ５４ ０．７９４±０．０７０ ０．２０２±０．００９ ０．０６１±０．０１３ １．７７４±０．１３２ ０．３８０±０．０３０ １．３５０±０．０９６ ０．０７６±０．０３２ ０．０７９±０．０２２ ０．０４０±０．００４ ０．４３４±０．０１５

宮崎県

HB１遺物群 ４８ ０．１９７±０．０３５ ０．７５４±０．０５５ ０．０９８±０．０４２ ７．０９９±０．８４４ ０．４３４±０．０６２ ０．９７５±０．１３０ ０．３６８±０．０７９ ０．１２６±０．０７９ ０．０９３±０．０２２ ６．３１２±０．５２５

HB２遺物群 ４８ ０．４１４±０．１００ １．５５７±０．６７４ ０．１１０±０．０４４ ９．９００±１．５９５ ０．１７６±０．０８８ １．２０９±０．４５９ ０．３２７±０．０５２ ０．１７８±０．０６９ ０．１７８±０．０４４ ９．９３８±１．５３２

UT１遺物群 ４６ ０．２９７±０．０１３ ０．１０７±０．００５ ０．０５３±０．０１０ １．６３８±０．１０４ １．０１２±０．０５６ ０．７３６±０．０３９ ０．１６８±０．０２７ ０．０３４±０．０２８ ０．０２４±０．０１１ ０．３９０±０．０１４

KU４遺物群 ４８ １．８７１±０．３６５ １．０１８±０．０９４ ３．７９０±０．７０５ １４．９９０±４．００８ ０．６７３±０．０８１ ２．０４３±０．２３３ ０．７５２±０．０７９ ０．０５６±０．０４５ ０．０９０±０．０１７ ４．３０２±０．２４６

鹿児島県

KI１遺物群 ４５ ０．３８３±０．０１２ ０．１０１±０．００５ ０．０６１±０．０２４ １．９１３±０．１５８ ０．９８５±０．０５７ ０．５２７±０．０３８ ０．１９７±０．０３０ ０．０７９±０．０２８ ０．０２８±０．００２ ０．４０９±０．００９

KI２遺物群 ４６ ０．４０２±０．０１５ ０．１４６±０．００８ ０．０６０±０．０１７ １．５２９±０．１４８ ０．７２９±０．０５２ ０．５６５±０．０３８ ０．１３７±０．０２４ ０．０８３±０．０２６ ０．０２９±０．００３ ０．４４３±０．０２２

KI３遺物群 ４８ １．５４５±０．１５４ ０．５５７±０．０４５ ０．０７４±０．０１１ ３．７４６±０．４５５ ０．２８４±０．０１８ ０．７８３±０．０４４ ０．１０６±０．０２１ ０．０２５±０．０１１ ０．０４７±０．００６ ０．４９９±０．０２１

KI４遺物群 ５６ ２．６２５±０．１０９ ０．８７１±０．１３６ ０．０９３±０．００７ ５．６２３±０．６０２ ０．２５５±０．０１５ ０．９０６±０．０７４ ０．１０７±０．００９ ０．０３１±０．０１５ ０．０６２±０．００７ ０．５８７±０．０３８

KI５遺物群 ５２ ０．２０６±０．０１２ ０．０６４±０．００７ ０．０６１±０．００４ １．５７０±０．０７３ １．２１３±０．０６３ ０．７２８±０．０３６ ０．２２４±０．０１３ ０．０４４±０．０３０ ０．０１４±０．００１ ０．２５９±０．０２６

KI１８遺物群 ４６ ０．４４７±０．０１１ ０．１２２±０．００５ ０．０４５±０．０２０ １．７３７±０．０４６ ０．６８７±０．０２３ ０．４８１±０．０２０ ０．１４０±０．００９ ０．０５０±０．０２４ ０．０３０±０．００１ ０．４２８±０．００８

KI８４遺物群 ４８ ０．６５５±０．００９ ０．１５１±０．００９ ０．０２６±０．００１ １．５１５±０．０２０ ０．３３２±０．０１１ ０．３４０±０．０１１ ０．１０２±０．００５ ０．０５１±０．０１１ ０．０３２±０．００１ ０．４３１±０．００７

SG遺物群 ４８ １．６６８±０．０３４ ０．７７８±０．０３８ ０．０８２±０．０１０ ４．１０６±０．２２２ ０．２０２±０．０１４ ０．６９９±０．０２５ ０．１３３±０．０１３ ０．０１５±０．０１９ ０．０２７±０．０２１ ０．５５３±０．０３３

OK遺物群 ３２ １．３７１±０．０７４ ０．６８７±０．０２５ ０．０６１±０．００８ ３．１０９±０．１６１ ０．２０２±０．０１２ ０．５７９±０．０２７ ０．１２２±０．０１４ ０．００９±０．０１４ ０．０２７±０．０１８ ０．５１８±０．０２１

KK１遺物群 ４８ ０．３４７±０．０１０ ０．０８０±０．００３ ０．０８１±０．０１２ ３．０８５±０．１５５ ０．８８７±０．０３６ １．４８７±０．０６５ ０．１１９±０．０３６ ０．１８４±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．２６５±０．００９

KK２遺物群 ４６ ０．５２１±０．０１２ ０．１２２±０．００４ ０．０７６±０．０１３ ３．１２５±０．２２２ ０．８７７±０．０４８ １．５００±０．０７４ ０．１０９±０．０３４ ０．１８７±０．０２３ ０．０３５±０．００４ ０．３５９±０．０１０

HM１遺物群 ４４ ０．６８３±０．０２４ ０．８６１±０．０２１ ０．０６３±０．０１３ ８．６７８±０．６６３ ０．６４２±０．０３９ ０．７３９±０．０５４ ０．１２７±０．０３４ ０．０６５±０．０１８ ０．０３７±０．００５ ０．２８２±０．００８

HM２遺物群 ５０ ０．４８３±０．０２２ ０．１２１±０．００６ ０．０５４±０．０１４ １．９７５±０．１２２ ０．６９５±０．０４０ ０．４５４±０．０３４ ０．１９１±０．０２８ ０．０５８±０．０２８ ０．０３４±０．００６ ０．４７４±０．０１６

ON１遺物群 ５４ ０．３０３±０．０１２ ０．１６７±０．００６ ０．０３８±０．００７ １．１５７±０．０４４ ０．４４７±０．０２０ ０．４３５±０．０１６ ０．１２６±０．０２５ ０．０３９±０．０１６ ０．０３２±０．００４ ０．３７６±０．０１２

ON２遺物群 ５６ ０．２７６±０．０１９ ０．０５３±０．００４ ０．０８４±０．０１７ ２．４９１±０．１２８ １．４９２±０．０８８ ０．６６７±０．０４６ ０．２１１±０．０３２ ０．１０８±０．０２８ ０．０３０±０．００４ ０．３４５±０．０１１

MTR２０遺物群 ４５ ０．２６２±０．０１０ ０．１０４±０．００３ ０．０６４±０．００３ １．４６８±０．０４６ １．０１７±０．０３８ ０．４９６±０．０３０ ０．２７５±０．０１８ ０．０６７±０．０４０ ０．０２５±０．０００ ０．３４３±０．００５

MTR２１遺物群 ４５ ０．７７７±０．０６３ ０．１５４±０．００８ ０．０２９±０．００２ １．６２７±０．１０５ ０．２８７±０．０１９ ０．３４５±０．０４２ ０．１２０±０．００８ ０．０３６±０．０１６ ０．０３５±０．００１ ０．４６６±０．００５

NTO－６遺物群 ４１ ０．３７６±０．０１６ ０．１３４±０．０２３ ０．０６３±０．００４ １．５５７±０．０４１ ０．８９０±０．０３１ ０．６８６±０．０２９ ０．１５１±０．０１１ ０．１０２±０．０３３ ０．０２９±０．００１ ０．４２２±０．０１４

NTRS１遺物群 ５６ ０．４４０±０．００９ ０．１４６±０．０３８ ０．０４３±０．００２ １．７３８±０．０７５ ０．６６６±０．０１９ ０．４７５±０．０１９ ０．１３４±０．００７ ０．０５１±０．０１９ ０．０２８±０．００１ ０．３８５±０．０１６

NTRＳ１２遺物群 ４４ ０．３６４±０．０１１ ０．１０２±０．００６ ０．０６１±０．００３ １．９２２±０．０８９ ０．９６３±０．０３５ ０．４７１±０．０１８ ０．１８９±０．０１２ ０．０７９±０．０３２ ０．０２７±０．００１ ０．３８３±０．００２

NTRＳ１３遺物群 ４４ ０．３５５±０．００６ ０．０９８±０．００７ ０．０５５±０．００３ １．６８１±０．０８２ ０．９０８±０．０５３ ０．４５０±０．０３４ ０．１７９±０．０１３ ０．０６８±０．０２６ ０．０２７±０．００１ ０．４０３±０．００７

NTRS３２遺物群 ４３ ０．４１６±０．００４ ０．１１９±０．００４ ０．０４７±０．００４ １．６５１±０．０３４ ０．７１８±０．０１６ ０．４３４±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０６３±０．０２１ ０．０２８±０．００１ ０．４２２±０．００９
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表－８ 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準値差値

各地遺物群名 分析
個数

元 素 比

Ca／Ｋ Ti／Ｋ Mn／Ｚｒ Fe／Ｚｒ Rb／Zr Sr／Zr Ｙ／Zr Nb／Zr Al／Ｋ Si／Ｋ

北朝鮮 会寧城外遺跡遺物群 ７０ ０．１３５±０．０１２ ０．０６２±０．００６ ０．０１７±０．００３ １．１１８±０．０５１ ０．５８５±０．０３６ ０．０６８±０．０１９ ０．１５０±０．０２２ ０．３７２±０．０３５ ０．０２５±０．００４ ０．３１９±０．０１２

ロシア

イリスタヤ ２６ １８．８８８±２．１００ ６．０８８±０．８６８ ０．２９３±０．０３２ ２７．９６３±２．６０８ ０．０５５±０．０１７ ２．７１６±０．１６２ ０．１６３±０．０１９ ０．０３６±０．０３０ ０．１７３±０．０２９ １．６７４±０．２４０

イ
リ
ス
タ
ヤ
地
域

RMA－１遺物群 ４３ ２８．３８１±１．６９３ １０．５０８±０．６３６ ０．２４０±０．０１０ ２６．６８６±１．０１４ ０．１７６±０．０３１ ２．３３７±０．０９２ ０．１０５±０．０２５ ０．０３１±０．０４１ ０．２２２±０．０１３ ２．１７６±０．１２３

RMA－３遺物群 ４３ ２０．２２６±１．４６２ ８．１２８±０．５９２ ０．２１８±０．００９ ２４．１７４±０．８３３ ０．１９３±０．０２３ ２．２３３±０．０７９ ０．０９９±０．０２２ ０．０５９±０．０５１ ０．１５５±０．０１２ １．５４８±０．１１４

RMA－４遺物群 ４３ ２７．６５３±３．５９２ ９．７８０±１．２９２ ０．２５３±０．０１０ ２７．８３９±１．００９ ０．１７９±０．０２１ ２．３７９±０．０８９ ０．１２１±０．０２９ ０．０２６±０．０３０ ０．２２５±０．０３０ ２．２０１±０．２９２

RMA－５遺物群 ４３ ２７．５８０±１．８３６ ９．９６５±０．６６７ ０．２５０±０．０１０ ２７．５２３±１．０３７ ０．１８９±０．０２９ ２．２８７±０．０８８ ０．１１１±０．０２９ ０．０３３±０．０３９ ０．２１９±０．０１５ ２．１７７±０．１５７

RO－１Ｂ遺物群 ４３ ２４．２１２±２．７６７ ９．４７２±１．１０６ ０．２４１±０．０１０ ２７．０５６±１．１０９ ０．１８０±０．０２６ ２．１３２±０．０９６ ０．１３４±０．０２２ ０．０２９±０．０３３ ０．１９２±０．０２２ １．９０４±０．２２１

RQ－１遺物群 ４３ ２０．６１５±１．４０１ ８．３７０±０．６２２ ０．２１１±０．００９ ２３．３３７±０．７２１ ０．１７６±０．０２７ ２．２１９±０．０７５ ０．０９７±０．０１９ ０．０５７±０．０４１ ０．１５６±０．０１１ １．５５４±０．１０８

RSN－１Ｂ遺物群 ４３ １６．９５０±１．４５２ ７．９９３±０．７１３ ０．１５５±０．００５ １８．０２８±０．４６６ ０．１３３±０．０１８ ２．６６４±０．０７３ ０．０７１±０．０２０ ０．０３２±０．０３０ ０．１３５±０．０１２ １．３６９±０．１２０

RW－１遺物群 ４３ １６．２５２±１．２２９ ７．６２２±０．５９１ ０．１５１±０．００５ １７．５７９±０．４６０ ０．１３３±０．０１６ ２．６５３±０．０７３ ０．０６５±０．０１８ ０．０４１±０．０３２ ０．１２８±０．０１０ １．２９０±０．０９８

Bogopol遺物群 ４６ １８．２６０±１．１３６ ７．０６４±０．４６６ ０．４６３±０．０１３ ４０．７８７±０．８４４ ０．０８０±０．００７ １．０３８±０．０３３ ０．２７５±０．０２０ ０．０９２±０．０２４ ０．１３２±０．００９ １．１６４±０．０８０

Bolshoy遺物群 ４３ ０．１１８±０．００６ ０．１２２±０．００４ ０．００５±０．０００ ０．４７５±０．０２０ ０．１５５±０．００３ ０．００３±０．００２ ０．０５４±０．００１ ０．１４２±０．００２ ０．０３０±０．００３ ０．３７１±０．０１０

コムソモリスク フーミ遺物群 ４７ ０．３４９±０．００８ ０．１６８±０．００３ ０．１１５±０．００５ １．３８２±０．０６５ ０．２１９±０．０１７ ０．５０４±０．０２８ ０．１０９±０．０１２ ０．１０９±０．０３１ ０．０３６±０．０１０ ０．４４０±０．０１３

パリツ３遺物群 ４５ ０．２６０±０．０１９ ０．０８１±０．００７ ０．０１９±０．００２ １．１９８±０．１０６ ０．７２６±０．０７８ ０．００７±０．０２８ ０．２２８±０．０３６ ０．０５６±０．０１５ ０．０３５±０．００３ ０．５０２±０．０４５

プリダロジュナヤ１２－１遺物群 ４８ ０．１２９±０．００４ ０．０４５±０．００２ ０．０１２±０．００１ ０．８９９±０．０７１ ０．７４０±０．０５６ ０．００８±０．００６ ０．２９０±０．０２１ ０．０２８±０．０１６ ０．０２３±０．００１ ０．３４２±０．００７

コルギチャン２－３遺物群 ４８ ０．２７５±０．００９ ０．１３７±０．００３ ０．０６９±０．００２ １．２３０±０．０２０ ０．４１２±０．０１４ ０．５５９±０．０２６ ０．１２１±０．０１３ ０．１６５±０．０２６ ０．０２９±０．００１ ０．３８６±０．０１１

ヘタクチャン７－３遺物群 ４５ ０．２９６±０．０５０ ０．０４８±０．００８ ０．０５５±０．０１２ １．１８１±０．０３７ ０．１０２４±０．０３０ ０．０２５±０．０１３ ０．３９２±０．０１４ ０．０３８±０．０２５ ０．０２０±０．００１ ０．２９３±０．００７

カ
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パラトウンカ－１ ５６ ０．７０６±０．０４８ ０．２２５±０．０１１ ０．０４８±０．０１０ １．８５１±０．１８０ ０．２４６±０．０１４ ０．７５２±０．０７０ ０．０７５±０．０１６ ０．０１５±０．００８ ０．０４１±０．００４ ０．４８２±０．０２２

パラトウンカ－２ ４０ ０．７１７±０．０１８ ０．２６９±０．００６ ０．０３１±０．００６ １．６０４±０．０４３ ０．１１９±０．００７ ０．３９８±０．０１６ ０．０９５±０．００８ ０．０１６±０．００６ ０．０３１±０．００３ ０．４０２±０．０１０

パラトウンカ－３ ４８ ０．３８４±０．００８ ０．０９７±０．００４ ０．０４３±０．００７ １．６４２±０．０５３ ０．２６２±０．０１１ ０．７５３±０．０２６ ０．０６６±０．０２６ ０．０１３±０．０６２ ０．０１７±０．００３ ０．１７６±０．００９

パラトウンカ－４ ４８ ０．１４１±０．００７ ０．０７４±０．００３ ０．０２９±０．００４ １．０６９±０．０２５ ０．２０３±０．００７ ０．１５０±０．００６ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００６ ０．０１６±０．００２ ０．１４６±０．００４

アバチャ ４０ ０．２５５±０．００７ ０．１６０±０．００５ ０．０２９±０．００４ １．１２１±０．０３４ ０．１９２±０．００７ ０．１５１±０．００８ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００７ ０．０２６±０．００３ ０．３０３±０．００７

ミリコボ遺物群 ４５ ０．４６７±０．００９ ０．１６３±０．００５ ０．０４５±０．００２ １．５２８±０．０４７ ０．１８６±０．０１５ ０．４９０±０．０１９ ０．１１８±０．０１１ ０．０１０±０．０１３ ０．０３２±０．００１ ０．４４８±０．０１０

Ushiki�遺物群 ４４ ０．１８４±０．００６ ０．０７４±０．００３ ０．０７５±０．００４ １．４０６±０．０７９ ０．７５６±０．０３８ ０．４３５±０．０４５ ０．１５１±０．０２７ ０．２８１±０．０７９ ０．０２２±０．００１ ０．３２８±０．００３

Ushiki遺物群 ５０ ０．５３７±０．０１５ ０．１８６±０．０１１ ０．０６１±０．００４ １．３８４±０．０８２ ０．２５３±０．０２３ １．４２３±０．０８６ ０．０８０±０．０１８ ０．０２０±０．０２３ ０．０３０±０．００１ ０．３９７±０．０１２

Ushiki�遺物群 ５０ ０．２８１±０．００５ ０．１４１±０．００３ ０．０６６±０．００２ １．２５０±０．０２８ ０．３７７±０．０１７ ０．５６８±０．０２２ ０．１１４±０．０１５ ０．１５１±０．０３２ ０．０２８±０．００１ ０．３８６±０．００４

アラスカ

GUL０９遺物群 ４０ ０．１６７±０．０１７ ０．０７４±０．００３ ０．０３５±０．００２ １．４９８±０．０３０ ０．９７５±０．０３７ ０．２１５±０．０２３ ０．２２０±０．０１８ ０．１３９±０．０３８ ０．０２３±０．００１ ０．３２７±０．００５

XMK０２遺物群 ４０ ２．８９７±０．０６５ １．６９５±０．０４６ ０．０７８±０．００１ ４．５５５±０．０７４ ０．１００±０．００７ ０．８３１±０．０１８ ０．１０３±０．００６ ０．０４３±０．０１８ ０．０４７±０．００１ ０．５０８±０．０１４

YUK０１遺物群 ４０ ０．１５５±０．００５ ０．０４１±０．００２ ０．０２６±０．００２ １．５３０±０．０３５ １．０２２±０．０２７ ０．００７±０．０１０ ０．２５３±０．０１７ ０．１４６±０．０４３ ０．０２２±０．００１ ０．３３１±０．０１０

YUK１６遺物群 ４０ ０．１５４±０．００７ ０．０６６±０．００４ ０．０３７±０．００２ １．４９６±０．０３９ １．０４６±０．０３２ ０．１７８±０．０１７ ０．２３２±０．０１４ ０．１４６±０．０３６ ０．０２３±０．００１ ０．３２７±０．００７

YUK３４遺物群 ４０ ０．１７２±０．００３ ０．０８５±０．００３ ０．０３２±０．００２ １．４９５±０．０４１ ０．８３０±０．０２８ ０．３１２±０．０２２ ０．１７７±０．０１７ ０．０９８±０．０４３ ０．０２２±０．００１ ０．３２７±０．００４

UNL０１遺物群 ４０ ０．４２７±０．００５ ０．１７０±０．００２ ０．０２４±０．００１ １．１６２±０．００９ ０．１２８±０．００５ ０．１３６±０．００５ ０．１２９±０．００４ ０．０３７±０．０１０ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００４

UNI０７遺物群 ４０ ０．４２８±０．０２７ ０．２４９±０．０１７ ０．０２０±０．００１ １．２１５±０．０３２ ０．２０２±０．００７ ０．２０８±０．００９ ０．０８７±０．００６ ０．０１１±０．０１０ ０．０２５±０．００１ ０．３３４±０．００４

CHK０２遺物群 ４０ ０．６０６±０．００８ ０．２６９±０．０２９ ０．０４３±０．００１ １．７７４±０．０４５ ０．１０６±０．００７ ０．２４６±０．００７ ０．１０６±０．００７ ０．０４１±０．０１５ ０．０３４±０．００１ ０．４５９±０．０１６

CRG０１遺物群 ４０ ０．０８９±０．００３ ０．１５３±０．００３ ０．００５±０．０００ ０．４１１±０．００４ ０．０７４±０．００２ ０．０００±０．００１ ０．０６４±０．００２ ０．２１９±０．００４ ０．０２１±０．００１ ０．３１３±０．００２

MMK０３遺物群 ４１ ０．４３８±０．００７ ０．１６５±０．００５ ０．０２７±０．００１ １．４０９±０．０２９ ０．２４５±０．０１０ ０．５６０±０．０１６ ０．０６８±０．０１０ ０．０２０±０．０１７ ０．０２９±０．００１ ０．３７１±０．００７

MMK１２遺物群 ４１ ０．１２６±０．００４ ０．０８５±０．００３ ０．０６６±０．００３ １．０９１±０．０３１ ０．８３０±０．０３０ ０．０４６±０．０１６ ０．２１１±０．０１５ ０．３１８±０．０３７ ０．０２３±０．００１ ０．３３５±０．００６

HEA１０遺物群 ４１ ０．２２２±０．００７ ０．１３０±０．００４ ０．０２１±０．００１ １．３３８±０．１３５ ０．４５４±０．０２６ ０．４１２±０．０１８ ０．１３４±０．０１４ ０．０５２±０．０２２ ０．０２０±０．００１ ０．２７９±０．００３

HEA２６遺物群 ４１ ０．２３５±０．００５ ０．０８２±０．００３ ０．０２８±０．００２ １．８４３±０．０８９ １．０６６±０．０３５ ０．２０７±０．０２８ ０．３５１±０．０２１ ０．０５７±０．０４８ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．００５

XBD６１遺物群 ４１ ０．０７３±０．００４ ０．２１４±０．００４ ０．００８±０．０００ ０．７２１±０．００４ ０．０６３±０．００２ ０．００１±０．００１ ０．０６７±０．００２ ０．１７９±０．００４ ０．０１９±０．００１ ０．３２２±０．００３

XBD１２４遺物群 ４１ ０．２７４±０．００６ ０．１７０±０．００３ ０．０３１±０．００１ １．２９３±０．０２０ ０．４０９±０．０１０ ０．４１２±０．０１７ ０．０９０±０．０１５ ０．１０３±０．０２５ ０．０２６±０．００１ ０．３５９±０．００３

XBD１３１遺物群 ４１ ０．１５６±０．００４ ０．０４８±０．００３ ０．１３１±０．００６ １．２４４±０．０４１ ２．１２５±０．０９１ ０．０３１±０．０２３ ０．４３０±０．０２４ ０．７９０±０．０６２ ０．０２４±０．００１ ０．３４２±０．００２

NOA０２遺物群 ４１ ０．１４９±０．００３ ０．１３４±０．００４ ０．０４３±０．００２ １．０７５±０．０４３ ０．６５４±０．０３２ ０．２８５±０．０１８ ０．１４２±０．０１２ ０．１８３±０．０３５ ０．０２３±０．００１ ０．３２３±０．００４

NOA０７遺物群 ４１ ０．２１０±０．００５ ０．１７６±０．０１１ ０．０１７±０．００１ ０．８７１±０．０１６ ０．２２１±０．００７ ０．０６８±０．００６ ０．０９７±０．００６ ０．０６５±０．０１４ ０．０２４±０．００１ ０．３０１±０．００５

SIT－E遺物群 ４０ ０．０７６±０．０１０ ０．１２１±０．０２０ ０．００６±０．０００ ０．４５４±０．００５ ０．０９７±０．００２ ０．００１±０．００１ ０．０７３±０．００２ ０．２２４±０．００５ ０．０２２±０．００１ ０．３３８±０．００９

SIT－Z－２遺物群 ４０ ０．０９８±０．００３ ０．１５２±０．００３ ０．００５±０．０００ ０．４４９±０．００４ ０．０７５±０．００２ ０．０００±０．０００ ０．０６３±０．００２ ０．２２０±０．００４ ０．０２２±０．００１ ０．３１６±０．００３

エクアドル BAEZA遺物群 ４５ ０．５４３±０．００６ ０．２８９±０．００５ ０．０３８±０．００１ １．３９６±０．０１７ ０．４６４±０．０１１ １．５９５±０．０２４ ０．０７３±０．００６ ０．０９５±０．０２８ ０．０３１±０．００１ ０．５４９±０．００９

標準試料 JG－１ａ） １２７ ０．７５５±０．０１０ ０．２０２±０．００５ ０．０７６±０．０１１ ３．７５９±０．１１１ ０．９９３±０．０３６ １．３３１±０．０４６ ０．２５１±０．０２７ ０．１０５±０．０１７ ０．０２８±０．００２ ０．３４２±０．００４

Ｍ群＝桑ノ木津留第１群、Ｆ群＝UT遺物群、HS２群＝置戸・置戸山群、FR２群＝ケショマップ第一群にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、＊：ガラス質安山岩、NK遺物群：中ッ原遺跡、HY遺物群：
日和山遺跡、ＳＮ遺物群：三内丸山遺跡出土、KN遺物群：此掛沢遺跡、HS遺物群：北進遺跡、KI遺物群：桐木遺跡、UT遺物群：内屋敷遺跡、AI遺物群：相ノ沢遺跡、FS遺物群：房ノ沢遺跡、SD遺物
群：下舘銅屋遺跡、FR遺物群：東麓郷１，２遺跡、FH遺物群：東９線８遺跡、KT遺物群：北区１遺跡、KS遺物群：キウス４遺跡Ａ－Ｒ地区、SG遺物群：志風頭遺跡、OK遺物群：奥名野遺跡、TB遺物群：
戸平川遺跡、NM遺物群：長桝遺跡、MK遺物群：南方遺跡、YM遺物群：南方、藤尾、岩上遺跡、AC１、２、３遺物群：アチャ平遺跡、IN１、２遺物群：岩野原遺跡、Ｋ１９遺物群：Ｋ３９遺跡、KK1，２遺
物群：計志加里遺跡、HB1、２（フリント様）：八久保第２遺跡、HR遺物群：堀量遺跡、HM遺物群：春ノ山遺跡、KU４（硬質頁岩様）：久木野遺跡、ON１、２：大原野遺跡、NI２９：穂香遺跡、UH６３
・UH６６：上ノ原遺跡、UN５１遺物群：雲南遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アバチャ遺跡、中部カムチャッカ：Ushiki
�、�、�遺跡、コムソモリスク－ナ－アムール：フーミ遺物群、MTR２１遺物群：耳取遺跡、FUTI３遺物群：八千代村封地遺跡、NTOー６遺物群：仁田尾遺跡、SW４遺物群：沢ノ黒遺跡、原田３６遺物群：
原田遺跡、NTRS1，２，３２，遺物群：西多羅迫遺跡、矢野５４風化群：矢野遺跡。
ａ）：Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E.（１９７４）.１９７４compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG-１ granodiorite and JB-１ basalt. Geochemical Journal Vol.８，１７５‐１９２.

３．北斗市館野６遺跡の黒曜石製遺物の原材産地分析
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表－１２ 北斗市館野６遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果
分析
番号

元 素 比
Ca／Ｋ Ti／Ｋ Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Ｙ／Zr Nb／Zr Al／Ｋ Si／Ｋ

１０９７０４ ０．１７５ ０．０６３ ０．０８８ ３．１７０ １．３６１ ０．３１２ ０．３４５ ０．０８０ ０．０２７ ０．３６０
１０９７０５ ０．２５０ ０．０７０ ０．０８９ ２．２８５ １．０１５ ０．４４９ ０．２６４ ０．０２４ ０．０２６ ０．３５０
１０９７０６ ０．２５２ ０．０７０ ０．０９４ ２．４２４ ０．９６８ ０．４３７ ０．２５９ ０．０１９ ０．０２６ ０．３６３
１０９７０７ ０．３３８ ０．１３０ ０．２４１ ２．２８２ ０．８８１ １．０３０ ０．４１７ ０．１４８ ０．０３３ ０．４６８
JG－１ ０．７８０ ０．２０８ ０．０７２ ４．１１３ ０．９６９ １．２６０ ０．３１０ ０．０４７ ０．０３１ ０．３１７

JG－1 :標準試料‐Ando,A.,Kurasawa, H. ,Ohmori, T.& Takeda, E.１９７４compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG-１ granodiorite and JB-１ basalt. Geochemical Journal, Vol.
８１７５‐１９２（１９７４）

表－９ 湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果
原石群名 個 数 百分率 備 考

赤石山群 ９０個 ３６％ 白滝産地赤石山群に一致
八号沢・白土沢群 １２０個 ４９％ 割れ面が梨肌の黒曜石
あじさい滝群、幌加沢 ３１個 １３％ 割れ面が梨肌でないもの
ケショマップ第２群 ５個 ２％
KS３遺物群 １個 ０．０４％

注：８号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表－１０ 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した６６１個の黒曜石円礫の分類結果
原石群名 個数 百分率 備 考

所山群 ３２１個 ４９％ 常呂川第４群に似る
置戸山群 ７５個 １１％ 常呂川第２群，常呂川第５群，HS２遺物群に似る
ケショマップ第１群 ６５個 １０％ FR１、FR２遺物群に似る
ケショマップ第２群 ９６個 １４％ 希に同時にケショマップ第０群に０．５～０．００１％で同定、FR１、FR２遺物群に似る
八号沢群 １個 ０．２％ 割れ面梨肌
常呂川第２群 １４個 ２％ 置戸山群，高原山群，HS２遺物群に似る
常呂川第３群 ３個 ０．５％
常呂川第４群 ７０個 １１％ KS１遺物群、所山群に似る
常呂川第５群 １０個 ２％ 置戸山群、HS２遺物群に似る
常呂川第６群 １個 ０．２％ FH１遺物群に似る
常呂川第７群 ２個 ０．３％ FR２遺物群に似る
常呂川第８群 １個 ０．２％ 名寄第２群に似る
十勝 １個 ０．２％ 戸門第１群、鷹森山群、大釈迦群に似る
台場第２群 １個 ０．２％ 美蔓第１群に似る

注：常呂川第２群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

表－１１ サナブチ川から採取した４４個の黒曜石円礫の分類結果
原石群名 個 数 百分率 備 考

４２個 ９５％
赤石山群 １個 ２％ 白滝産地赤石山群に一致
八号沢・白土沢群 １個 ２％ 割れ面が梨肌の黒曜石

注：８号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表－１３ 北斗市館野６遺跡出土黒曜石製遺物の産地分析結果
試料番号 遺 構 層 位 番 号 遺物名 分析番号 ホテリングのＴ２検定結果 判 定 備 考
１ Ｈ－６ 床 ５２３ フレイク １０９７０４ 赤石山（４３％） 赤石山
２ Ｈ－１０ 床 ５９５ フレイク １０９７０５ 赤井川第１群（９７％）、赤井川第２群（８６％） 赤井川
３ FC－４ �層 ４－２ フレイク １０９７０６ 赤井川第１群（１７％）、赤井川第２群（３％） 赤井川
４ FC－９ �層 １５－２ フレイク １０９７０７ 出来島（９８％）、鶴ヶ坂（７８％） 出来島 円礫自然面あり

注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産
地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、 全く関係（相互
チェックなし）ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏
などを考察をする必要があります。

図－１ 黒曜石原産地

�章 自然科学的手法による分析
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４．館野地区・矢不来地区の完新世テフラ

館野地区，矢不来地区各遺跡の完新世テフラの岩石学的特徴を記載し、既知のテフラとの対比を行

なった。各遺跡では一～三層の降下テフラが産出し、最上位のものから駒ヶ岳 Ko－ｄ、不明、白頭

山Ｂ－Tmが認められた。館野、館野２、館野４、矢不来６、矢不来７、矢不来１１の各遺跡を例とした。

１．テフラの産状（図�－２）
ａ．最上位のテフラ：白色、にぶい黄橙色のシルト～砂質テフラで、場所により複数のフォールユニッ

トからなっている。層厚５�以下で斑状、層状に断続的に産出する。作土中に取り込まれているこ
とが多い。旧地表面の窪みにレンズ状に堆積していることがある。

ｂ．中位のテフラ：砂質で軽石を多く含んでいる。層厚１～２�で層状に局所的に産出する。上方へ
向かってやや細粒化することがある。

ｃ．最下位のテフラ：黄褐色のシルト質で斑状、層状に断続的に産出する。通常、層厚は１～２�で
あるが、旧地表面の窪みでは最大層厚１０～２０�のレンズ状に産出することがある。そのような場所
では弱いラミナが認められる。

２．テフラの鉱物組み合わせ（表�－１４）
偏光顕微鏡によりテフラの構成物を検鏡した。検鏡試料は、最上位のテフラは矢不来６－２の第２

層、中位のテフラは館野－２の第２層、最下位のテフラは館野４－２の第４層と矢不来７－２の第１

層、第３層を使用した（図�－２）。
ａ．最上位のテフラ（検鏡粒径１／８－１／１６�）：上部、下部のユニットとも主に斜長石と火山ガ
ラスからなり、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物をまれに含んでいる。火山ガラスの形態は、スポ

ンジ状発泡の軽石型に富み、繊維状発泡の軽石型とバブルウォール型を少量含んでいる。

ｂ．中位のテフラ（検鏡粒径１／４－１／８�）：上部では斜長石が多く、角閃石、単斜輝石、不透
明鉱物からなっている。黒雲母、斜方輝石、火山ガラスをまれに含んでいる。軽石も多く、スコリ

ア、岩片も含んでいる。下部では主に斜長石と角閃石が多く、単斜輝石、不透明鉱物からなってい

る。クリストバライト、黒雲母、斜方輝石をまれに含んでいる。軽石、スコリアも含まれる。本テ

フラの軽石には白色のものと灰色のものとがある。

ｃ．最下位のテフラ（検鏡粒径１／８�＞）：多量の火山ガラスと少量のアルカリ長石からなってい
る。角閃石、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物をまれに含む試料がある。鉱物以外に植物珪酸体、

珪藻、海綿骨針をまれに含む試料がある。

３．火山ガラスの化学組成（表�－１５、図�－３－１・２）
EDS型Ｘ線マイクロアナライザにより火山ガラスの化学分析を行なった。分析試料は検鏡試料と

同じである。

ａ．最上位のテフラ：平均化学組成では、SiO２は７５％台、K２Oは２％未満である。

ｂ．中位のテフラ：分析試料は白色軽石の石基ガラスである。SiO２の組成幅が大きい。

ｃ．最下位のテフラ：SiO２の組成幅が大きく、バイモーダルの組成を示す。

�章 自然科学的手法による分析
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４．テフラの対比

最下位のテフラは多量の火山ガラスとアルカリ長石を含む特異なテフラである。火山ガラスの化学

組成幅が大きくバイモーダルの組成値分布を示す。このような特徴のテフラは白頭山（長白山）起源

の白頭山苫小牧火山灰（Ｂ－Tm。１０世紀。町田・新井、２００３）である。

最上位のテフラはＢ－Tmよりも新しい層準にあることと鉱物組み合わせ、火山ガラスの形態、火

山ガラスの化学組成から駒ヶ岳起源の Ko－ｄ（AD１６４０。北海道火山灰命名委員会、１９７９。徳井、１９９０）

に対比される。

中位のテフラは角閃石を多く含む点で、渡島半島に分布する他の完新世テフラとは異なった鉱物組

み合わせを有している。また、軽石は色調を異にするものがあり、スコリアも含んでいる。このテフ

ラは紀藤（２００１）が渡島大島起源の Os－ｂに対比したテフラと同じテフラで、木古内や函館でも確

認される（北海道埋蔵文化財センター、１９８７・１９８８）。しかし、渡島大島へ向かって層厚が増すとい

うことはなく、むしろ館野・矢不来以外ではより発達が悪くなる。渡島大島起源とするにはまだ未詳

の部分が多い。ここでは噴出源不明としておく。

５．まとめ

館野・矢不来地域では三層の完新世テフラが認められる。それぞれ異なった鉱物組み合わせと火山

ガラスの化学組成を有しているので、鏡下観察または化学組成から三層間の区別は容易である。

厚くレンズ状に産出するＢ－Ｔｍには弱いラミナが認められる。鉱物以外の粒子を含むことからも

最堆積の相を示しているものであろう。

中位のテフラはＢ－Tmと Ko－ｄ間の年代を補うテフラであるので、噴出源の確定と年代の決定

が今後の課題である。

今回、更新世のテフラは分析対象としていないが、ローム層中に降下テフラが産出することがあり

（図１の矢不来６－１）、今後の詳しい記載が望まれる。鏡下観察では、第９層は斜長石、角閃石、

スポンジ状発泡の火山ガラスに富む火山灰、第１１層ローム中のテフラは斜長石、斜方輝石、スポンジ

状発泡の火山ガラスに富む火山灰であった。

引用文献

北海道埋蔵文化財センター（１９８７）：「木古内町建川２・新道４遺跡」。６１４ｐ。

北海道埋蔵文化財センター（１９８８）：「函館市桔梗２遺跡」。２５２ｐ。

北海道火山灰命名委員会（１９７９）：「北海道の火山灰分布図」。

紀藤典夫（２００１）：矢不来地区のテフラ。北海道上磯町教育委員会「町内遺跡発掘調査事業報告書－

平成１１・１２年度発掘調査概要報告－」、７９ｐ、１９－２０。
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徳井由美（１９９０）：八千代Ａ遺跡におけるテフラ層の分析。北海道帯広市教育委員会「帯広・八千代

Ａ遺跡本文編」、１００ｐ、６５－７２。

（花岡 正光）
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４．館野地区・矢不来地区の完新世テフラ

図－３－１ 火山ガラスの化学組成値分布（１）
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図－３－２ 火山ガラスの化学組成値分布（２）
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館野６遺跡（本線部分）は�章４節で述べたとおり、矢不来館から下矢不来川を挟んだ対岸の標高
５５�前後の海岸段丘上にある。近い位置に存在が認められるが、中世の遺構・遺物の検出は無かった。
自然地形を利用した矢不来館は、下の沢川・下矢不来川が外堀としての機能をし、館野６遺跡側に面

して入り口部分の平場・大手虎口・連続縦土塁が築かれている。推測すれば、対岸の台地（館野６遺

跡）は外敵がこのあたりから進入するのを想定し警戒した、もしくは戦略に用いたところではなかっ

たかと思われる。

縄文時代の遺構・遺物については、遺跡の位置が円筒土器文化圏にあり、円筒土器下層～上層のも

のが検出されている。平成２０年度に調査を行った本線部分においては主体となるのは下層ｂ式相当と

サイベ沢�式である。
円筒土器下層ｂ式相当では、住居跡から検出したもの、土坑墓と考えられる土坑から出土したもの、

住居跡の窪みを利用した土器捨て場である遺物集中４からのものと、特徴が分かれる。住居跡からの

ものは、サイベ沢�式相当を含む下層ｃ式の古手と考えられ、土坑からのものは下層ｂ式の新しいも
の、遺物集中４からのものは、下層ｂ式相当のものである。

住居跡から出土した土器は口頸部文様帯に羽状縄文を持つもの（Ｈ－２・図�－９２－１）、幅の狭
い口頸部文様帯に条痕文、体部には斜行縄文が施されているものである（Ｈ－８・図�－１０７－１）。
共に内面は磨かれており、器高は口径に対し低く、口縁が外反もしくは外反気味になっている。Ｈ－

２のものに関しては、底面に縄文が施されている。Ｈ－８出土のものについては、サイベ沢遺跡第１

地点２２層出土（大場他１９７２）のものを大沼（１９８６ａ）が下層ｃ式に位置付け、木古内町新道４遺跡の

BP－１５７から出土のものをサイベ沢�式に比定している。この中に幅の狭い口縁に条痕と体部に単節
斜行縄文が施されているＨ－８と同じ文様のものがあり、またＨ－２のものと共通する、幅の狭い口

縁部文様帯に羽状縄文があるものの底面に縄文が施されているものがある。大沼（１９８６ｂ）はこれら

を含む新道４遺跡Ｂ地区の調査で出土した縄文時代前期の土器について「サイベ沢�式を含み、円筒
土器下層ｃ式に通ずる特色をもつ土器群」としており、本遺跡で今回報告範囲の住居跡から出土した

ものもこれらに比定されるものではないかと考えられる。

土坑墓（Ｐ－２３・２４・３３）出土のものはいずれも坑底出土である。土坑の規模は坑底の長軸が５０�
前後、単軸が３０�前後で長軸が西－東（Ｐ－２３・２４）北西－南東（Ｐ－３３）を向く。共通する遺物と
して、小型の土器がある。特徴は、隆帯を持ち底部が磨かれているもの（Ｐ－２４）・隆帯を持たず、

底面に縄文が施されているもの（Ｐ－２３・３３）があり、体部には撚糸・附加条・羽状縄文＋不整綾絡

文などが施されている。内面は磨かれている。この小型の土器に伴い、Ｐ－２３には頁岩製のスクレイ

パー３点、Ｒフレイク２点、扁平打製石器１点が出土している。Ｐ－２４には頁岩のフレイク１点、扁

平打製石器１点が出土、Ｐ－３３からは頁岩製のフレイクが１点出土している。Ｐ－２３から出土してい

るスクレイパーについて、掲載遺物（図�－１３３）は縦長剥片の右側縁もしくは両側縁に僅かな調整
によるもので、未掲載にしたもう１点のスクレイパーも比較的縦長の剥片の背面左側縁の一部と腹面

側の下端に調整が施されているものである。フレイクのうち１点は打面に調整剥離が観察できる。扁

平打製石器については凝灰岩の扁平な礫に片面と両端、長軸の１側縁に加工が加えられているもので

ある。Ｐ－２４については砂岩製の扁平打製石器が、Ｐ－２４の加工と共通するものである。Ｐ－３３につ
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いては、原石面の残るフレイクが坑底から出土しているほか、埋め戻しの覆土中からは原石面の残る

フレイクが２点出土している。１つは腹面に被熱し炭化物状のものが付着、１つは片面に打面調整が

残り剥離が行なわれた石核的なものである。この共通する土坑の特徴（坑底面規模・長軸方向）と共

通する遺物（小型の土器・少々の頁岩の剥片・扁平打製石器）は特記しておきたい。このほか、フラ

スコ状を呈する概時期の土坑墓としてＰ－１４がある。これにも坑底から復元により土器の体部下半

と、Ｐ－２３・２４・３３と共通する頁岩製のフレイク２点、石核１点、凝灰岩製の扁平打製石器も２点出

土している。この土坑の坑底から検出した焼土をフローテーション法により得られた炭化物は、ＡＭ

Ｓ法の年代測定により４，７１０±３０yrBPという結果が得られており、調査の年代観とほぼ一致する。

遺物集中４から出土した土器は隆帯を持つものと持たないものがあり、隆帯を持つものは隆帯上に

指頭による圧痕や低い隆帯上に竹管状工具による刺突が施されているものがある。口頸部文様帯には

不整綾絡文が施されているものが多く、このほか沈線が施されているものもある。体部は主に撚糸文

・附加条文が多く、複節縄文・網目状撚糸文・体部中央に不整綾絡文を持つものや、撚り戻しの縄文

のものがある。隆帯を持たないものは、口頸部文様帯に不整綾絡文・撚糸文を横走させるもの・単節

斜行縄文が施されているものがある。体部の文様は隆帯を持つものとほぼ共通し、底部は上げ底、底

面は縄文が施されているものが多く、磨かれているものもある。

このほか、概時期の遺構として黒曜石の剥片を主体とした FC－９がある。この剥片は原産地分析

により青森県の日本海側、出来島産との結果が得られた。素材に用いられたものは海岸で採取できる

握り拳大の円磨された転石が用いられている。これは青森県の鯵ヶ沢、七里長浜の海岸付近砂浜で採

取することができ、この黒曜石を含む路頭も観察できる（新渡戸・鈴木１９８３）。本遺跡では縄文時代

中期前半、サイベ沢�式の住居跡から検出した黒曜石は原産地分析により遠軽町白滝産や余市郡赤井
川産との結果が得られており、石器石材の一部で縄文時代前期後半では円筒土器文化圏内での物流か

ら、中期前半になると円筒土器文化圏外を含む道内の物質を取り入れ、活動していたことが伺えよう。

円筒土器上層式においてはサイベ沢�式が住居跡に伴い多く検出した。床面や生活面から出土した
もので、地文施文後に貼付帯が施されるもの・地文施文後に沈線文が施されるもの・地文が結節回転

文を持つもの・結節回転文を持たないものなど、土器型式の中でも前後関係がいわれていたものにつ

いて、特段差の無い結果になっている。覆土・床面・生活面の判断が適正であったか、発掘調査での

反省点は残る。しかし、三宅（１９８９）が東北地方と併行期にある円筒土器上層ｄ式と同ｅ式について、

「上層ｅ式が文様構成を採用したのも、（円筒土器文化の）崩壊過程にあっても伝統を重視するがた

めに、限定された選択肢の一つとして施文具の置換を採用したのである。その施文方法が円筒土器の

伝統になく、かつ隆帯から沈線という極端な転換であっても、土器を構成するその他の諸要素は、ま

ぎれもなく円筒土器の直系を示すものである。」としている。館野６遺跡の概時期遺構出土遺物につ

いて、三宅のいう円筒土器文化の崩壊過程と考えれば、大幅な時間差は無いものと捉えることができ

よう。

縄文時代早期の遺物で類例が少ないものとして、�群ａ類の虎杖浜式併行とした高野�群に比定さ
れる土器がある。乳房状の尖底と平底のものがあり、条痕が施文・調整に施されている。遺物量が少

なく、出土は包含層で縄文時代前期を下らない�層中からで、縄文時代中期前半の遺構などに撹乱を
受けている可能性がある。今後の資料増加を期待する。

調査区の後背に平成２１年度調査区の補償道路部分がある。ここでは円筒土器下層式期の集落と盛土

遺構が検出されており、遺物量は１００万点を超える。北海道南部において、円筒土器下層式がどのよ

うに萌芽し展開・移行していくのか、今後の整理作業によって明らかになることが期待できる資料で
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ある。

また、表�－１に示した函館江差自動車道建設に伴う発掘調査で、現在調査中や整理作業中の遺跡
は木古内町を含め６ヶ所、ほか近隣市町で新幹線建設事業に伴うものが５ヶ所ある。今後、これらが

整理・報告され、各時期の問題点などを解明する資料が増えていくものと考えている。 （袖岡）

大沼 忠春 １９８６ａ 「道南の前期縄文土器群の編年について（�）」 『北海道考古学』２２輯

大沼 忠春 １９８６ｂ 『木古内町 建川１・新道４遺跡』北埋調報３３

大場 利夫他 １９７２ 『サイベ沢遺跡－函館郊外桔梗村サイベ沢遺跡発掘調査報告書－』

２．Ｐ－１４坑底検出の砂質の礫について

本調査でＰ－１４から砂質の礫３点が出土した。坑底出土の礫２点（遺物番号２７・２８）、PP１の１層

出土の礫１点（遺物番号３６）である。他にＨ－１０の２層上、１０Ｊ区�層、１２Ｑ区�層、１３Ｑ区�層、
１９Ｍ区�層から出土した礫各１点も見かけ上類似する石質であった。これらの肉眼観察では、出土し
た直後は円礫の形状を保っており、表面はもろく、ブラシを使って水で洗浄すると削れ、乾燥すると

表面が粉状になり割れるという特徴があった。さらに１０Ｊ区�層から出土した礫などは一部や全体が
赤褐色を呈していた。このような状態であったことから、使用痕などの観察は困難であった。この礫

の石材を判断する必要があると考え、第１調査部第１調査課 花岡正光が石材の分析を行った（表�
－１）。試料はＰ－１４坑底出土の礫（遺物番号２７、試料番号１）と PP１の１層出土の礫（遺物番号３６、

試料番号２）、１０Ｊ区�層出土の礫（試料番号３）を用い、比較試料として、矢不来９遺跡Ｈ－２HF
－１の被熱土壌（試料番号４）と遺跡内の�層の土壌（試料番号５）を選択した。矢不来９遺跡Ｈ－
２HF－１の被熱土壌は中央が堅い板状であったが周辺はもろく、焼かれた粘土のようにみえたもの

である。出土時から多数のひび割れがあり、取上げの際にそこから割れ、多数のブロック状になって

いた。硬さは場所で異なるものの、取上げの際に割れる特徴が類似するため用いた。遺跡内の�層の
土壌については、�層がＰ－１４の坑底の層位であり、試料の礫と考えているものは埋土が固まったも
の、あるいは被熱により�層が硬化したものの可能性について検討するためである。また出土時の形
状を保つものとしてＰ－１４坑底出土の遺物番号２８の礫があり、参考資料として掲載した（図版�－
１）。

結果は坑底出土の礫（試料番号１）と PP１出土の礫（試料番号２）は水成の泥質砂岩である。ま

た、１０Ｊ区�層出土の礫（試料番号３）は水成の凝灰質砂岩である。矢不来９遺跡Ｈ－２HF－１の
被熱土壌（試料番号４）は被熱（高温酸化）した水成の粘土または粘土質土、遺跡内の�層の土壌
（試料番号５）は風成塵起源の陸成ロームである。

試料番号１～４はいずれも水成堆積物で、これらは館野６遺跡で遺構の坑底や床面となる�層（試
料番号５）とは構成物が明らかに異なり、他の場所から持ち込まれたものと判断できる。また同じ海

成段丘上にあり近接する矢不来９遺跡においても、Ｈ－２HF－１の被熱土壌（試料番号４）は他の

場所から持ち込まれた粘土または粘土質土を床面に貼ったものと考える。

今回の結果を踏まえ、今後は取上げ方法や保存処理を検討していく必要がある。Ｐ－１４の坑底出土

の遺物番号２７（試料番号１）については現場では礫と考え、パラロイドＢ７２で強化を行い、取り上げ

後の形状を保っている。 （佐藤）
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。
に
ぶ
い
黄
橙
色
。

多
量
の
火
山
ガ
ラ
ス
（
粒
径
０
．１
	
±
。
バ
ル
ブ
ウ
ォ
ー
ル
型
と
繊

維
状
型
）
と
結
晶
（
粒
径
０
．０
５
	
±
）
・
岩
片
が
あ
る
。
海
綿
骨
針
、

海
棲
種
の
珪
藻
を
含
む
。
火
山
ガ
ラ
ス
の
周
縁
に
は
衝
突
痕
が
あ

る
。
結
晶
・
岩
片
は
円
磨
さ
れ
て
い
る
。
降
下
火
山
灰
が
海
水
中
を

移
動
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

水
成
の

凝
灰
質

砂
岩

処 理 前

粒
度
は
シ
ル
ト
質
～
極
細
粒
砂
。
多
量
の
火
山
ガ
ラ
ス
を
含
む
よ
う
に
見
え
る
。
体

積
の
割
り
に
軽
い
（
比
重
小
）。
他
試
料
と
は
全
く
見
か
け
が
異
な
る
。
水
中
で
は

そ
の
ま
ま
で
分
解
し
な
い
た
め
、
押
圧
し
て
粉
砕
。

４
矢
不
来

９
遺
跡

Ｈ
－
２

H
F
－
１

１
被
熱

土
壌

現 場
３
�
程
度
の
厚
み
が
あ
る
、
板
状
の
形
状
で
あ
る
。
表
面
に
ひ
び
割
れ
が
あ
り
、
堅

い
。
赤
褐
色
。

粒
子
の
表
面
が
高
温
酸
化
に
よ
り
赤
褐
色
に
変
色
し
て
、
構
成
物
の

内
容
が
わ
か
り
に
く
い
。
角
閃
石
、
黒
雲
母
、
長
石
、
石
英
が
あ
る
。

被
熱
に
よ
り
白
濁
し
た
海
綿
骨
針
を
多
く
含
む
。

被
熱
（
高
温

酸
化
）
し
た

水
成
の

粘
土

ま
た
は

粘
土
質
土

処 理 前

表
面
は
汚
れ
て
良
く
見
え
な
い
。
見
か
け
が
２
に
類
似
す
る
。
海
綿
骨
針
と
推
定
さ

れ
る
白
濁
し
た
針
状
物
質
が
あ
る
。
海
棲
種
の
珪
藻
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
１
個

あ
る
。
マ
ン
ガ
ン
結
核
が
多
い
。
水
中
で
は
そ
の
ま
ま
で
分
解
し
な
い
た
め
、
押
圧

し
て
粉
砕
。

５
館
野
６

遺
跡

遺
跡
内

�
土
壌

（
�
層
）

現 場
黄
褐
色
ロ
ー
ム
。

長
石
が
多
く
、
石
英
、
火
山
ガ
ラ
ス
が
あ
る
。
重
鉱
物
は
角
閃
石
が

目
立
ち
、
輝
石
、
黒
雲
母
が
あ
る
。
マ
ン
ガ
ン
結
核
、
微
粒
炭
を
多

く
含
む
。

風
成
塵

起
源
の

陸
成

ロ
ー
ム

処 理 前
粘
土
質
で
極
細
粒
砂
が
混
じ
る
。角
閃
石
が
目
立
つ
。水
中
で
２
番
目
に
早
く
分
解
。

※
処
理
・
観
察
方
法

水
浸
→
指
間
で
粉
砕
→
H
C
ｌ
処
理
（
超
音
波
洗
浄
）
→
乾
燥
→
実
体
顕
微
鏡
観
察
。
試
料
番
号
３
は
偏
光
顕
微
鏡
を
併
用
。

２．Ｐ－１４坑底検出の砂質の礫について

３６２



試料番号１（P－14　坑底遺物番号 27）

試料番号２（P－14　PP1 遺物番号 36）

試料番号３（10J 区Ⅲ層）

試料番号４（矢不来９　H－2　HF－1）

試料番号５（館野 6遺跡Ⅴ層）参考資料（P－14　坑底遺物番号 28）

参考資料
　　試料番号１

P－14　坑底遺物出土状況

図版Ⅴー１

Ｐ－１４壙底の砂質礫と比較資料

�章 ま と め
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写 真 図 版

図版１～１０５ 現場写真

図版１０６～１３６ 遺構出土の遺物

図版１３７～１４５ 包含層出土の土器

図版１４６～１５２ 包含層出土の石器



調査区北側�層上面検出（西から）

調査区南東側�層上面検出（北東から）

調査状況（１）

図版１



調査区南西側�層上面検出（北から）

調査区北東側�層上面検出（北から）

調査状況（２）

図版２



２５％調査状況（西から）

調査状況（北から）

調査状況（３）

図版３



調査区南側完掘（東から）

調査区北東側完掘（北東から）

調査状況（４）

図版４



調査区北西側完掘（南から）

調査区南西側完掘（北から）

調査状況（５）

図版５



調査区南東側側溝部分完掘（北東から）

調査区南西側側溝部分完掘（東から）

調査状況（６）

図版６



調査区西側側溝部分完掘（南から）

調査区中央沢地形完掘（南東から）

調査状況（７）

図版７



沈砂地完掘（北西から）

調査状況（８）

図版８



調査区中央北側断層検出（東から）

調査区中央北側断層土層断面（東から）

断層（１）

図版９



調査区中央南側断層検出（北西）

調査区中央東側断層検出（東から）

断層（２）

図版１０



調査区中央南側断層完掘（１）（東から）

調査区中央南側断層完掘（２）（東から）

断層（３）

図版１１



Ｈ－１ 完掘（北から）

Ｈ－１ 東西土層断面（南から）

Ｈ－１ 南北土層断面（西から）

Ｈ－１（１）

図版１２



Ｈ－１ 遺物出土状況（東から）

Ｈ－１ HF－１ 土層断面（西から） Ｈ－１ HP－１ 土層断面（西から）

Ｈ－１（２）

図版１３



Ｈ－２ 完掘（北東から）

Ｈ－２ 東西土層断面（北から）

Ｈ－２ 南北土層断面（西から）

Ｈ－２（１）

図版１４



Ｈ－２ 床面遺物出土状況（北東から）

Ｈ－２ 覆土遺物出土状況（拡大）（東から） Ｈ－２ 垂飾（覆土２層）出土状況（南から）

Ｈ－２（２）

図版１５



Ｈ－２ HF－１ 検出（西から） Ｈ－２ HF－１ 土層断面（北から）

Ｈ－２ HP－１ 土層断面（南から） Ｈ－２ HP－２ 土層断面（南から）

Ｈ－２ HP－４ 完掘（南から） Ｈ－２ HP－５ 遺物出土状況（南から）

Ｈ－２（３）

図版１６



Ｈ－３ 完掘（南東から）

Ｈ－３ 東西土層断面（南から）

Ｈ－３ 南北土層断面（西から）

Ｈ－３（１）

図版１７



Ｈ－３ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－３ HF－１ 土層断面（西から） Ｈ－３ HF－２ 土層断面（西から）

Ｈ－３（２）

図版１８



Ｈ－４ 完掘（北東から）

Ｈ－４ 東西 土層断面（北から）

Ｈ－４ 南北 土層断面（西から）

Ｈ－４（１）

図版１９



Ｈ－４ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－４ HF－１ 土層断面（南から） Ｈ－４ HF－２ 土層断面（南東から）

Ｈ－４（２）

図版２０



Ｈ－４ HF－３ 土層断面（南から） Ｈ－４ HP－１・２（南から）

Ｈ－４ HP－４・５（南から） Ｈ－４ HP－８（西から）

Ｈ－４ HP－９（北東から）

Ｈ－４（３）

図版２１



Ｈ－５ 完掘（北東から）

Ｈ－５ 南東北西土層断面（南西から）

Ｈ－５ 南西北東土層断面（北西から）

Ｈ－５（１）

図版２２



Ｈ－５ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－５ HF－１ 土層断面（西から） Ｈ－５ HP－１ 土層断面（西から）

Ｈ－５（２）

図版２３



Ｈ－６ ３層上面遺物出土状況（北西から）

Ｈ－６ 床面遺物出土状況（南から）

Ｈ－６（１）

図版２４



Ｈ－６ 東西土層断面（南東から）

Ｈ－６ 南北土層断面（西から）

Ｈ－６ ３層遺物出土状況（南東から） Ｈ－６ ３層遺物出土状況（�２）（西から）

Ｈ－６（２）

図版２５



Ｈ－６ ３層遺物出土状況（�３土器）（北から） Ｈ－６ ３層遺物出土状況（�５土器）（北から）

Ｈ－６ ３層遺物出土状況（�１０土器）（南西から）Ｈ－６ ３層遺物出土状況（�１０土器内部）（北東から）

Ｈ－６ 床面遺物出土状況（北から） Ｈ－６ 床面遺物出土状況（�１土器）（西から）

Ｈ－６（３）

図版２６



Ｈ－６ 床面遺物出土状況（�１２土器）（北東から） Ｈ－６ 床面遺物出土状況（�１２土器）（北から）

Ｈ－６ 床面遺物出土状況（�１３土器）（南東から）Ｈ－６ 床面遺物出土状況（�１３土器内部）（北西から）

Ｈ－６ HS－１ 検出（北から） Ｈ－６ HFC－１・２ 検出（南から）

Ｈ－６（４）

図版２７



Ｈ－６ HF－１ 土層断面（西から） Ｈ－６ HF－１ 完掘（北から）

Ｈ－６ HF－２ 土層断面（南西から） Ｈ－６ HF－３ 土層断面（西から）

Ｈ－６ HF－４ 土層断面（北西から） Ｈ－６ HF－５ 土層断面（東から）

Ｈ－６（５）

図版２８



Ｈ－６ HF－６ 土層断面（東から） Ｈ－６ HP－１ 土層断面（南から）

Ｈ－６ HP－２ 土層断面（南西から） Ｈ－６ HP－３ 土層断面（西から）

Ｈ－６ HP－４ 土層断面（西から） Ｈ－６ HP－５ 土層断面（西から）

Ｈ－６（６）

図版２９



Ｈ－６ HP－６ 土層断面（南西から） Ｈ－６ HP－７ 土層断面（南西から）

Ｈ－６（７）

図版３０



Ｈ－７ 完掘（南西から）

Ｈ－７ 南北土層断面（西から）

Ｈ－７ 東西土層断面（北から）

Ｈ－７（１）

図版３１



Ｈ－７ 南北土層断面（延長部分）（西から）

Ｈ－７ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－７（２）

図版３２



Ｈ－８ 完掘（西から）

Ｈ－８ 東西土層断面（東側）（南から）

Ｈ－８ 南北土層断面（北側）（西から）

Ｈ－８（１）

図版３３



Ｈ－８ 南北土層断面（南側）（西から）

Ｈ－８ 遺物出土状況（北西から）

Ｈ－８（２）

図版３４



Ｈ－８ HP－２ 土層断面（南から） Ｈ－８ HP－２ 遺物出土状況（南から）

Ｈ－８ HP－５ 土層断面（南から） Ｈ－８ HP－５ 遺物出土状況（東から）

Ｈ－８（３）

図版３５



Ｈ－９ 完掘（北から）

Ｈ－９ 東西土層断面（南から）

Ｈ－９ 南北土層断面（西から）

Ｈ－９（１）

図版３６



Ｈ－９ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－９ HP－１ 完掘（南から） Ｈ－９ HP－２ 完掘（南から）

Ｈ－９（２）

図版３７



Ｈ－１０ 完掘（北西から）

Ｈ－１０ 東西土層断面（西側）（南西から）

Ｈ－１０ 南北土層断面（西から）

Ｈ－１０（１）

図版３８



Ｈ－１０ 床面遺物出土状況（南西から）

Ｈ－１０ 床面遺物出土状況（西から）

Ｈ－１０（２）

図版３９



Ｈ－１０ 遺物出土状況（�３土器）（西から）

Ｈ－１０ 床面遺物出土状況（�６土器）（北東から）

Ｈ－１０（３）

図版４０



Ｈ－１０ HF－１ 土層断面（南西から） Ｈ－１０ HF－２ 土層断面（南西から）

Ｈ－１０ HF－３ 土層断面（西から） Ｈ－１０ HP－１ 土層断面（西から）

Ｈ－１０ HP－２ 土層断面（西から） Ｈ－１０ HP－８ 土層断面（西から）

Ｈ－１０（４）

図版４１



Ｈ－１０ HP－９ 土層断面（南東から） Ｈ－１０ HP－１０ 土層断面（南西から）

Ｈ－１０ HP－１１ 土層断面（西から） Ｈ－１０ HP－１２ 土層断面（西から）

Ｈ－１０ HP－１３ 土層断面（南西から） Ｈ－１０ HP－１４ 土層断面（西から）

Ｈ－１０（５）

図版４２



Ｈ－１１ 完掘（北東から）

Ｈ－１１ 南西北東土層断面（南東から）

Ｈ－１１ 南北土層断面（西から）

Ｈ－１１（１）

図版４３



Ｈ－１１ 床面遺物出土状況（北から）

Ｈ－１１ 床面遺物出土状況（�３土器）（北西から） Ｈ－１１ HFC－１ 検出（北から）

Ｈ－１１（２）

図版４４



Ｈ－１１ �１２ 石斧出土状況（南東から） Ｈ－１１ �１３ 台石出土状況（北東から）

Ｈ－１１ HP－１２ 土層断面（北から） Ｈ－１１ HP－１２ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－１１ HP－１ 土層断面（西から） Ｈ－１１ HP－７ 土層断面（西から）

Ｈ－１１（３）

図版４５



Ｈ－１２ 完掘（南西から）

Ｈ－１２ 土層断面（南から）

Ｈ－１２ 土層断面（西から）

Ｈ－１２（１）

図版４６



Ｈ－１２ 遺物出土状況（南西から）

Ｈ－１２ HF－１ 土層断面（西から） Ｈ－１２ HP－４ 遺物出土状況（北から）

Ｈ－１２（２）

図版４７



Ｈ－１３ 完掘（西から）

Ｈ－１３ 土層断面（北から）

Ｈ－１３ 土層断面（西から）

Ｈ－１３（１）

図版４８



Ｈ－１３ 遺物出土状況（西から）

Ｈ－１３ HF－１ 土層断面（北から） Ｈ－１３ HP－１ 土層断面（南西から）

Ｈ－１３（２）

図版４９



Ｈ－１３ HP－１ 完掘（西から） Ｈ－１３ HP－１４ 完掘（南西から）

Ｈ－１３ HP－５ 完掘（南西から） Ｈ－１３ HP－６ 完掘（東から）

Ｈ－１３（３）

図版５０



Ｈ－１４ 完掘及び遺物出土状況（北東から）

Ｈ－１４ 南西北東土層断面（南東から）

Ｈ－１４ 南北土層断面（北側）（北西から）

Ｈ－１４（１）

図版５１



Ｈ－１４ 南北土層断面（南側）（東から）

Ｈ－１４ 南北土層断面（北側）（東から）

Ｈ－１４ 南北土層断面（北側）（西から）

Ｈ－１４ 南西北東土層断面（北東側）（南東から）

Ｈ－１４（２）

図版５２



Ｈ－１４ 床面遺物出土状況（�１土器）（北西から）

Ｈ－１４ HP－３ 土層断面（南西から） Ｈ－１４ HP－３ 完掘（南から）

Ｈ－１４（３）

図版５３



Ｈ－１５ 完掘（西から）

Ｈ－１５ 南西北東土層断面（北西から）

Ｈ－１５ 南東北西土層断面（北西から）

Ｈ－１５（１）

図版５４



Ｈ－１５ 床面遺物出土状況（西から）

Ｈ－１４ HF－１ 土層断面（南から） Ｈ－１５ HP－５ 土層断面（南から）

Ｈ－１５（２）

図版５５



Ｈ－１６ 完掘（北から）

Ｈ－１６ 南北土層断面（南西から）

Ｈ－１６ 東西土層断面（南から）

Ｈ－１６（１）

図版５６



Ｈ－１６ 床面遺物出土状況（北から）

Ｈ－１６ 遺物出土状況（西から）

Ｈ－１６（２）

図版５７



Ｈ－１６ HF－１ 検出（西から） Ｈ－１６ HF－１ 土層断面（西から）

Ｈ－１６ HF－２ 検出（東から） Ｈ－１６ HF－２ 土層断面（北西から）

Ｈ－１６ HF－３ 土層断面（西から） Ｈ－１６ FC－１ 検出（北西から）

Ｈ－１６（３）

図版５８



Ｈ－１６ HP－１・４ 完掘（西から） Ｈ－１６ HP－２ 土層断面（南から）

Ｈ－１６ HP－３ 検出（南西から） Ｈ－１６ HP－３ 土層断面（南西から）

Ｈ－１６ HP－３ 完掘（北西から）

Ｈ－１６（４）

図版５９



Ｈ－１７ 完掘（北東から）

Ｈ－１７ 南北土層断面（西から）

Ｈ－１７（１）

図版６０



Ｈ－１７ 遺物出土状況（西から）

Ｈ－１７ 床面遺物出土状況（�１土器）（南東から） Ｈ－１７ HP－１ 土層断面（南西から）

Ｈ－１７（２）

図版６１



Ｐ－１ 土層断面（北から） Ｐ－１ 完掘（北から）

Ｐ－２ 土層断面（東から） Ｐ－２ 完掘（北西から）

Ｐ－２ 完掘（南から） Ｐ－３ 土層断面（南西から）

土坑（１） Ｐ－１～３

図版６２



Ｐ－４ 土層断面（北から） Ｐ－４ 遺物出土状況（南から）

Ｐ－４ 坑底焼土検出（北西から） Ｐ－４ 坑底焼土検出（北から）

Ｐ－５ 土層断面（南から） Ｐ－４（奥）・５ 土層断面（南から）

土坑（２） Ｐ－４

図版６３



Ｐ－４（前）・５ 完掘（東から） Ｐ－６ 土層断面（東から）

Ｐ－６ 完掘（北東から） Ｐ－７ 土層断面（北西から）

Ｐ－７ 完掘（西から） Ｐ－８ 土層断面（南西から）

土坑（３） Ｐ－４～８

図版６４



Ｐ－８ 完掘（南から） Ｐ－１０ 土層断面（東から）

Ｐ－１０ 遺物出土状況（東から） Ｐ－１１ 遺物出土状況（北東から）

Ｐ－１１ 土層断面（南から） Ｐ－１２ 土層断面（南東から）

土坑（４） Ｐ－８・１０～１２

図版６５



Ｐ－１２ PP－１ 土層断面（西から） Ｐ－１２ 完掘（北東から）

Ｐ－１３ 土層断面（西から） Ｐ－１３ 土層断面（西から）

Ｐ－１３ 遺物出土状況（１回目）（北から） Ｐ－１３ 遺物出土状況（２回目）（北東から）

土坑（５） Ｐ－１２～１３

図版６６



Ｐ－１３ 遺物出土状況（３回目）（北から） Ｐ－１３ 完掘（西から）

Ｐ－１４ 坑底遺物出土状況（北から） Ｐ－１４ PP－１・PF－１（西から）

Ｐ－１４ PF－１ 検出（北から） Ｐ－１４ 完掘（西から）

土坑（６） Ｐ－１３～１４

図版６７



Ｐ－１５ 土層断面（西から） Ｐ－１５ 完掘（南から）

Ｐ－１６ 土層断面（南から） Ｐ－１６ 覆土及び焼土（西から）

Ｐ－１６ 覆土及び焼土 土層断面（南から） Ｐ－１６ 遺物出土状況（東から）

土坑（７） Ｐ－１５～１６

図版６８



Ｐ－１７ 土層断面（北西から） Ｐ－１７ 遺物出土状況（北西から）

Ｐ－１８ 土層断面（西から） Ｐ－１８ 遺物出土状況（東から）

Ｐ－１９ 土層断面（西から） Ｐ－１９ 完掘（西から）

土坑（８） Ｐ－１７～１９

図版６９



Ｐ－２０ 土層断面（南から） Ｐ－２０ 完掘（南から）

Ｐ－２１ 土層断面（西から） Ｐ－２１ 完掘（東から）

Ｐ－２３ 土層断面（南から） Ｐ－２３ 坑底遺物出土状況（北西から）

土坑（９） Ｐ－２０～２３

図版７０



Ｐ－２３ 坑底遺物出土状況（拡大）（北から） Ｐ－２４ 土層断面（南から）

Ｐ－２４ 坑底遺物出土状況（西から） Ｐ－２４ 坑底遺物出土状況（西から）

Ｐ－２４ 完掘（西から） Ｐ－２５ 土層断面（南西から）

土坑（１０） Ｐ－２３～２５

図版７１



Ｐ－２５ 完掘（南から） Ｐ－２６ 土層断面（南から）

Ｐ－２６ 完掘（南東から） Ｐ－２７ 土層断面（北から）

Ｐ－２７ 完掘（北から） Ｐ－２８ 検出面遺物出土状況（南東から）

土坑（１１） Ｐ－２５～２８

図版７２



Ｐ－２８ 土層断面（北から） Ｐ－２８ 遺物出土状況（北東から）

Ｐ－２８ 完掘（北から） Ｐ－２９ 土層断面（西から）

Ｐ－２９ 坑底遺物出土状況（北から） Ｐ－２９ 完掘（北から）

土坑（１２） Ｐ－２８～２９

図版７３



Ｐ－３０ 土層断面（北西から） Ｐ－３０ 完掘（西から）

Ｐ－３１ 土層断面（南から） Ｐ－３１ 完掘（北東から）

Ｐ－３２ 土層断面（東から） Ｐ－３２ 完掘（南東から）

土坑（１３） Ｐ－３０～３２

図版７４



Ｐ－３３ 土層断面（西から） Ｐ－３３ 坑底遺物出土状況（北東から）

Ｐ－３４ 土層断面（南から） Ｐ－３４ 完掘（南東から）

Ｐ－３５ 土層断面（西から） Ｐ－３５ 完掘（西から）

土坑（１４） Ｐ－３３～３５

図版７５



Ｐ－３６ 土層断面（西から） Ｐ－３６ 完掘（南東から）

Ｐ－３７ 土層断面（東から） Ｐ－３７ 坑底遺物出土状況（東から）

Ｐ－３７ PP－１ 土層断面（東から） Ｐ－３７ PP－１ 完掘（北東から）

土坑（１５） Ｐ－３６～３７

図版７６



Ｐ－３８（左）・３９（右） 土層断面（西から） Ｐ－３８ 土層断面（東から）

Ｐ－３８ 完掘（北から） Ｐ－３９ 完掘（西から）

Ｐ－４０ 土層断面（西から） Ｐ－４０ 遺物出土状況（西から）

土坑（１６） Ｐ－３８～４０

図版７７



Ｐ－４０ PP－１ 土層断面（東から） Ｐ－４０ PP－１ 完掘（東から）

Ｐ－４１ 完掘（北西から） Ｐ－４２ 土層断面（南から）

Ｐ－４２ 完掘（北西から） Ｐ－４２ 土層断面及び完掘（南から）

土坑（１７） Ｐ－４０～４２

図版７８



Ｆ－１ 土層断面（南西から） Ｆ－２ 土層断面（南西から）

Ｆ－３ 検出（南から） Ｆ－３ 土層断面（南東から）

Ｆ－４ 土層断面（南から） Ｆ－５ 土層断面（西から）

焼土（１） Ｆ－１～５

図版７９



Ｆ－６ 土層断面（西から） Ｆ－７ 土層断面（南東から）

Ｆ－９ 検出及び土層断面（南西から） Ｆ－９ 遺物出土状況（南西から）

Ｆ－１０ 検出及び土層断面（南から） Ｆ－１１ 検出及び土層断面（南西から）

焼土（２） Ｆ－６・７・９～１１

図版８０



Ｆ－１２ 土層断面（西から） Ｆ－１３ 土層断面（南から）

Ｆ－１４ 土層断面（西から） Ｆ－１５ 検出及び土層断面（西から）

Ｆ－１６ 土層断面（北から） Ｆ－１７ 土層断面（北から）

焼土（３） Ｆ－１２～１７

図版８１



Ｆ－１８ 土層断面（北から） Ｆ－１９ 検出（北から）

Ｆ－１９ 土層断面（南東から） Ｆ－１９ 完掘（東から）

Ｆ－２０ 土層断面（北西から） Ｆ－２１ 土層断面（南西から）

焼土（４） Ｆ－１８～２１

図版８２



Ｆ－２２ 土層断面（北西から） Ｆ－２３ 土層断面（南西から）

Ｆ－２４ 土層断面（南西から） Ｆ－２５ 土層断面（南から）

Ｆ－２６ 土層断面（北から） Ｆ－２７ 土層断面（北から）

焼土（５） Ｆ－２２～２７

図版８３



Ｆ－２８ 土層断面（西から） Ｆ－２９ 土層断面（南東から）

Ｆ－３０ 検出（南東） Ｆ－３０ 土層断面（北から）

Ｆ－３１ 土層断面（南西から） Ｆ－３１ 遺物出土状況（西から）

焼土（６） Ｆ－２８～３１

図版８４



Ｆ－３２ 土層断面（南東から） Ｆ－３３ 検出（東から）

Ｆ－３３ 土層断面（南から） Ｆ－３４ 土層断面（南西から）

Ｆ－３５ 土層断面（北から） Ｆ－３６ 土層断面（東から）

焼土（７） Ｆ－３２～３６

図版８５



Ｆ－３７ 土層断面（西から） Ｆ－３８ 土層断面（南から）

Ｆ－３９ 土層断面（南西から） Ｆ－４０ 土層断面（西から）

Ｆ－４１ 土層断面（南から） Ｆ－４２ 土層断面（東から）

焼土（８） Ｆ－３７～４２

図版８６



Ｆ－４３ 検出（西から） Ｆ－４３ 土層断面（南から）

Ｆ－４４ 土層断面（北から） Ｆ－４５（右）・４６（左） 土層断面（南東から）

Ｆ－４７ 土層断面（北西から） Ｆ－４８ 土層断面（北西から）

焼土（９） Ｆ－４３～４８

図版８７



Ｆ－４９ 土層断面（北西から） Ｆ－５０ 土層断面（北から）

Ｆ－５１ 土層断面（西から） Ｆ－５１・FC－１２ 検出（北西から）

Ｆ－５３ 土層断面（東から） Ｆ－５４ 土層断面（西から）

焼土（１０） Ｆ－４９～５１・５３・５４

図版８８



Ｆ－５５ 土層断面（西から） Ｆ－５６ 土層断面（北から）

Ｆ－５７ 土層断面（西から） Ｆ－５８ 土層断面（南西から）

Ｆ－５９（手前）・６０（奥） 検出（北から） Ｆ－５９ 土層断面（西から）

焼土（１１） Ｆ－５５～６０

図版８９



Ｆ－６０ 検出（東から） Ｆ－６０ 土層断面（南西から）

Ｆ－６１ 検出（南東から） Ｆ－６１ 土層断面（南西から）

Ｆ－６２ 土層断面（北東から）

焼土（１２） Ｆ－６０～６２

図版９０



SP－１～９ 検出（南東から）

SP－２２～４０ 完掘（西から）

柱穴様の小土坑（１） SP－１～９・２２～４０

図版９１



SP 検出（１４Ｎ区周辺）（東から）

SP 検出（１１～１３Ｗ区周辺）（西から）

柱穴様の小土坑（２） SP（１４Ｎ・１１～１３Ｗ区）

図版９２



SP 検出（１５・１６－Ｋ・Ｌ区周辺）（南西から）

SP－４ 土層断面（南西から） SP－８ 土層断面（北西から）

柱穴様の小土坑（３） SP－４～８

図版９３



SP－１１ 検出（北東から） SP－１２（右）・１３（左） 完掘（南西から）

SP－１４ 検出（北西から） SP－１５ 完掘（南西から）

SP－１６ 検出（南西から） SP－１７ 土層断面（南から）

柱穴様の小土坑（４） SP－１１～１７

図版９４



SP－１８ 土層断面（南から） SP－１９ 土層断面（南から）

SP－２０ 土層断面（南から） SP－２１ 土層断面（南西から）

SP－１０４ 土層断面（北から） SP－１０５ 土層断面（西から）

柱穴様の小土坑（５） SP－１８～１０５

図版９５



SP－１１８ 土層断面（西から）SP－１２９（手前右）・１２８・１３３（奥左） 土層断面（南西から）

SP－１６６（左）・１６７ 土層断面（霜付き）（南西から）

柱穴様の小土坑（６） SP－１１８～１６７

図版９６



TP－１ 土層断面（東から） TP－１ 完掘（西から）

TP－２ 土層断面（北から） TP－２ 完掘（東から）

TP－３ 検出（北西から） TP－３ 土層断面（南東から）

Ｔピット（１） TP－１～３

図版９７



TP－３ 完掘（南東から） TP－４ 土層断面（北から）

TP－４ 完掘（南から） TP－５ 土層断面（南から）

TP－５ 完掘（南東から） TP－４・６ 完掘（北から）

Ｔピット（２） TP－３～６

図版９８



FC－１ 検出（西から） FC－２ 検出（南東から）

FC－３ 検出（南東から） FC－４ 検出（東から）

FC－５ 検出（北から） FC－５ 遺物出土状況（北東から）

フレイク・チップ集中（１） FC－１～５

図版９９



FC－７ 検出（南西から） FC－８ 検出（北東から）

FC－９ 検出（１）（西から） FC－９ 検出（２）（北から）

FC－９ 検出（３）（西から） FC－９ 土層断面（北から）

フレイク・チップ集中（２） FC－７～９

図版１００



FC－９ 周辺遺物出土状況（北西から） FC－１０ 検出（南から）

FC－１１ 検出（西から） FC－１３ 検出（北から）

FC－１４ 検出（北から）

フレイク・チップ集中（３） FC－９～１１・１３・１４

図版１０１



ＳＰ－１ 検出（西から） 遺物集中１ 検出（南西から）

遺物集中２ 検出（北から） 遺物集中３ 検出（１）（北から）

遺物集中３ 検出（２）（西から） 遺物集中３ 検出（３）（東側拡大）（北から）

集石（１）・遺物集中（１） Ｓ－１・遺物集中１～３

図版１０２



遺物集中３ 検出（４）（西側拡大）（北から） 遺物集中４ 検出状況（西から）

遺物集中６ 検出（北から） 遺物集中７ �層下検出（南西から）

遺物集中８ 検出（北東から） 埋設土器１ 土層断面（西から）

遺物集中（２）・埋設土器（１） 遺物集中３・４・６～８・埋設土器１

図版１０３



埋設土器２ 検出（北西から） 埋設土器３ 土層断面（南西から）

埋設土器４ 土層断面（西から） 埋設土器５ 検出（西から）

埋設土器５ 土層断面（南西から） 埋設土器５ 内部出土遺物（南西から）

埋設土器（２） 埋設土器２～５

図版１０４



�層 遺物 出土状況（北東から） �層 土器 出土状況（北東から）

石錐（�層）出土状況（西から） �層 フレイク出土状況（西から）

石錘出土状況（北から）

包含層 遺物の出土状況

図版１０５



Ｈ－２・１

Ｈ－１・１

Ｈ－２・２

Ｈ－１・２

Ｈ－１

3a

3b

4

Ｈ－１出土遺物・Ｈ－２出土遺物（１）

図版１０６



3a 3b

4
5

6

7

9a

9b 13

8c

8b

8a

10 12

11

14

Ｈ－２出土遺物（２）

図版１０７



10 9

2a

2b

3

2c 5

4

6 7 8

1

2
3

54

1

Ｈ－３

Ｈ－４

Ｈ－３・Ｈ－４出土遺物

図版１０８



1

2

4
6

7

3

5

Ｈ－５出土遺物

図版１０９



1

2

4 5

3

Ｈ－６出土遺物（１）

図版１１０



6 7

98

10 11

Ｈ－６出土遺物（２）

図版１１１



12（正面） 12（側面）

13（正面） 13（側面）

Ｈ－６出土遺物（３）

図版１１２



16b 17

14a

14b

19

20

21
22

25

18
26

24

23

27

15

16a

Ｈ－６出土遺物（４）

図版１１３



Ｈ－７ Ｈ－８

Ｈ－９

1

2a 2b

2c

4a

4b

3

7
65

8

10

9

11

12a

12b
13

1

1

2

3

Ｈ－７・８・９出土遺物

図版１１４



1（正面）

1（側面）

2

63

Ｈ－１０出土遺物（１）

図版１１５



4 5 7

9

11 8

Ｈ－１０出土遺物（２）

図版１１６



10 12

2

13 14 15a
15b

18

17

16

Ｈ－１０出土遺物（３）

図版１１７



1 4

2（正面） 2（側面）

Ｈ－１１出土遺物（１）

図版１１８



3 5

8 97

6

10a
10b

11

12

Ｈ－１１出土遺物（２）

図版１１９



Ｈ－11

Ｈ－12

13

14

15

1

9 10 11

2
3 4

5

6

7
8

1312

201916

15

14

17

18

21

Ｈ－１１出土遺物（３）・Ｈ－１２出土遺物

図版１２０



3b

3a

4

2

1a

1b

2

3
4

5
9

8

10

6

7

1

Ｈ－13

Ｈ－14

Ｈ－１３出土遺物・Ｈ－１４出土遺物（１）

図版１２１



Ｈ－14

Ｈ－15 Ｈ－16 Ｈ－17

11

12

1

2

1

1

2 3a
5

6 7

8

9

1043b

11

Ｈ－１４出土遺物（２）・Ｈ－１５・１６・１７出土遺物

図版１２２



Ｐ－17Ｐ－４

Ｐ－19

Ｐ－11

Ｐ－20

Ｐ－13

Ｐ－23

1

1

1
1b

1a

2

1a

1b

1

2 3
4 5

6

7a

7b

1 2 3

Ｐ－４・１１・１３・１７・１９・２０・２３（１）出土遺物

図版１２３



2
3

4

4

5

6

1

Ｐ－23Ｐ－14

Ｐ－１４・２３（２）出土遺物

図版１２４



1

1

2

1
1a 1b

21c

2

1

2

3

1a

1b

22

3

4

1 1

Ｐ－24

Ｐ－33

Ｐ－38

Ｐ－37 Ｐ－39

TP－２

Ｐ－28

Ｐ－29

Ｐ－２４・２８・２９・３３・３７・３８・３９・TP－２出土遺物

図版１２５



Ｆ－31

Ｆ－１

Ｆ－34

Ｆ－60

Ｆ－59

1

1

1
2

2
1

2－1 2－4

2－2 2－3

1

Ｆ－９

1

Ｆ－１・９・３１・３４・５９・６０出土遺物

図版１２６



FC－１

FC－３ FC－８

FC－２

1

2
3

4

5

6

7
8

9

1

1a

1b

2

3 4

5

6

FC－９

1

FC－１・２・３・８・９出土遺物

図版１２７



埋設土器 1・1 埋設土器 2・1

埋設土器 4・1

埋設土器 5・1埋設土器 3・1

埋設土器１・２・３・４・５出土遺物

図版１２８



遺物集中 1・1 遺物集中 3・1

遺物集中 3・2 遺物集中 3・5遺物集中 3・3

遺物集中 3・4 遺物集中 4・1

遺物集中１・３出土遺物・遺物集中４出土遺物（１）

図版１２９



遺物集中 4・2

遺物集中 4・3 遺物集中 4・4

遺物集中 4・5 遺物集中 4・6

遺物集中 4・9 遺物集中 4・8

遺物集中４出土遺物（２）

図版１３０



遺物集中 4・7

遺物集中 4・10

遺物集中 4・11

遺物集中 4・15 遺物集中 4・12

遺物集中４出土遺物（３）

図版１３１



遺物集中 4・13

遺物集中 4・14 遺物集中 4・16

遺物集中 4・17 遺物集中 4・18 遺物集中 4・20

遺物集中 4・19

遺物集中４出土遺物（４）

図版１３２



22

21
25a

23a

23b
25b

27

24c

24a

24b

31

28

29
30

26

遺物集中４出土遺物（５）

図版１３３



32a

32b

33 34a

39

3635

38a
38b

34b

遺物集中４出土遺物（６）

図版１３４



37

40a

40b

47
46

42

48b

48c

48a

51

50

53a 53b

52

41

43

44

45

49

遺物集中４出土遺物（７）

図版１３５



54

55

56
57

58
59

60

61

6266

65

54 67
69

70

68

2
3

63
64

1

2

1a 1b
2

1

11b1a

遺物集中 5

遺物集中 4

遺物集中 6

遺物集中 7

SP－21

SP－149

1

遺物集中 8

遺物集中４出土遺物（８）・遺物集中５・６・７・８出土遺物・SP－２１・１４９出土遺物

図版１３６



1

43

2

包含層出土の土器（１）

図版１３７



5 6

7

9 10

8

包含層出土の土器（２）

図版１３８



11

12a 13

12b
14 15

16

17

22a
22b

23
21

20

19

24

18

29a
25a

25b

26

30b 28b

28a

27

29b

29c

30a

31

37
36

35

34

39a 39b
40

33

38

32

包含層出土の土器（３）

図版１３９



41

42a

46

42b

43
44

45a

45b
47a

47a

48

49a

49b

50

54b
54a

51

61

62a

62b

55

60

59

58

53
52

56 57

63a

63b

64 65
66

包含層出土の土器（４）

図版１４０



67

68

69 70
71

72a
72b

73b

73a 64

75

76 77
78 79

89
88

86
85

84

87

83

8281
80c

80b80a

90

91

92a

92b
93

94

98

101

97

10096

95

96

包含層出土の土器（５）

図版１４１



99a

99b

105

108

107

109

110

111

112

114

115
106

116 117

118 119 120 121

134
133131

129

127

122 123

124
125 126

128 130
132

102a

102b

103

104

113

包含層出土の土器（６）

図版１４２



135
136

137

138

139 140

141 142

143

144

145b
146

145a

147 148 149 150 151

161

152 153

163162166b166a

160

159

158

156155154

164 165

167
168

170

171

169 175b

176a
176b

173a

174

173b

175a
177

178 179

180

157

172

包含層出土の土器（７）

図版１４３



181
182 183 184a

185

186a

187

188

189

190

191

184b

192 193

186b

197

194

195

198
199

200
201

209a

205

208

196a

196b

202 203

206

204

207

212

211
210

213

214
216

217 218
219

220

226225
224

215

223221

222a
222b

228227

233 234
232229

209b

231230

包含層出土の土器（８）

図版１４４



235

236

237

238

237

包含層出土の土製品

図版１４５



1 2 3 4 5 6 7 8
9

10 11 12

13
14

15 16 17 18 19 20
21 22

23 24 25 26 27 28 29
30 31

32 33 34
35 36 37 38

39 40

41

42

43 44
45

46

47

5453525150
4948

包含層出土の石器（１）

図版１４６



55 56 57
58

59

60 61

62
63

64

65

66
67

68
69

70
71

72

73

74 75

76
77 78 79 80

81

82

83

84
85

包含層出土の石器（２）

図版１４７



86 87 88 89 90 91
92

93
94

95
96

97

98 99 100 101 102 103

104
105 106

107 108 109 110 111 112
113

114

115 116 117 118

119

120 121
122 123

133

132

124

125
126

131

134 135

136127 128 129 130

包含層出土の石器（３）

図版１４８



137

138

139

141

140

包含層出土の石器（４）

図版１４９



142

143－a
143－b

143－1

143－2 143－3

包含層出土の石器（５）

図版１５０



144 145 146
147

148

149

150

151 152
153

154 155 156 157

158 159 160 161

162 163 164

165 166 167 168
169

170

171 172 173 174

包含層出土の石器（６）

図版１５１



175

176 177 178

179 180
181

182 183

184

185

186
187 188

189

190

包含層出土の石器（７）

図版１５２



報 告 書 抄 録

ふ り が な ほくとし たてのろくいせき かっこいち

書 名 北斗市 館野６遺跡（１）

副 書 名 高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財調査報告書

巻 次 あり

シ リ ー ズ 名 公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター 調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第２９５集

編 著 者 名 佐川俊一・谷島由貴・袖岡淳子・佐藤 剛・吉田裕吏洋・花岡正光・立川トマス

編 集 機 関 公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター（URL http : //www.domaibun.or.jp）

所 在 地 〒０６９－０８３２ 北海道江別市西野幌６８５番地－１ TEL０１１－３８６－３２３１

発 行 年 月 日 西暦２０１３年２月２８日

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所 在 地

コ ー ド 北緯 東経

調査期間
調査面積

�
調査原因

市 町 村 遺跡番号
Ｍ２０杭

°′″ °′″

たて の い せ き

館野６遺跡
ほっかいどうほく と し

北海道北斗市 １２３６０ Ｂ－０６－３５ ４１°

４７′

２０″

１４０°

３７′

０２″

２００８０５１２

～２００８１１２８

５，７６８�

高規格幹線
道路函館江
差自動車道
茂辺地道路
工事に伴う
事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

館野６遺跡 集落跡

縄文時代早
期
縄文時代前
期後半
縄文時代中
期前半
縄文時代後
期前葉
続縄文時代

竪穴式住居跡１７軒
土坑４３基
Ｔピット５基
焼土６２ヶ所
フレイク集中１４ヶ所
埋設土器５基
遺物集中８ヵ所
集石１基
柱穴状の小土坑１９３基

・縄文時代早期、松
前町高野�群土器に
相当する土器
・縄文時代前期後半
の円筒土器下層ｂ式
土器
・縄文時代後期前葉
のトリサキ式に相当
する土器
・続縄文時代、恵山
式に相当する土器
各時期の石器類・
土・石製品

函館湾に突き出た海
岸段丘が陥没地形によ
り平坦面が二分されて
いる。これを境に、北
側には円筒土器下層ｂ
式相当の小規模な集落
と捨て場（遺物集中）
を検出。南側にはサイ
ベ沢�式相当の集落を
検出した。



公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター調査報告書第２９５集

北斗市

館野６遺跡（１）
―高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書―

平成２５年２月２８日

編集・発行 公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター
〒０６９－０８３２ 江別市西野幌６８５番地１
ＴＥＬ（０１１）３８６－３２３１（代表）
ＦＡＸ（０１１）３８６－３２３８

印 刷 富士プリント株式会社
〒０６４－０９１６ 札幌市中央区南１６条西９丁目２番１０号
ＴＥＬ（０１１）５３１－４７１１
ＦＡＸ（０１１）５３０－２５４９




